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平成２３年第２回さつま町議会定例会審議結果 

開会 平成２３年 ３月 ３日  

閉会 平成２３年 ３月２５日  

議 案 

番 号 
件           名 上程日 議決日 議決結果 

付  託

委 員 会

議案 

３ 

さつま町長等の給与の特例に関する条例の制

定について 
23.03.03 23.03.25 原案可決 総  務

４ さつま町環境基本条例の制定について 〃 〃 〃 文教厚生

５ 
さつま町報酬及び費用弁償等に関する条例の

一部改正について 
〃 〃 〃 総  務

６ 
さつま町職員の給与に関する条例等の一部改

正について 
〃 〃 〃 〃 

７ 
さつま町神の湯ふれあい公園条例の一部改正

について 
〃 〃 〃 建設経済

８ 
さつま町鶴田ダム公園等条例及びさつま町観

光公園条例の一部改正について 
〃 〃 〃 〃 

９ 平成２３年度さつま町一般会計予算 〃 〃 〃 ３常任 

１０ 
平成２３年度さつま町国民健康保険事業特別

会計予算 
〃 〃 〃 文教厚生

１１ 
平成２３年度さつま町後期高齢者医療特別会

計予算 
〃 〃 〃 〃 

１２ 
平成２３年度さつま町介護保険事業特別会計

予算 
〃 〃 〃 〃 

１３ 
平成２３年度さつま町介護サービス事業特別

会計予算 
〃 〃 〃 〃 

１４ 
平成２３年度さつま町農業集落排水事業特別

会計予算 
〃 〃 〃 〃 

１５ 平成２３年度さつま町水道事業会計予算 〃 〃 〃 建設経済

１６ 平成２３年度さつま町簡易水道事業会計予算 〃 〃 〃 〃 

１７ 
さつま町健康ふれあい公園の指定管理者の指

定について 
〃 〃 可  決 総  務

１８ 町道路線の廃止又は認定について 〃 23.03.03 〃 癩 

１９ 
さつま町固定資産評価審査委員会委員の選任

について 
〃 〃 同  意 癩 
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議 案 

番 号 
件           名 上程日 議決日 議決結果 

付  託

委 員 会

議案 

２０ 

さつま町固定資産評価審査委員会委員の選任

について 
23.03.03 23.03.03 同  意 癩 

２１ 
さつま町固定資産評価審査委員会委員の選任

について 
〃 〃 〃 癩 

２２ 
さつま町土地開発基金条例の一部改正につい

て 
23.03.25 23.03.25 原案可決 癩 

２３ 
平成２２年度さつま町一般会計補正予算（第

１１号） 
〃 〃 〃 癩 

２４ 
平成２２年度さつま町国民健康保険事業特別

会計補正予算（第３号） 
〃 〃 〃 癩 

２５ 
平成２２年度さつま町老人保健医療特別会計

補正予算（第１号） 
〃 〃 〃 癩 

２６ 
平成２２年度さつま町後期高齢者医療特別会

計補正予算（第１号） 
〃 〃 〃 癩 

２７ 
平成２２年度さつま町介護保険事業特別会計

補正予算（第４号） 
〃 〃 〃 癩 

２８ 
平成２２年度さつま町介護サービス事業特別

会計補正予算（第２号） 
〃 〃 〃 癩 

２９ 
平成２２年度さつま町農業集落排水事業特別

会計補正予算（第１号） 
〃 〃 〃 癩 

３０ さつま町教育委員会委員の任命について 〃 〃 同  意 癩 

３１ 
患者監視装置（生体情報モニタ）購入契約の

締結について 
〃 〃 可  決 癩 

Ｈ２１ 

陳情 

６ 

川内原発３号機増設に係る環境影響評価の県

民合意を図るとともに，増設反対を求める意

見書の採択について 

21.06.17 継続審査  総  務

Ｈ２２ 

陳情 

１０ 

「子ども・子育て新システムの基本制度案要

綱」に反対する陳情書 
22.12.06 23.03.25 採  択 文教厚生

発議 

１ 
東北地方太平洋沖地震に関する決議 23.03.25 〃 原案可決 癩 

発議 

２ 

さつま町議会議長等の議員報酬の特例に関す

る条例の制定について 
〃 〃 〃 癩 

発議 

３ 
町長の専決処分事項の指定について 〃 〃 〃 癩 

発議 

４ 

「子ども・子育て新システムの基本制度案要

綱」に反対する意見書（案）の提出について
〃 〃 〃 癩 
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議 案 

番 号 
件           名 上程日 議決日 議決結果 

付  託

委 員 会

報告 

１ 

平成２２年度さつま町土地開発公社事業変更

計画及び事業会計補正予算（第２号）につい

て 

23.03.03 23.03.25 報 告 済  

報告 

２ 

平成２３年度さつま町土地開発公社事業計画

及び事業会計予算について 
〃 〃 〃  

 議員派遣の件 23.03.25 〃 決  定  

 閉会中の継続審査・調査について 〃 〃 〃  
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平成２３年第２回さつま町議会定例会会議録 

                            （第１日） 

○開会期日    平成２３年３月３日  午前９時３０分 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

○会議の場所   さつま町議会議事堂 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

○当日の議員の出欠は次のとおり 

 出席議員（２０名） 

   １番  森 山   大 議員      ２番  東   哲 雄 議員 

   ３番  麥 田 博 稔 議員      ４番  米 丸 文 武 議員 

   ５番  川 口 憲 男 議員      ６番  新 改 秀 作 議員 

   ７番  平八重 光 輝 議員      ８番  平 田   昇 議員 

   ９番  舟 倉 武 則 議員     １０番  岩 元 涼 一 議員 

  １１番  内之倉 成 功 議員     １２番  柏 木 幸 平 議員 

  １３番  楠木園 洋 一 議員     １４番  内 田 芳 博 議員 

  １５番  桑 園 憲 一 議員     １６番  市 來   修 議員 

  １７番  新 改 幸 一 議員     １８番  木 下 敬 子 議員 

  １９番  木 下 賢 治 議員     ２０番  中 尾 正 男 議員 

 欠席議員（なし） 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

○出席した議会職員は次のとおり 

 事 務 局 長  王子野 建 男 君   議 事 係 長  中 間 博 巳 君 

 議 事 係 主 幹  平木場 達 郎 君   議 事 係 主 査  垣 内 浩 隆 君 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

○地方自治法第１２１条の規定による出席者は次のとおり 

 町     長  日 髙 政 勝 君   教  育  長  東   修 一 君 

 副  町  長  和 気 純 治 君   教委総務課長  山 口 正 展 君 

 企 画 課 長  湯 下 吉 郎 君   建 設 課 長  三 浦 広 幸 君 

 介護保険課長  中 村 慎 一 君   耕地林業課長  山 口 良 一 君 

 健康増進課長  村 山 茂 樹 君   商工観光課長  赤 崎 敬一郎 君 

 環 境 課 長  貴 島 晃 人 君   水 道 課 長  脇黒丸   猛 君 

 総 務 課 長  紺 屋 一 幸 君   企業誘致対策室長  湯 下 吉 郎 君 

 財 政 課 長  下 市 真 義 君   

 税 務 課 長  萩 原 康 正 君 
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○本日の会議に付した事件 

第 １ 会議録署名議員の指名 

第 ２ 会期の決定 

第 ３ 諸般の報告 

第 ４ 行政報告 

第 ５ 議案第 ３号 さつま町長等の給与の特例に関する条例の制定について 

第 ６ 議案第 ４号 さつま町環境基本条例の制定について 

第 ７ 議案第 ５号 さつま町報酬及び費用弁償等に関する条例の一部改正について 

第 ８ 議案第 ６号 さつま町職員の給与に関する条例等の一部改正について 

第 ９ 議案第 ７号 さつま町神の湯ふれあい公園条例の一部改正について 

第１０ 議案第 ８号 さつま町鶴田ダム公園等条例及びさつま町観光公園条例の一部改正につ

いて 

第１１ 議案第 ９号 平成２３年度さつま町一般会計予算 

第１２ 議案第１０号 平成２３年度さつま町国民健康保険事業特別会計予算 

第１３ 議案第１１号 平成２３年度さつま町後期高齢者医療特別会計予算 

第１４ 議案第１２号 平成２３年度さつま町介護保険事業特別会計予算 

第１５ 議案第１３号 平成２３年度さつま町介護サービス事業特別会計予算 

第１６ 議案第１４号 平成２３年度さつま町農業集落排水事業特別会計予算 

第１７ 議案第１５号 平成２３年度さつま町水道事業会計予算 

第１８ 議案第１６号 平成２３年度さつま町簡易水道事業会計予算 

第１９ 議案第１７号 さつま町健康ふれあい公園の指定管理者の指定について 

第２０ 議案第１８号 町道路線の廃止又は認定について 

第２１ 議案第１９号 さつま町固定資産評価審査委員会委員の選任について 

第２２ 議案第２０号 さつま町固定資産評価審査委員会委員の選任について 

第２３ 議案第２１号 さつま町固定資産評価審査委員会委員の選任について 

第２４ 報告第 １号 平成２２年度さつま町土地開発公社事業変更計画及び事業会計補正予算

（第２号）について 

第２５ 報告第 ２号 平成２３年度さつま町土地開発公社事業計画及び事業会計予算について 
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△開  会  午前９時３０分   

○議長（中尾 正男議員）   

 おはようございます。ただいまから平成２３年第２回さつま町議会定例会を開会します。 

 本日の会議に、農業委員会会長から本定例会に欠席する旨、また教育委員会委員長から本日の

会議に欠席する旨、届け出がありましたので、お知らせします。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

△開  議   

○議長（中尾 正男議員）   

 これから本日の会議を開きます。 

 本日の日程は、お手元に配付してある議事日程のとおりであります。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

△日程第１「会議録署名議員の指名」   

○議長（中尾 正男議員）   

 日程第１「会議録署名議員の指名」を行います。 

 会議録署名議員は、会議規則第１２０条の規定によって、１６番、市來修議員及び１７番、新

改幸一議員を指名します。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

△日程第２「会期の決定」   

○議長（中尾 正男議員）   

 日程第２「会期の決定」の件を議題とします。 

 お諮りします。本定例会の会期は、本日から３月２５日までの２３日間にしたいと思います。

御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中尾 正男議員）   

 異議なしと認めます。よって、会期は本日から３月２５日までの２３日間に決定しました。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

△日程第３「諸般の報告」   

○議長（中尾 正男議員）   

 日程第３「諸般の報告」を行います。 

 一般的なことについては、印刷してお配りしてありますので、口頭報告は省略しますが、次の

件について補足して説明をします。 

 鹿児島県町村議会議長会の第６２回定期総会が、平成２３年２月２４日、奄美市において開催

されました。総会では、会務報告並びに平成２１年度決算及び２３年度事業計画、予算等が承認、

決定されたほか、新時代に対応した地方自治の確立を推し進めるべく８項目の決議が出されまし

た。また、環太平洋連携協定（ＴＰＰ）交渉への対応に関する特別議決もあわせて行われたとこ

ろであります。 

 次に、監査委員から例月出納検査並びに財政援助団体等の監査結果報告がありましたので、印

刷してお配りしてあります。 

 また、さつま町教育委員会から、事務事業及び教育委員会活動、自己点検評価、結果等の報告

がありましたので、お配りしてあります。御了承願います。 

 これで諸般の報告を終わります。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 
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△日程第４「行政報告」   

○議長（中尾 正男議員）   

 日程第４「行政報告」を行います。 

 町長の報告を許します。 

〔町長 日髙 政勝君登壇〕 

○町長（日髙 政勝君）   

 おはようございます。町長報告につきましては、別冊で、１３ページから印刷してお配りして

あるところでございますが、九州新幹線全線開業に向けた本町の特産品の販路拡大と観光ＰＲ及

び１２月２７日に行いました空港バス停留所の新設に関する要望並びに２月７日に行われました

ダム発電関係市町村全国協議会理事会について、補足して報告をいたします。 

 昨年の９月、本町観光夢大使として委嘱をいたしました風月堂の馬場甚史朗社長に、本町特産

品のＰＲと販路拡大について御協力のお願いをしておりましたところ、鹿児島中央駅新幹線コン

コース内の改札口近くの、最も目につきやすい場所にあります「Ｔｈｅさつま」、いわゆる土産

品店でございますが、それと同じコンコース内にありますイタリアレストラン「葡萄乃樹」内に

町内の特産品のＰＲ及び販売について御提案をいただきまして、すぐさま九州新幹線全線開業に

合わせて出店できるように、関係部署に指示をいたしておったところでございます。 

 その後、１月末にＪＡ北さつまと馬場社長など関係者との協議の結果、２８品目の取り扱いが

まとまりまして、２月１８日から「Ｔｈｅさつま」の一角にさつま町特産品コーナーを常設をし

まして、本町の特産品、あるいは観光ポスターの掲示、あるいはこのガイドブックなどの展示も

できることとなったところでございます。 

 今後は、まず、この「Ｔｈｅさつま」を本町のアンテナショップとしまして、積極的に活用し

ながら、さらなるＰＲを図ってまいりたいと考えております。 

 また、九州新幹線全線開業の記念イベントが、博多駅の「さくらフェア」というのが３月５日

から６日まで２日間ありますので、これは３月３日に博多駅のＪＲ九州ホールがグランドオープ

ンということになっておりますけれども、この３月５日から６日の２日間にかけまして、さつま

町から２０名、五ツ太鼓等の参加をいたしまして、両日ともに２０分間のステージを使いまして、

太鼓の披露とかあるいはＰＲを行って会場内でチラシ等の配布を行う予定でございます。 

 それから、鹿児島県内の新幹線の停車駅でございます、鹿児島中央駅、川内駅、出水駅におき

まして、イベントが行われる予定でございます。川内駅のイベントにおきましては、３月の

１２日それから１３日、２日間でありますが、川内駅の西口駅前広場で行われますので、観光宣

伝と「ちくりん鍋」の参加をする予定にいたしております。 

 それから、出水駅のイベントにおきましては、同じく３月の１２日から１３日、さつま町から

は物販を行うことにいたしております。工芸センターの特産品、それから６次産業化で進めてお

りました中で、本町の農産物を利用しましたドレッシング、「さつまのかほり」を作製をされま

した杉田さん、こういう皆さん方が参加して、また農政課のほうも参加をいたしましてＰＲに努

めていきたいと思っております。 

 それから、同じく鹿児島中央駅の関係につきましては、３月１２日、チラシの配布を行うこと

で計画をいたしております。 

 新しく、この「さつま」という、こういう配布用のパンフレットの袋とか、あるいはこれまで

作成をいたしました本町の観光宣伝のいろんなパンフレット、それからさつまのイベントだより、

当面行われます、泊野の観光たけのこ園のオープン、それから鶴田の上野さんちの岩つつじの満

開のチラシとか、あるいはこの５月の３日のさつま町の「春まつり」、それと５月の１４日ある
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いはこの２０日から始まる「ホタル舟」、こういったことを中心に宣伝をしたいと思っておりま

す。あわせて、さつま町の優良住宅の案内ということで、佐志のニュータウン、それから鶴田の

赤坂ニュータウン、湯田原のニュータウン、そのほか町内の住宅団地のチラシも一緒にＰＲをし

ながら、分譲の促進を図っていきたいと思っておるところでございます。 

 なお、ポスターも新しく作成をいたしたところでございます。（資料を示す）これはまだ実物

大よりもちょっと小さいですけど、これより大きくなるわけでありますが、こういうさつま町の

個性と申しますと、やっぱりこの「ホタル舟」であるというふうなことで、これを大きくアピー

ルをしていきたいと思っているところでございます。 

 そのほかにも、早掘りタケノコの関係、西郷梅、それからちくりん鍋、温泉、それからガラス

工芸館、こういったものがございますが、こういったことを主要な駅、博多、小倉、長崎、佐賀、

大分、熊本、鹿児島中央、そういったところに５月の１日から３０日までの１カ月間掲示をして

いくように、ＪＲとは協議をいたしておるところでございます。 

 そのほかの新大阪あるいは広島、岡山ということがございますので、それについても随時協議

をして掲示をしていきたい、ＰＲにつなげていきたい、と思っておるところでございます。 

 次に、１２月２７日に行いました南国交通株式会社への要望についてであります。これについ

ては、エアポートシャトルバスの停留所の新設について要望を行ったものでございます。 

 町民の利便性と観光案内所の有効活用を図る観点から、宮之城鉄道記念館前に空港バスの停留

所を新設いただくように、中尾町議会議長、小牧商工会長、そして先日お亡くなりになりました

上大迫観光協会長と一緒に、南国交通株式会社の今村社長にお会いしまして、要望を行なってき

たところでございます。 

 今村社長の回答では、前向きに検討をしていきたいというようなことでございましたが、既に、

社長自ら、先日現地やコースを視察されまして、その際役場にも立ち寄っていただきまして、新

しいダイヤ改正がある４月に検討をしていきたいとの前向きな考え方のことをお示しをいただい

たところでございます。 

 次に、２月７日のダム発電関係市町村全国協議会理事会で報告されました、水力発電施設周辺

地域交付金の見直しについてであります。この交付金の見直しについては、これまで随時報告を

してきておりましたが、２月の７日の全国理事会において最終報告がありましたので、御報告を

いたします。 

 今回の見直しによりまして、交付期間が３０年間、いわゆる満了の年というのが平成２２年度、

今年度で終わりということでございましたので、これが失効するということになりますと、非常

に財政的にも負担が大きくなるというようなことでございましたので、強く要望を重ねてまいっ

ておったところでございますが、結果的に、さらに１０年間延長するというようなことでござい

ます。したがいまして、３０年間が４０年間ということになったところでございます。 

 なお、交付金の単価につきましても、当初現行の１キロワット時７.５銭を３分の１にすると

いうような案でございましたけれども、２.５銭まで引き下げるということでございましたが、

これが１キロワット時５.９銭まで、いわゆる７８.７％まで回復をすることになりました。 

 また、平成２３年度は、激減緩和措置を講じるということになったところでございます。これ

によりまして、１市町村当たりの最低補償額におきましても、当初の、現行の４５０万円を

３００万円まで引き下げるという案から、４４０万円のところまでこの引き下げがとどまったと

いうことでございます。 

 本町の場合も、これまでの２,７９０万円というのが、当初の案では７３０万円、約２,０００万

円の減額、７４％減という、非常に厳しい見込みでありましたけれども、結果的に１,８６０万
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円、３分の２のところで落ち着くというところになったところでございます。 

 全国の４６９市町村が危機意識を持って、私も鹿児島県のこの協議会の会長という立場から、

全国の協議会の役員の皆さんと一緒になって強力に関係先に要請を行ってきたところ、事情を酌

み取っていただいたということは、大変ありがたく思った次第でございます。 

 以上で、町長の報告を終わります。 

〔町長 日髙 政勝君降壇〕 

○議長（中尾 正男議員）   

 これで行政報告を終わります。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

△日程第５「議案第３号 さつま町長等の給与の特例に関

する条例の制定について」、日程第６「議案第４号 さ

つま町環境基本条例の制定について」、日程第７「議案

第５号 さつま町報酬及び費用弁償等に関する条例の一

部改正について」、日程第８「議案第６号 さつま町職

員の給与に関する条例等の一部改正について」、日程第

９「議案第７号 さつま町神の湯ふれあい公園条例の一

部改正について」、日程第１０「議案第８号 さつま町鶴

田ダム公園等条例及びさつま町観光公園条例の一部改正に

ついて」、日程第１１「議案第９号 平成２３年度さつま

町一般会計予算」、日程第１２「議案第１０号 平成

２３年度さつま町国民健康保険事業特別会計予算」、日程

第１３「議案第１１号 平成２３年度さつま町後期高齢

者医療特別会計予算」、日程第１４「議案第１２号 平成

２３年度さつま町介護保険事業特別会計予算」、日程第

１５「議案第１３号 平成２３年度さつま町介護サービス

事業特別会計予算」、日程第１６「議案第１４号 平成

２３年度さつま町農業集落排水事業特別会計予算」、日程

第１７「議案第１５号 平成２３年度さつま町水道事業

会計予算」、日程第１８「議案第１６号 平成２３年度

さつま町簡易水道事業会計予算」、日程第１９「議案第

１７号 さつま町健康ふれあい公園の指定管理者の指定

について」   

○議長（中尾 正男議員）   

 次に、日程第５「議案第３号 さつま町長等の給与の特例に関する条例の制定について」から

日程第１９「議案第１７号 さつま町健康ふれあい公園の指定管理者の指定について」まで、以

上の議案１５件を一括して議題とします。 

 各議案について町長の提案理由並びに平成２３年度の施政方針の説明を求めます。 

〔町長 日髙 政勝君登壇〕 

○町長（日髙 政勝君）   

 平成２３年３月議会定例会の開会に当たりまして、私の町政運営についての基本的な考え方を

明らかにいたしますとともに、平成２３年度予算を初めとする諸議案について、その概要を御説

明申し上げます。 
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 昨年は、宮崎県での口蹄疫の発生による「緊急事態宣言」の発令や、ことしに入ってからの出

水市での「高病原性鳥インフルエンザ」の発生による感染拡大阻止に向けて迅速な初動防疫措置

の実施体制を確立してまいりました。また、さつま町合併５周年という記念すべき年に合わせ、

記念式典や郷土芸能祭など多くの町民の御参加をいただき、盛大かつ成功裏にとり行うことがで

きました。 

 さらに、町政の羅針盤となるべき総合振興計画後期基本計画の策定を行い、平成２３年度から

平成２７年度までの５カ年間の基本的な施策を推進することといたしました。その中で、３つの

チャレンジ、まちづくり重点プロジェクトとして「元気」農林・商工業のまちづくり、「安心」

健康と福祉のまちづくり、「郷土愛」ふるさとに自信と誇りを持てるまちづくり、の３つを掲げ

まして、そのキーワードは「人づくりと地域資源の活用」と定めました。 

 これらの実現のため、私の町政運営の基本である３つの姿勢のもとリーダーシップを発揮し、

マニフェストの４本柱の戦略宣言の一層の推進を図り、「町民が夢と希望の持てる元気なまち」

を目指して、力強く前進する年にしてまいりたいと決意を新たにいたしております。 

 御承知のように、一昨年、歴史的な政権交代が行われ、さらには、昨年の参議院議員選挙にお

いて野党が過半数を占めるという、衆参ねじれ現象となったことから、今日、政局は混迷の度を

一層増しております。新政権においては、地方の自己決定、自己責任による「地域主権」という

考え方や、「新しい公共」に係る取り組みを進めることとされており、それぞれの自治体による

独自の取り組みが求められております。 

 国の予算においては、「デフレからの脱却」「国民の生活を第一に」などの理念のもと、「新

成長戦略」を着実に推進することとし、成長と雇用拡大を実現するとの基本的な考え方により、

前年度をわずかながら上回る予算規模となっております。また、歳入面では、企業収益の回復等

により税収の増加も期待される一方で、社会保障費や公債費が高い水準で推移することが予想さ

れ、依然として厳しい財政状況となっております。 

 我が町においても、今、「変わる勇気、変える元気」こそ「大胆改革さつま」推進の基本であ

り、すべての町民が共通した課題として認識することが必要であります。老若男女を問わず、町

民の一人一人が能力を十分に発揮できる社会の実現こそ、真の安らぎや豊かさを実感できるまち

であると考えており、昨年、策定いたしました「第２次行政改革大綱」を基本とし、無駄を排除

し、財政の健全化をなお一層進めてまいる所存であります。 

 特に、定員管理につきましては、職種ごとの定数管理、権限移譲等による事務量の増加、本庁

舎建設に伴う組織機構の見直しなどを踏まえ、新たに平成２６年度を目標とする「定員管理計

画」を策定し、適正管理に努めることといたします。 

 また、公の施設のあり方、管理のあり方につきましては、現在プロジェクトチームで精査中で

ありますが、早い機会に施設ごとの整理を行い、管理経費の削減につなげていきたいと考えてお

ります。 

 それでは、本年度の主な事務事業や推進方策について御説明申し上げます。 

 第１に「豊かな地域資源を核とした活力ある産業のまち」であります。 

農業・農村の役割は、生命の源である「食」の生産を営み、水、緑、環境の保全等多面的機能を

有しています。しかしながら、国内の現状は、農業従事者の減少と高齢化を初め、農地面積、農

業生産額、農業所得の減少などが進み、地域コミュニティの維持が困難となっている地域もあり

ます。一方ではＴＰＰ・ＷＴＯなどの国際的農産物貿易交渉において、門戸開放への圧力もあり、

産業としての持続が危ぶまれています。 

 このように、内外を取り巻く危機的な状況を克服し、農業・農村、農業者が未来に明るい展望
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を抱けるような環境づくり、再生が急務となっています。このようなことから、農業・農村環境

の維持保全を図るため、昨年度から第３期としてスタートしました「中山間地域等直接支払制

度」における各集落協定の目標達成への取り組みをより一層支援してまいります。また、有害鳥

獣の被害が深刻化いたしておりますので、農家の生産意欲を高めるため、電気さく設置助成事業

を拡充し、被害抑止・農地保全に力を注いでまいります。 

 水田・畑地農業対策については、本年度から本格的に始まる「農業者戸別所得補償制度」の活

用促進を図るとともに、米を取り巻く今後の環境整備については、関係機関等で研究・検討を進

め、農家の所得向上に努めてまいります。 

 梅については、ここ数年、気象条件等により生産の不安定が続いていることから、スプリンク

ラーの試験展示圃設置など、生産安定対策への取り組みを進めてまいりましたが、本年度も梅振

興会の組織強化や「薩摩西郷梅」のブランドづくりのため新たな支援をしてまいります。また、

ナシ・キンカン・カボチャ・里芋などの地域特産品に、加工・流通・販売までつなげる６次産業

化をさらに推進し、農家所得向上に努めてまいります。 

 農畜産物の有利販売のため、ＪＡ北さつまと連携したトップセールスを実施し、「薩摩のさつ

ま」ブランドの確立に取り組んでまいります。お茶につきましては、さつま町茶生産協会と連携

をし、昨年４月から始めた婚姻届出者への「お茶と急須セット」の贈呈を引き続き行い、リーフ

茶の消費拡大に努めてまいります。 

 畜産振興についてでありますが、昨年、宮崎県で「口蹄疫」が発生しましたが、懸命の防疫作

業により、本県への侵入を阻止することができました。これを教訓として、かねてからの防疫徹

底の指導に努めてまいります。 

 肉用牛振興対策については、優良雌牛の保留導入や肥育素牛導入に対する町単独補助制度によ

り経営の維持・拡大を図るとともに、多頭飼育農家を対象とした畜産基盤再編総合整備事業によ

り飼料生産基盤や農業用施設等の整備を促進し、「さつま牛」のブランド確立に努めてまいりま

す。 

 なお、伊佐市も含めた「子牛せり市」が本年５月から毎月本町で行われるため、市況の活気が

期待されているところであります。また、平成２４年度に長崎県において、「第１０回全国和牛

能力共進会」が開催されることから、大会に向けた取り組みを関係機関・団体と一体となって進

めてまいります。 

 次に、担い手の確保と集落営農の推進につきましては、ＪＡ北さつま及び県とのワンフロア化

を継続し、制度、技術、経営面で専門性の高い指導や情報提供など、機能性の高い支援を行って

まいります。特に、集落営農につきましては、発展的な活動に取り組んでいる集落を特定し、重

点的かつ具体的な支援を行い、経営体としての基盤の確立と生産性の向上を図ってまいります。 

 農業基盤の整備でありますが、本年度は、県営中山間地域総合整備事業により、柏原地区及び

宮之城地区におきましては、「圃場整備地区の補完工」、「農道・集落道整備」、「用排水施設

整備」及び「イノシシ、シカ害の防護さく整備」を実施してまいります。また、基幹農道船木地

区、家畜市場前の農道でございますが、引き続き整備をするとともに、団体営事業としまして平

川下地区のため池整備を引き続き実施してまいります。 

 次に、林業関係でありますが、世界的な低炭素社会づくりの動きや、国の林業木材産業活性化

政策の積極的な推進等により、林業振興に明るい兆しも見え始めているところであります。 

コンクリート社会から木の社会への変革を目指して、国が新たに作成した「森林・林業再生プラ

ン」に基づき、本町の森林整備においても、集約的な森林施業の推進や、効率的な林道等の路網

整備の促進に努めてまいります。 
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 また、近年の国産タケノコの需要拡大や、本町へのチップ工場の立地・稼働という追い風を逃

さないよう、豊富な竹資源を生かした竹材の生産・活用促進や、四季を通じたタケノコ生産への

取り組みの強化により、竹の産地づくりを図ってまいります。 

 次に、商工業振興につきましては、昨年度に引き続き小売業等店舗改装支援事業など、町商工

会と連携しながら商工業の支援を行ってまいります。あわせて、買い物支援事業システムにつき

ましても検討を進めてまいります。また、本年度新たに、旅館業等の施設整備に対する補助事業

を創設し、町内宿泊施設の環境整備による観光客受け入れの支援をしてまいります。 

 雇用対策では、ふるさと雇用再生特別基金事業と緊急雇用創出事業臨時特例基金事業を活用し、

９事業で延べ２６名の雇用確保に努めてまいります。 

 次に、観光についてであります。九州新幹線全線開業を本町観光客受け入れのチャンスととら

え、町観光協会と一体となって、大型観光ポスター、観光ガイドブック、ラジオ放送の宣伝媒体、

鹿児島中央駅でのアンテナショップ等を活用するとともに、観光キャンペーン推進事業に取り組

んでまいります。 

 また、昨年創設した「さつま観光夢大使」の活動とあわせ、町民一体となったおもてなしので

きるまちづくりを進めてまいります。そのほか、コンベンションタウンの推進につきましても、

スポーツ合宿のまちや幅広い文化活動、各種会合も開催できる「さつま町」をＰＲするとともに、

関係機関との連携強化を図りながら、積極的な誘致活動と情報発信に努めてまいります。 

 次に、企業誘致対策でありますが、昨年企業立地促進制度の拡充を行いました。そのことが功

を奏したこともあって、３企業の立地協定が実現をいたしました。引き続き情勢を見きわめ、企

業訪問を積極的に行いながら、企業ニーズに対応したきめ細かいサービスとアフターフォローを

推進し、あわせて雇用機会の確保を図ってまいります。 

 次に、土地開発公社保有の分譲宅地の販売については、７区画の処分ができましたが、本年度

もトップセールスやチラシ折り込み、住宅メーカー訪問など販売促進活動を活発化し、町の助成

策等をＰＲしながら早期の処分・販売促進に努めてまいります。また、工業団地など造成単価の

高騰対策としての町資金運用についても引き続き実施してまいります。 

 第２に「思いやりと温かさが育む地域福祉創造のまち」であります。 

本町の健康づくりの指針であります「健康さつま２１」に基づき、町民一人一人が主体的に取り

組む健康づくりを効果的に推進するため、「栄養・食生活」など７つの領域にわたり、引き続き

健康相談、訪問指導、各種健診及び各種がん検診等を実施します。 

 また、本年２月の町民大会で宣言した「健康づくり推進のまち」に基づき、「健康づくりコー

ディネーター」を新たに設置し、各種研修会等の企画・実践により、町民のすべてが健康と食に

関心を持ち、健康で自立した生きがいの持てる生活が送れるよう積極的に推進してまいります。

昨年から実施しておりますヒブワクチンなどの任意予防接種助成につきましては、本年度も継続

して実施するとともに、国の補助金を活用して接種助成率の上乗せを行ってまいります。 

 また、本年度から新規事業として「こうのとり支援事業」を実施し、不妊治療費の助成を行い、

少子化対策に努めてまいります。なお、地域医療の核である薩摩郡医師会病院の医師確保につい

ては、喫緊の課題でありますので、医師会、行政機関、住民代表等による「地域医療を考える懇

話会」を設置し、対策を講じてまいります。 

 次に、高齢者福祉についてであります。本町の高齢化率は３５％台を推移しながら、町民の約

３人に１人が６５歳以上という超高齢社会が続いております。その中で、ひとり暮らしや高齢夫

婦世帯も５,０００人を超え、町全体の約２２％を占めていることから、高齢者が住みなれた地

域で安心して暮らしていけることが何より求められております。 
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 したがって、福祉サービス等の情報提供とともに、災害時要援護者登録制度の推進、公民会福

祉無線の整備、見守り体制を主体としたネットワークづくりの支援強化など、住民の協働による

地域福祉社会実現に、さらに取り組みを進めてまいります。また、地域における「助け合い」、

共助に結びつく組織づくりのため、地区または公民会を単位とした「福祉部」の設置を引き続き

推進してまいります。 

 本年度は、第４期高齢者福祉計画の３年目になりますが、平成２４年度から３カ年間を期間と

する第５期高齢者福祉計画及び介護保険事業計画を策定することにしております。変革する地域

社会に相応した計画を策定し、思いやりと温かさがはぐくむ地域福祉創造のまちづくりを目指す

所存であります。 

 次に、児童福祉であります。次世代を担う子どもたちの成長を社会全体で支えることを目的に、

子ども手当が創設されてから２年目を迎えようとしております。子育てに対する経済的な負担感

は大きく、町におきましても引き続き「すこやか子育て支援手当」や多子世帯を含めた保育料の

軽減措置を実施し、子どもたちが健やかに成長できる環境と経済的負担の軽減に努めてまいりま

す。 

 また、障害者福祉につきましては、本年度は第３期障害福祉計画を策定し、障害福祉の充実に

努めてまいります。新たな取り組みとしまして、近年増加しつつある発達障害の支援策として、

本町内での療育の実施が長年の課題でありましたが、いよいよ本年度児童デイサービスが実現す

る運びとなりました。可能性を秘めた子どもの一人一人の発達を見きわめ、個別的・集団的に必

要な療育を行い、個々の成長・発達を促すことで就学の場へつなげていけるものと信じておりま

す。 

 さらなる住民サービスの向上を図るため、本年４月から新たに旅券事務の申請・交付業務を開

始いたします。これにより、より身近な場所でパスポートの申請・交付が可能となりますので、

町民の利便性が図られるものと思っております。 

 次に、人権同和対策でありますが、人権問題を全町民の課題としてとらえ、「さつま町人権尊

重のまち宣言」、「さつま町人権擁護に関する条例」、「さつま町人権教育推進計画」を基本に、

同和問題を初め、障害者・女性・子ども・外国人等に対する人権意識の高揚に努め、思いやりと

優しさに満ちたまちづくりのために、さらなる努力を傾注してまいります。 

 第３に「教育と文化の薫る生涯学習推進のまち」であります。 

平成２２年３月に策定しました「さつま町教育振興基本計画」の基本理念「時代の変化に主体的

に対応できる人間性豊かでたくましい人材の育成」、「さつま町の教育的な伝統や風土を生かし

た活力ある教育活動の推進」を踏まえ、各施策を実施し、その具現化に努めてまいります。 

 社会教育の推進につきましては、特に将来を担っていく健全な青少年の育成が重要であります。

地域や各種団体と連携して社会全体で青少年を育成していくことはもちろんでありますが、家庭

教育におきましても、親子のふれあいのあり方などが子どもの将来の成長に大きな影響を与える

と言われております。 

 そのため、読書による心豊かな子どもづくりの取り組みとしまして、ブックスタート事業や図

書室における読書活動に加え、「子ども図書館」の整備により幼少の頃から読書に親しむ活動と

ふれあい交流の促進に努めてまいります。そして、これらを効果的に推進するため、読書活動推

進協議会（仮称）を立ち上げ、幅広く意見も伺いながら進めてまいります。 

 また、「さつまの日」の推進を図るとともに、地域活動や生涯学習等の拠点施設であります公

民館等につきましても、そのあり方等につきまして、検討をしてまいります。 

 社会体育の振興では、本年度は「町民体育祭」を開催いたしますとともに、昨年、口蹄疫の影
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響でやむなく中止しました「ＮＨＫラジオ体操・みんなの体操会」を７月の２７日に本町で開催

し、運動による健康や体力づくりの推進を行い、また県民体育大会ラグビー競技が本町で開催さ

れますので、その支援に努めてまいります。 

 次に、学校教育についてでありますが、ふるさと「さつま町」の教育的素材を生かした教育、

いわゆる郷土教育を「さつま学」と銘打ち充実させるとともに、学力の一層の定着、豊かな人間

性をはぐくむ道徳教育の充実、気力・体力の向上などを図りながら、「たくましく志の高い児童

生徒」の育成に努めてまいります。 

 このため、各学校においては、「早寝・早起き・朝ごはん」等を実践するなど、私のマニフェ

ストの趣旨を生かした特色ある教育活動に対しては、引き続き財政的な特別支援を行うとともに、

地域や保護者に信頼される学校づくりを進めてまいります。 

 また、読書が、児童生徒の豊かな感性をはぐくむために重要な意義を持つことから、「さつま

読書のすすめ」としまして作成しました学年別の推薦図書を中心に、読書活動の充実も図ってま

いります。さらに、小学校と中学校との授業や体験活動の交流を図り、小中連携教育の一層の充

実に努めてまいります。公立幼稚園につきましては、教育活動の充実を図り、保護者の子育て支

援に資するよう一層充実した取り組みを進めてまいります。 

 次に、学校施設・設備等の整備についてでありますが、耐震化を進め、安全・安心な施設の整

備や設備備品等の整備を進め、児童生徒が安心して学べる教育環境の充実を進めてまいります。 

学校再編につきましては、平成２１年６月に答申された「さつま町立小中学校の規模等の適正化

について」を尊重しながら、具体的な実施方策を検討してまいります。 

 学校給食は、児童及び生徒の心身の健全な発達に資するものであり、食に関する正しい理解と

適切な判断力を養う上で重要な役割を果たすものであります。このため、単に学校給食のみなら

ず、食生活の果たす役割への理解が家庭にもつながるよう取り組みを進めてまいります。 

 また、「地産地消」に向けた取り組みを関係機関と連携しながら、一層の推進を図ってまいり

ますとともに、給食センターの統廃合についても、児童生徒の推移を見きわめ、具体的な方策等

を検討してまいります。 

 次に、文化の振興についてでありますが、すぐれた芸術鑑賞機会の拡充や地域に根ざした心豊

かで個性ある文化活動を推進するとともに、青少年を初め、だれもが郷土に愛着と誇りを持てる

よう、郷土の歴史や伝統的な文化に触れ、学ぶ「さつま学」の充実に向けた取り組みを、学校や

各文化団体等と連携して進めてまいります。各地域に受け継がれている郷土芸能につきましては、

引き続き保存会等の保存・伝承の取り組みを支援してまいります。 

 また、歴史資料や文化財につきましては、先人の貴重な財産として保存に努めるとともに、歴

史資料センターは交流拠点としての活用も図ってまいります。 

 第４に「自然と調和した便利で快適なまち」であります。 

道路は、豊かな地域社会、活力ある町民生活を支える根幹となるものであります。地域振興策と

投資効果などを十分考慮しながら、計画的な道路整備に努めるとともに、地域高規格道路「北薩

横断道路」の早期開通に向け、「薩摩道路」から「泊野道路」間の調査区間への早期格上げにつ

いて、関係各機関との連携を図りながら引き続き努力してまいります。 

 町営住宅につきましては、佐志ニュータウンに町営住宅２棟４戸の建てかえを行い、また、既

設町営住宅の長寿命化計画を策定して、早期の管理・修繕を行うことで、更新コストの削減を目

指しながら、快適で安心して暮らせるよう良好な住環境の整備に努めてまいります。 

 河川激特事業につきましては、本年度で橋梁などの一部を除き、各事業計画区域において工事

が完了いたします。また、鶴田ダム再開発事業が本格的に工事着手されますので、工事の促進と
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あわせ「さつま町安全安心会議」を軸に、各関係機関と連携を密にし、住民のさらなる安全対策

及び情報提供に努めてまいります。 

 次に、消防業務についてでありますが、火災予防対策の強化を図るため、防火思想の一層の普

及に努めるとともに、住宅用火災警報器の設置状況は県内トップでありますが、引き続き設置促

進を図ってまいります。救急業務につきましては、増加する救急搬送の実態を踏まえ、真に必要

な救急活動の啓発とともに、救命率の向上を図るため、住民に対する応急手当の普及を推進し、

救急救命士のさらなる資質の向上に努めてまいります。 

 また、地域防災力の充実強化を図るため、消防団車庫や消防車両及び資機材等の更新を行うな

どの施設整備を進めるとともに、各分団に設置いたしました消防災害支援隊との連携に努めてま

いります。近年、予測困難な局地的な豪雨によりまして、住民の生命・財産が脅かされる災害が

各地で発生をしていることから、防災関係機関との緊密な連携を深めるとともに、自主防災組織

の育成強化や防災訓練の充実に努めてまいります。 

 県内においては、高齢者が犠牲になる交通事故が７割を占め、高齢化率の高い本町においては、

事故の増加が危惧されるところであり、警察署、交通安全協会等関係機関と連携した町民総ぐる

みの交通安全運動を展開してまいります。防犯事業におきましては、公民会で設置する防犯灯の

うち、新たにＬＥＤで整備する場合においては、補助限度額を増額して補助を行ってまいります。 

 なお、昭和５６年以前に建築された木造住宅の地震による倒壊の被害を防ぐため、耐震診断と

耐震改修工事の費用に対する補助制度を新たに創設し、安全・安心なまちづくりに努めてまいり

ます。 

 第５に「人々の生活視点から創る環境美化の町」であります。 

地球規模の環境の変化に伴い、環境問題に対する関心が高まっておりますが、本町においても環

境保全に対する取り組みを総合的かつ計画的に推進する必要から、環境基本条例を制定し、町民

全体の環境意識高揚にさらに努力してまいります。 

 環境センターやクリーンセンターについては、施設設置後１０年以上経過し、毎年大規模な修

繕を実施しているところでありますが、効率的な運転管理に努め、経費縮減を図るために、平成

２４年度からクリーンセンターの一部を民間へ委託する計画で、本年度その準備を進めてまいり

ます。また、ごみ処理の業務委託については、競争原理の観点から契約方法を見直すことで事務

を進めているところであります。 

 ごみの減量化の取り組みについては、蛍光管の回収を新たに始めるとともに、緊急雇用創出事

業臨時特例基金事業を活用し、不法投棄の監視や回収等についても取り組んでまいります。河川

の浄化対策としての小型合併処理浄化槽の設置補助につきましては、引き続き実施し、単独処理

浄化槽の撤去費に対する補助についても取り組んでまいります。 

 第６に「住民と行政が協働するまち」であります。 

各区公民館にお願いしました「地域づくり活性化計画」が町内全地域で策定が完了する機に合わ

せて、これまでの「地域活動支援事業」を「地域元気再生事業」に衣がえし、従来の地域支援事

業を「地域活性化型事業」に、元気再生事業に係る事業を「提案公募型事業」に整理いたしまし

て、共生・協働による活力ある地域づくりや、地域の課題解決、また、地域の創造的な事業を支

援し、元気のある地域づくりを推進してまいります。 

 次に、地方交通対策の関係でありますが、地域の基盤である公共交通の利便性の向上を図り、

活用することで地域力の維持・向上につなげることが求められております。特に、高齢化が進行

している中での買い物、通院等の移動手段として公共交通の重要性が高まっております。持続可

能な公共交通体系を実現するため、策定中の「地域公共交通総合連携計画」に基づき、効率性・
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利便性の高い新たな交通手段をことし秋からの運行を目指して努力してまいります。 

 次に、テレビ難視聴解消対策については、本年７月２４日からデジタル放送完全移行に向けて、

国・県と連携しながら難視聴対策を進めてきたところでありますが、引き続き完全移行後の難視

聴が生じないよう関係機関と連携した対策を講じてまいります。 

 次に、新庁舎建設についてでありますが、昨年１０月に策定した「基本構想・基本計画」に基

づき準備を進めており、具体的には、本年４月から「庁舎建設推進室」の体制を整備し、学識経

験者や大学の専門家の意見をお聞きしながら、設計業者の選定を初め、基本設計及び実施設計を

行ってまいります。 

 次に、交流事業でありますが、昨年１１月、青森県鶴田町との友好交流協定の締結を行いまし

た。本年度は道の駅「あるじゃ」の１０周年記念事業への本町特産品の出展と「さつま町コー

ナー」の新設をしていただくことから、本町特産品販売所との物産を主体とした交流を図ってま

いります。中種子町とは、引き続き青少年交流を継続してまいります。 

 次に、平成２３年度予算編成の概要について申し上げます。 

平成２３年度の地方財政は、企業収益の回復等により、地方税収入や地方交付税の原資となる国

税収入が増加する一方、社会保障関係費の自然増や公債費が高い水準で推移すること等により、

定員削減等による給与関係経費が減少してもなお、依然として大幅な財源不足が生じるものと見

込まれております。 

 このため、「財政運営戦略」に定める中期財政フレーム及び「概算要求組みかえ基準」と基調

を合わせつつ、社会保障費の自然増に対応する地方財源の確保を含め、地方の一般財源総額につ

いて、実質的に平成２２年度の水準を下回らないよう確保することとされたところであります。 

 これまで財政の健全化を図るべく、行政改革を推進し、人件費、公債費２億７,４００万円の

縮減等により、経常収支比率９８.０％から９１.４％に、実質公債費比率１８.５％が１８.０％

となり、平成２２年度は国が示す１８％以下に確実に好転する見通しであります。一方、年度間

の財政調整を図るための基金や特定目的基金についても新たに７億１,７００万円の積み増しを

行ったところでありますが、平成２２年度においても積み立てを行って安定的な財政運営に努め

ております。 

 このような状況を踏まえながら、私にとりまして２度目の当初予算編成となったわけでありま

すが、今回の当初予算は、総合振興計画の後期基本計画の重点プロジェクトを基本としながら、

町政マニフェストに掲げております４本柱の戦略プロジェクトを中心に、年間予算を編成いたし

ました。平成２３年度さつま町一般会計予算の総額は、１２７億８,６００万円で、昨年度に比

較いたしまして０.４％、５,４００万円の減となったところであります。 

 これまで財政の健全化に向けて、予算規模の縮減に努めてまいりましたところ、社会保障関連

経費の自然増や議会議員の年金廃止に伴う議会議員の共済費４,１１６万８,０００円などの増加

要因がある中で、人件費・公債費等の義務的経費の削減が一段と図られたことなどから、前年度

を下回る予算規模となったところであります。しかしながら、実質的には２３年度事業と執行が

重なる２２年度国の補正予算関係事業費を加えますと、１.８％の増となるものであります。 

 予算の性質別内訳は、義務的経費が７６億６,９０７万５,０００円で、１.３％、１億

２８３万１,０００円の減、投資的経費が１２億３,１１７万１,０００円で、０.４％、４５８万

１,０００円の増、物件費などその他の経費が３８億８,５７５万４,０００円で、１.２％、

４,４２５万円の増となっております。 

 歳入面におきましては、先ほども申し述べましたとおり、国において、地方の一般財源総額に

ついて、昨年度並みには確保対策が図られたところであります。地方交付税については１.０％、
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５,９５６万３,０００円の増、県支出金については１１.１％、１億３９４万９,０００円の増、

また繰入金は４７.１％、１億６６０万円の増とするなどの一方で、町債については、大幅な減

額となった臨時財政対策債の影響から２０.６％、２億９,８３０万円の減となっております。 

 「大幅な」の前のところに「町債については」をちょっと挿入をいただきたいと思います。 

 このようなことから、歳入の財源割合は、町税や繰入金などの自主財源が３１億９,７６９万

３,０００円で全体の２５％、地方交付税や国・県支出金、町債などの依存財源が９５億

８,８３０万７,０００円で、７５％となっております。繰入金の増と町債の減で若干自主財源比

率が好転したかに見えますが、まだまだ依存財源の体質にあるところであります。 

 財政運営を取り巻く環境は、国や地域経済環境の急激な好転は望めない中で、また、混迷が続

く国会運営の影響で、国の予算や予算関連法案の行方が把握できないなど、厳しい状況に置かれ

ておりますが、引き続き行財政改革を推し進め、持続可能な財政運営に努めてまいりたいと考え

ております。 

 次に、特別会計の関係でございますが、国民健康保険事業特別会計予算について申し上げます。 

国民の生命と健康を支える医療制度は、年金制度と並ぶ社会保障の基盤でありますが、近年、急

速な少子高齢化、低迷する経済状況、医療技術の進歩、国民の意識の変化など、医療を取り巻く

環境は大きく変化しております。 

 さらに後期高齢者医療制度の見直しなど、医療制度改革が進められてきております。このよう

な中、本年度の予算総額は３１億６,６０７万８,０００円で、前年度の当初予算と比較して

２２４万円、０.１％の減となり、この主な要因は、保険給付費等の減によるものであります。 

 「特定健康診査・特定保健指導」事業につきましては、健診の本人負担額の無料化を図りまし

て、そしてまた健康づくり推進員によります健診受診のお願いや医療機関からの未受診者の情報

提供をいただくなど、積極的に受診率の向上に努めてまいります。また、人間ドック受診助成事

業については、昨年度から実施しておりますＰＥＴドックやその他の人間ドックを積極的に実施

し、生活習慣病等の早期発見・早期治療を行うことで医療費の縮減を図ります。 

 本町の国保医療費の関係につきましては、１人当たり医療費が依然として高い傾向にあり、昨

年度は再び国の高医療市町村の指定を受けることになりました。医療費の増加は国保財政を圧迫

し、保険税にはね返ることになりますので、今後におきましても、国保財政安定を図るための収

納率向上対策はもちろんのこと、高医療市町村からの脱却を目指した医療費適正化の取り組みを

実施してまいります。 

 次に、高齢者医療制度関係についてであります。 

平成２０年度から、７５歳以上が加入する「後期高齢者医療制度」が始まり、今年は４年目とな

ります。この制度は、県内全市町村が参加する「鹿児島県後期高齢者医療広域連合」が運営を行

いますが、市町村業務とされている届け出等の受付事務、保険料の普通徴収の業務、保健事業等

の実施及び制度改正の周知・広報なども行いながら、円滑な事業運営に努めてまいります。 

 本年度の「後期高齢者医療事業特別会計」の予算総額は３億１０３万円で、前年度当初予算と

比較して３２０万３,０００円、１.０５％の減となり、この主な要因は広域連合納付金の減によ

るものであります。また、「老人保健医療特別会計」につきましては、昨年度で終了し、今後同

会計の精算業務に係る予算は一般会計で対応をいたします。 

 次に、介護保険事業特別会計予算についてであります。 

本町におきましては、６５歳以上の１号被保険者が減少する中、７５歳以上の後期高齢者人口は

ここ数年のうちにピークを迎えようとしております。人口構成の高年齢化が進み、要支援・要介

護認定者数も増加傾向にあり、平成２１年度の報酬アップの影響から介護サービス給付費も大き
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く増加をしてきている状況にあります。このため、予算総額を２８億３,８２２万６,０００円と

し、前年度対比１億３９９万２,０００円、３.８％増といたしましたが、財源不足に係る県財政

安定化基金からの借り入れを予定いたしております。 

 主には介護サービス給付費の伸びを加味した予算編成となったところですが、第４期介護保険

事業計画の３年目に当たり、計画に基づいた介護及び予防サービス給付に努めるとともに、地域

包括支援センターの機能充実と関係機関との連携を深め、運動・口腔機能向上、栄養改善などの

介護予防事業、認知症対策、在宅家族介護者への支援等に取り組み、またあわせて介護予防に係

るボランティア等の養成並びに第５期介護保険事業計画の策定に取り組みをいたしてまいります。 

 次に、介護サービス事業特別会計予算についてであります。 

本年度の予算総額は２,４２５万９,０００円で、前年度対比５３万１,０００円、２.１％の減と

なっております。要支援１・２の介護認定者に対して、状態の改善や重度化予防等に係るケアマ

ネジメントを実施するもので、適切な介護予防サービスを利用できるよう支援してまいります。 

 次に、農業集落排水事業特別会計予算であります。 

本年度の予算総額は４,３１０万１,０００円で、前年度の当初予算と比較して４０万円、

０.９％の減となっており、歳出の約７割が公債費の償還金となっております。今後とも加入戸

数の促進に努めてまいります。 

 次に、企業会計の「水道事業」についてであります。 

給水人口の減少及び節水意識の高揚などに伴いまして、有収水量の減少により、給水収益が年々

減少している中で、水道サービスの質の向上を図るとともに、企業として経済性・効率性を発揮

し、健全な事業運営に努めてまいります。 

 まず、水道事業会計予算についてであります。 

本年度の業務予定量を、給水戸数４,６６７件、総給水量１０７万２,３９８立方メートルを予定

し、予算額を、収益勘定で収入総額１億４,８３３万１,０００円、支出総額１億３,３２６万

４,０００円と定めております。 

 また、資本勘定においては、収入総額１,３１８万５,０００円、支出総額８,９４８万

９,０００円と定め、不足する額７,６３０万４,０００円につきましては、当年度分の損益勘定

留保資金などで補てんすることとしており、激特事業にかかわる宮之城橋、宮都大橋及び山崎橋

等の配水管本設工事の整備等を予定いたしております。 

 次に、簡易水道事業会計予算についてであります。 

本年度の業務量を、給水戸数５,６６４件、総給水量１２４万９７０立方メートルを予定し、予

算額を、収益勘定で収入総額２億４,２０９万２,０００円、支出総額２億３,２８１万

２,０００円と定めております。 

 資本勘定においては、収入総額７,５１０万５,０００円、支出総額１億９,５３２万

４,０００円と定め、不足する額１億２,０２１万９,０００円は、当年度分損益勘定留保資金な

どで補てんすることとしており、県道薩摩祁答院線及び町道戸子田熊田線配水管改良工事等を計

画しています。 

 以上、平成２３年度の町政運営と各会計の概要を述べましたが、本町には豊かで多様な自然、

歴史や文化が存在し、さらには資質に富んだ人材にも恵まれており、未来に向けて明るい材料が

数多くあります。町政の運営に当たりましては、これらの資源や人材を十分に活用しながら町民

の皆様の幅広い御意見を大切に、「最小の経費で最大の効果」を念頭に、重点的かつ効率的な行

財政運営に努め、私自身が先頭に立ち、職員と一丸となって諸課題に取り組み、町政の着実な推

進に向けて全力を傾注し努力してまいる決意であります。 
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 議会を初め、町民の皆様方のなお一層の御理解と御支援をお願い申し上げ、施政方針と予算の

概要についての説明とさせていただきます。 

 続きまして、各議案の提案理由を説明申し上げます。議案第３号から議案第１７号まで一括提

案を申し上げますが、それでは、予算外議案についての説明であります。 

 まず、「議案第３号 さつま町長等の給与の特例に関する条例の制定について」であります。 

これにつきましては、依然として厳しい本町の雇用経済情勢を考慮し、また、公約でもありまし

たので、町長の給料月額２０％、そしてまた、副町長、教育長についても同様に協力をいただく

ということでありましたので、それぞれ減額を、２３年４月以降も引き続き減じようとするため、

本条例を制定しようとするものであります。 

 次に、「議案第４号 さつま町環境基本条例の制定について」であります。 

これは、本町の環境の保全について基本理念を定め、町、事業者及び町民の責務を明らかにする

とともに、環境の保全に関する施策の基本となる事項を定めることによりまして、環境の保全に

関する施策を総合的かつ計画的に推進し、もって町民が健康で文化的な生活の確保に寄与するこ

とを目的として、本条例を新たに制定しようとするものであります。 

 次に、「議案第５号 さつま町報酬及び費用弁償等に関する条例の一部改正について」であり

ます。 

これは、健康づくりコーディネーター、環境審議会委員及び選挙の投開票事務に従事する者に対

する報酬を定めるとともに、各種委員等の報酬を適正な額に改めようとするものであります。 

 次に、「議案第６号 さつま町職員の給与に関する条例等の一部改正について」であります。 

これは、人事院勧告に基づき、本町職員等に係る期末手当及び勤勉手当の支給率を改めるため、

関係条例の一部を改めようとするものであります。 

 次に、「議案第７号 さつま町神の湯ふれあい公園条例の一部改正について」であります。 

これは、神の湯ふれあい公園の管理運営を、指定管理者から町の直営にすることに伴い、本条例

の一部を改めようとするものであります。 

 次に、「議案第８号 さつま町鶴田ダム公園等条例及びさつま町観光公園条例の一部改正につ

いて」であります。 

これは、鶴田ダムヘラブナ岬公園の管理運営を、指定管理から町の直営とすることに伴い、本条

例の一部を改めようとするものであります。 

 次に、「議案第１７号 さつま町健康ふれあい公園の指定管理者の指定について」であります。 

これは、地方自治法第２４４条の２第３項の規定に基づき、さつま町が管理する健康ふれあい公

園について、さつま町公の施設の指定管理者の指定の手続等に関する条例第７条第１項の規定に

より、当該施設の管理を行わせる指定管理者を指定するため、地方自治法第２４４条の２第６項

の規定に基づき、議会の議決を求めるものであります。 

 内容につきましては、それぞれ所管の課長に説明させますので、よろしく御審議くださるよう

お願いいたします。 

〔町長 日髙 政勝君降壇〕 

○議長（中尾 正男議員）   

 ここでしばらく休憩します。再開はおおむね１０時４０分とします。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

休憩 午前１０時３０分 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

再開 午前１０時４０分 
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癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

○議長（中尾 正男議員）   

 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 各課長の説明を続けます。 

○総務課長（紺屋 一幸君）   

 それでは、「議案第３号 さつま町長等の給与の特例に関する条例の制定」につきまして、内

容の説明を申し上げます。 

〔以下議案説明により省略〕 

○環境課長（貴島 晃人君）   

 それでは、「議案第４号 さつま町環境基本条例の制定について」を御説明いたします。 

〔以下議案説明により省略〕 

○総務課長（紺屋 一幸君）   

 続きまして、「議案第５号 さつま町報酬及び費用弁償等に関する条例の一部改正について」

につきまして御説明申し上げます。 

〔以下議案説明により省略〕 

 続きまして、「議案第６号 さつま町職員の給与に関する条例等の一部改正について」でござ

います。 

〔以下議案説明により省略〕 

○耕地林業課長（山口 良一君）   

 「議案第７号 さつま町神の湯ふれあい公園条例の一部改正について」、内容の説明を申し上

げます。 

〔以下議案説明により省略〕 

○商工観光課長（赤崎敬一郎君）   

 それでは、「議案第８号 さつま町鶴田ダム公園等条例及びさつま町観光公園条例の一部改正

について」であります。 

〔以下議案説明により省略〕 

○財政課長（下市 真義君）   

 それでは続きまして、「議案第９号 平成２３年度さつま町一般会計予算」について御説明を

申し上げます。 

〔以下議案説明により省略〕 

○健康増進課長（村山 茂樹君）   

 それでは、「議案第１０号 平成２３年度さつま町国民健康保険事業特別会計予算」について

説明をいたします。 

〔以下議案説明により省略〕 

 続きまして、「議案第１１号 平成２３年度さつま町後期高齢者医療特別会計予算」について

説明をいたします。 

〔以下議案説明により省略〕 

○介護保険課長（中村 慎一君）   

 それでは、引き続きまして「議案第１２号 平成２３年度さつま町介護保険事業特別会計予

算」につきまして、内容の御説明を申し上げます。 

〔以下議案説明により省略〕 

○議長（中尾 正男議員）   
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 ここでしばらく休憩します。再開はおおむね午後１時５分とします。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

休憩 午前１１時５９分 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

再開 午後 １時０５分 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

○議長（中尾 正男議員）   

 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 課長の議案説明を続けます。 

○介護保険課長（中村 慎一君）   

 次に、「議案第１３号 平成２３年度さつま町介護サービス事業特別会計予算」について御説

明を申し上げます。 

〔以下議案説明により省略〕 

○環境課長（貴島 晃人君）   

 それでは、「議案第１４号 平成２３年度さつま町農業集落排水事業特別会計予算」について

説明をいたします。 

〔以下議案説明により省略〕 

○水道課長（脇黒丸 猛君）   

 それでは、「議案第１５号 平成２３年度さつま町水道事業会計予算」について内容の説明を

申し上げます。 

〔以下議案説明により省略〕 

 続きまして、「議案第１６号 平成２３年度さつま町簡易水道事業会計予算」について内容の

説明を申し上げます。 

〔以下議案説明により省略〕 

○企画課長（湯下 吉郎君）   

 議案書の１７ページをお開きください。「議案第１７号 さつま町健康ふれあい公園の指定管

理者の指定について」説明をいたします。 

〔以下議案説明により省略〕 

○議長（中尾 正男議員）   

 ただいま議題となっています各議案に対する審議は、３月１４日の本会議で行いますので、当

日まで審議を中止しておきます。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

△日程第２０「議案第１８号 町道路線の廃止又は認

定について」   

○議長（中尾 正男議員）   

 日程第２０「議案第１８号 町道路線の廃止又は認定について」を議題とします。 

 提案理由の説明を求めます。 

〔町長 日髙 政勝君登壇〕 

○町長（日髙 政勝君）   

 「議案第１８号 町道路線の廃止又は認定について」であります。 

これは、道路改良及び道路台帳整備に伴う路線の廃止及び認定をしようとするものであります。 

 道路法第８条第１項及び第１０条第１項の規定により、町道路線の廃止及び認定をしようとす
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るため、同法第８条第２項及び第１０条第３項の規定に基づき、議会の議決を求めるものであり

ます。内容につきましては、建設課長に説明させますので、よろしく御審議いただきますようお

願いいたします。 

〔町長 日髙 政勝君降壇〕 

○建設課長（三浦 広幸君）   

 それでは、「議案第１８号 町道路線の廃止又は認定について」内容の御説明を申し上げます。 

〔以下議案説明により省略〕 

○議長（中尾 正男議員）   

 これから本案に対する質疑を行います。質疑はありませんか。ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中尾 正男議員）   

 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 お諮りします。本案は会議規則第３９条第３項の規定によって委員会付託を省略したいと思い

ます。御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中尾 正男議員）   

 異議なしと認めます。よって、本案は委員会付託を省略することに決定しました。 

 これから討論を行います。討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中尾 正男議員）   

 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

 これから本案を採決します。 

 お諮りします。本案は、これを可決することに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中尾 正男議員）   

 異議なしと認めます。よって、「議案第１８号 町道路線の廃止又は認定について」は可決さ

れました。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

△日程第２１「議案第１９号 さつま町固定資産評価審査

委員会委員の選任について」、日程第２２「議案第

２０号 さつま町固定資産評価審査委員会委員の選任に

ついて」、日程第２３「議案第２１号 さつま町固定資

産評価審査委員会委員の選任について」   

○議長（中尾 正男議員）   

 次は、日程第２１「議案第１９号 さつま町固定資産評価審査委員会委員の選任について」か

ら日程第２３「議案第２１号 さつま町固定資産評価審査委員会委員の選任について」までの議

案３件を一括して議題とします。 

 提案理由の説明を求めます。 

〔町長 日髙 政勝君登壇〕 

○町長（日髙 政勝君）   

 議案第１９号から２１号まで、提案理由の説明を申し上げます。 

 まず、「議案第１９号 さつま町固定資産評価審査委員会委員の選任について」であります。 
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 さつま町固定資産評価審査委員会委員のうち仮屋努氏が、平成２３年５月９日付をもって任期

満了になることに伴い、引き続き仮屋努氏を選任しようとするものであります。 

 次に、「議案第２０号 さつま町固定資産評価審査委員会委員の選任について」であります。 

 さつま町固定資産評価審査委員会委員のうち河野武雄氏が、平成２３年５月９日付をもって任

期満了になることに伴い、新たに楠木園建雄氏を選任しようとするものであります。 

 次に、「議案第２１号 さつま町固定資産評価審査委員会委員の選任について」であります。 

 さつま町固定資産評価審査委員会委員のうち山口純一氏が、平成２３年５月９日付をもって任

期満了になることに伴い、新たに竪山修啓氏を選任しようとするものであります。 

 以上、３件につきましては、いずれも地方税法第４２３条第３項の規定に基づき、議会の同意

を求めるものであります。 

 内容につきましては、税務課長に説明させますので、よろしく御審議くださるようお願いいた

します。 

〔町長 日髙 政勝君降壇〕 

○税務課長（萩原 康正君）   

 それでは、議案第１９号から２１号まで、固定資産評価審査委員会委員の選任についての議案

３件の内容について、御説明申し上げます。 

〔以下議案説明により省略〕 

○議長（中尾 正男議員）   

 これから、ただいまの議案３件について一括して質疑を行います。質疑はありませんか。 

○麥田 博稔議員   

 関連して１点だけお伺いしておきたいと思います。前の全員協議会で説明があったときに、不

服申し立て等はないということだったんですが、非常に大事な委員だと思うんです。今度の報酬

改定で、日額５,５００円を４,７００円に改定するということですけれども、責任の重さと、そ

れからして、それで適当と課長として思われているのかどうか、１点だけ確認をしておきたいと

思います。 

○税務課長（萩原 康正君）   

 ただいまの麥田議員のほうからありましたように、平成６年に家屋について不服申し立てが

１件ございまして、その後、不服申し立ては出ていないわけでございます。ただいまありました

ように、委員の、もしそういう不服申し立てが出てきたときの決定の責任というのは非常に大き

いわけでございますが。 

 ほかの報酬の５,５００円を４,７００円に一律に下げてあるわけでございますけども、責任そ

のものは確かに重いと思っておりますけれども、現在のところ４,７００円でいいんではないか

ということで、改定をお願いしているところでございます。 

○議長（中尾 正男議員）   

 ほかにありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中尾 正男議員）   

 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 お諮りします。ただいまの議案３件は、会議規則第３９条第３項の規定によって委員会付託を

省略したいと思います。御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中尾 正男議員）   
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 異議なしと認めます。よって、ただいまの議案３件は委員会付託を省略することに決定しまし

た。 

 これから順番に討論、採決を行います。 

 まず、議案第１９号について討論を行います。討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中尾 正男議員）   

 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

 これから議案第１９号を採決します。 

 本案は、これを同意することに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中尾 正男議員）   

 異議なしと認めます。よって、「議案第１９号 さつま町固定資産評価審査委員会委員の選任

について」は同意することに決定しました。 

 次に、議案第２０号について討論を行います。討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中尾 正男議員）   

 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

 これから議案第２０号を採決します。 

 本案は、これを同意することに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中尾 正男議員）   

 異議なしと認めます。よって、「議案第２０号 さつま町固定資産評価審査委員会委員の選任

について」は同意することに決定しました。 

 次に、議案第２１号について討論を行います。討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中尾 正男議員）   

 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

 これから議案第２１号を採決します。 

 本案は、これを同意することに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中尾 正男議員）   

 異議なしと認めます。よって、「議案第２１号 さつま町固定資産評価審査委員会委員の選任

について」は同意することに決定しました。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

△日程第２４「報告第１号 平成２２年度さつま町土地開

発公社事業変更計画及び事業会計補正予算（第２号）に

ついて」、日程第２５「報告第２号 平成２３年度さつ

ま町土地開発公社事業計画及び事業会計予算について」   

○議長（中尾 正男議員）   

 次は、日程第２４「報告第１号 平成２２年度さつま町土地開発公社事業変更計画及び事業会

計補正予算（第２号）について」及び日程第２５「報告第２号 平成２３年度さつま町土地開発

公社事業計画及び事業会計予算について」、以上の議案２件を一括して議題とします。 
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 内容の説明を求めます。 

〔町長 日髙 政勝君登壇〕 

○町長（日髙 政勝君）   

 「報告第１号 平成２２年度さつま町土地開発公社事業変更計画及び事業会計補正予算（第

２号）について」及び「報告第２号 平成２３年度さつま町土地開発公社事業計画及び事業会計

予算について」につきまして、公有地の拡大の推進に関する法律第１８条第２項の規定に基づき

提出がありましたので、地方自治法第２４３条の３第２項の規定に基づき、それぞれ別冊のとお

り提出するものであります。 

 内容につきましては、企業誘致対策室長に説明させますので、よろしくお願いいたします。 

〔町長 日髙 政勝君降壇〕 

○企業誘致対策室長（湯下 吉郎君）   

 それでは、「報告第１号 平成２２年度さつま町土地開発公社事業変更計画及び事業会計補正

予算（第２号）について」、内容の説明をいたします。 

〔以下議案説明により省略〕 

 続きまして、「報告第２号 平成２３年度さつま町土地開発公社事業計画及び事業会計予算に

ついて」、内容の説明をいたします。 

〔以下議案説明により省略〕 

○議長（中尾 正男議員）   

 ただいまの報告第１号及び報告第２号に対する質疑は、３月２５日の本会議で行いますので、

当日まで審議を中止しておきます。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

△散  会   

○議長（中尾 正男議員）   

 以上で、本日の日程は全部終了しました。３月１０日は、午前９時３０分から本会議を開き、

一般質問を行います。 

 本日は、これで散会します。御苦労さまでした。 

散会時刻 午後１時５１分   
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平 成 ２３ 年 第 ２ 回 定 例 会 一 般 質 問 

平成２３年３月１０日（第２日） 

順 番 
（議席番号）

質 問 者
質  問  事  項  ・  要  旨 

 １ （６） 

総 務 常 任

委 員 会 代 表

新改 秀作 

１ さつま町地域公共交通総合連携計画について 

  今後の公共交通政策の指針となるさつま町地域公共交通総合連

携計画について伺う 

  ① 利用者の把握状況は 

  ② 予約受付のオペレーターの配置について 

  ③ 既存の定期バス路線とデマンド交通の乗り継ぎ等について、

町交通全体のシミュレーションをどのように考えているか 

  ④ 初期投資の考え方について（デマンド交通用の車の配置等）

  ⑤ 実証運行の考え方について 

  ⑥ デマンド交通の周知対策と利用方法について 

 ２ （４） 

建設経済常任

委員会代表 

米丸 文武 

１ 鳥獣被害防止計画と今後の対策について 

  平成２１年度から２３年度までを計画期間と定めた「さつま町

鳥獣被害防止計画」が最終年度を迎えるが、これの推進状況と見

通し及び今後の鳥獣被害防止対策について伺う 

２ 農産物の６次産業化の取り組みについて 

  施政方針の中で、農家所得向上のための６次産業化を積極的に

推進する旨の考えが示されているが、具体的な取り組みについて

伺う 

 ３ （１） 

森山  大 

１ 地域医療の確保対策について 

  鹿児島県医師会と薩摩郡医師会との現地懇談会を踏まえた今後

の地域医療の課題と対策等について 

  ① 懇談会の協議経過を踏まえ町長の総合的な所感を伺う 

  ② 県医師会への要望に対して答弁された内容に関し町長の所感

を伺う 

  ③ 町単独による医師、看護師の確保対策を講じる考えはないか

伺う 

  ④ 多重複受診に対し施策を講じる考えはないか伺う 

２ 健康づくり対策について 

  「健康づくり推進の町宣言」に対する今後の具体的施策を伺う
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順 番 
（議席番号）

質 問 者
質  問  事  項  ・  要  旨 

 ４ （８） 

平田  昇 

１ 庁舎建設について 

  国や地方自治体等、極めて厳しい財政事情にある中で、当町が

進めている庁舎建設に対し一抹の不安を感じる。町民に対し、建

設計画概要を広く周知し理解を求めるべきと考えるが、町長の考

えを伺う 

２ 食の自立支援事業（給食サービス）の在り方について 

  給食サービス利用者のこまやかな要望に対応するために、広く

町内業者に委託する考えはないか伺う 

 ５ （５） 

川口 憲男 

１ 景観づくりについて 

  新幹線全線開通や河川激特事業による築堤、分水路工事の完成

など、地域発展の大きな転換期を迎える中、各地域が持つ特徴あ

る景観資源を保全、育成することにより交流人口の増加が図られ

経済的波及が進むものと考える。町長は、今後の景観行政施策を

どのように進めるのか、次の２点について伺う 

  ① 河川景観の活用策、自然を生かした景観整備、保全の施策は

  ② 行政と住民が一丸となった景観整備、資源の維持・保存のま

ちづくりは 

 ６ （14） 

内田 芳博 

１ 地域資源の活用について 

  昭和５６年、菱刈町（現伊佐市）においては推定金埋蔵量

２５０トンの鉱脈を当て、現在採掘がなされているところである

が、昭和４０年閉山した永野金山の再掘削促進について伺う 

２ 高齢者の住宅問題について 

  高齢化の進行により、高齢化率５０％を超える地域もある中、

取り分け一人暮らし高齢者への対策が急がれるが、次の点につい

て町長の考えを伺う 

  ① 対象高齢者の状況把握とその対策は 

  ② 町中央への住居移転施策は考えられないか 
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癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 
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 福 祉 課 長  二階堂 清 一 君   商工観光課長  赤 崎 敬一郎 君 

 建 設 課 長  三 浦 広 幸 君 
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 企 画 課 長  湯 下 吉 郎 君 
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○本日の会議に付した事件 

第 １ 一般質問 
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△開  議  午前９時３０分   

○議長（中尾 正男議員）   

 おはようございます。ただいまから平成２３年第２回さつま町議会定例会第２日の会議を開き

ます。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

△日程第１「一般質問」   

○議長（中尾 正男議員）   

 日程第１、一般質問を行います。一般質問は一問一答方式となっております。質問時間は答弁

を含めて６０分とし、質問回数の制限はありません。 

 なお、代表質問にあっては、質問回数は３回までとなっておりますので、申し添えます。質問

通告に従って発言を許可します。 

 まず総務常任委員会を代表して６番、新改秀作議員の発言を許します。６番、新改秀作議員。 

〔新改 秀作議員登壇〕 

○新改 秀作議員   

 おはようございます。通告に従いまして、さつま町地域公共交通総合連携計画について、総務

常任委員会の代表質問を行います。 

 全国的に高齢化の進む中で、我が町も例外に漏れず、高齢化が増加する傾向にあります。しか

も２０２５年には、いわゆる団塊の世代と言われる方々が７５歳になられ、高齢化率もピークに

なると予想されます。そうした中で高齢者の方々の交通手段をどうするか、移動手段をどうする

かということは、社会情勢からも高齢者福祉の観点からも重要な要素になってまいります。 

 先般、町当局から提案されました地域公共交通総合連携計画につきまして、過疎化が進む集落

等におきましては、福祉サービスの一環としてもすばらしい企画と思います。交通手段のない高

齢者の方々や今後運転免許証の返納方においても頼もしいことと考えられます。しかしながら、

町の計画しているデマンド交通につきましては、私たち総務常任委員会としても疑問が幾つかあ

り、その当委員会といたしまして質問をいたします。 

 第１点目でありますが、計画に当たり利用者がおよそどれぐらいいるのか、大事な要素であり

ます。実際に運行は開始しても現実に利用する人が少ないと意味がないわけでございます。独居

老人や免許を持っていない住民おおよその利用者の人数を把握しているのか、伺います。 

 ２点目といたしまして、予約受付のオペレーターの配置について、どのように考えておられる

のか伺います。 

 第３点目といたしまして、既存の定期バス路線とデマンド交通の乗り継ぎ等について、町全体

のシミュレーションをどのように考えているのか伺います。 

 第４点といたしまして、初期投資の考え方でございますけども、スタートに当たっての初期投

資やデマンド交通用の車の配置はどのように考えているのか伺います。  

 第５点目といたしまして、実証運行の考え方についてであります。当局は、１１月あるいは秋

から実証運行を開始する予定だが、全町一気に計画導入する考えなのか、デマンド交通について

は、部分的に実証運行を導入した方がよいのではないか伺います。 

 ６点目といたしまして、デマンド交通の周知対策と利用方法についてであります。デマンド交

通といっても住民のほとんどがどういうものか知らないと思います。実証運行前に十分説明をし

なければならない。各地区の公民館あたりで説明会を開いても、実際に利用するような方々はそ

の公民館までの移動手段がないような方々であります。各公民館まで出向いて細やかな説明をす

る必要があるのではないか、以上６点について１回目の質問を終わります。 
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〔新改 秀作議員降壇〕 

〔町長 日髙 政勝君登壇〕 

○町長（日髙 政勝君）   

 おはようございます。総務常任委員会を代表いたしましての新改秀作議員からの質問にお答え

をさせていただきます。 

 さつま町地域公共交通総合連携計画についての中で、６点ほどの御質問でございますが、まず

利用者の把握状況はという質問でありますけれども、今回の計画書の策定に当たりましては、地

区別の将来推計高齢者人口、あるいはバスの将来利用者の予測数等を把握した上で取り組んでい

るところでございます。 

 また平成２２年３月時点での交通弱者、いわゆる非免許者の状況等も把握いたしておるところ

であります。免許保有者が現在１万６,９６１名ということでございます。全体の６８％ですが、

非保有者の方が７,９１８名、３２％。内訳は、１８歳未満が３,７７１名、全体の１５％。

１８歳から８０歳未満の方が１,０７３名、４％。８０歳以上の方が３,０７４名、１２％となっ

ております。 

 近年高齢者が当事者となって交通事故が増えているというようなことでございまして、もう交

通安全上免許を返納したいという方が年々増えております。昨年も６４名、その前も９０人ぐら

いいらっしゃったようでございますが、非常に高齢者の非保有者が年々増加の傾向にあるという

ことでございます。こういうことで、交通に対するこの問題というのは、喫緊の課題ということ

が言えるかと思っております。 

 次に、２番目の予約受付オペレーターの配置の関係でございますが、運行開始時に当たりまし

ては、交通事業者の負担も大きくて、予約事務の負担軽減を図る観点からもオペレーターの配置

を入れるということも一つのメリットではあるかと考えます。 

 また一方では、一部地域のみこのデマンド運行を実施をするということでございますので、例

えばオペレーターを配置をするとなりますと、やはり事前に予約をしなければならないというこ

とですから、やはり２４時間体制、そういう体制も必要ではないかと思います。そうなりますと、

やはり交代制を入れなければならないという事態も発生する。そういう面からはオペレーターの

導入費用というのは高コストになることが予測をされます。 

 そういうことで、利用者の面から行きますと、オペレーターがいらっしゃると、オペレーター

からまたそれぞれご利用いただく各交通事業者のほうにまた連絡をしなければならないという手

間が出てまいります。 

 そしてまた、いわゆるオペレーターを置かないで、今までの交通事業者のほうに、タクシー業

者さん等に直接、今までいろんなつながりというんですか、こういうお得意さんというんですか、

自分が利用しているところに直接電話をして予約をするということが、かえってこの利便性のほ

うは高まるんじゃないかと思っているところであります。非常にこの使い勝手もいいのかなとい

う問題もあります。 

 そういうことで、オペレーターを配置することに当たっては、メリット、デメリットございま

すので、今後より効率的な運用を含めまして、慎重に研究、検討してまいりたいと思っておりま

す。 

 次に、３番目の既存の定期バス路線とデマンド交通の乗り継ぎ等について、町全体のシミュ

レーションをどう考えていくかということでございます。これは非常に重要な課題になってくる

かと思っております。町内間を移動しておりますコミュニティーバス、この運行が今ございます。

それからデマンド運行をしますと、幹線と言われる生活交通路線、あるいは自主路線であります
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大村巡回線とか、胡麻目から宮之城線、こういった路線との乗り継ぎをいかにうまくやっていく

かということは非常に大切なことと考えているところでございます。 

 現在、自治体間を移動する手段としまして、生活交通路線であります空港バス線、大口宮之城

線、薩摩川内から入来、宮之城線、岩崎バスのネットワークでありますが。それから鹿児島中央

駅から宮之城線、これはＪＲバスで。こういう運行がされておりますので、これらの路線につい

ては今のところ非常に計上の赤字というのが発生しておりまして、その不足額はすべて国県の補

助金によりまして、補てんをして運行をされている状況でございます。 

 補助金額というのが、すべての路線を含めますと１,０００万円を超えているということでご

ざいますので、こういった課題も残っております。また空港バス線、大口宮之城線については、

経常収入というのが２０分の１１を下回っておりますために、あわせて町が継ぎ足し補助を行っ

ている状況であります。この金額は年々増えているという状況であります。 

 また民間が自主的に町内間を運行する自主路線につきましても、赤字運営の状態が続いている

と聞き及んでいるところであります。こうした路線と競合するような非効率な運行はやっぱり避

けるべきであるというふうに考えております。やはりこの乗り継ぎをうまくすることによって、

またそういった路線との基幹線との乗客は増えるということにやっていかないと、同じ路線で競

合するような形になると非常に問題が発生をするんではないかと思っておりますので。 

 その辺の交通結節点においては、待合所の整備を図るなどしまして、利用者が非常に利用しや

すい促進策を検討をしてまいりたいと思っているところでございます。国が定めるこの公共交通

のあり方等に対しましても、地域の幹線と、枝線との役割のすみ分けというのを行って、持続可

能な地域の公共交通体系の構築を図るというのが方針でございますので、やはりこういった方向

に沿ってやらなければならないと思っているところでございます。 

 次に、４番目のデマンド交通用の車の配置等を含めた初期投資の考え方についてであります。

これについては交通事業者を選定をする際に、購入をせずに交通事業者の既存の車両で運行した

ほうが、安価で運行ができるのか、それとも町のほうでいろんな事業とかあるいは起債を活用し

て、交通事業者に貸与をする、そういうほうが安くつくのか、その辺は比較検討をしなければな

らないと、そういった上で判断をしてまいりたいと思っております。 

 次に、実証運行の考え方でございますが、計画書においては、平成２３年度から随時町内を運

行する計画でございます。一方では、実証運行をスタートするに当たりましては、計画書では南

国交通株式会社に委託しているコミュニティーバスの運行を大きく見直すということになります

ので、やはり同社が今まで運行しております、先ほど申し上げました自主路線への影響というこ

とも当然予測をされるところであります。 

 したがいまして、今後はやはり同社と十分調整をする必要があると、これが非常に当面する大

きな課題になっているということでございます。これによって、計画が大きく変わることも予測

をされますので、できることなら自主路線でありますこれについては、何とか南国交通さんのほ

うで維持をしていただく、このことが今後の計画を順調に進める一つの方策であると思っている

ところでございます。 

 こうした動きを踏まえまして、町内すべての同時運行を原則としてはやりたいのですけども、

やはりこの辺の調整というのがどうなるかによって、非常に微妙なところが出てまいります。し

たがいまして、場合によっては、部分的に、こういう路線との関係のない新しい交通空白地を見

るような路線とかそういうようなところについては部分的なところから先に運行を実施をしてい

くということも含めながら検討をしていきたいと思っているところでございます。 

 次に、デマンド交通の周知対策と利用方法についてであります。本当に新しい交通体系の導入
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ということになりますので、やはり利用をしていただく皆さん方にいかに周知を図っていくか、

御理解をいただくかということが必要でございます。これは先ほどもありましたとおり、なかな

か説明会をしようにも集まってもらえないような非常に難しい問題を抱えておるようであります

から、これについてはこの周知対策というのはいろんな手立てを考えていかなければ徹底をしな

いのかなと思っているところでございます。 

 防災行政無線はもちろんでありますけれども、広報誌とか、あるいは病院とか買い物等に行か

れるときでも、チラシの配布とか、あるいは運行バス内でのそういう周知対策を図っていくとか、

いろんな手立てを考えていきたいと思っております。とにかく新しい形に変わるとなると、戸惑

いというのは当然出てくるかと思いますが、そういうことにならないように事前に十分この周知

を図っていく必要があるかと思っているところでございます。 

 最後に、今回の地域公共交通総合連携計画におきましては、３年をめどに実証運行の検証評価

を行うということにいたしておりますので、外的な要因、児童生徒の減少とか、あるいは新しい

交通空白地帯が発生をするかどうかという問題、それと内的な要因、利用なしの停留所が発生す

る、あるいは新たな交通需要者の発生があるとか、こういったことが考えられますので、目標達

成に向けた見直しというのは当然として検討していく計画でございます。 

〔町長 日髙 政勝君降壇〕 

○新改 秀作議員   

 今町長から６点について回答いただいたわけでございますけれども、２回目ですので、まずは

予約受付のオペレーターの配置でございますけれども、既存のタクシー業者にオペレーターをお

願いすると今町のほうでは検討されているようですけども、タクシー業者の電話番の方が一人で

通常の受付からルート設定、あるいは運転手への連絡までと、それが可能かと。 

 通常のタクシー業務とあわせて、デマンド交通の予約受付とした場合に、作業もしなければな

らないわけでございますけども、業者の都合により、デマンド交通が運行されないという可能性

はないものか、これが１点目でございます。 

 ２点目ですけども、一番私たちの委員会であったのが、このバス路線とのデマンド交通の乗り

継ぎの問題でございました。民間が自主的に運営している路線と競合するということで、民間の

バス路線は継続されることを優先したような計画であるようであるわけでございます。デマンド

交通を利用する方は、現在の既存のバスの利用をしている方とはまた年齢層が違うわけでござい

まして。 

 既存のバス路線の利用者は、ほとんどが中学校、高校生の通学、あるいは高齢者でもまだ元気

のある方々ではないかと思います。足腰の弱い高齢者が、バスの乗り継ぎをしてまで中心部に行

こうかと思われるものか、高齢者の方々は乗り降りも大変であるといった方々が年々増えてくる

んじゃないかと、これが委員会の中で出たことでございました。 

 この計画は、住民目線からの計画であると考えているのか、あるいはバス会社をつぶしてはい

けないとか、タクシー会社からの目線に、計画になっていないかと。これでは住民サービスの向

上にはつながらないのではないかと。利用者も増えないし、いずれバス会社も路線撤退をしなけ

ればならない可能性もあるんじゃないかということでございました。 

 いろいろ調べてみますと、岡山県総社市では、路線バス事業者は、撤退の意向を示していない

にもかかわらず、行政主導で交通体制の見直しを実施しているところがございます。現在ある市

内５路線のうち利用者が少ない２路線はデマンド交通に移行し、残り３路線については、午前

８時前の早朝と午後５時以降の夕方の通勤時間帯の路線バスは継続し、日中の時間帯はデマンド

交通でカバーするといったようなことをこの総社市ではやっているわけでございます。 
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 時間帯によって、時間帯で分けるということで、路線バスは通勤通学、デマンド交通は高齢者

の交通手段を確保した、そういったような役割分担を実現しようとしているわけでございます。

これがことしの４月からやろうというようになっているそうでございます。さつま町でも日中運

行されている路線バスについても、ほとんど乗車はしていない状態ではないかと思います。こう

いった形でこの計画も検討すべきじゃないかと思いますので、この辺も答弁をお願いいたします。 

 次に、初期投資でございますけれども、今町長の答弁でも余剰分を使ってデマンド交通を考え

ているというようなことがありましたけども、デマンド交通分については町で購入し、準備すべ

きであると。業者の都合や、場合によっては、タクシー自体が残っていないときにデマンド交通

の依頼もあるかもしれないし、デマンド分については町で購入し、確実な運行配置をすべきであ

ると思いますけれども、この辺についても答弁をお願いいたします。 

○町長（日髙 政勝君）   

 まず、オペレーターの関係でございますが、先ほど申し上げましたとおり、確実に今そのオペ

レーターを配置したほうがいいとか、あるいは直接交通事業者のほうにお願いしたほうがいいと

か、いずれにしましても、デメリット、メリットがありますので、その辺はいろいろ比較検討を

これからしなければならないと思っております。 

 ただ、初めてのことでありますから、専門的なオペレーターを配置をした場合に、先ほどから

申し上げますとおり、やはり事前予約になってますから、例えば役場にそういう係を専門的に臨

時職員でも置いてやろうかとなると、やっぱり申込者というのは夜なんかもされるわけですから、

ずっとお一人の人が２４時間勤務するわけにはまいりませんので、やっぱり２人は必要だろうと。

そうなったときに人件費的なコストが出てくる、そういう問題が１つあります。 

 そしてまた、各交通事業者に直接お願いしたら、そこまで業務量というのは、デマンドを利用

される方というのはそうまで多くないかと思っております。それで今までの通常のタクシー用と

プラスアルファの仕事になりますけども、それが過重になって、いろいろ事務的に輻輳するとい

うところまではいかないのかなと思っております。 

 やっぱり利用者の便も、かねがね使っているタクシー業者さんに「あしたはどこどこにお願い

します」とかいう予約が直接できるわけでありますから、オペレーターを使ったら、オペレー

ターに頼んで、またオペレーターがそれぞれの交通事業者へお願いせないかんというのも出てま

いりますし、そういうコスト的な問題はあります。 

 それで、その辺は今後いろんな関係機関のところとも、どういう形が一番当初の段階では必要

なのかというのは詰める必要があると思っております。そういう経費的なコストの問題とか総合

的に判断をしながら、決めてまいりたいと思うところでございます。 

 それから乗り継ぎですね。これは本当、利便性を感じるかどうかというのが一番大きな課題に

なるかと思っておりますので。 

 例えばデマンドだったら、今までバス停とかそういう時間帯のところに行かなければならない

というところですが、予約制になりますと、我が家近くまでタクシー等が参りますから、それか

ら今走っておりますそういうところのバス停まで行ってもらうということになろうかと思います

ので。その辺は利便性は、今までとしたら高まっていくのかなと思っております。 

 要は、乗り継ぎの時間帯ですよね。それまで走っているその時間にうまく乗り継ぎができるよ

うな体制を、やっぱりどこの路線についても考えていく必要があるかと思っておりますんで、そ

の辺は十分考慮をする必要があるかと思っておりますので、この交通対策協議会の中でも一番そ

の辺が論点となっておりますので、これについては今後も引き続きそういう方向で進めてまいり

たいと思うところでございます。 
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 それから、車を町で、例えば買って、そういう関係の交通事業者のほうにお願いするという方

法もあります。そしてまた、今持っていらっしゃいます各交通事業者の車をうまく活用してフル

活用していただく、そのこともある面においては経費の節減になるわけでございますから。 

 新たに、場合によっちゃ交通事業者もちょっと足らんから、新しく車を買わにゃいかんなと、

そういうことになったらその分がいわゆる運賃にはね返るということも考えられますので、その

辺は今のところでは、タクシー業者等が持っている余剰分を使ってデマンド交通を考えていると。

例えばジャンボタクシーとかありますので、そういったことの利用を考えていきたいということ

でございますが。 

 この辺ももっともっとまだ詰める必要がありますので、これもやはり今度の過疎債の関係の適

用もありますので、その辺は町で買って、あるいは対応したほういいのか、この辺を比較検討を

やっぱりしなければ、まだ詰める段階にあるかと思っているところでございまして、まだ、どう

しますというところまでは行っておりません。 

○新改 秀作議員   

 先ほど今２問目の回答漏れですけども、この岡山県の総社市の朝と晩とのこの問題ですね。そ

の役割分担の、この問題は、町長検討してみるお考えはありませんか。これは２回目の答弁漏れ

でお願いします。 

○議長（中尾 正男議員）   

 乗合バスとのすみ分けを、時間帯で。路線バスとの運用を。 

○町長（日髙 政勝君）   

 総社市とこの町との条件というか、ちょっと全く一緒なのかどうかというのがありますが、今

回本町においては、コミュニティーバスのところにこういったあれを走らせたいということであ

りますけれども。 

 確かにこの通院、通学生もおりますので、その辺は定時的なところもありますので、南国交通

が今走っておりますが、その辺の調整というのは当然と出てまいりますので、その辺のコミュニ

ティーバス自体町がお願いしているわけでありますから、その辺は通常の自主路線とは違います

ので、その辺はうまく調整をしながら進めてまいりたいと思っているところであります。 

○新改 秀作議員   

 いろいろ町長の答弁も聞いておりますけれども、この計画自体が非常にタクシー業者、あるい

は既存のバス会社、非常に配慮したような感じがして、委員会でも何でそこまでせないかんのか

なという意見も相当あったわけでございますけども、思い切った町長独自の考え方もあってもい

いのかな、そこまで配慮するべきかなという意見も相当あったようでございます。その辺もよく

検討してみていただきたいと思うことであります。 

 ３回目にちょっと行きますけれども、デマンド交通を導入する効果についてですね。デマンド

交通等の公共交通を整備し、高齢者の外出する機会を増やすことは脳の活性化につながり、家で

こたつに入ってテレビを見ていても、決して脳の活性化にはならないわけでございます。外出す

るという行為が増えたということは、温泉に行ったり、あるいはマッサージに行ったりというこ

とも考えるわけでございます。 

 そのことで、例えば町全体の医療費が下がるということにつながるものではないかと思います。

また、住民同士の交流が図られ、高齢者の免許返納が増えて、交通事故が減少にもつながるなど

デマンド交通を導入することはいろんな相乗効果が出てくると思います。 

 デマンド交通を含めた地域公共交通については、あくまでも交通弱者からの目線で、システム

を構築しなければならないわけでございます。苦情にもしっかり対応する必要があります。タク
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シー業者をつぶしてはいけないとか、既存のバス路線を傷つけてはいけないとか、事業者や行政

側からの目線では利用者は増えないわけで、継続も難しい。交通弱者が何を望むかを的確に把握

しながら運行して行く必要があるわけでございます。 

 そのためには、もちろん統計を取るのも必要であります。統計を分析することがさらにサービ

ス向上につながっていくのではないかと思うわけでございます。実証運行までにはまだ時間があ

りますので、この辺を十分検討されまして、実証運行からこの計画が成功するように要請するわ

けでございますけれども、最後にこの効果について、町長のどのようなお考えなのか、思いをも

う１回お伺いいたしまして、一応委員会の質問といたします。 

○町長（日髙 政勝君）   

 基本的に今回のこの公共交通活性化協議会で話し合いをしてもらっておるのは、とにかくやっ

ぱりこれだけ高齢化が進んで、交通の利便性が非常に弱まっていると、不便だというような実態

がございますので、そういった皆さん方が本当に買い物にしろ、病院に行く方にしろ、もっとも

っと便利になってほしいという願いがありますので、そこは何とか解消したいと、解決をしたい

と。そういう思いで今回町内のこういった交通体系を見直しをしていこうというのが基本的な考

え方でございます。 

 タクシー業者のためとか、あるいは規定のバス路線の維持のためとか、そういうことは全く考

えておりませんので、あくまでも基本は、ここの地域に住んでいる皆さん方が、先ほどから申し

ますとおり、利便性を高めていただく、そのことが基本でございます。今までこういう交通の路

線も入ってない空白地帯もありますので、そういうところまでジャンボタクシー、いわゆるこの

デマンドが走って、利便性を高めていこうというのが基本でございます。 

 例えば、規定路線を撤廃するとなると、すべてやっぱりデマンドということになる。例えば今

この町内だけでとどまるんじゃなくて、鹿児島に行ったり、あるいは川内に行ったり、大口に行

く、そういう路線があるわけですから、その辺まで撤退してもらうと、それなら隣接の町に、あ

るいは鹿児島に、川内に、大口に行かないかんときに全く交通の便がないということになります

ので、それはやっぱり残していかないと。 

 町内だけでものごとを考えておっては、さらに町民の皆さん方に不便をかけるということにな

りますので、そういう路線についてはやっぱり維持存続をしてもらいたいと。そして、そのため

の利用は、やっぱりこのデマンドを通じて利用を増やしていかないかんと。 

 赤字もどんどん増えていきますから、それでも少しでも利用を増やして赤字も減らしていきま

しょうと、そういう基本的な考え方がございますので、その辺は誤解のないようにしていただき

たいと思っているところでございます。 

 とにかく実証運行もしながら、今ありましたとおり、データもとりながら、どういうことをし

た方が一番利便性があって利用増が図れるかということについては、十分やっていく決意でござ

いますので、御理解をいただきたいと思います。 

○議長（中尾 正男議員）   

 以上で、新改秀作議員の質問を終わります。 

 次は、建設経済常任委員会を代表して４番、米丸文武議員の発言を許します。４番、米丸文武

議員。 

〔米丸 文武議員登壇〕 

○米丸 文武議員   

 どうもおはようございます。 

 私ども建設経済常任委員会では、昨年の１１月９日から１１日にかけまして、和歌山県の日高
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川町、それから滋賀県の東近江市、奈良県宇陀市において、有害鳥獣の被害防止並びに狩猟鳥獣

肉をジビエへの活用と、農産物の６次産業と集落営農に取り組む農事組合法人の状況調査を実施

してまいりました。これらの調査も踏まえまして、通告に従いまして質問をさせていただきたい

と思います。 

 まず本町でも、平成２１年度からの鳥獣被害防止計画が策定されておりまして、平成２１年か

ら２３年度までを計画期間と定めた「さつま町鳥獣被害防止計画」が平成２３年に最終年度を迎

えますが、この進捗状況と見通し及び今後の鳥獣被害防止対策についてお伺いをさせていただき

ます。 

 本町の有害鳥獣の被害防止計画の中で、今後の取り組み方針ということで全般的事項を５項目

挙げてございます。 

 １つ目に、地域の意識改革による被害防除体制の確立に向け、取り組むと。２番目に、捕獲と

防除の両面から被害防止対策を推進。３番目に、有害鳥獣の生息状況と生態調査を関係機関と連

携して進める。４番目に、捕獲に従事する狩猟免許者の育成を図る。５番目が、食肉の加工販売

等、捕獲鳥獣の処理対策の調査研究を進めるという、この以上の５項目を挙げて諸対策を講じて

きておられるところでございますが。 

 これまで猟友会の協力を得ながら、銃猟、わな猟による捕獲が積極的に実施され、特に本年度

はイノシシと二ホンジカについては、計画を大幅に上回る捕獲がなされております。しかしなが

ら農作物の被害が軽減されたという関係者からの声は聞こえてまいりません。このような中で、

鳥獣被害防止計画に定めてあります有害鳥獣ごとの被害の軽減目標値に対する達成状況と今後の

見通しについてお伺いをいたします。 

 次に、これまでも電気さく等の設置補助や有害鳥獣捕獲報償費など、鳥獣被害防止を図るため

の対策がなされておりますが、これらのほかに新たな対策や助成措置等の検討がなされているも

のかどうかお伺いをいたします。 

 また、これらの対策を進める上で猟友会の協力が不可欠でありますが、猟友会の高齢化と狩猟

免許取得者の減少により会員が減少しているとのことでありますが、現状と今後の対応策につい

てお伺いいたします。 

 また、平成２３年度当初予算に、鳥獣被害防止対策協議会交付金が計上されており、この中に

は野生ザルの生息状況調査が含まれておりますが、調査の内容についてお伺いします。 

 ２番目に、農産物の６次産業化の取り組みについてでございますが、町長は２３年度施政方針

の中で、ナシ、キンカン、カボチャ、里芋などの地域特産品に加工流通販売までをつなげる６次

産業化をさらに推進し、農家所得向上に努めると述べておられますが、具体的な進め方や目標に

ついてお伺いしまして１回目の質問といたします。 

〔米丸 文武議員降壇〕 

〔町長 日髙 政勝君登壇〕 

○町長（日髙 政勝君）   

 建設経済常任委員会の代表質問ということで、米丸文武議員の鳥獣被害防止についての御質問

にお答えをさせていただきます。 

 平成２１年度末に県の承認を受けました被害防止計画に基づきまして、本年度から国の補助事

業であります鳥獣被害防止総合対策交付金事業を実施をしているところでございます。県の補助

金交付決定がことしの１月１０日にということになった関係もございまして、今年度の事業は、

実質２月、３月の実施となったところでございます。 

 さて、御質問の被害防止計画に定めてあります被害の軽減目標の達成状況と今後の見通しにつ
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いてでありますが、平成２０年度の現状値に対しまして、平成２１年度はニホンザルと野ウサギ、

アナグマを除く獣類につきましては、被害額、被害面積ともに減少をしております。これは電気

さくによる侵入防止効果の影響によるものが大きいと思われるところでございます。 

 鳥類につきましては、スズメ、ハトの被害は減少しておりますけれども、依然としてカラス、

ヒヨドリによる被害が後を絶たない、そういう状況になっております。今後も同じような傾向が

続くと予想されますので、捕獲わなの設置や花火による追い払い等の対策を強化していきたいと

思っているところでございます。 

 次に、今後の新たな対策、助成措置についてでございますが、一つは鳥獣の追い払いの花火の

配布を行ってまいります。追い払いのこの花火につきましては、全国的に相次いだ花火事故によ

りまして、手帳交付という規制がかけられておりましたけれども、県の通知によりますと、火薬

量が１０グラム以下の場合は規制を受けないと、そういうことで利用、使用ができるということ

でございますので、こういった該当する商品を取り寄せまして、実証試験を行ったところでござ

います。 

 その結果、威力的には従来の商品と遜色のないことが判りましたので、花火講習会事業等の内

容を変更しまして、サル被害地区へ追い払い効果実証試験用としまして配布をすることにしたと

ころでございます。 

 ２つ目につきましては、狩猟免許取得講習会の受講者への助成を実施をしまして、免許をとり

やすい環境づくりをしたいと思っております。農家の方々が自ら農地を守るための免許取得を促

進をしてまいります。 

 猟友会の狩猟者の登録数が現在１９２名ということでございますが、このうち捕獲隊員は

１５４名、平均年齢は６３.８歳ということで高齢化も進んでおります。登録者数も年々減少し

ている状況がございますので、こういった講習会受講者の新規取得者に向けて、講習会の助成を

新たな対策として実施をしてまいりたいと思っているところでございます。 

 平成２３年度の計画のサルの生息状況調査でございますが、被害地域への農家への聞き取り調

査、被害地域及び誘導域の解析のためのデータ集積等、季節ごとに行う予定でございます。 

 次に、農産物の６次産業化の取り組みについてでございます。このことにつきましては私の掲

げましたマニフェスト、あるいはこの平成２３年度の施政方針並びに町の総合振興計画、大きい

基本計画のまちづくり重点プロジェクトでございます「元気」農林商工業のまちづくりの中でも

計画の柱として位置づけまして進めているところであります。 

 本町の農産物は、良質なものが非常に豊富に生産されておるところでございます。さらに農家

所得の向上とか、農産物の付加価値を高めた販売を進めるために、この６次産業化の推進を進め

ているところでございます。 

 これまでの経過としましては、梅の関係、これについてはもういろんな加工が始まって、西郷

梅としましても売り出しをもうやっているところでございます。ゴボウにつきましても、既に加

工を進めております。ナシについても、これもジュースとか、生ジュースとかいろいろやってお

ります。これも進めております。 

 カボチャにつきましても、先日実施をいたして、これの売り出しも考えております。これにつ

いては、もう特産品開発協議会を設立をいたしておりますので、重点作物を主体としまして、特

産品化への取り組みをさらに進めてまいります。 

 また、昨年度町の農産物加工施設の備品等も整備をいたしまして、加工品をつくれる体制を整

えたところでございますので、さらに利用促進が図られますように、いろいろ関係のところには

広報誌とかあるいは町民の皆さん方への周知をしてきたところでございます。 
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 その中で新たに加工グループも誕生いたしました。町内の農産物を活用したドレッシング等を

商品開発されまして、今後自分たちの加工施設をもって製造や販売活動し、全国的に展開をして

いきたいという考えをお持ちでございます。 

 さらに、これまでの関係では、自らの施設において農産物加工を手がけ販売活動をされている

加工グループにおきましても、より充実した施設で商品の生産を行い、販売拡大をしたいと、そ

ういう意欲的な計画も取り組みもされておられるところでございます。６次産業化の促進に対し

まして、加工施設の整備あるいは商品開発、販売先の確保、こういうことが大事でありますんで。 

 特に加工施設の整備につきましては、建物、加工備品等に多額の費用を要します。そこで平成

２３年度におきましては、積極的に農産加工品の生産に取り組まれるグループ等に対しまして、

事業規模によりまして国や県単の事業というのがございますので、そういった活用をしていただ

きまして、促進を図ってまいりたいと思っており、また、町の単独事業としまして、平成２３年

度当初予算に農産物加工施設整備事業として、新しく加工施設の整備の支援をするということで、

創設をいたしております。 

 ６次産業化の進め方については、町内の農産物を活用し加工を目指す農業者、団体、現役で農

産物加工を行っている個人あるいはグループ、そのほかの農産物加工品の流通販売等にかかわっ

ている方々を対象にしまして、仮称さつま町農産加工懇話会なるものを設けまして、いろいろ情

報交換とか、試作、検討を行って、総合的な皆さん方の所得向上を目指していきたいと考えてい

るところでございます。 

 それから、農産加工を目指す個人、団体等に対しまして、加工技術あるいは流通販売並びに経

営のノウハウ等につきましての定期的な講習会を開催しまして、６次産業化のさらなる促進を図

ってまいります。 

 なお、国におきましても、地域資源を活用した農林漁業者等による新しい事業の創設など、そ

れから地域の農林水産物の利用促進に関する法律というのが、今度制定され施行されましたので、

この制度につきましても本町に活用できるものについては、積極的に導入をして、こういった皆

さん方の意欲を高めていきたいと思っているところでございます。以上です。 

〔町長 日髙 政勝君降壇〕 

○米丸 文武議員   

 ただいま町長から答弁をいただいたところでございます。まず有害鳥獣の関係についてでござ

いますが、計画をいたしまして県のいろいろな許可がことしの１月というようなことで、２月、

３月の実施となったということで、数値に対する実績というものは答弁をしていただけなかった

ところでございますけれども、２２年度のイノシシ、シカの捕獲頭数は、わな等を活用されまし

て、相当数実績が計画よりも上がっているように思います。 

 だから、この計画ではなくて、従来のやり方、わな等の対策というようなことでもあるかとい

うふうに思っておりますが、２２年度は実に１５０に対してイノシシが約３００、２９９頭です

かね。シカが２００に対しまして３００というような、そういう実績が上がっているようにも聞

いていますが、ニホンザルにおいても４頭の捕獲はされたように聞いております。 

 そのような中で、確実に実績も上がってきているというふうには思っておるところでございま

すが、先ほども申し上げましたとおり、実際の被害が軽減されたというような動向、なかなか住

民の方々からも聞かないわけでございます。 

 また一方では、野生のシカにしても、イノシシにしても、ニホンザルにしてもそうですが、頭

数が増えているということだけはどんどん目に入ってきているところでございます。達成状況等

につきましては、今後の対策に大いに期待をしたいと思っております。 
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 現在電気さく等の設置補助、それから有害鳥獣捕獲補償等以外の新たな対策とか助成措置とか、

そういうようなものはされなかったかということでございますが。まず、どのようなことをお聞

きしたいかと言いますと、緩衝帯の設置や環境警備隊の追い払いなど、有害鳥獣が人里に近づけ

ない抑止効果を目指した取り組み等についての検討はされていないのかどうかということですね。 

 ２番目に、鳥獣のえさとなる管理の行き届かないカキ、ミカン等の不要果樹の伐採で、鳥獣に

とって魅力のない集落づくりの検討などはどうなったのだろうかというふうに思うところでござ

います。 

 ３回しかできませんので、一挙に質問事項を申し上げてまいりたいと思いますが、猟友会や狩

猟免許取得者の現状と今後の対応策という中で、先ほども答弁にございましたけれども、地域の

中で年齢の若い人の多くは会社に勤めておられたり、あるいはまた兼業農家でありまして、昼間

の狩猟が可能な人には限界があるのではないだろうかというふうに思いますが、このような点に

ついてはどのように考えておられるのかどうか。 

 それから２番目に、当委員会で調査した奈良県宇陀市では、狩猟者を育成するために狩猟免許

取得者に１万円の補助が行われておりますが、本町の有害鳥獣の防止協議会での狩猟免許取得講

習会受講助成はどのような内容のことを計画されているものか、お伺いをしたいと思います。 

 引き続きまして、鳥獣被害防止対策協議会交付金のうち野生ザルの生息状況調査の内容につい

ては、今答弁いただいたところでございますが、私どもの調査しました例等のことで申し上げて

みたいと思いますが。 

 奈良県宇陀市と三重県の名張市で、圏域を越えた広域対策協議会を設置して、被害防止体制の

整備や個体数増加に伴う被害拡大を防ぐために、ＮＰＯ法人サルどこネットを連携して生息状況

調査及び群れのバランスを維持できるように発信器を取りつけて補体する管理も実施されていま

す。また、群れの移動状況の把握により適切な防除につなげているが、このような取り組みとい

うようなものについての検討はされなかったのかどうかということ。 

 それから、さつま町の被害防止計画で有害鳥獣被害対策、実施隊に関する事項で、今後ニホン

ザルの捕獲専門の実施隊の編制を検討しているという項目がうたってございますが、この専門の

実施隊の編制については、まだ検討の段階に至っていないのかどうか。次に、捕獲した鳥獣肉の

処理に関する事項でございますが、捕獲した有害鳥獣は原則として捕獲後速やかに埋設処理する、

処分することとなっております。 

 また、イノシシとニホンジカについては、従来から個人による食肉利用がなされておるので、

あわせてさらに民間施設を活用した解体、加工販売について、関係機関と連携しながら研究を進

めるというふうにも記述がされておりますが、建設経済常任委員会で調査しました和歌山県の日

高川町の鳥獣肉、ジビエの食材活用の状況も報告いたしましたけれども、本町での研究はどの程

度進んでいるのか、お伺いをして２回目の質問とさしていただきます。 

○町長（日髙 政勝君）   

 私のほうから、二、三お答えをさせていただき、あとは担当課長のほうから答弁をさせたいと

思います。有害鳥獣計画をつくりましてから、もうとにかく力を入れて、今の被害を減少せにゃ

いかんというようなことで一生懸命取り組みをしておるところでございまして、先ほども議員の

ほうからございましたところですが、イノシシについても平成２０年度の被害額等が２,３００万

ぐらいありましたけど、２１年度では１,６００万、１,７００万ぐらいに落ちてきておるところ

でございます。 

 それから、ニホンジカにつきましても、２０年度のところで２,４５０万の被害でございます

が、２１年度においては１,９５０万台というところまで落ち込んでおります。ただ、先ほどあ
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りましたとおり、ニホンザルの関係ですね、これは１７０万の被害が１８５万ぐらいということ

で、若干増えてきております。あとは野ウサギ等についても４００万の被害が２５０万に減って

きている。 

 それから、タヌキについても３７０万が２６０万という形でございます。スズメにつきまして

も４００万台が２６０万というところまで来ておるところです。そのほかのアナグマとかカラス、

先ほどもおっしゃいましたヒヨドリ、こういったところがやはり被害が増えているというような

状況でございます。 

 とにかく被害のそういう減少については、いろんな手だてをしながら進めていきたいと思って

おります。とにかく近づけない工夫ということ、やっぱり山が、いわゆるこういう鳥類、あるい

はイノシシ、シカ等が生息しにくい環境になってきている。木の値段が低迷して山の手入れをし

ないということになって、間伐もしないで下草も生えないというような状況で、動植物の生息環

境が悪くて里までおりてくるということがありますので。 

 やはりしっかりとした除間伐の推進をする必要もございますし、またやっぱり山からおりてこ

ないような植生というんですか、そういうことも今後皆伐が済んだら、やはり実のなる木を植え

るとか、広葉樹にするとか、そういう配慮も必要かなと思っているところでございます。それで

また、えさ場をつくらないと、確かにこういうことが、集落を挙げてこの問題については考えて

いかないと。 

 やっぱり、サルにしても、なり物、カキとかそういうものがいつまでもなっとったら、そこに

食べにおりてくるということもありますし。やはりそういうえさになるようなものを、草につい

てもですが、草刈りとか、そういうようなところ、えさ場をなくするということが、集落を全体

で取り組んでいかないと、個人個人ではなかなか。 

 すきまがあるとおりてくるわけですから、集落全体でそういうことを取り組んでいく。これは

やっぱりお互いの被害を防ぐための取り組みが必要ですので、これについては今後集落ぐるみの

取り組みとして、啓発も進めていきたいと思っているところでございます。 

 それと助成の関係につきましては、今受講料が１万２,２００円ですかね、これに対して県が

２,２００円、いわゆるテキスト代を補助しております。残り１万円というのがございますんで、

できたらこの分の半分ぐらいは町から助成しましょうということにしていきたいと思っておりま

す。別途試験料というのが５,２００円必要ですけど、これについては個人が頑張っていただい

て、やっぱりそういう必要もあるかと思っております。 

 それから、有害鳥獣を処理する場所ですが、これについては過去におきましても町内の地区に

おいて、どうしてもそういう処理場をつくって食肉の処理加工をしながら、販売につなげでいっ

たら駆除も進むんじゃないかと。そういう考え方に立って視察もされた経緯がございます。 

 しかし、現実的にそういう設備施設をつくるとなると、だれがどうやっていくかというとこま

でなかなか一歩進まないとこがございました。その辺のところは今後の推移等も見る必要はある

かと思いますけれども、とにかくイノシシについては、需要があるということでありますが、シ

カについてはなかなか需要先が余りないということ。 

 今、菱刈等においては、こういったシカのレシピも増やして販路拡大したいという動きも出て

おりますけれども、実態としてはなかなか需要に結びつかない。 

 そしてまた処理場をつくったときに、短時間に１時間以内にやっぱり処理をしないとならない

というのがありますし、処理をしたいろんな動物の血とか、その辺の処理をどうするかという問

題も出てくるかと思いますので、それは今後そういう希望がある地域が出たら、お互いに研究を

しながら、できるものはしたいと思いますけれども、そこまで踏み込んだところまではいってお
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りません。 

○耕地林業課長（山口 良一君）   

 昼間の猟の関係でございますけれども、今、銃猟でされる方、先ほど町長の答弁にもございま

したけれども、捕獲隊員が１５４名いらっしゃいます。非常に高齢化している。６３歳以上とい

うことで、もう職に就かれていない方も中にはたくさんいらっしゃいますので、できるだけ昼間、

もちろん昼間ですけれども、被害報告があったら即猟友会のほうにお願いをしている、指示をし

ているところでありますので。 

 大型獣になると、共同でないとなかなか捕獲はできないということもありますので、その地域

の班が出動できない場合には、隣接する班等にも協力をもらいながら、一応被害があったら出動

していただくということで、連携を取りながら実施をしているということでございます。 

 ただ、非常に銃の規制も厳しくなっておりまして、今その銃の所持をされる方も年々減少して

おりますから、今後は非常にまたこれも厳しくなってくるんじゃないかなというふうに考えてお

りますので、また対策も必要になってくるかなというふうに考えているところであります。 

 それから、猿の調査の関係でありますけれども、今委員長のほうからありましたように、今回

の調査は群れの１匹を捕獲をしまして、その捕獲をした猿に発信器をつけて、その行動を調査す

るという、いわゆるテレメトリー調査というふうに言っておりますけど、その調査も含んでおり

まして、そういうのを含めながら猿の動向調査を進めているということにしているところであり

ます。 

 それから、猿の専門の実施隊の関係でありますけれども、いわゆる銃殺というのはなかなか厳

しいところがありますので、ほかの関係のところの調査をしましたところ、いわゆる捕獲ですね。

捕獲箱による捕獲についても、そういう実施隊ということで対応ができるということになってお

るようでございますので、そういう体制での実施隊というのができないか研究をしてまいりたい

というふうに思っているところです。 

○農政課長（平田 孝一君）   

 鳥獣害被害防止の関係で、新たな対策や助成措置等は考えなかったかということでございます

が、先ほど町長のほうから２３年度におきましては、２２年の１０月から１１月にかけまして、

農家の皆さんに電気さく等の設置希望調査をいたしまして、大分要望は出てまいりまして、今回

の２３年の当初では一応、イノシシを１８基、シカ用を２９基、合計４７基、計上さしていただ

きました。予算にいたしまして２０７万円であります。 

 ２２年度の実績につきましては、イノシシ用が６基、シカ用が１７基、合計２３基でございま

して、補助金ベースで１０５万円でありました。これからいきますと、約倍の補助金も計上させ

ていただいたところであります。 

 それと、鳥類、カラス、ヒヨドリ等の被害がやはり増えているということで、空から来るもの

はなかなか難しいということですが、やはり銃器による捕獲といいますか、そういったことしか

考えられないのかなと思います。それとネット等を使った防止、そういったことも関係機関とま

た協議をして、今後また有効な対策がとれないか検討さしていただきたいと思います。 

○議長（中尾 正男議員）   

 その隣接市町村との連携とか、そういうのは検討なされるわけですか。 

○耕地林業課長（山口 良一君）   

 振興局管内での連携というのは、かねがねいろんな機会で県を通じてもやっておりますけれど

も、振興局を越えますと、なかなか難しいといいますか、かねがねのあれがないんですが、必要

があれば県を通じて、そういう連携もとれるようになっています。特に、伊佐との関係について
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は、要請があればそれなりの対応してまいりたいと。 

○米丸 文武議員   

 ３回ということでございますので、次にまいりたいと思います。有害鳥獣につきましてはそれ

ぞれ取り組んでいただいておりますし、また今町長も答弁がございましたけれども、今後取り組

まないかんことがたくさんあるだろうと思いますので、ぜひそのように進めていただきたいと思

いますが。 

 次に、農産物の６次産業化についてでございますが、２３年度の施政方針並びに町の総合振興

計画後期基本計画のまちづくりの重点プロジェクトであるという「元気」農林・商工業のまちづ

くりの中でも計画の柱として位置づけを進めていきたいと、農家所得の向上や農産物の付加価値

を高めた販売を進めるために、６次産業化の推進を図っていくとの答弁であったわけでございま

すが。 

 これまで重点作物としてまいりましたウメ、ゴボウ、ナシ、カボチャ等を活用した特産品開発

協議会については、特産品開発の協議会を設立して、特産品会を受けて取り組んでいるとのこと

で、またその実績等についても報告があったところでございますが。 

 現在どれぐらいの加工グループの方々があられまして、また個人で取り組まれている方、また

集落営農ですか、農業法人とか、そういうような方々が取り組んでおられるのか。どれぐらいの

活用がなされているのか。販売高、それから販売をされている範囲、要するに町内か町外県外か

というようなことも含めまして、そのような状況についてはどのように把握されているのかどう

か。 

 それから２番目に、２３年度予算に水田重点作物助成でゴボウ、里芋、カボチャの定着化を図

るために栽培研修、それから特産品開発の加工技術の取得研修に要する経費の助成や農産物加工

施設等整備事業に要する経費等が計上されておりますが、具体的にどのような計画をなされてい

るものかどうか。 

 ３番目に、作付面積の面からも、水稲、要するに米の生産が多いわけでございますが、米の

６次産業化については、どのように考えておられるものか、お伺いを申し上げます。 

 ４番目に、６次産業化法が国のほうでも１日施行されましたけれども、集落営農組織、また農

業法人、グループ・個人による独自産業化に国も支援するとなっておりまして、私どもの調査し

ました滋賀県の東近江市の農事組合法人の取り組みは大いに参考になる先進的事例と思っており

ます。ぜひさつま町の集落営農組織などへの推進が必要ではないかというふうに思われるとこで

ございますが、町長はいかがお考えなのか、お伺いをいたします。 

 最後に、農業農村環境の維持保全及び農家の所得向上を図るための各種農業振興策が講じられ

てきておりますが、丹精込めてつくった農作物が毎年のように有害鳥獣に荒らされることによっ

て、耕作生産意欲が失われ、やがては耕作放棄地となり有害鳥獣が人里に近づいてくるという悪

循環を招いているものと考えます。 

 このようなことから、効果的な有害鳥獣対策が講じられることによって、各種の農業振興に対

する施策も生かされてくるのではないかと考えます。ぜひこれらのことを踏まえまして、平成

２４年度以降の有害鳥獣被害の防止計画策定の検討にあたっては、実情を的確に踏まえた実行性

のある計画策定を望むものでございます。 

 また、私たちの基幹産業である農業は、今国際的経済の変化に伴いまして大変厳しい状況にお

かれております。住民が農業で安心して生活できる、若者が農業で家庭を支え、子供たちを育て

ていけるような所得の確保ができる農業の振興と支援策を展開されることを強く要望しまして、

３回目の質問にさせていただきたいと思います。 
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○町長（日髙 政勝君）   

 私のほうから二、三お答えしまして、また関係の課長のほうからあとは答弁をさせていただき

ます。 

 ６次産業化の関係でございますが、ことしの３月の１日から地域資源を活用した農林漁業者等

による新事業の創出と地域農林水産物の利用促進に関する法律、いわゆる６次産業化法というの

が施行になるところでございます。この中で、各都道府県に新商品開発あるいはマーケティング

のノウハウなどの専門的な知識を有する６次産業化プランナーを配置をするということでござい

ます。 

 県にこの方を配置をするということですので、県域大変広うございますが、やはり６次産業化

をとらえてやっているのがさつま町で、今一生懸命やっているところは、県内は、そこまで余り

聞いておりませんので、できるだけこういうプランナーに来ていただきまして、いろいろノウハ

ウを、いろんなことを教えていただいて、加工グループの皆さん方が本当に意欲を持って取り組

んで、新しい商品開発に向けて頑張っていただければありがたいと思っているところでございま

す。 

 それから、この有害鳥獣の関係でございます。本当にこれだけ毎年被害が出ますと、せっかく

一生懸命生産をされた農作物が、もう販売もできない、食料にもできないという非常に悲惨な状

況がございますので。 

 何とか被害を最小限に食いとめる、このことが我々に課せられた責務でございますので、次な

る平成２４年度からの有害鳥獣被害の防止計画につきましては、議員御指摘のとおり、実態に即

した非常に実効のあがるような取り組みというのを、さらに研究検討を進めて実施をしていきた

いと思っております。 

○農政課長（平田 孝一君）   

 まず加工グループの関係でございますが、私どもの農政課のほうで一応把握しております加工

グループが９グループございます。船木区公民館の加工あるいは泊野林産グループ、四季彩会、

鶴田食生活改善グループ、観音滝農産加工グループ、Ｈｅｌｌｏさつま、ゆとりグループ、明日

見グループ、そして昨年設置していただきましたソース工房エンジェルハウス、この９つが現在

あります。 

 主に生産されたものにつきましては、直売所等で販売されておりますが、いろいろな物産展、

あるいはイベント等にもいろいろ出品をしていただいているところであります。販売金額等につ

いては、私どものところでまだ掌握はいたしておりません。 

 それと、この９グループの中から、今農産加工場を利用されて製品づくりをされているんです

が、２３年度に独立して自分で加工場を設置したいということで、１グループ県単事業を使いま

して、ことし実施をするということで未確定事業で現在上げておりますが、そういった事業費で

大体４６０万円ぐらいで、加工場あるいは中の備品まで整備をしたいというような希望もござい

ますので、そういったことも支援をしていきたいと思っております。 

 それとまた、４月の広報誌からこういったグループをシリーズでご紹介して、町民の方々に町

内の農産品を使って加工されているグループもＰＲをして行きいと、考えているところでありま

す。それと予算の関係でありますが、本年度特産品のそういった振興対策事業で計上いたしてお

ります。 

 重点作物関係につきましては、ことしから新たに戸別所得補償制度が畑作まで含めた関係で、

ちょっと制度が変わりました。そういった関係で今回制度の重点作物を進められる上で、国の対

象にならない分、地域で振興する作物、そういったものに対する助成ということで、今回まだ未
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確定な部分がございましたので、計上させていただいたところであります。 

 それと、町の重点作物を振興するための予算が主でありますが、新たにことしの新規事業とい

たしまして、野菜関係では、ジャンボインゲン、白ネギなど、新たな作物ということで、そうい

った実証圃を設けていきたいということで、これを３カ所。 

 それと、薩摩西郷梅の、去年も晩霜害を受けまして、生産者の方々が気落ちしておられますの

で、やはり生産意欲の喚起ということで、モデル実証ということで３地区、求名、永野、中津川、

３地区に実証圃を設置して、そういった皆さんで研修をしたりする場所を設けていきたいという

ことで、新たな事業としてこういったことも計上させていただいたところであります。 

 それと、水稲の６次産業化の関係でありますが、現在水稲で米粉等を直売所等で販売されてい

るんですが、今そこでとまっていると、まだ加工までいってないという状況であります。 

 ですから、やはり、新たに製品までということでやれればいいんですが、そういったことを今

後できれば進めていきたいということで考えております。ただ、今ちくりん館のパン工房のほう

で米粉パンとか、そういったものも全体の中の約１割程度だそうですが、販売をされておりまし

て、ある程度固定客がいらっしゃるというふうに聞いております。そういったことから、そうい

ったものをできるだけ少しでも支援をして伸ばしていけたらということで思っております。 

 それと、集落営農グループの育成ということでありますが、所管事務調査の中で優良事例とい

うことで御紹介ありましたけれども、本町の中でも集落営農グループの中で、加工まで取り組み

たいというところも出てきております。２４年度事業になるかもしれませんが、そういった新た

な意欲ある集落営農グループがありますので、できる限りの支援をして、そういった農産加工の

６次産業化の部分を推進をしていけたらと思っているところであります。 

○議長（中尾 正男議員）   

 補足がありますか。ないですか。よろしいですか。 

 以上で、４番、米丸文武議員の質問を終わります。 

 ここでしばらく休憩します。再開はおおむね１１時５分とします。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

休憩 午前１０時５３分 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

再開 午前１１時０５分 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

○議長（中尾 正男議員）   

 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 引き続き一般質問を行います。次は、１番、森山大議員の発言を許します。 

〔森山  大議員登壇〕 

○森山  大議員   

 通告に従い２点の質問をいたします。 

 平成２３年２月２３日に開催されました鹿児島県医師会と薩摩郡医師会との現地懇談会に、町

長、副町長、教育長、県議、私たち議会の議長、町民の代表者が数名、それから文教厚生委員も

参加をさせていただきました。 

 その懇談会の中で、この私たちの地域の医療の大変厳しい現状が議題になり、さつま町にとっ

ても重要な課題であると、私は非常に感じました。この大変な地域医療の現状と課題を文教厚生

委員会以外の議員の皆さんや地域住民の皆さんに現状を知ってもらい理解してもらうために、私

はこの一般質問を思い立ったところでございます。 
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 懇談会の中では、最初にさつま町における救急医療搬送の現状報告がさつま町消防本部からご

ざいました。この報告の中で、さつま町消防本部が救急搬送している搬送先の４９.５％が薩摩

郡医師会病院であり、１７.９％がさつま町の医療機関であり、そして２３.８％が薩摩川内市の

病院へ搬送されているという報告がございました。 

 ２番目に懇談会の中で地元から鹿児島県医師会への質問、要望事項について、地元から医師確

保関係など７項目の質問、要望に対して回答がありましたけれども、鹿児島市以外の病院におい

ては、医師、看護師不足が非常に大きな課題となっているということがありました。 

 その大きな原因としては、小泉政権のとき、平成１６年度からの新臨床研修医制度が始まった

ために、この制度によって研修医の大半が大都市圏の病院に勤務するようになり、地方の病院は

医師不足になってきているという説明がございました。地元から小児科、産婦人科の開設の要望

もありましたけれども、このような厳しい状況から具体的な回答はありませんでした。 

 懇談会ではフリートーキングとして、薩摩郡医師会の草野会長から、この私たちの地域の医療

の報告がございました。それによりますと、私たちの圏域の人口１０万人当たりの医師数は

１３５.９人と県の平均が２３６.９人で、これよりもはるかに低い医師数であると。 

 それから、薩摩郡医師会の医師の数が平成１３年に常勤の先生が１０名いたのが、現在６名、

そしてこの４月からは５名になると。また、看護師も医師同様に不足をしているというような大

変厳しい話もございました。また常勤医師の当直回数は、年々増加し、さらに当直の翌日の診療

は通常勤務となり、体力的に既に限界であり苦慮しているという話もございました。 

 平成１６年当時は外科医が３名もいたために、外科手術件数も１５０件余りあったものが、今

はもうほとんどないと、激減しているとのことでございました。さらに、救急医療に携わる先生

の話では、あと４～５年したら、現在の救急医療体制は保てないという大変厳しい発言もござい

ました。 

 この懇談会においては、当地域の医療の大変厳しい現実を聞かされたところであります。そこ

で町長もこの現地懇談会を踏まえて、次の４点について町長の考えをお伺いいたします。 

 １点目は、懇談会の協議経過を踏まえ、町長の総合的な所感をお伺いいたします。 

 ２点目は、県医師会への要望に対して答弁された内容に関し、町長の所感をお伺いいたします。 

 ３点目は、町単独による医師、看護師の確保対策を講じる考えはないかお伺いをいたします。 

 ４点目は、多重複受診に対し、施策を講じる考えはないのかお伺いをいたします。 

 次に、健康づくり対策についてでございますが、２月２０日に町民大会の場において健康づく

りまち宣言を町長はされました。町民が生涯にわたって健康で健やかな生活を送るということは、

町民だれしもが願っていることであり、大変すばらしいことだというふうに思います。この宣言

を踏まえて、今後どのような形で町民の健康づくりを推進されるのか、具体的な施策をお伺いい

たします。 

〔森山  大議員降壇〕 

〔町長 日髙 政勝君登壇〕 

○町長（日髙 政勝君）   

 森山大議員から地域医療の確保対策についての御質問でございます。また、健康づくり対策と

いうことにつきましても、お答えをさせていただきます。 

 去る２月２３日に薩摩郡医師会病院におきまして、県の医師会及び郡の医師会との現地懇談会

が開催をされまして、町内の医師を初め、各団体からの出席をいただきまして、当地域の救急医

療の関係、それから医師不足等につきまして議論をされたところでございます。 

 その中で、ただいまございましたとおり、特に議論をされました当地域の医師不足につきまし
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ては、本当に危機的な状況にあると改めて実感をいたしたところであります。したがって、あら

ゆる手だてを行い医師の確保に努めなければならないと、喫緊の課題であると痛感をいたしたと

ころであります。 

 このような危機的な状況を打開するため、これまで本町としましても郡の医師会と提携しなが

ら、本町出身の医師に対しますアンケートや帰郷のお願いをしてありますが、また一方では医療

機器の整備の支援も行ってきております。しかしながら、医師の確保につきましては、いまだ実

現に至っていないところでございます。 

 懇談会でも議論されました行政と医師会及び住民が一体となった取り組みを推進するため、仮

称でありますが、地域医療を考える会の設置につきまして、郡の医師会とも話し合いをいたした

ところでございます。 

 その前段としまして、まず行政と郡の医師会との懇談会をこの議会が終わった段階で、新年度

になるかと思いますけれども、そういう機会を設けまして、具体的な話し合いをする計画をいた

しているところでございます。また、町単独の支援策としましても、地域医療を考える懇談会の

中で、医師の確保や救急医療のあり方、そしていろんな地域医療の問題解決について話し合いを

していく場を設けていきたいと思っているところでございます。 

 やはりこういったことにつきましては、単に行政と医師会の問題だけにとどまらず、やはり住

民の皆様方にもこういう実情というのを御理解をいただいて、診療のあり方、先ほどありました

コンビニ診療とか、そういうことがいろいろあるかと思いますので、こういう懇談会を設けまし

て、住民がすべきこと、行政がすべきこと、そしてドクターができることをそれぞれきちんと整

理しながら、お互いに知恵を出し合って分担しながら取り組みをする必要があるかと思っている

ところでございます。 

 次に、多重複の受診についてでございますが、多重受診あるいは頻回受診というのは、医療費

の高騰の原因でもあるところでございます。本町におきましては、国民健康保険についても高医

療費市町村に指定をされているところでありまして、このことについても、いろいろと予防対策

にも力を入れていくところでございます。 

 必要のない時間外受診とか、あるいは夜間受診等につきましても、医師の過労の要因とも言わ

れているところでございまして、先ほどもございましたとおり、夜間勤務そしてまた引き続いて

翌日の通常の勤務をしなければならない、そういう実態で、郡医師会においても医者の平均年齢

が４７歳を超え、非常に過重な労働で負担が大きいというようなお声も聞いているところでござ

います。 

 このようなことにつきましても、やはり地域住民としてしっかりと地域医療を守るための協力

というのは、できるところはする必要があるかと思っておるところでございます。本町の国保事

業におきましては、レセプト点検の中で重複受診とか、あるいは頻回数受診のチェックを行いま

して、看護師による訪問指導等を行っているところでございます。 

 平成２１年度は約６０件の訪問指導も行っております。今後とも訪問指導を行うとともに、広

報等を通じまして多重複の受診とか、あるいは必要のない夜間受診、いわゆるコンビニ受診等の

抑制に努めてまいりたいと思っております。 

 それから、救急車の利用等につきましても、先般の広報誌でも町民の皆さん方にも啓発をいた

しましたけれども、やはりタクシー代わりに安易に使う例というものが見受けられるということ

でございます。そういうことがないように、適正な緊急の医療というのができるようなことにつ

いても、十分話し合いをする必要があるかと思っているところでございます。 

 次に、健康づくり対策についてでございます。 
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 去る２月の町民大会におきまして、健康づくり推進のまちの宣言をいたしたところでございま

す。その辺の今後の取り組みの関係でございますが、先日の宣言をした日におきましても、数多

くのポスターとか標語もいただいて、町民の関心も深いものがあると考えたところでございます。 

 今後の具体的な取り組みとしまして、今回の宣言についての懸垂幕を本庁や支所に掲示をしま

して、広く啓発を行ってまいりますし、あるいは、これまでの優秀作品等については、ポスター

等を作成し、全戸配布をしながら、広く町民に自分の健康は自分で守るという基本的なことも含

めまして、ＰＲをしていきたいと思っているところでございます。 

 必要によっては、またのぼり旗ということもあるかと思いますし、健診等の際には、そういう

ものを掲出しながら啓発をしていきたいと思っております。 

 さらに、特定健診、あるいはがんの検診、人間ドック、これらの予防事業を積極的に推進して

いきたいと思っておるところでございますが、各地域に健康づくり推進員という方も配置をいた

しておりますので、こういった方の御協力というのは、さらにお願いをしながら、特定健診の受

診率の向上についても、ぜひとも早期発見、早期治療ということで医療費の抑制に努めていく必

要があるかと思っておるところでございます。 

 具体的なところはこういうことでございますが、健康づくり推進大会、やっぱりこういうもの

を開きながら、町民ぐるみの健康推進の取り組みをしていきたいと思っているところでございま

す。時期を得てこれは年内には開催をしていきたいと思っております。そのほかの予防の関係に

つきましては、医療費高騰の抑制ということでありますので、今申し上げましたこの特定健診、

がん検診、人間ドック、こういった受診率向上について努力をしていきます。 

 それから、健康づくり推進員なり、そして、また食生活改善推進員という方もいらっしゃいま

すし、そういう組織の皆さん方の活動についてもさらにお願いをしてまいりたいと思いますし、

各公民会ごとのそういう受診率の向上については、さらに啓発をしてまいります。 

 いろんな予防接種の関係についても、いろんな助成をしてきておるところでございます。とに

かく病気になって医療費がどんどん上がるということにならないように、予防には力を入れて、

できるだけ町民の皆さん方が健康でお過ごしできるような体制をしていきたいと思っているとこ

ろでございます。 

 そのほかの自発的な健康づくりの推進ということも当然必要でございます。やはり各地域で、

あるいは、個人的にもグループ的にもウォーキングもされておりますし、いろんなまた、グラウ

ンドゴルフとかそういうスポーツ活動もされておりますので、そういったことも自主的な取り組

みとして今後も促進をしていきたいと思っております。 

 そのほかの健康教室の開催でございます。現在でも温泉プールを使った水中ウォークとか、あ

るいは、いきいきヘルス教室と、そういうものをやっておりますので、引き続きこういったもの

も推進をしてまいります。 

 そのほか平成２３年度の新規の取り組みとしまして、健康づくりコーディネーターの設置を計

画をしておるところでございますが、これについては、町民の健康づくりのためにやっぱり専門

的にいろんな企画をしながら、そしてまた、町全体的に推進をしていく意味でこういう方を配置

をしながら、保健師、あるいはいろんな関係機関との連携をしながら、総合的に取り組んでいき

たいと思っているところでございます。 

 それから、健康体操の関係でございますが、７月の２７日に全国区のラジオ放送でございます

ＮＨＫの朝の生中継でありますけれど、６時半からの体操、これも本町で実施することが決定を

いたしておりますので、こういったことを通じまして、町民の皆さん方に広く呼びかけながら、

健康体操にしましても、高齢者サロンとか、いろんな機会に深く職場でも取り組みができるよう
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に進めていきたいと思っているところでございます。 

 医師の確保につきましては、医師会とされても、早速今月は、ある九州管内の大学のほうに、

医師会長と前会長が一緒になって働きかけにいきたいということも申し上げられておりますので、

そういう目処がつきましたら、町としてできるところはまた御支援をしていきたいと思っている

ところでございます。 

 医師に限らず看護師の確保というのも、非常に今課題になっております。医師会とされても募

集はしておりますけども、看護師も足らないという状況があって、看護師の皆さん方も労働の過

重があるというようなことも聞いておりますので、何とか皆さん方におかれましては、いろんな

情報をいただきまして、こういう体制が整うように御協力をいただければ大変ありがたいことだ

と思っております。 

 そのほかの八○二○運動とか心の健康づくり、自殺予防とか、心の電話の設置とか、いろいろ

具体的に考えておりますので、これを実効性のある取り組みとして進めてまいるところでござい

ます。 

〔町長 日髙 政勝君降壇〕 

○森山  大議員   

 ただいま町長から答弁をいただきましたけれども、町長もこの本町の厳しい地域医療の現状と

いうのをただいま喫緊の課題としてとらえているということでございます。私も多分同じ思いで

ありますが、またこの地域医療を行政と医師会と住民が一緒になってするための地域医療を考え

る懇談会を設置されるということで、非常にいいことだというふうに思います。 

 そこで、これまで健康づくり推進協議会や健康さつま２１というような組織があって、その委

員の方々を見てみますと、議会の議員、医者、歯医者、地域の住民代表といった方々もいらっし

ゃいまして、その中ではこれまでこのような厳しい話は出なかったのか、お伺いをいたします。 

○健康増進課長（村山 茂樹君）   

 今健康づくり推進協議会及び健康さつま２１の推進協議会につきまして、各委員の方々からの

意見ですが、医師不足につきましては、健康づくり推進協議会の中でも言われておりますけれど

も、どういうふうにして活動しますという具体策についてはまだその中では協議されてないとこ

ろでございます。 

○森山  大議員   

 今担当課長のほうからまだ具体策は出てないということでございました。これはまたさて置き

まして、これからこの過疎計画の中でも医師を確保するということでございますし、過疎事業の

ソフト事業として地域医療対策というのはあるということなんですが。 

 過疎債を活用したことを検討するということでございますが、過疎債を活用してのソフト的な

対策というのはどんなのが考えられるのか、過疎法が想定している対策とか全国での地域医療で

の先進事例とか、そういうものがないものか。これは企画課長でもよろしいので、お伺いをいた

します。 

○町長（日髙 政勝君）   

 今度の過疎自立促進計画を既に策定をいたしまして、新しい法律が６年間ということで延長に

なったところでございますが、その中の新しい事業の項目としまして、ソフト事業という形で、

先ほど議論になりました地域公共交通の関係、それから、医師確保の問題につきましても折り込

まれております。 

 したがいまして、今議会の皆さん方にお配りしました計画の中には、そのことも折り込んでい

るところでございます。そういうことで医師の確保については、この辺は医師会と十分詰める必
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要があるかと思いますけれども。 

 この過疎債の中での対象と考える事業としましては、妊婦健診、出産時の旅費等の支援、乳幼

児等の医療費助成、医療従事者等の奨学資金、診療所の整備、救急へリポートの整備、こういっ

たことが主な事業として上げられておりますが。 

 団体によっては、こういう過疎債のソフト事業を使って医師の確保に対する支援を、人件費の

支援ですかね、そういうことをやっているってこともありますので、この辺はどういう形で支援

ができるかということについては、医師会とかそういうところと十分詰める必要があるかと思い

ます。 

 要は、確保するための一つの条件的なものを準備しておきますよということで医者の確保を図

っていくのか、来てから支援をするのか、いろいろやり方というのはあるかと思いますけども。 

 やはりこの前もお話がありましたとおり、研修医制度というのがありましてから、今の研修医

の皆さんというのが、やはり都会のそういった設備、いろんな施設が整っているところ、そして

また、医者としていろんな経験が積まれる症例がたくさんある、そういうところ、そしてまた、

もちろん待遇のいいところに行かれる度合いが多くて、こういう田舎の地方においては、なかな

か医師の派遣が難しいという実態にあるようでございます。 

 県とされましても、先ほど北薩地域の保健医療福祉協議会が開かれまして、そのときも県のほ

うにも強く鹿児島大学との連携というのをしっかりとって、その計画に従って医師の確保はきち

んとできて地方のほうにも派遣ができるような体制をつくっていただきたいということも申し出

をしてありますし、やはりその辺がうまく機能をしていけばいいんですけど。 

 なかなか実態としては鹿児島市内が中心で、この近辺の出水にしろ、あるいは、北薩病院にし

ろ、難しい状況が出てきておりますので、そこを何とか確保していきたいというのが、ここの郡

医師会も全く同様でありますから、強くお願いしたいと思っているところでございます。 

 それで、先日もちょっとまたお願いしたところですが、この会でも申し上げましたけれども、

やはり研修医制度が法的に何とか地方に３年ぐらいは派遣ができるような義務付けというんです

かね、そういう方向が出ればいいんですけど。 

 研修医制度そのものを廃止せんとこれはできんよという意見もありますけど、その辺まで踏み

込んで今後全国の、例えば町村会とか、そういう形で話題に上げながら法律改正までしていかな

いと、これは非常に解決は難しいなというのが実感として受けとめております。 

○企画課長（湯下 吉郎君）   

 ただいまの答弁にもありましたように、先進事例といたしましては、基金を設置して、そして、

医師の確保をするために、就学資金の貸与事業というのを実施されている岩手県がございまして、

医師が誕生するには最低６年かかるということで、その就学資金を例えば６年間貸与した方で、

地元に帰って最低その６年医師をすればこの貸し付けた金額を免除するということで、同様に看

護師等の不足にある地域にあっても、そのような事例でございます。 

 それから、同じ医師確保の中で、専門医が不在であるということで、例えば整形外科であった

り泌尿器科であったり産科、小児科、眼科とか、そういうことの専門医の招聘をする事業を、長

崎県等が行っております。それから、今の先進技術を活用した遠隔医療をするということで、広

島県あたりがやっているようでありますが、そのようなことで先進的には、この過疎の対策の中

で進められているというのが実態であります。 

○森山  大議員   

 今私は町長に、その新臨床研修医制度によって地方の医師不足が非常に生じたこと、あるいは

国立病院の医師が国家公務員であることから、兼業禁止になっているという話がこの前も草野会
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長のほうからありましたけれども、そのために国の制度を変えないといけないというような非常

に大きな問題になりまして、それを要求をするために、町村会等でも町長は声を上げておったの

かなあというようなことをお聞きしようかと思いましたら、先ほど述べられて、町村会の中でい

ろいろと声を上げていったと。 

 だからもう１回、日髙町長は、こういったことにつきまして、何らかの取り組みをされる考え

はないのか、再度お伺いをいたします。 

○町長（日髙 政勝君）   

 こういう本当に危機的な状況にあるということは、単に本町だけにとどまらず、先ほども申し

上げましたとおり、各地方の現実の実態がございますので、やっぱり一緒になってこの問題につ

いては声を上げていかないと、なかなか解決できないと思いますので、県の町村会の場でも議題

として上げながら、今後取り組みをしていきたいと思っております。 

○森山  大議員   

 今町長のほうから声を上げて頑張って取り組んでいくという答弁でございましたので、要請を

いたします。２点目の健康づくり対策でございますけれども、町長の答弁の中で、いろいろな啓

発活動をしていると、そして、またいろんな健診とか予防接種とか、そういったものも充実して

いきたいということで、私も理解をいたしますけれども。 

 何といいましても、この健康づくりのためには、住民が自主的に主体的に健康増進に取り組む

システム体制をつくらないといけないと考えますが、そういう中で現在の健康づくり推進員の役

割をもっと地域に密着した活動として工夫をしていかないといけないのではないかと、地域での

健康づくりのリーダーとして活用しないといけないと思うんですが、今の健康づくり推進員の活

動と現状を、また改善点はないものかお伺いをいたします。 

○町長（日髙 政勝君）   

 仰せのとおりだと思います。これだけ高齢化は進む、そして、またひとり暮らし、あるいは夫

婦世帯も２割になってきておりますので、やはりこれから長生きしてこの住み慣れたふるさとに

幸せを感じながら生涯をおくるということが非常に大事なことでございます。 

 健康づくりについては、やっぱり町だけで声をかけてもあれでしょうから、やはり今せっかく

各地域公民会に健康づくり推進員を置いて、地域の実態も一番わかっていらっしゃるわけであり

ますので、これらの人たちを一堂に会して研修をする場がありますので、改めてこういった健康

推進員の役割というのを意識をしていただきながら、地域でどのように実践活動をしていただく

かということがこれから大事になってくるかと思っております。 

 その辺のところの研修会をさらに充実をして、取り組みを強化していただくようにお願いした

いと思います。非常に報酬的にもわずかなものなんですけれども、趣旨を御理解をいただくよう

に、さらに啓発については努力をしていきたいと思っております。 

 そのほかのこれまでの関係については、担当課長からお答えさせていただきます。 

○健康増進課長（村山 茂樹君）   

 健康づくり推進員につきましては、各公民会にお願いしまして、１００戸以下であれば１人、

１００戸以上であれば２人ということで、公民会にお願いしているわけですが、各健診につきま

しても、健康づくり推進員が主体となって受診の勧奨をしていただいているところでございます

けれども、そのほか各地区であるサロン、そういうものにつきましても、健康づくり推進員の

方々、食改善推進員の方々の協力を得ながら開催しているところでございます。 

 今回２３年度から国保の特定健診につきましては、一応本人負担を無料ということにしました

ので、これからも健康づくり推進員の方々が、個々の家庭をまわりまして、無料になりましたの
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でどんどん受診をお願いしますということで、今回また全体会の研修会の中でもその旨をお伝え

しまして、特定健診の受診率を上げていただくと、そういうものにも協力をいただくというふう

に考えているところでございます。以上でございます。 

○森山  大議員   

 健康づくりコーディネーターを今度新しく設置されまして、健康づくりを進めたいということ

でございますが、健康づくりコーディネーターは、先ほども町長が少しは話されたんですけど、

具体的にどのような仕事をするのか、そして、またどのような役割を果たすのかについて、お伺

いをいたします。 

○町長（日髙 政勝君）   

 健康づくりのコーディネーターを新しく設置をするという考え方については、先ほどから申し

上げますとおり、とにかく健康づくりを町民ぐるみで進めていきたいと思っておりますので、そ

のために先般の町民大会でその宣言をさせていただいたところでございます。 

 具体的に、いろんな取り組みを先ほど申し上げましたけれども、そういったことを総合的に企

画をして実践をしていただく、保健師の皆さんとか、あるいは保健所、医療機関、そういう皆さ

んと十分な連携をとって、体系的に総合的に進めていきたいと、そういうことで専門的な方を配

置をしながら実践をしていきたいと思っておりますので、そういう考え方で新しく設置をするも

のでございます。 

○議長（中尾 正男議員）   

 何か補足がございますか。 

○健康増進課長（村山 茂樹君）   

 今町長が言われました各種の健康づくりに対します企画立案、それとあわせまして、本年度か

ら開設します療育につきましても指導をいただくということを考えているところでございます。 

 それと、私どものところに、保健師、看護師、そういう専門職がいるわけですが、その職員の

総合の企画立案も指導をいただくというふうに考えているところでございます。 

○森山  大議員   

 ただいま町長のほうから、それから、担当課長のほうから健康づくりコーディネーターの役割、

設置目的につきまして答弁がございました。大変私はすばらしいことだというふうに理解をいた

しますので、今後とも町民の健康づくり推進のまちとして大事なことですので、積極的に取り組

んでいただくよう要請をいたしまして、私の質問を終わります。 

○議長（中尾 正男議員）   

 以上で森山議員の質問を終わります。 

 次は、８番、平田昇議員の発言を許します。８番、平田昇議員。 

〔平田  昇議員登壇〕 

○平田  昇議員   

 質問事項１と２について１回目の質問に入ります。 

 初めに、おわびを申し上げますが、ただいま口内炎が出ておりますので、日ごろの鈴を転がす

ようなきれいな声が出ません。（笑声）聞き苦しい点はお許しください。 

 先月２２日の臨時議会で、私が町長にただしたことへの答弁の中に、本町の財政状況は好転し

ているというものがありました。また、今月６日、虎居公民館でもたれた式場でのあいさつの中

でも、さつま町の財政事情はよくなったことを述べられた。そして、庁舎建設には合併特例債を

充てがわずともよいかもしれないという見解も。この説明を受けた方だろう、１人の方は、庁舎

建設に反対する理由はないと言われていた。 
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 一方、町内からはいろいろたくさんの声が届きます。手紙も受け取ります。庁舎建設に向けら

れる財源は何をどう充てられるのかと。庁舎建設に多額の資本を投下することによって、これま

での行政サービスにどんな影響が出るのか。福祉サービスは大丈夫なのか。 

 また、こんな声があります。財政が厳しいこのとき、町長が一番力を入れるべき政策は何であ

ると思っているのか。あれもやります、これもやります、と全部に花を咲かせられるときではな

いと。だから町長が今本町にとって大事な政策はこれですと、これを進めますと、いろいろ不自

由なことも出てきますが、しばらく我慢して協力してくださいと町民に理解と協力を求めるとき

ではないのかという非常に貴重な声を聞きます。 

 また、これまでのように２０億円もかけて新しくつくらなくとも、合併前に持っていた庁舎を

当分の間使う方法はないのかという声も出ています。こういう声に対する町長の説得を説明を、

議会報を通して町内の方々に伝えたいと思います。判りやすく御答弁いただきたい。 

 質問事項２です。給食サービス利用者から届いている声、昼食、夜食の配達は適正な時間にし

てもらえないかというものです。昼食が１０時半、夜食が２時半に届くところもあると言われる

のです。給食代に助成金を受けているので我慢しなければならないのでしょうかと寂しい笑顔で

言われた。かわいそうだ、これはいけないと私は思いました。これが一般質問で取り上げた理由

です。 

 １０年以上も昔でしょうか、現在の給食サービスが老人給食と呼ばれていたころ、寝たきり、

ひとり暮らしの御老人、子供のない老人夫婦だけの世帯に対する給食サービスの意義づけとして、

身体的に苦痛を伴う日常生活を強いられている御老人、その人にかわって調理し、それを届ける、

それだけでなくあなたの近くにはあなたの役に立つ私たちがおりますよという地域社会の連帯感

をつくり出し、お年寄りを孤独感から解放していくという、それがこの老人給食の意義なんだと

いう文書を読んだかお話を聞いて感動を受けた記憶があります。 

 民間の業者さんに話を聞くと、私たち民間業者にも委託させていただくと誠意を込めて調理に

取り組み、適正な時間に必ず配達しますと言われます。検討するお考えはないか質問いたすわけ

でございます。 

 私の質問を要約します。庁舎建設にどう財源を充て込むか。町長の基本的方針、町長は現在本

町の最重点施策をどう考えておられるのか。庁舎建設に重点を置かれているのか。旧２町の庁舎

をさつま町の庁舎の一部として活用する考えは、全く対象外とされているのか。 

 これについても改めてお聞きしたいのだが、これまでに統合庁舎方式が譲れない原則である説

明をされていますので、これについては答弁は要りません。ただ、こういった声が根強くあると

いうことを改めて申し上げておきます。 

 給食サービスについて、配達時間の改善策はないか。給食サービス事業の民間への分割委託に

ついてお考えはないか。１回目の質問を終わります。 

〔平田  昇議員降壇〕 

〔町長 日髙 政勝君登壇〕 

○町長（日髙 政勝君）   

 平田昇議員からの御質問は、庁舎建設と食の自立支援事業、給食サービスの関係につきまして

のお尋ねでございますので、お答えをさせていただきます。 

 まず、庁舎建設の関係でございます。財源をどう充て込むか、今やるべき最重点施策はどうい

うこと、旧２町の庁舎の使用の考え、そういったことかと思っております。庁舎建設につきまし

ては、国や地方自治体など、極めて今厳しい財政事情にありますので、当町が進めております庁

舎建設に対し一抹の不安を感じる、町民に対し建設計画概要を広く周知し、理解を求めるべきで
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あると考えるがということでございます。 

 合併後の本庁舎の整備の問題につきましては、合併協議の中で、合併後調整をするということ

とされていたところでございます。それで、合併をいたしまして、私が就任をするまで４年あっ

たわけですけれども、まだその辺の方向づけというのがしっかりとなされておりませんでしたの

で、就任以来この問題につきましては、懸案として残っておりましたので、やはり方向づけをす

る必要があるということで取り組みをいたしたところでございます。 

 御案内のとおり、今までずっと国の三位一体改革ということで、市町村の財政というのが非常

に厳しい状況があったわけでございます。その関係から行財政改革を一生懸命取り組みをしてき

た経緯がございます。あわせまして国のほうでもいろんな補正措置もありまして、景気対策の一

環として取り組みがなされたところでございます。 

 御存知のとおり、本町の財政につきましては、合併当時経常収支比率が１００％を超える、非

常に財政の硬直化をしておりました。そして、また借金の累計につきましても２４０億円、そし

て、公債費比率も国が示す１８％を超えた２２％ということで、かなり高いということでござい

ましたので、とにかく公債費のいわゆる借金を減らさんにゃいかんということ等もございまして、

そういう計画をずっと進めてまいりました。 

 そして、また行革の推進の中で事務事業のいろんな点検をしながら見直しも行ってきたところ

でございます。昨年、私が就任をしましてからは、経常収支比率９１.４％まで一応おりこんで

きております。そして、また公債費比率も１８％、国が示すところまできております。来年以降

はこの公債費比率はそう大きな変動はないかもしれませんけれども、実質公債費比率、いわゆる

借金の返済をする割合も１６％台まで落ち込むであろうというふうに考えております。 

 そういうことで、財政の健全化を基本においてこの町政を推進をしておりますので、その中で

も何を重点をしていくかということについては、るる今まで重点施策を四つ抱えながら進めてき

ておりますし、さきの施政方針の中でも明らかにしておりますので、十分御理解をいただいてい

るものと考えているところでございます。 

 この庁舎建設の関係でございますが、昭和２９年の昭和の合併のときにできた庁舎でございま

すし、そして、またその後、事務量の増加に伴いまして、継ぎ足し継ぎ足しの増設をいたして今

のような現状になっております。そして、また合併の当時に事務室が足らないということで、東

別館ができ上がったところでございます。 

 町民の皆さん方にとりまして、どこに行ってどう尋ねたらいいかが非常に判りにくいというこ

とで、５月から総合窓口を置きまして総合案内をするようにいたしました。町民の皆さん方から

も非常に判りやすいということで好評をいただいておるところでございますので、この庁舎があ

る以上はずっと続けてまいりたいと思っているところでございます。 

 そういうことでございまして、この庁舎をそのまま仮に使ったときに、耐震性が震度６強にい

くともう倒壊の危険性がある、あるいは危険性が高いと、そういう診断も正式に専門家のほうか

らいただいておるわけでございます。そして、それなら耐震補強をしたらどうかという考えも当

然ございます。 

 そうした場合、ただ補強するだけじゃなくて、やっぱり改造をする必要がありますので、それ

については約９億円ぐらいかかります。そして、またそれをするために事務所を仮移転もしなけ

ればならない。役場全体をどこか土地を見つけて、その土地がどこにあるかということも一つは

課題になるかと思いますが、そこに仮庁舎をつくる。それも２億～３億円かかります。 

 そして、またいろんな電算設備も移動しなければならない、そうするとまたものすごいお金が

必要である。移転経費も必要である。そして、またでき上がってまたそれに移動せないかん、こ
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ういうことになると余計な事務量と、また場所が変わるとなると、住民の皆さん方にとっても非

常に利便性が悪くなる。 

 そして、補強ができてそうなったにしましても、やっぱり十数億円のお金をかけなければなら

ない。それがまたずっとそのままで耐えられるかとなりますと、いつかはまた建て替えをしなけ

ればならない時代が発生すると。そうなると、やっぱり経費の二重投資になってかえって余計な

お金が要るとならざるを得ないのかと思っております。 

 それで、最近は非常に気象条件というのが不穏な状況にあります。きのうおとといも岩手県の

ほうでも地震がございました。ニュージーランドでもああいう事態が発生をしております。しか

し、そういう中で倒壊の危険性があるということがはっきりとわかった中で、全く手をこまねい

て何もしないかと、いわゆる不作為行為ですね。そういうことをしなくて、もしの場合があった

ときにだれが責任を持つのか、そういうことまで考えていかなければならない。 

 そして、また財源の問題につきましては、今合併特例交付金というのが１億９,０００万円、

いろんな事業に使った残りがあるわけですね。それを使える期限というのが２４年までです。そ

れと合併特例交付金も３町合併をして１００数億円ございましたが、（「交付金じゃない合併特

例債」と発言する者あり）特例債、まだそのお金が相当残っております。 

 これは借金ではありますけれども、元利償還の７割を国が交付税で見てくれるものであります。

通常借金をしますと１００％税金等でお返ししなければならないわけですね、元利償還を合わせ

て。これが元利償還の７割を国が見てくれるという非常に有利な起債でありますから、それも活

用する期限というのが平成２６年までです。 

 この期間を逃したら、また庁舎もつくらんにゃいかんということになると、恐らくは税金で、

あるいは１００％返さなければならない借金をしなければならない。そうなると当然として一般

の事務事業に、おっしゃる福祉の関係とか、あるいは学校の関係とかいろいろあるかと思います

が、あるいは建設事業ですね、そういったところにしわ寄せがこざるを得ないと私は思ってます。

そういうことにならないように、今のこの時期にやらないと私はできないと思っております。 

 そうしないとかえって町民の皆さん方に迷惑をかけると。それでできるだけ先ほども申し上げ

ましたとおり、有利な起債を。起債もできたら今の計画では７億５,０００万円と考えておりま

すけれども。 

 今庁舎建設基金を３億９,０００万円積んでおりますが、これから３月の議会まで最終提案と

しましては、４億５,０００万円ぐらい積み立てをしたいと思っておりますので、幾らですかね、

８億４,０００万円、それから、合併特例交付金が１億９,０００万円ある、もう既に１０億円あ

る。そして、また、まだこれからですので、２３年度もまだ９億積み立てさせてもらえれば、だ

んだん特例債を借りる枠というのが７億５,０００万円とか少なくなるわけです。 

 そして、また財政調整基金も積み増しを相当してますから、大規模工事については、この庁舎

建設費のほかに使えるわけですね、それも。そういうことをしたら、余り合併特例債についても、

そう大きな額を使う必要はないと。７億５,０００万円の計画ですけど、それもできるだけ少な

くしたいと思っていますが、それも単年度で借りるんじゃなくて、３年で借りるということです

から、３年に分けて。 

 例えば７億５,０００万円あったら大体３年ですから、１億（「２億」と発言する者あり）

２億ちょっとですかね、それぐらいですから。それのうちの元利償還７割ですから。毎年１５億

円今借りているわけですから、そのうちの２億円ですから、そう大きな影響というのは出ないわ

けですよね。その辺のところも御理解をいただければありがたいと思っておるところです。 

 それから、庁舎の利用の関係、今総合支所から支所になっております。このことについては、
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町民の皆さん方を含めた合併協議会の中で、分庁方式はしませんよと、総合支所方式にしますと

いうことで、ずっとそういう形で流れてきております。行革のために合併をしたということもあ

りますので、そういうためには総合支所方式でいきましょうということになってきておったわけ

でありますから、今になって分庁方式でやるとなると、これは皆さん方の議会で決めたことをま

た翻すということになりますし、また、今まで語ってきたことを全部翻すということにならざる

を得ないわけですね。 

 それで、そういうことのないように、有効活用をする問題で考えていったほうがいいだろうと

いうことで、鶴田にしましても薩摩にしましても、今いろいろ御提案をしているようなことで有

効活用を図っていきたいと。そして、またさらに、そういう施設が効用を発揮するようにしてい

きたいと、そのように考えているわけでございます。 

 それで、これについてもいろいろ考え方はありますけども、この辺については、とにかく町民

の皆さん方には、いろんな機会に御説明をしていきたいと。３月はいろんな総会シーズンになり

ますし、４月はまた花見もあります。そして、また年度初めの全公民館長、公民会長が集まる機

会がございますので、判りやすく説明をしてまいります。説明責任を果たしてまいります。 

 それから、福祉サービスの関係でありますが、この給食サービスについては、体力の低下等に

よりまして、調理が困難な高齢者等の在宅生活を支援をするということを目的に給食サービスの

こういう取り組みを行っているわけです。もちろんこの福祉サービスの一環でございます。サー

ビスをすると同時に、やっぱり安否確認ですね、元気でいらっしゃるかということやら、声かけ

をする絶好の機会でありますから、そういうことも福祉サービスの一環としてやっていくという

ことでございます。ただ単に弁当を配るだけじゃなくて、そういうことがございます。 

 それで、またこの配食サービスを始めたことについては、採算というのは見込まれませんけど

も、こういった安否確認ができて公共性が高いという理由で、多くの市町村がこの社会福祉協議

会で実施をしまして、今日も続いているところでございます。 

 本町におきましても、町の社会福祉協議会に委託をしまして、約１５０名の方に配達をしてお

ります。そのうちテーブルにセッティングしなければならない方が２７名、食べやすいように小

さく刻んで食にしている方が３３名、肉類が食べられずに特別食にしている方が８名ほどいらっ

しゃいます。年間３６５日、どこの場所でも配達できるように対応をいたしておるところでござ

います。 

 単に決められた時間に配達するだけじゃなくて、配達先で、例えば救急車を呼んだこととか、

あるいは介護サービス事業所へ連絡をしたり、あるいは、離れている家族と連絡を取り合った例

などもよくありまして、緊急を要する場面にも遭遇をしますので、状況によってはやっぱり社会

福祉協議会職員という福祉の考え方が強い職員でありますので、そういった福祉サービスに的確

に応じているということでございます。 

 また、大雨とか台風、今回の年末年始の大雪の際は、社協職員が２人で行動をする場合もあり

ます。配達を待っている方は、食べる時間も早めの方が多くて、配達時間が多少おくれると、社

会福祉協議会へ問い合わせの電話をされる方もあるようでございます。民間の参入を認めるので

あれば、配達時間の問題だけじゃなくて、このように緊急時とか、あるいは天候不良時等のケー

スでの対処方法を想定をしなければならないというところがございます。 

 現在の配達コースから大きく離れた方からの申し込みが来ることも予想されますので、配達時

間等につきましては、今後社会福祉協議会とも十分協議をしてまいりたいと思うところでござい

ます。こういう実態があるということで御理解いただきたいと思っております。 

〔町長 日髙 政勝君降壇〕 
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○議長（中尾 正男議員）   

 質問の途中ですが、ここでしばらく休憩します。再開はおおむね１時５分とします。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

休憩 午後０時０５分 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

再開 午後１時０５分 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

○議長（中尾 正男議員）   

 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 平田議員の一般質問を続けます。町長から答弁の補足があります。町長。 

〔町長 日髙 政勝君登壇〕 

○町長（日髙 政勝君）   

 先ほどの平田議員の質問の中の給食サービスの利用者の関係についてでございます。民間にも

そういう希望もあるというようなことでございますが、その辺のところを申し上げたいと思いま

す。 

 先ほども申し上げましたとおり、現在約１５０名の方に配食を行ってきておりますけども、こ

こにつきましても昼だけの方、そしてまた夜だけの方、また曜日によって月水金の方、火木土の

方など、１５０名の方がそれぞれ１５０通りのいろんな調整をしなければならないということが

ございます。 

 デイサービスとの調整とか、あるいは一時入院等によりまして、本人または家族、在宅介護支

援センター、居宅介護支援事業所等といろいろ連絡をとりながら、もう変更がかなり生じてきて

おりますので、その連絡調整ということが、現在はこの社会福祉協議会が中心になって集中管理

をしておりますので、それができるわけでありますけども、民間でそれぞれ分散して行うという

ことになりますと、こういった処理も行っていかなければならないということが出てまいります。 

 過去、鶴田町の時代、あるいは薩摩町の時代におきましても、民間事業者を入れて配達をした

実績がございますけれども、余りにも申込者の、利用者の方の変更等が多くて、つくるのにも大

変だからもうやめたいという意見も上がってたように聞いております。その際の配達については

やっぱり、社会福祉協議会職員で実施をしなければならなかったり、またシルバー人材センター

に一部委託をしなければならないと、そういう事態もあったようでございまして、やっぱり年間

３６５日の実施となりますと負担も大きくて、非常に課題も大きいかと思っているところでござ

います。 

 屋地の二階堂商店に依頼していらっしゃる方もありますが、車の運転をされるなど町のサービ

ス決定が却下された方等でありますし、配達範囲も限定をされたところでございます。今日の社

会福祉協議会のように、連絡調整が１カ所で行えることによって、いろんなサービスができるわ

けでございますので、これが分散をいたすことになりますと、いろいろその辺の利用の便という

のがいかがなものかなと思っております。 

 継続的な配食サービスは難しい面が出てくるのではないかと思っておりますので、現在の体制

を継続をしていきたいと思っているところでございます。答弁をさせていただきました。 

〔町長 日髙 政勝君降壇〕 

○平田  昇議員   

 質問１について、２回目の質問をします。 

 本町の財政が好転しているとして、細かい数値で説明されている資料も受け取りました。町の



- 55 - 

先頭に立つ町長、副町長、教育長が、自分の給料を削って行財政改革に取り組んだ成果であるこ

とは判ります。 

 しかし、一方には別の要因があります。例えば、平成２０年、２１年で９億２,７００万円の

国からの臨時交付金、これに町は１億２,１００万円の一般財源を加え、合計１０億４,８００万

円の財源でもろもろの事業に取り組んだ。 

 こうした国から地方への大盤振る舞いですよね、大盤振る舞いで、地方の財政に対する感覚が

変わるのは不思議ではない。私の言いたいこと、町の財政事情が好転したのなら、その要因の

１つは国からの交付金、いわゆるばらまき、ただし、行革への努力の成果を否定することはあり

ません。 

 自分の子たちがそれぞれ独立して世帯を持った。両親は、子供たちがそれぞれ安全な生活がで

きるよう一定の基準に基づいて仕送りをする。例えば、このように国から地方に交付されるもの

には、負担金、補助金、補給金、交付金、委託金等、各種のものがあることを理解しております。 

 我が国は、このように中央集権的な政治体制であるため、地方行政の主導権は３割であるとい

う、つまり３割自治と呼ばれてきました。この反省の上に立って、地方分権の推進に、ひところ

は地方主権とまで言っていたのに、国と地方のとの主従関係は変わっていない。例えば最近の例

に上げますと、国は平成２３年度から、都道府県に一括交付金を配賦する制度を始めます。 

 この進め方を評価するという県は、９県しかない。うち高く評価している県は１県だけ。残り

８県はある程度の評価。評価しない県６県、うち全く評価しないは神奈川県が１県。その理由は、

国は地方に金は配るが、権限は今までのように国が握っていることを上げています。本県を入れ

て残りの３２都道府県は、今のところ評価のしようがないという、これは先月新聞が伝えたこと

でございます。 

 私は、ここに地方分権論を持ち込もうとしているのではございません。ただ、地方は財政的に

も国との主従関係、強者と弱者の関係に変化を来していないことを私たちは認識すべきであると。

国に対して、地方はどういう立場にあるかということをしっかり認識しなければならないと思う

んです。 

 国がくしゃみをすれば、地方は風邪を引く。国が風邪を引けば、地方は肺炎になるという例が

盛んに言われた時期もありました。その地方財政の７割方を背負う国の借金は、１,０００兆円

に近づこうとしているんですよ。仮に、地方にとって親であるはずの国の財政が、巨額の借金で

破たんして転んだとき、子供である地方自治体はどうなるでしょうか。これまで親、つまり国に

おんぶにだっこできた子供たち、つまり地方自治体も一緒に転ばなければならない。 

 私たち地方にあるものは、こういう厳しい状況に追い込まれる可能性もあることをしっかり認

識して、町の重大な政策、例えば庁舎建設を方向づけしなければならないことを強調したいので

す。町長の御見解を伺うわけでございます、この点について。以上です。 

○議長（中尾 正男議員）   

 １問１答で。 

○町長（日髙 政勝君）   

 庁舎建設に関連をいたしましての御質問でございました。確かにこれまで前政権、そしてまた

今の政権に引き続いて、失われた１０年、２０年と言われておりますが、特にまた、近年におき

ましてはリーマンショックがありまして、何とかこの辺の景気を持ち直さんないかんということ

で、いろんな対策が講じられてきたところでございます。それに応じて、地方におきましても一

緒になりながら、地域経済の活性化のために取り組みをしてきた経緯がございます。 

 議員からございましたとおり、通算しますと１０億円といういまだかつてない地域経済対策を
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講じてきたわけでございますが、中には国債を発行して、それだけまた国の借金も膨れたという

意味合いもありますけれども、本町におきましては、やはり計画の中で当然いずれはしなければ

ならない事業がありましたので、この緊急対策の事業を活用しながら、これをやってきたわけで

あります。 

 町の財政にとってはそれだけ負担がなくて、それだけ財政的な余裕ができたという結果になっ

たことはもう事実でございます。一方で、行政改革も当然しながら、それなりの効果ができたと

思っておるところでございます。 

 したがいまして、地域主権と言われる中で、御存じのとおり非常に権限そのものが、まあ増え

てはおりますけれども、なかなか目に見える形での地域主権というのが進んできてない、これは

事実であるかと思っております。なかなか中央の権限というのが、地方にいかない、渡らないと

いうことでございます。事務は増えても、一方では財源の問題がなかなか移譲になってきてない

というのが事実でございます。 

 過去の三位一体改革等におきましては、特に地方交付税とかそういうものが減じられて、地方

は非常に厳しい財政運営を強いられた経緯がございますけども、何とかやっていける状況とまで

はいきませんけども、今までとは若干違った状況には変わってきているというようなことになっ

ておるところです。 

 一括交付金等につきましても、おっしゃるとおり使い勝手のいい、いわゆる地域が主権を持っ

て企画をしながら、そしてまたそれを実行していくために、自由に使える、何でも使えますよと

いう言い方ではございますけれども、平成２３年度から都道府県を中心に配分をされるというこ

とでありますが、平成２４年度からは市町村のほうまで一括交付金をしたいという考え方もある

のですけども、これが今までの国庫補助金等を考え方ときに、総額として、果たしてそれまで確

保できるのかというのが１つの懸念であります。 

 今まで結構補助金をもらって、補助事業をしておったのが、結果的にそれが人口とか面積だけ

の算出基礎でもって市町村にやるということになりますと、こういう過疎の小さな町にとっては

相当な激減になるんじゃないかと思って、心配をしておるところでございます。 

 この補助金に見合うような等しい額で地方におろしていただいて、そしてまた、地方がそれを

使い勝手がよくて、地方の自立というんですか、いわゆる地方主権が発揮できるような財源の配

分があればいいんですけれども、それが全く今のところ判っておりません。したがって、各都道

府県におきましても、いろんな評価をされているんじゃないかと思っているところでございます。 

 平成２４年度になってこの辺がどのような形に動いていくのかということについては、私ども

市町村にとっては大きな関心事でございます。とにかくいろんなアンケートもございますけども、

しっかりとその辺の総額の確保については要望をいたしてきているところでございます。 

 そしてまた、今現状が、おっしゃるとおり国債、あるいは地方債を含めますと１,０００兆円

ですか、そういう多額の債務国になっております。先進国の中でも、一番借金が多い国というこ

とになっております。ＧＤＰが年５００兆円でありますから、その倍の借金をしているというこ

とで、非常に危機的な状況になっております。 

 金利がもし上がると、デフレが解消してインフレになりますと、これはまた大変な金利や負担

が出てきますので、その辺を考えますと、今後の国家の財政にしろ、地方の財政にしろ、相当な

影響が出てくるかと思っておりますので、そういうことを想定しながら、今のうちにしっかりし

た基金を積み立てをしながら、今後の財政運営に当たっていきたいと。 

 そのような基本的な考え方のもとに、今できるだけ節減を図りながら、基金のほうに貯金を進

めているところでございます。将来も町民の生活の安定のために、しっかりとやっていきたいと
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思っておりますので、その辺のところは健全財政を基本に置きながら進めていきたいと思うとこ

ろでございます。 

○平田  昇議員   

 ただいまの答弁で、見識ある見解のもとに取り組まれている姿勢を伺うことができました。質

問事項１について、３回目の質問をします。これまで庁舎建設について、どんな政策で進められ

るのだろうか、関心を持ち続けている私は、いろいろな機会で町長に質問してきたのですが、平

成２３年度の当初予算説明書の中にある庁舎建設計画推進事務費に６,９６０万円の設計等業務

の委託料が目にとまりました。 

 まずお尋ねすることは、町長が庁舎建設の計画を説明する段階で、約２０億円の建設費を見込

んでいることの説明がありましたが、この約２０億円の額の積算は何を根拠になされたのか、算

出されたのか。それを算出できるのは、プロの設計士であるはず。その方は、何を根拠に算出さ

れたのか。 

 また、予算が決まってこの設計等の業務に取り組まれる方は、初めの段階で、庁舎建設には約

２０億円かかることを積算した業者さんに決まっているのではないか。もう少し踏み込んだ言い

方をさせてもらえば、予算の事前執行で設計図は作成されているのではないか。なぜ私が、悪意

とも受け取られかねないこのような質問をするか。 

 現在の庁舎の老朽度は、建設してから何十年も経過しているから、その傷み具合は素人でも理

解できる。また、地震等に十分耐えられるのかは、平成１３年の地震により、庁舎の各所に多数

の亀裂が生じた。これを見て、素人の私たちにも判断できると。危ない建物だと。なのに、なぜ

本格的な調査が必要なのか。 

 このような本格的な工事には、その根拠となる本格的調査を必要とするとして、３００万円の

予算要求をされたわけでございます。私が、本格的調査に必要な予算を要求される前に行政は、

既に庁舎建設に向けて動き出しているではないかと問うと、調査はもう済んでいるんだとの説明

だったことを記憶しております。 

 予算の事前執行、この例に倣って今議会に予算計上されている設計書の業務委託料６,９６０万

円を、まだ議会が認めていない段階で、既に設計図はつくられたのではないかと疑いを持たされ

るのです。 

 だから、庁舎建設には約２０億円を要しますと、積算された業者さんは何をもとにして計算さ

れたのか、その算出に要した経費は幾らだったのか。約２０億円を算出された方が、６,９６０万

円の業務を引き受けることになっているのではないか。その出てくる数字は２０億円、そう対差

はないのではないか。設計図は既にできていたのではないか。 

 最後に申し上げておきますが、私のこのぶしつけとも受け取られるような発言は、決して悪意

からではありません。私に町への苦情、疑問を投げかけてこられる人は、町の将来を心配されて

いる。これが皆共通している。ある外国人は、ザ・フリーダム・オブ・ライフという論の中で、

例えば人から、他人から、厳しい批判を浴びても、それが仮に敵意、悪意、恨みに基づくもので

あっても、それを冷静に分析しなければならない。 

 たとえ悪意、敵意に基づく攻撃、批判であっても、それが間違っているとは限らないと。人は、

特に指導者は、敵をつくらないという努力より、真に理解してくれる人をつくり出すために、根

気強く努力すべきであることを言ったのだと受け取りました。 

 同じことを何回もくどくどと申し述べましたが、町の将来を思い、憂い、庁舎建設計画は凍結

してくださいという声もある中で、町内の声に対して説得に努め、進める政策に理解を求めてい

ただきたい。 
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 要約します。説明されている約２０億円が概算的であるとしても、何を根拠に算出されたのか。

それに要した費用は幾らか。庁舎建設には約２０億円を要すると算出した方が、この当初予算で

計上された６,９６０万円の設計等の業務を担当されることは、決まっているのではないか。も

う１つ、既に設計図は作成されていたのではないか。 

 以上を質問をして、私の一般質問を終わります。 

○町長（日髙 政勝君）   

 庁舎建設の問題についてでありますが、まず設計の関係でありますけれども、２０億円という

数字を出しておりますけれども、これについては本体工事の規模、今の新しくつくる計画をして

おりますその規模に応じて、おおむね机上で床面積は出ておりますので、例えば今、薩摩庁舎を

つくってありますが、薩摩支所ですね、あれの単価を参考にしたとき、大体１７億円ぐらいとい

う積算をしておるところでございます。 

 これは、設計者にお願いしたことは全くありません。全く概算です。それで、もう設計図が決

まっているんじゃないかということですが、そういうことは全くありませんので。 

 職員が自前で、最近つくった例としまして薩摩支所のあの庁舎がありますから、あの場合が、

大体単価が平米当たりこれぐらいだったろうから、今度新しくつくる庁舎の面積から乗じたとき

に、大体１７億円ぐらいではないだろうかということの概算のあれですから、当たり前に設計委

託をしたり、もうそういうことは全くしておりません。だれにお願いしているとか、そういうこ

とはありません。これはもう自前の、ただ内部的な、事務的な概算の額であります。 

 また新しい庁舎ができて、この旧庁舎をやっぱり解体をしなければなりませんから、あるいは

あとの駐車場の整備とか、そういう付帯工事が出てきますので、いろんなことを考えますと、そ

れらがまあ３億円ぐらいかなということで、総体を概算で２０億円と、これにとどめましょうと

いうことで考えているわけですね。これはもう内部のあれですから、全く概算の事業費。 

 もう既に業者は決めて、設計図も決まっているんじゃないかということですが、それは全くご

ざいませんので。これから、プロポーザル方式ということで、専門の設計業者の方にこちらの希

望を取り入れて、提案をしていただく、企画書を出していただく、そういうやり方でやっていき

たいと思っておりますので。これからです、設計は。具体的なとこ。 

 それで、正式な事業費もこれから決まってくるわけです、正式なところはですね。ということ

で、御理解をいただきと思います。それから、先ほどからありますとおり、こういう厳しい時代

でありますから、町民の皆さんの中には、非常に不安があるということで、それはもう承知をい

たしております。 

 平田議員がもうこれまでも数回、そういう御意見を提言をしていただいておりますので、とに

かく財政的な問題が町民の皆さん方に影響をすることがないように、最大限の配慮をしながら財

政の計画をしっかり立てて対応をしていきますので、その辺はまた説明責任、アカウンタビリテ

ィはしっかりとこれからもいろんな機会でやっていきますので、御理解いただきたいと思います。 

○平田  昇議員   

 ただいまの説明で一応は判りましたが、確認させてください。この６,９６０万円の業務で、

これに取り組むのはこれから決まるわけですよね。そうした場合に、その約２０億円という制約

は、制限は、こちらから注文つけるわけですか、大体２０億円という数字に決めてくださいと。

それはこれから流動的なものなんですか、設計次第では。 

○町長（日髙 政勝君）   

 一応、私も最初これを決める場合に、とにかく余り華美にならない、一応最小限のものはせん

にゃいかんということで、事業費的にはおっしゃるとおり、非常に財政的な問題がありますから。
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ほかのところはやっぱり３０億円とかありますよ、やり方によっては。 

 しかし、まあ２０億円の範囲でとどめていただきたい。そういう基本的な考え方を持っており

ましたので、その中でやっていただくようにということで考えておりますので。このプロポーザ

ルの関係についても、その辺のところもしっかりと説明しながら、提案をしていただきたいと思

っているところでございます。 

 少々は、予期しないものが出たりして、オーバーする嫌いはあるかもしれませんけど、基本的

には余り大きな変動がないようにやっていきたいと思っているところでございます。 

○議長（中尾 正男議員）   

 以上で、８番、平田昇議員の質問を終わります。 

 次は、５番、川口憲男議員の発言を許します。 

〔川口 憲男議員登壇〕 

○川口 憲男議員   

 私は、さきに通告いたしました景観づくりについて町長に質問をいたします。 

 明日には、新幹線の全線開通、青森から鹿児島中央駅まで走ってきます。それから河川激特事

業も、築堤分水路工事などの完成が、若干延びておりますけども、今月までには完成すると聞い

ております。私たちさつま町につきましても、地域発展の大きな転換期を迎える中にあります。

各地域が持つ特徴ある景観資源を保全し、育成することにより、交流人口の増加が図られ、経済

的波及が進むものと考えています。町長は、今後の景観行政施策をどのように進めるのか、次の

２点についてお伺いいたします。 

 １件目は、河川景観の活用策、自然を生かした景観整備、保全の施策、２点目に、行政、住民

が一丸となった景観整備、資源の維持、保存のまちづくりはどのようにされていくのか、考えを

お伺いいたします。１回目の質問とします。 

〔川口 憲男議員降壇〕 

〔町長 日髙 政勝君登壇〕 

○町長（日髙 政勝君）   

 景観づくりについての川口議員からの御質問でございますので、お答えをさせていただきます。 

 初めに、河川景観の活用策、自然を生かした景観整備、保全の推進施策の質問でございますが、

現在、川内川の河川激特事業も終盤を迎えております。築堤、推込の分水路など、順調に工事が

進められまして、水害に強い安全、安心な地域づくりが進んでいるところであります。また、築

堤、遊歩道等の工事進捗に伴いまして、住民の関心は完成後の景観、あるいはこれをどのように

利活用するかということに向けられているところでもございます。 

 特に、虎居地区におきましては、虎居地区地域づくり活性化計画の策定の中で、遊歩道、河川

敷でのウォーキング、グラウンドゴルフ、子供スケッチ大会、川遊びなど活用策と、草払い等の

維持管理も含めて、こういった検討がなされているところでございます。 

 また、町におきましても、地域担当職員の活性化計画策定における支援に引き続きまして、計

画推進段階での参画や、活性化計画に基づく事業への補助など、あくまでも地域住民を主体とし

ながら、住民と行政が一体となった取り組みを目指してまいりたいと考えております。 

 次に、行政と住民が一体となった景観整備、資源の維持、保全のまちづくりについての御質問

でございます。町全域で進める景観づくりと、地域で進める景観づくりに区分をいたしまして、

取り組んでまいりたいと考えております。 

 町全域で進める景観づくりにつきましては、良好な景観形成のため、私たちの生活や経済活動

の中で、景観に及ぼす影響を考慮し、景観法に基づく行為を制限する事項を規定する考えであり
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ます。一方、地域で進める景観づくりについては、昨年度から本年度にかけまして、各地域で策

定をしていただいております地域づくり活性化計画書、これに基づきまして、地域が進める景観

づくりを盛り込んでいただくようにお願いをいたしておるところでございます。 

 景観支援団体の申請によりまして、良好な景観保全、活用を目指す範囲の協議ができている地

区、具体的活動を実践している地区を景観推進地区として指定をし、また推進地区の中でも歴史

的、文化的価値が高く、合意が得られた地域を景観の重点地区として指定をしていく考えであり

ます。 

 いずれにいたしましても、良好な景観づくりへの役割としまして、行政、地域、住民、事業者

の役割を明確にしながら、相互に連携して協同しながら心のふるさとづくりを目指して、総合的

な景観づくりを進めていく考えでございます。 

〔町長 日髙 政勝君降壇〕 

○川口 憲男議員   

 町長にお答えいただきました。 

 まず１点目の河川景観の活用策、自然を生かした景観整備、保全の施策のところで再度お伺い

いたしますが、今度の激特事業で分水路、あるいは河川の築堤工事が轟の瀬、推込を含め神子か

ら山崎まですばらしいものができていくし、景観上もすばらしい築堤ができ上がる。このような

いい施設ができていくんですが、今後ここあたりの活用策、それと先ほど申されました地域職員

等と一体となったまちづくりの中で、築堤の整備がキロ数的にも相当あるわけなんですけど、そ

こあたりを町としてどういうふうな考え方で進められていくのか。 

 先ほどおっしゃいましたけれども、地域の活性化づくりの中でしていかれるということでした

けれども、それを今後どういうふうにうたっていかれるのかをお聞きします。 

○町長（日髙 政勝君）   

 河川敷の関係につきましては、上流、下流、中流域それぞれありますが、特に広範囲なところ

であります先ほど申し上げました虎居地区、ここにつきましては、先だっても河川事務所にまい

りまして、地域の皆さん方の要望をお伝えしながら協議をいたしてきたところでございますが。 

 特に推込地区につきましては、ちょうど樋門ができまして、その付近がかなりのスペースが出

てまいります。それでまた、上流域の轟原地区からずっと虎居橋、それから推込、そういうとこ

ろまで遊歩道的なものができるかと思いますので、そういうところについてはジョギングコース

とか、あるいは散策ができるコースとして活用したいということがございます。 

 そしてまた、遊歩道といいますか、いわゆる管理道路が入りますが、その辺のところ等につき

ましては、左右５メートルは張り芝をしていきたいというような考え方をお示しいただきました

ので、その辺の景観にもなっていくのじゃないかなと思っておりますし。 

 またかなりのスペースのところについては、先ほど申し上げましたとおり、地域の方がグラウ

ンドゴルフとか、あるいはスケッチ大会とか、いろいろ利用の計画もありますので、この辺の利

活用ができるように、場合によっては町の占用許可もお願いするということになろうかと思いま

すけれども、地域の皆さんのほうが一生懸命そういった維持管理等もやっていくということにな

りますと、町がやっぱり河川の占用をしながら、地域の活性化につなげていきたいということで

考えておるところでございます。 

 グラウンドゴルフができるところについても、何とか張り芝をということでお願いをしました

が、吹きつけ型の、将来的には芝生になる、そういうもので対処をしていきたいというようなこ

とも御回答をいただいております。 

 そのほか、それぞれの地域もいろんな活用策もございますが、ただ後々維持管理を地元でしっ
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かりとやっていけるかどうかというのが、一つはありますので、とてもそういう広大な敷地につ

いてはもう管理が大変だということになれば、これはもう占用もできませんし、もう河川として

の利用しかできないということでありますので、地域がどのように利活用を考えていくかという

ことは、地元で十分話し合いをしていただいて、後々の維持管理がありますよということまで踏

まえてやっていかないと、簡単にはいかないという面がございます。 

 とにかく、せっかくこうして景観的にもすばらしいものができますので、そういう親水的な利

用の仕方、そういうことも考え合わせて利用ができるところは、やっぱり地元でしっかりと、先

ほど申し上げました活性化計画の中で、お互いに地域の皆さん方が話し合いをして、こんな使い

方をしましょうやと、こういうことで活性化を図っていきますよと、そのことが大事かと思って

おりますので、その辺はまた地域とも連携をとっていきたいと思っているところであります。 

○川口 憲男議員   

 その地域のほうを先に私は申し上げようともしたんですが、推込の分水路、あるいは虎居の下

流地域の公園のことが出されましたので、ちょっとそこにこだわってみたいと思うんですが。 

 非常に、散策あるいはジョギングをするにもいいところができております。私も２～３日前に

行きまして、駐車場がどうなるのかなとか、いろんな利便性はどうなるのかなということも、工

事関係者の方にちょっと聞いたんですけど、それは国交省でないと判らないということだったん

ですけど。 

 いずれにしろ、今までなかった虎居地区の公園といいますか、先般、臨時会の時にも町長にち

ょっと活用策を申し上げましたけれども、非常にいいものができておりますし、あの石積みとい

うのも、ややもすればどっかのお城かなというぐらいの築堤ができております。それと、分水路

のほうも虎居側から見ますと、私たちが最初分水路計画が出たときに、想像してなかったような

景観でできております。 

 その中に、先ほど町長お答えになられました地域、ここでいけば虎居地区の維持管理、そこあ

たりも必要性がでてきますと。まあ上流のほうはまた後で申し上げますけれども、非常に広大な

敷地になると思います。それと、轟の瀬まで散歩道的なジョギングコースもできますけれども、

そこらあたりにも手が必要になってくるんじゃないかなというふうに考えます。 

 そういうふうになったときに、虎居区のほうからも、館長名で要望書等が出ておりましたけれ

ども、こういういい施設ができて、後々に維持管理していくとなったときには、町長のおっしゃ

るように地元の熱意があればできていくんだろうけれども、こうした高齢化の中で、どういうふ

うにしてそれを維持管理していくかというのは、これは非常に難しい点があると思います。 

 そこで、先般の１２月の議会でも申し上げましたけれども、やっぱり維持管理するところにな

ったときには、ある程度、行政もタッチしないとできないところがあるんじゃないかと思うです

けど、そこあたりの方向性について、町長お伺いします。 

○町長（日髙 政勝君）   

 この施設がいろいろできることは、非常にありがたいわけですけども、できた後の管理をどの

ようにやって、それをさらに効果のあるものにしていくかということが、一番大事かと思ってお

ります。 

 したがいまして、やっぱり地域がいかに利用して、地域の元気を高めていくかということが大

事でありますので、ある程度限界的なところもあるかと思いますが、いわゆる共生共同の社会の

中で、地域もできるところはやっていただくということは大事でありますので、すべて行政でや

るという時代はもう本当難しい時代になっておりますから、行政ができる守備範囲もはっきりし

ながら、地元ができるところは地元でやっていくことも、一つの新しい公共と言われておるぐら
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いに、やっていく必要があるかと思っております。 

 それで、景観的な問題についても、とにかく隣の推込のこちらから見える部分については町木

でありますモミジをもう既にこれは植えていただいております。そしてまた、のり面が非常に多

いわけでありますが、虎居側から見て左側のほうはもうすべて１千６百幾らですかね、もうそれ

だけのたくさんの木をもう既に植えてあります。モミジとかいろんな景観的にも配慮した植樹を

していただいております。 

 そういうことで、地域の皆さん方が、やっぱりどういう利用するかということは、十分話し合

いをしながら、これまでも川づくり懇談会の中で、それぞれ地元の皆さん方が熱心に協議をされ

てきておりますので、それをさらにまた地域のものとして生かしていただければありがたいこと

だと思っております。 

 行政も、確かにできるところもありますが、もうそれはお互いにどこまでならしましょうとか、

その辺はまた今後の課題としてやっていきたいと思います。 

○川口 憲男議員   

 まだその虎居の公園のところで、もう少し突っ込んでお聞きしたかったんですが、もう分水路

のところののり面のところも申されたんですけれども、私も先般、河川事務所に行きまして活用

策を聞きましたところが、今町長がおっしゃるようなところの回答を得られました。それで、そ

の分水路ののり面のところもいろんな植栽をして、景観を考えるんだということでした。 

 それと、町長、もう一つは今公園的な名前がないんですけれども、河川敷の公園ですかね、そ

こを活用させる、活用していく、それからいろんなことをしていく、そうした中にあって向こう

の島が、一つの完全な島としてどこからも行けないような状態、水がすんだときに推込の下流の

ほうからちょっと渡れるかなっちゅうけど、もうすぐ渡れない状況。 

 いまさっきあそこにもみじの植栽をして、活用策を図っていくということでした。私も一番思

うのが、曽木の分水路を何回となく見に行くんですけれども、曽木の滝を活用して分水路ができ、

それから旧の発電所が姿をあらわし、そして橋もつながりました。同じような激特事業の中では

活用策がうちはおくれをとってるんじゃないかなと思うぐらいなんですけれども、実際、こっち

の推込の分水路の周辺、それから虎居の公園を見ますと、向こうにも引けをとらないぐらいのい

い景観ができ上っているんじゃないかと思います。 

 あそこの島のところに、私も中身を詳しく調べておりませんけど、県有地と町有地、それと一

部何か個人の方の土地があるということを聞いたんですけれども、一部の人には怒られてもいい

から、あそこに船で渡って山桜かソメイヨシノでも植えてみろかいなと、がられるときは１回で

済むんだというのもありましたけども、あそこで連携して活用策を図られたら、まだすばらしい

川辺公園ができるんじゃないかと思うんですが、ぜひそこを私はしてほしいと、せめて町有地が

あるんだったら、いろんな事業もあると思いますから、そこに取り入れられてされるようなこと

はないのか、ちょっとお聞きします。 

○町長（日髙 政勝君）   

 分水路の開削によりまして、島の形に残ってしまったわけでありますが、以前北薩広域公園の

歴史ゾーンという形で活用の基本構想が出ておりました。 

 橋を２本かけて活用したいということでございましたけども、国の財政も大変厳しくなって、

今のところはテーマゾーンをようやくちびちびとやっていただいているというところでありまし

て、歴史ゾーンまでどうしても活用をしていきたいということで、私どものほうからも、こうい

う構想はありましたので橋の１本でもいいですからかけていただきたいとか、あるいは、開削を

した分水路のところにも、今の宮之城中学校から入れるような橋をかけていただけば本当ありが
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たいんですがという要望は、県とかあるいは国交省のほうにも再々申し述べておったわけですけ

ども、激特の事業ではなかなか難しいというようなことでございます。 

 そしてまた、県の場合は事業の評価委員会のほうで非常に県立公園に対する見方が厳しいあれ

が出ておりました。それで、今歴史ゾーンまで手をかけるというところまではいっていないよう

でありますが、とにかく歴史ゾーンの一つのところでありますので、今後引き続きいろんな要望

はしてまいりたいと思っているところでございます。 

 ただ、分水路には、なんか通れるような道をしたいという案もあることはあります。島のとこ

ろとかありますけど、まだ具体的にどうしましょうというところまではいきませんが、とにかく

水が流れんときには、渡れるようにしたらという話もあります。 

 上からも今の工事用の進入路がちょうど中学校の裏から入れるようになって、あそこに駐車が

できるスペースがありますので、町があの道路からこの駐車スペースまで占用をするということ

が決まれば、あそこまではそういうことができる可能性があるかと思っております。ただし、町

がもう占用しませんよとなると、もうあそこは全くシャットアウトになろうかと思っているとこ

ろであります。 

 それで、下のほうの分水路の水が流れないところに、人が行き来できるぐらいのあれはすると

いうお考えもあったと記憶をしておりますが、まだその辺は今のところ正式なものではございま

せんので、今後引き続きお願いはしていきたいと思うところでございます。 

○川口 憲男議員   

 町長、私もその分水路を最初つくられるときには、向こうの島に渡れるっちゅう話は、聞いた

ことがあったんですけど、だんだん仕事が進んでいく中じゃ、今では高低差もあり、非常に危険

であると。だけど、下までおりていくには、相当階段があって向こうまで上っていくのにどうな

るかなというような話もあるし、先ほど申し上げたように、具体的な話っちゅうか、これからの

また要望策はあるということでした。ですから、ぜひそういうような方向性をしていただきたい。 

 それと、県有地、町有地、あるいは個人の土地でもお願いしてそういうのができたら、一つの

メインの公園ができるんじゃないかと。そうすることによって、虎居の河川敷公園も相当生かさ

れるような方向性があると思うんですが、そのような考えはどうなんですかね。町有地、県有地

であったとすれば。 

○町長（日髙 政勝君）   

 あの突端の部分については、すべていわゆる北薩広域公園の区域内の県有地でありますので、

今後県の構想の中で具体的にどういう利活用をするのか、歴史ゾーンでありますから、その辺は

今後やっぱり引き続き要望をしていく以外にないかと思っております。 

 先ほど申し上げましたとおり、分水路ののり面については岩が出るところがありますから、そ

こはもうとても植栽ができる状況ではありませんが、こっちの虎居区から見て左側ののり面につ

いては、もうほとんど植樹をしてあります。それでまた、見える部分については、もみじを主体

に植えてもらいましたので、時期によっては、成長によっては非常に景観的にもいいのかなと思

っております。 

 島の部分の突端については、進入路を先に要望をしていきたいとは申しておきましたけど、い

けな形のあれがいいか、県ともその辺は十分協議をしていきたいと思っております。 

○川口 憲男議員   

 例えば、県の歴史ゾーンのところで、旧宮之城町時代に、年代は定かでないんですけれども、

今の森林組合の前の空き地のところには、宿泊施設か何かを置いて、今の歴史資料館の辺から吊

橋をかけるというような青写真の資料ももらったことがあるんですけれども、ぜひ島への進入路、
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そこあたりは今からの要望と、できたらこの激特事業が始まった中でそういう要望をしていかれ

たら、いち早くそういうのも近い将来には実を結んだのかなと思うんですけれども、これからも

将来に向けて必要性はあると思います。 

 先ほど申し上げましたように、新幹線はあしたですよね、あさってですかね、来るということ

になりますけど、今から来るのに対して今からしたって、これは遅いんですけれども。新幹線開

通しまして、さつまのまちに何で引き込むかと。先ほど建設経済の委員会の質問にもありました

ように、農業の６次産業化ですかね、こういうことによってうちの町の活性化をしていくんだと。 

 これは今町長に申し上げても無理なことなんですけど、もう十数年前から町の特産物をつくっ

て掘り起こさんにゃいかんとじゃないですかっていうことを申し上げておりましたけれども、だ

んだんそれがずれてきてこういうような状況ですから、すべてに思い立ったことをすぐにでもす

るような方向性を持っていかんと、また５年後、１０年後というのはこういうような取り残され

た状況が起きてくるんじゃないかと思います。 

 それから宗功寺が今度浄化槽を設置していただき、通路も普通のコンクリートでしていただけ

るということをお聞きしておりますし、非常に喜んでおります。 

 そして町長、もう一つ孟宗竹、竹林があるんですけれども、詳しく私も調べてないんですけど、

磯公園に竹の発祥地があって、そこから持って来て、島津の何らかの形の人がここに植えたとい

う経過があるんですよね。それを含めまして、あそこあたりをさつま町の一大のメイン公園とい

いますか、歴史ゾーン、あるいはこういう景観施設、あるいは運動公園等ありますから、そこで

一体化した活用策を図られるという考えはないんですかね。 

○町長（日髙 政勝君）   

 新幹線の関係につきましては、本定例会の冒頭の中でお知らせいたしました取り組みを、

１２日実施をいたしてまいります。そういうことでありますが、既に宗功寺については、南国交

通の薩摩川内駅からのルートの中に入っておりましたので、整備をやっぱりせんにゃいかんとい

うことで、先ほどあったようなことをやっていきたいと思っておるところであります。 

 それで、宗功寺周辺にありますこの孟宗竹林については、おっしゃるとおりこの地域に初めて

入ってきた竹林であるということを伺っておりますので、そういう面からも下のほうには宮之城

町のときに、ちくりん公園という形で、世界のいろいろな珍しい竹をあそこに植えて、そういう

整備をしたいということで進めてきておりますので、孟宗竹林も一緒になって、できましたら竹

のまちでありますから、よその方々に、整備された美しい竹林、そういうところを散策する、そ

ういうところもあってほしいなと考えておるところでありますが。 

 それもやっぱりこの近場じゃないといかんちゅうところもありますので、そういう整備ができ

るようであれば、そういう構想のもとに進める必要もあるかと思っておりますので、県立公園も

ありますし、一体的なそういうこともよく考えていく必要があるかと思っております。 

○川口 憲男議員   

 ぜひ町長、今おっしゃられたことを実現化に向けて取り組んでいただきたい。私はもう数回と

なくちくりん公園で、その世界の竹の部類も見ますし、その孟宗竹の公園のところも、先般の臨

時会でも申し上げましたように、シルバーの方が一人じゃとてもこれだけしきらんどということ

を嘆いておられたところを見ておりますし、以前、限りある資源じゃなくて、いっぱいある資源

を活用していくんだということを町長答弁でいただいております。そこあたりは簡単にできるよ

うなことじゃないかと思います。 

 竹にしても、そのちくりん公園の事務所の裏側の広葉樹ですか、あそこにも耕地林業課のほう

に指示をしていただきまして、竹を含ませた広葉樹林がありますから、一番先にでもやらせても
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らって、あとは森林組合などに課長が委託されてすればいいことですから、そういうのはできる

というふうに私感じております。 

 それやら歴史資料館の周りやら、もみじもたくさん植えてあるし、景観的にもここあたりを活

性化することによれば、町政のいろんな視察に来られた方も、あそこに案内することができると

思うんですよ。 

 ですから、ぜひ取り組んでいただけるように強く要望しておきます。そうすることによって、

ダムも生かされてくるし、観音滝のもみじも、これから桜も、この前、３日ぐらい前に行きまし

たけど、桜もつぼみの状態で開花する時期がもうすぐかなというような感じを受けましたけれど

も、向こうなんかも活用策ができてくるんじゃないかと思います。 

 ぜひ町長、そういうようなことで、さつま町の持つ景観整備を生かして、先ほどいやし的なと

ころもおっしゃいましたけども、そういうような公園にしていかれるような考え方はないですか

ね。きょうの新聞に、加世田市で一個人の方だったですかね、子供たちやら、いろんな人が間伐

材で階段をつくり、いやしの里をつくるようなことが載っておりました。 

 うちのまちにも、まちに近いところにああいう施設があるわけですから、いろんなボランティ

アの方にも呼びかけをされるとか、山に通じた方もいらっしゃいますから、そういうような面で

ぜひされるように切に希望するんですけど、町長、どうでしょう。早い時期にそういうような方

向性が見出せるような考えはないですか。 

○町長（日髙 政勝君）   

 今のところ、先ほど申し上げましたとおり、本町で新幹線利用を通して入り込みしていただく

のは宗功寺周辺でありますから、おっしゃるとおり、景観上、非常に歴史センターの広葉樹の関

係、それから竹林としての整備、あの辺が一体的なそういう整備というのは、非常に大事なこと

かと思います。歴史センターから眺めた川内川のところも、県立公園がここに誘致をできたのも、

あそこから知事が、歴史センターから川内川を眺めて、これはすばらしいところだと言われて決

まったいきさつもありますので、確かに景観的にはすばらしいところであると思っておりますの

で、今後、一挙にはいかんかと思いますが、そういう足がかりをつけていきたいなと思っており

ます。 

○川口 憲男議員   

 こういう推込の分水路、あるいは隣の河川敷の公園のところの活性化、これはうちのまちにと

って非常に意義あるものだと感じております。この歴史資料館を取り囲むちくりん公園と、ひい

てはかぐや姫グラウンドにもそういうのが波及していくと思いますので、是が非でもするという

言葉をいただきたかったんですけども、そこまであれでしょうから、足がかりをつくっていくと

いうことでした。 

 それともう一つ、確認的なことでよろしいと思います。違うところは違うとおっしゃっていた

だければ。推込の下のほうに行く昔の道路がありましたよね。橋のところから、昔の旧道からこ

うして川沿いに、あの橋の、あの周辺のところは町有地になってますか。それとも個人のところ

ですか。一部町有地があるということをお聞きしたんですけど、そこあたりは確認はとれてない

ですかね。 

○議長（中尾 正男議員）   

 場所が、ちょっと。 

○川口 憲男議員   

 今、新しい歴史資料館に上がる道路ができてますでしょ。あの右側の一帯とか、左側の周辺が、

あそこは町有地だよということをちょっと聞いたことがあったんですが、まだ管財のほうなんか
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は調べてないんですけれども、どうなのかなと思ってですね。もしあれば、あそこあたりもいろ

んな活用策ができるんですよね。いろんな木を、アヤメとか植えて活性化ができていくと思うん

ですけど、あとで私も調べますけど、そのところはいいです。 

○議長（中尾 正男議員）   

 ちょっと待ってくださいね。（発言する者あり）森林組合の下のほうですか。そこ辺あります

か。今確認ができないようですから、あとでまた。 

○川口 憲男議員   

 そういうところで、有意義なところですから、資源的にも活用できる場所ですから、ぜひして

いただきたい。 

 それとその河川区域について、町長、地域の協力、いろんなことが大事ということを申されま

した。柏原の、柏原橋下流のところにもきれいに整地ができましたし、それから私のところも掘

削ができまして、そのままです。何か対策を、今で何か。 

 例えば地域へもそういう呼びかけをされて、ＮＰＯなり、いろんなことで皆さんが地域のため

に活性化して頑張っていこうよという意欲を出されるような、町としてもある程度の筋書きはつ

くってくれる、その後は地域が頑張っていただく、あるいはＮＰＯが頑張っていただく、あるい

はほかの団体で頑張っていただくというような道筋が必要だと思うんですよ。 

 以前から県の振興局なんか築堤の掃除はとてもできないんだと、地域でしてもらわにゃいかん

ということもありましたけど、国交省はそういう景観上をきれいにしていただくちゅう思いがあ

れば、先ほども町長が申されましたけれども、支援的なことはしていくと。そこをまた町がその

人たちにお願いしていくということでした。 

 ここの１～２年は、今の状態できれいなところということになりますけど、５年なり１０年な

れば草やぶかと、さっき町長もおっしゃいましたけども、地域の力がないとそういうところにな

ってしまうよということがありましたけれども、河川流域をきれいにしていこうという思いがあ

れば、何らかの思いを町民にアピールするところがあると思うんですけども、私はこういう考え

ですけど、町長はどういう考えですか。 

○町長（日髙 政勝君）   

 場所によりけりだと思うんですけども、地域が本当にいろんなレクリエーションとか、いろん

なイベント等に活用できるようなスペース、広場があれば、そういう活用していただければ本当

ありがたいなと思っておりますが。 

 要は皆さんが、地域みんながそういうことに頑張っていくぞというあれを持ってやれば、町と

しても占用許可をいただいて、地元が頑張って維持管理をしていくということができるかと思う

んですけど、これはとてもじゃなかということになると、その辺も難しいところがありますので、

地域のほうで十分御検討いただければありがたい。 

 また、町としましても、先ほどありましたとおり、活性化計画の中で、いろいろ一緒になって

話し合いを進めておりますので、その中で河川敷の活用については、どうするかということも話

題に上げながら検討していただくことは、またいいかと思っているところであります。 

○川口 憲男議員   

 おっしゃるように、その地域の意気込みですかね、そういうことがないとちょっと無理といい

ますか、無理じゃないんでしょうけれども、呼びかけはできないんじゃないかとは思います。し

かし、ある程度、うちのまちはこういう自然と農林業を生かしていくことによって、まちの活性

化がなっていくと思いますので、何らかの形でそういうことをやってほしいと思います。 

 山崎の新川公園もできますし、新川公園の対岸も、あそこ一面はソフトボールグランドができ
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るぐらいの広場ができたし、いろんな活用策があると思うんですけれども、そこを住民だけでと

いうことは非常に難しい面があると思うんですけれども、それは何らかの策を講じていただける

べきと考えております。それは先ほど申されましたように、事あるごとにやっていくということ

ですので、ぜひお願いいたします。 

 それと次の質問に移りますけど、景観づくりについては、平成１８年の１２月だったですかね、

鹿児島県のほうから景観行政団体として認められ、いろんな活動を、動きをされております。こ

れまでの答弁も、いろんな主体的な取り組みをしていくとか、されております。そこで、今回、

景観協議会の検討、策定を進められておると思いますが、これは以前にも協議会的なのがあった

と思うんですけども。５年経過したあと、町長、どんな考えでしょうかね、この景観団体。 

 建物規制とか、河川の今おっしゃった利用規制とか、たくさん問題点はあると思うんですけれ

ども、大まかに、河川行政団体として、うちのまちはこれだけはしていくんだということは、何

らかの方向性を示されて、町民にも知っていただくということは必要じゃないかと思うんですけ

ど、町長のお考えは。 

○町長（日髙 政勝君）   

 平成１６年ですかね、景観法というのができまして、それに基づいて平成１８年１２月に県の

ほうに申し出をして、景観団体と指定を受けたところでございます。これまで地域、各公民館、

それぞれ地域での景観について、どう考えるかということで、地域の皆さんがそれぞれの地域ご

とに、我が地域のことについていろいろと話し合いをしていただいた経過がございます。 

 一地区一景観運動の展開とか、そういうことでいろんなセミナーやらやってきておるところで

ございます。２２年度におきましては、景観計画の修正をしながら、地域が、自らが進める景観

づくりのあり方を検討をしてきておりまして、景観計画そのものの策定を今後、町民の皆さん方

のいろんな意見を聞きながら、パブリックコメントをしながら策定をしていきたいと思っており

まして、行く行くは景観条例ということも考えられるところでありますが。 

 景観条例をつくりますと、先ほど申し上げましたとおり、まちの段階としましては、例えば景

観地域については、ある程度の規制を設ける必要が出てまいりますので、その辺のところの御理

解とか、いろいろやらなければならない、公聴会もしなければならないということがあるかと思

っているところでございます。そういうことで、今後、いろんな皆さん方の御意見を聞いて、早

目にこういった策定をしながら、一定の方向を見定めていきたいと思っているところでございま

す。 

○川口 憲男議員   

 景観条例に関しましては、非常に中身的に、これを読んでも難しいところが出てくるとは承知

しております。しかし、大まかに、うちは景観行政団体としてこういう方向性でいくという形は

できてくるんじゃないかと思います。そういうような方向で、それは厳しい面がありますけれど

も、１８年の１２月から、厳しいことを言えば、全然発展してないのが現実です。 

 そこあたりは、事務方もしていないということは申し上げませんけれども、非常に難しい点が

あってできないところがあると思うんですけど、ぜひ取り組んでいただきたいと思います。 

 それと一地区一景観運動、これもいろいろ申すことではございませんけども、地域が、あるい

はいろんなグループ、ＮＰＯ、あるいは景観支援団体、それから公民館、あるいは公民会を含め

て、ボランティアを含めて、その気持ちにどういうふうにして起こさすか、この地域でこういう

景観をよくしていくんですよということを起こさすのは、行政の取り組みとか方向性を示してい

かなければできてこないのじゃないかと思います。 

 ３月の初め、長島町をぐるっと回ってきてみたんですけども、知り合いの方に、議員の方にも
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尋ねますと、まちが、行政が発想して、それに建設業組合とかいろんな方々の協力を得て、道路

沿いの花いっぱい運動が起こってるんだということを申されておりました。行って、次の言葉が

ないというんじゃないんですけども、感心することしきりでしたんですけども。 

 そういう気運を生むちゅうのは、ある程度は行政の方々が、先ほど申し上げますように、いろ

んな団体の方に少しずつ呼びかけをしていかれることが大事じゃないかと思うんですが、町長、

どうでしょうかね、そういう思い、考え方は。 

○町長（日髙 政勝君）   

 確かに行政として、そういう景観団体になった以上は、その辺の各地域ごとの特色ある景観の

あり方というのは、一緒になって進めていく必要があるかと思っております。例えば紫尾温泉の

ところなんか、自然のたたずまいの中で非常にお客さんも多いと、ああいうところだからこそ、

やっぱり県外からもいらっしゃるんだと。 

 あるいは、あんまり俗化して、近代化をすると、やっぱり雰囲気が壊れて、お客さんが減って

いくということになりますから。例えば、ああいう自然景観を残していくということも一つの方

策でありましょうし、また、一方では柊野地区の場合も、今、彼岸花まつりということで、いわ

ゆるこの農村の原風景がしっかりととどまっている。 

 そういうことも特色のある景観づくりの方向ではないかと思っておりますので、それぞれ先ほ

どありますとおり、一地区一景観を、できるところはやっぱやっていただくことが大事でありま

すし、町として、まちの景観はどうしても守っていかなければならないというところもあります

し、あるいはまた、自然景観として守っていかなければならないところもあります。 

 そしてまた、一方では、ある程度人工的なものを加えて、さらに景観を高めていく、そういう

ところもあるかと思っておりますので、その辺はいろいろと今後またいろんな方の御意見をいた

だきながら、計画策定には努めていきたいと思っているところであります。 

○川口 憲男議員   

 おっしゃるとおりのことで、この一地区一景観づくりに対しては異論は申し上げないし、彼岸

花も毎年行っておりまして、非常に感銘を受けております。その中で、久富木も桜を植えたりし

て、非常にいいあれはしてます。 

 桜も、植えてその日から、１年目から見られるということじゃなくて、木が大きくなり、３年

目、５年目にその花が咲くということですから、やっぱり時間をかけて、いろんなことをしてい

かなければ、きょうしてきょう実がなるというもんじゃございませんので、ぜひそういうのを行

政指導でも呼びかけをしていただきたいと強く要請しておきます。 

 それと、一番最後になりますけれども、昨年、口蹄疫の関係で、神子のホタル、あるいは二渡

のホタルと、非常にショックといいますか、ダメージを受けまして、ことしに燃える意気込みは

相当強いんですけれども、やっぱしこれなんかも町長、景観の一環じゃないかと思うんです。さ

つま町に来たら、ホタルがあると。町長がこの前示されましたこの、今度の新幹線が来るに当た

るパンフレットをずっとのぞいてみますと、いろんな面にもホタルを相当うたってあるんですよ

ね、町長。 

 神子の周辺でホタルの関係者の方々にいろいろ聞きますと、もう今でも５月のホタル舟を運行

するのに、ことしのホタルはどうだろうかとか、大丈夫だろうかとか、いろいろ危惧されてるよ

うなところがあって、私などもちょっと慰めようもないし、大丈夫じゃがという言葉しかないん

ですけども。 

 先般、私がこの景観について、ホタルのところで申し上げましたら、今の激特事業とかいろい

ろな工事関係で、ホタルがすみやすいような工法も推進していくということをお答えいただいた
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んですけど、やっぱりホタルに関しては、まだ私も未知ですけれども、あんまり周りの草を切っ

たらいけないとか、いろんなのがあるんですが、それには河川浄化といいますか、河川をきれい

にする必要性があるんですけど、建設関係のところで、どういうそういう要望をされたのか、形

がありましたら、ちょっとお示し願いたいと思うんですが。 

○町長（日髙 政勝君）   

 建設、土木工事で、例えば、河川の護岸等が崩れて災害復旧工事をしなければならないという

ことになったとき、従来は、現場打ちのコンクリートとか、あるいはブロックでずっと積み上げ

てということで、全くすき間のない、草も生えないような状況があったわけですが。 

 今は非常に環境的に優しいつくり方というのが言われておりますので、いわゆる環境ブロック、

あとから草が生えたり、あるいは川の生きものがそこをすみかにするとか、そういうようなつく

り方があるようですから、できるだけそういうつくり方をしていただきたいというようなことは、

申し上げておりますし、町の河川の場合は、そういう設計もやっておるようでありますから、そ

ういう配慮は必要かと思っているところであります。 

○川口 憲男議員   

 先般、役場庁舎内の若い人たちがホタルマンをして、私もテレビを見て感銘を受けたんですけ

れども。私たちのさつま町は、このパンフレットにも書いてありますように、ホタルと出会える

まちというキャッチフレーズで、パンフレットもできております。そういった関係で、私はさつ

ま町イコールホタルだというようなふうに思ってるんですけど、これは私の買いかぶりかもしれ

ませんけれども。 

 推込の周辺、さっき申し上げました歴史資料センターを中心とした開発的なところ、それから

こういうホタルのところ、あるいは彼岸花のところ、いろいろいい資源がたくさんあるわけです

から、それを生かせるような町政づくりには、景観行政団体としていろんな取り組みがなされて

いいはずだと思います。今後、そういうところをいち早く取り組んでいただけるいような考えを

お持ちということでしたので、担当課のほうに指示されまして、そこをしていただきたいと思い

ます。 

 それともう一つは、町長が、景観づくりは目的ではないんだということを申されたところがあ

ったと思います。よいまち、よりよいまちを実現するための重要な要素、すいません、これは、

景観行政の中の一こまだったと思います。これなんかを考えますと、町長、私も農林業を活性化

させんことには、このまちの潤いもないんだと。さっきから財政の問題も出てますけれども。 

 やっぱりうちのまちには交流人口を多く取り入れて、交流人口の発展をさせて、活性化してい

く方向しかないんじゃないかと思います。先ほど申されましたように、国の一般財源の交付金で

すか、一括交付金等もありますけれども、今の状況を見ますと、どういうふうになるか、非常に

見えない状況の中じゃ、やっぱり自助努力が必要になってくるんじゃないかと思います。 

 そういうことを考えますと、こういうような限りある資源というんじゃなくて、限り多くの資

源をいかに生かしていくかということに取り組むべきと考えておりますが、私は。町長はどうい

うような考えでしょうか。 

○町長（日髙 政勝君）   

 全くおっしゃるとおり、そのような見識に立ちまして、今回の施政方針の中にも、あるいはこ

の後期基本計画の中にも、そのようなことをうたい上げているところでございまして、いろんな

豊かな資源をいかに活用して、まちの活性化を図るか、人もおりますし、また、いろんなさまざ

まな資源がありますので、それを引き出して、有効活用していく、このことが大事かと思ってお

りますんで、引き続き、これについては精力的に取り組みを進めてまいりたいと思っております。 
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○川口 憲男議員   

 町長、施政方針の中でもおっしゃったことですから、ぜひまちの活性化のために頑張っていた

だきたいと思います。最後に、私はリーダーに求められるのは、強い意気込みとやる気だと思い

ます。町長、やっぱしそれがいかに職員、あるいは地域に伝わるかということだと思います。ぜ

ひ強いやる気と実行力を持って取り組んでいただけるように要請して、質問を終わります。 

○議長（中尾 正男議員）   

 以上で、川口議員の一般質問を終わります。 

 ここでしばらく休憩します。再開はおおむね２時３５分とします。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

休憩 午後２時２６分 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

再開 午後２時３６分 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

○議長（中尾 正男議員）   

 休憩前に引き続き会議を再開します。 

 引き続き一般質問を続けます。次は、１４番、内田芳博議員の発言を許します。 

〔内田 芳博議員登壇〕 

○内田 芳博議員   

 南日本新聞の記者の児島さんが、きょうは終始おつき合いいただき本町の議会の力強いこの姿

を、内容を見ていただき、町民はもとよりですが県内にも広く知らしめていただければ幸いかと

思っておりましたけれども、いつの間にかに空席になってしまいました。（笑声）何といいます

か、紅一点は議会にはおられますけど、傍聴席の記者席にまた紅一点の方がいらっしゃれば、き

ょうの最後に非常に華やかになるのではなかろうかと思いましたけど残念ですが、このことを申

し上げて私語ではございますが、質問に入らさしていただきます。 

 私は、通告に従って順次質問をさしていただきます。 

 まず、地域資源の活用についてでございますが、昭和５６年菱刈町、現伊佐市においては推定

金埋蔵量２５０トンの鉱脈に当てて、現在採掘がなされているところでありますが、昭和４０年

閉山した永野金山の掘削の促進についてお伺いいたします。 

 ２点目に、高齢者の住宅問題でございますが、高齢化の進行により高齢化率５０％を超える地

域もある中、とりわけひとり暮らしの高齢者への対策が急がれるときではないかと。この点につ

きまして、町長の考えを次の２点についてお伺いいたします。対象高齢者の状況把握とその対策

について。町の中央へ住居移転施策は考えられないか。この点についてお伺いいたします。 

 １回目の質問を終わります。 

〔内田 芳博議員降壇〕 

〔町長 日髙 政勝君登壇〕 

○町長（日髙 政勝君）   

 内田芳博議員の質問に対しまして、２つほどございましたがお答えをさせていただきたいと思

います。 

 まず、地下資源の活用についてということで、昭和４０年閉山した永野金山の再採掘促進につ

いてということでありますが。永野金山につきましては江戸時代１６４０年に発見をされまして、

その後日本でも有数の金山として知られておりましたけれども、昭和２８年、産出量の減少によ

りまして事業を休止し休山となっているところでございます。 
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 町内の資源調査につきましては、これまで、独立行政法人石油天然ガス金属鉱物資源機構、旧

金属鉱業事業団でありますが、北薩地域を重点に調査をされまして、最近では平成７年に久富木

地区が調査をされた経緯があります。 

 現在の地下資源の調査は、人工衛星リモートセンシングによりまして地下が画像解析をされま

して金属成分の多い地域においては、その後地表調査、ボーリング調査が行われ、含有量の多い

地域においては、その後操業となるところでございますが。最近におきましては、新たな鉱山事

業はないと聞いております。 

 永野金山の鉱業権を持っております島津興業に今後の採掘等についての考え方をお伺いをして

みましたところ、休山の原因であります坑道への地下水の流入あるいは含有量の減少によりまし

て、採算性のほか再操業のための施設整備に数十億円の多額経費を考えると、現段階では事業再

開の予定はないとのことでございます。 

 また、新たに他の企業が採掘したいと、こういった要望があれば対応を検討したいとのことで

ありましたけれども、これまで他の企業からの申し出等もないために、今後はこれまでどおり休

鉱の維持管理に努めていきたいとのことでございます。 

 このようなことから、町といたしましては、永野金山再開に向けての促進は大変厳しい状況で

あると考えております。現在永野地区が、永野金山の跡を近代産業遺産として地域の活性化に取

り組んでおられます。永野ウォーキング、先般も大変な盛況でございましたけれども、こういっ

た取り組みに対しては町としましても支援をいたしてきておりますので、これからも地域の活性

化の一環としましては、そのようなソフト事業については御支援をしていきたいと思っておりま

す。 

 それから、２番目の高齢者の住宅問題についてでございます。 

 高齢化率５０％を超える地域もある中、とりわけひとり暮らしの高齢者の対策が急がれるが対

象高齢者の状況把握とその対策をということでございます。 

 本町の高齢者の実態としましては、６５歳以上の方が約８,６００人で高齢化率は約３５％を

超えまして、超高齢化社会と言われる状態が平成２０年から続いているところでございます。こ

の中で、ひとり暮らしの高齢者の方が約２,２００人、高齢者だけの夫婦世帯の方が約１,５５０世

帯の３,１００人となっておりまして、高齢者全体の６割を占めております。介護認定者につき

ましても約１,７００人いらっしゃいますが、約１,５００人の方が介護サービスをお受けになっ

ておられます。 

 高齢者の実態把握につきましては、毎年民生委員を通じまして高齢者全員の生活状態、健康状

態、見守り対象などを調査しておりますが、普段困っていることにつきましても、昨年度から聞

き取りを行っているところでございます。 

 また、来年度は高齢者福祉計画、介護保険事業計画の見直しの時期となっておりますことから、

一般高齢者、在宅要介護認定者、施設入所者等に対しまして、住まいで困っていること、生活で

困っていること、生きがいに感じていること、健康に関すること、介護サービスなどにつきまし

て、昨年の１２月からことしの１月にかけまして約１,０００件の抽出調査を実施をいたしまし

て、現在集計作業を実施しているところでございます。 

 自治公民会組織では、高齢化率が５０％を超えるいわゆる今でいう限界集落と言われる公民会

がございます。これらの調査結果や日ごろの実態把握を踏まえまして、高齢者のニーズに対応し

た福祉サービスなどの施策を検討していくこととしておりますが。平成２２年度におきましては、

見守り体制の支援強化をテーマに、公民会の無線放送施設に通報できる携帯型の福祉無線機の設

置補助を、新規事業として４公民会に１６基分実施したところでございます。今後におきまして
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も、継続的に取り組んでいきたいと思っております。 

 次に、町の中央への住居移転施策は考えられないかということでございます。 

 高齢者の住宅問題に限らず、高齢者の日常生活をどのように支えていくかということは、行政

各地域にとっても大きな課題でございます。昨年度から、各公民館が中心となって地域づくり活

性化計画を策定をしていただいております。多くの公民館で高齢化の進行を理由に地域福祉の充

実について触れておられるところであります。 

 今後、高齢者を取り込んだ形で地域社会を構築しなければ、地域の存続は困難になるというこ

とが予測されるところであります。今日の高齢者施策、介護保険制度あるいは町単独の福祉事業

の多くは、住み慣れた地域であるいは家庭で最後まで誇りを持って生活したいと、このような高

齢者の御希望がございますので、そういったことを取り入れて制度設計されたものであるかと思

っております。 

 近年、民間事業者によるシルバーハウジング的な性格を持った高齢者向けの住宅の建設が進ん

できておりますが、建設する場所がやはり医療施設の附帯施設という位置づけでないと、設置さ

れた公民会にかえって大きな負担が生じるということじゃないかと思われております。 

 また、使用料の設定、入居基準の問題など行政施策として取り組むためには、時間をかけて町

民の理解を得ていく必要があるかと思っておりますので、そういうことで不公平感を生じないよ

うに進めてまいる必要があります。 

 今後も、高齢化が進行していけば一つの選択として検討しなければなりませんが、昨年より推

進しております地域の公民会等に福祉部の設置も確実に進んでおりますので、当面は地域住民の

協力によりますネットワークづくり、こういったことを推進をしますとともに、介護保険サービ

スや福祉サービスを中心にした形での在宅福祉のさらなる充実を目指してまいりたいと存じます。

御理解いただきたいと思います。 

〔町長 日髙 政勝君降壇〕 

○内田 芳博議員   

 永野鉱山が閉山すると同時に、菱刈鉱山の方向は金鉱脈の探査が開始されたわけですが、

１６年の歳月をかけて鉱脈が発見されたわけでございますが。このときに菱刈鉱山が採掘し始め

てから平成９年度で約８３トンを採掘されたと。採掘方法も昔みたいじゃのうして、今はもう自

動車を利用されたワイヤレス方式の方法がとられております。 

 現在、菱刈鉱山で採掘されている坑道は地下のほうに３５度の傾斜の勾配で進められまして、

現在大体６００メートルから７００メートルあたりを掘削されていると。地上から直角で示せば、

４００メートルから５００メートルのところで採掘をされていると言われておりますが。坑道は

左右に１４の坑道で採掘がされまして、そして最後の一滴まで掘りつくすというような方向で採

掘がなされておるわけでございますが。 

 この鉱脈が発見されるまで地下資源調査の内容と、鉱脈が発見後の約３０年間継続して調査が

なされているものか。その状況と島津興業との間の関係というのはどうであったものか。調査関

係は、現在先ほど町長が言われました独立行政法人石油天然ガス金属鉱物資源機構等で調査が進

められているものと考えるわけですが、隣接町として調査の経緯内容、その内容を示されたこと

を十分聞いて対応しなければならないと、このように考えるわけですが。 

 今町長が言われましたとおり、平成７年ですか久富木のほうも探索されたけれどもいい結果は

ないということであるわけですが。それと、衛星関係から探索をされると、非常に近代的な調査

の方法でされていたと思うわけですが、現在の菱刈鉱山の採掘されるその進出が、地図で示した

場合にはさつま町のほうには侵入していないものか。そこらはどうなっているのか、このように
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考えます。 

 ただ、旧の永野鉱山の場合は縦坑でございますので、深さそのものがどのような深さまで掘り

進められているか私は知りませんけれど、しかし現代の方法でいけばある程度の掘り方はできる

のじゃないかと考えます。 

 それと、やはり永野鉱山の場合には、町長が言われたように水量というのが確かにあると。串

木野金山の場合は水量がなかったもんですから、鉱山内の観光ということができたわけですけれ

ども、永野金山の場合にはその水を抜けば落盤をするという危険性があって、やはり観光という

ことには利用ができなかったと。 

 ですから、やはり見えたところを、旧跡を観光地として今生かされているということなんです

が、結果的、先に申し上げましたとおり、さつま町側に今も菱刈の鉱山の進出は入っていないも

のか。これは地下権ですから、いろいろな問題もあろうと思いますけれど、そこらはどうなって

いるものか。まず、この点についてお伺いしたいと思います。 

○町長（日髙 政勝君）   

 このお尋ねの菱刈鉱山の関係でございますが、ここは１７５０年のころから始まっておるよう

でございます。１９７８年から旧金属鉱業事業団が調査をし、本町もこの年に対象地域として調

査をされておるようでございます。鉱脈の有望な地域となって、１９８０年から８１年に地質調

査が行われまして、高品位の金銀、石英脈が発見をされまして、その後本格操業になったようで

ございます。 

 菱刈鉱山のほうは先ほどございましたとおり、鉱石１トン当たり平均４０グラムを超える金を

含有するということで、世界平均が約５グラムですから相当の含有量があるというようなことに

なっておるようです。なお、この菱刈鉱山と永野金山との関係でございますけれども、菱刈鉱山

を運営をする住友金属鉱山株式会社に永野金山との鉱脈の関連性についてお伺いしてみましたと

ころ、菱刈鉱山の鉱脈は垂直に数本走っておりまして、永野金山と鉱脈は同じではないというお

話をされておったところでございます。 

○内田 芳博議員   

 町長、昔の永野金山の、文献に出てくる内容においては、もともとこのさつま町側というのは

金の鉱脈というのは薄かったのか、やはり菱刈、現伊佐市のほうが主体であったのかということ

なんです。私は、そこで考えるのが、こういうすばらしい事業、企業が自分のまちに隣接すると

ころにあると。今町長が言われたとおり、永野の鉱脈が菱刈の鉱脈とは違うと。そうであれば、

さつま町側としては何にも言えないわけですけれども。 

 私は、ですからさつま町側は、やはり採掘して掘りつくしているのか、そこらの点ですが、こ

れは、みんな見ていないし判らないわけですけれども。昭和４０年に永野金山が閉山ということ

になったときの文書、そういういろんな書類等は残っていなかったものか。そして、私どものこ

のさつま町は、やはりそういう今の鉱脈というのは薄くて、先ほど申し上げましたとおり伊佐の

ほうが主体であったのか。それであれば、何にも私も言えないわけですけれども。 

 町長が菱刈鉱山のところに行き、いろいろな話し合いをした場合に、私はこのさつま町のほう

に坑道がもし進出しておれば、このことを一つのことにして、我がまちからの雇用の場としてお

願いもできるのではないかなと。一言小さな方向に回れば、そういうことはできるのではなかろ

うかと思って、質問もさせていただいたわけですけれども。 

 今の町長の答弁をお聞きすると、非常にさつま町側は薄いようであるわけですが、やはり菱刈

鉱山を１６年かけて発見した、この探索、この方々からやはりさつま町側ということは聞かれて

いないものか。そして、島津興業との金採掘の権利関係で、さつま町のほうは全然調査ができな
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いのか。そこらはどうなっているものか、お伺いしたいと思います。 

○町長（日髙 政勝君）   

 先ほど申し上げましたとおり菱刈鉱山の場合は、この鉱脈というのは縦にずっと入っていると

いうようなことで、掘り方はおっしゃるとおり３５度角で掘っていらっしゃるかとは思いますが。

そこの先がこちらに入っているか、そこまではちょっと詳しいところは聞いておらないところで

ございます。 

 この辺のところについては、まだ詳細なところはよく判りません。文献の関係についても、詳

細については知るところに至っていないところでございます。詳しいところが判っておりません

ので、これについてはこれ以上の答弁はできませんので。 

○内田 芳博議員   

 町長、今度の、この振興計画の中に基本目標として「豊かな地域資源を核とした活力あふれる

産業のまち」を目指してということがうたわれているわけですよね。やはり目で見えるこの資源

というのは非常に判りやすいわけですけど、この地下の場合の資源というのはなかなか難しいわ

けです。 

 今、町長が言うごと、あそこの金山の鉱脈は、まっすぐ、簡単に言えば下のほうに入っている

と。だけど、我がまちへの地権ということでは判らないということであるわけですけど。それは、

やはりこれから十分そのことについて調べていただきたいと。そして、そういうことにちなんで、

この質問に私は鑑みて、やはりできるものならば菱刈鉱山の方々とも、このことを十分合い議を

していただきたい。 

 そして、そこでやはり町長のトップセールスですが、就職難というのは非常に厳しいわけです

から、そういうところでまた一つの脈をつかまえて、やはり高校の就職の場へというお願いもで

きれば、またいろんなことで協議の成果が出てくるのではなかろうかと、このように考えるわけ

ですが。 

 今本町では、町長、激特工事がいよいよことしぐらいで終わるわけですが、そうした場合、今

は激特工事が主体でございましたが、その後は何かをこのまちに取り入れてこなければならない、

町長もそういう時期に来ていらっしゃると思います。ですから、資源というのはやはり目で見え

る資源、そして地下資源、こういうところにも私は再度目を向けて、そしてそれを生かしていけ

るものは生かすと。それにまた追随して生かせられるものは生かしていくということが大事じゃ

なかろうかと。 

 ですから、我がまちの近隣にこれだけの企業があるわけですから、そういうところにもいろん

なこういうことを言うて、そして語る機会をつくっていただいて、やはりトップセールスと私が

言いましたとおり、就職難のときのこういう高校生でも就職ができるような糸口でもつくってい

ただければ幸いかと思うわけですが。この点について、町長の考えをお聞きしたいと思います。 

○町長（日髙 政勝君）   

 確かに、こういう厳しい経済環境でありますので、雇用の問題というのは非常に重要な課題で

あるわけでございます。そういうことで、新しい雇用の創出というのはあらゆる機会に考えてし

なければならないことでございます。そういうことで、そういう面においてはいろんな機会にそ

れはお願いをしたり、またそういう場合が発生すれば、できるだけ地元雇用ができるような働き

かけもしていきたいと思うところでございます。 

 しかし、この地下資源というのは、菱刈鉱山の動向をよく調べてみないと判りませんけれども、

そういうところで本町のそういう雇用が発生するのかどうかっていうことについては、まだ接触

をしてみる必要もあるかと思いますが、なかなかこの地下資源の鉱物っていうのは全国それぞれ
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あるわけですけれども。 

 要は含有量のところに大きな差があって、そしてまた採算性があるかどうかによってやっぱり

事業に入るかの問題があるかと思っておりますので。その辺のところは、今後の状況を見なけれ

ば判らないと思っております。とにかく、こういう雇用創出についてはいろんな機会にまたいろ

んな場面で、お願いできるところはお願いをしていきたいと思っております。 

○内田 芳博議員   

 ひとつ、そのようなふうに、町長、菱刈鉱山と協議ができる場を何とかつくっていただいて、

状況の把握というのをしっかりとしていただきたいと、このように考えます。 

 そして、やはり永野鉱山の場合には、言われるように再開をするには相当な金額はかかると、

ですから、企業としての経営というのは非常に厳しいということ、このことはそうだろうと思い

ます。やはり、３００年という一つの年月を採掘されたわけですから、それほどの大きな採掘に

なっているわけですら。 

 しかし、考えるわけですけれども、こういうことに関しては、町長が今回の後期基本計画の中

に、地域の資源を大事にすると、生かせると、そうして地域の豊かさも考えると、こういう一幕

がうたってある以上は、やはりこういうことにも一つ目を向けて、新たにこの永野金山の姿とい

うのはどういうものであるのか、現状どういうところに置かれているかということを、私たちも

しっかりとこれは把握することがあるということを申し上げて、次に入らさしていただきます。 

 高齢者の住宅問題でございますが、高度成長と繁栄の負で、我がまちは高齢化率３５％、県下

でトップ級の高齢化のまちとなったわけでございますが、高齢者への支援対策は、制度範囲内で

できるだけのことはなされるようになっておるわけですが。高齢化率５０％の地域、公民会では、

私たちよりも地域で介護を支援される方々が介護関係については把握されております。地域で支

援に積極的に取り組まれている方々には頭の下がる思いがあります。 

 高齢者の方々も地域の実情をよく見られております。そして、特に農村部、田舎の方々と話す

機会があるときによく聞くことです。夫婦どちらか亡くなれば、まちのほうに住居を移すと。今

の住んでいるところは放棄するということをよく言われます。そのことが、県外等に住む子供た

ちも安心し、自分も安心して暮らせると言われます。また、住めば都で、一生ここに住むと言わ

れる方々もいらっしゃいます。 

 高齢者の方々が考える希望を一つ一つ状況を把握し、即取り組めるものは取り組み検討し、実

現可能なことは生かし、新しい事業に新しい課題がついてくると考えます。家族、親族に迷惑が

かからないうちに早目にまちのほうに住居を移し、安心して暮らせる体制をつくることも大事な

ことだと考えます。また、住居移転施策ができれば、まちの中央に住みたいという方々が多いと

思います。 

 高齢化が進行する本町では真剣に検討をする時期と考えますが、いずれにせよ状況把握を早目

に実施し、その結果を見て対策の手法を真剣に考えるべきではないかと考えるんですが、この点

について町長のお考えをお聞きしたいと思います。 

○町長（日髙 政勝君）   

 高齢者の住宅問題につきましては、ほんとに、都会のほうにおきましても、町のほうにそうい

う集合住宅をつくってそこに住んでいただく、そういうことも政策的に取り上げたところもある

ようでございますが。本町のおきましても、確かにそういう面もあるかと思いますけれども、過

去におきましては、東谷のほうにそういった高齢者が住みやすいような住宅環境ということで整

備をいたしましたけれども。 

 やはり、今は住み慣れたところで安心して住んでいきたいという気持ちが強いのかなというふ
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うに思っております。お年を召してから、またそういうまちのほうへ出てきて新しい生活環境に

慣れていかなければならないということがありますので、なかなか。都会の方はそういうことが

実際行われておりますけれども、さつま町の場合、果たしてそういうことがすぐ受け入れられる

のかということも確かにあるかと思いますので。その辺については、まだまだ。 

 今町が取り組んでおりますのは、それぞれ在宅福祉という形でいろんな福祉サービスをやって

おる中でございます。できるだけ、地域あるいは家庭で安心して生活を送れる、そのことが、や

っぱり求められてることではないのかなと思っているところでございますので、今のところそこ

まで踏み込んだ考えというのはなかなか見出すにはまだ足らないと、私は、本町のところでは、

今の段階ではそういうふうに考えておるところでございます。 

○内田 芳博議員   

 やっぱり、町長、新しいそういう独居老人的みたいなものをまちの中心に建設するというのは、

私は、それはいかがなものかと考えます。それは、やはり検討するというのは、そういう建設し

たものの中に入れるのではなくして、まちのアパートとかいろんなところがすいておるわけです。

ですから、そういうところを利活用できれば非常にいいのではないかと。 

 やはり町長が言われるとおり介護というのは在宅が基本であるわけですから、だけど我々のこ

の鹿児島県、本町にしてもですが、都会のほうに子供は出ていて、独居として１人寂しく暮らす

という方々が多いわけですから、やはりそういう方々がまちのほうにこうして出てきて住みたい

と言われると。そういうことは何らかの形で、私は生かしていくべきではないかと。 

 そうした場合に、新たな建設というのは非常に厳しい問題ですから、何とかアパートのすいた

ところなんかがあるわけですから、そういうところ等を十分何とか利活用して、そういう方々の

対応をやっていただくべきではないかと。 

 親を見るというのは、子供のほうから家族を見ていくのが基本だと思いますけど、我々のまち

には、子供が県外に出て、そうして自分一人でおるという方々も多いわけですから、これはどの

公民会にも多くて、そしてみんなが支えおうて今住んで暮らしているというのが現実でございま

すから。 

 そういう方向に考えていらっしゃる方々があるわけですから、そういう方の考えも生かしてい

くということ。ですから、アパートなんかにそういうことを考えて住むような施策というのはで

きないものかと考えるんですが。こういう点はどうでしょうか。 

○町長（日髙 政勝君）   

 確かに、そういうひとり暮らしの皆さんの中で、やっぱり買い物あるいは通院ということで大

変不便を感じていると。そういう意味では、中心部に出て生活をするほうが利便性が高まるとい

うことのことは確かにあるかと思っております。今の高齢者賃貸住宅という特別なものでなくて

も、今おっしゃったアパートの空き室ですか、そういうことを活用した中で利用ができたら、そ

れはもう希望者があれば確かにいいことだと思っておりますので。 

 それは、またそれぞれのお気持ちのことを大事にしながらできないこともないかと思っており

ますので。その辺は、また福祉サービスの中でいろんな御意見をいただきながらそういうところ

はできるんじゃないかと思っております。 

 確かに、ひとり暮らしが今２６％、そういうことであります。もし、病気とかいろんなことに

なりますと、お子さんたちがよそに出てらっしゃると心配な向きもありますので、そういう面で

は確かに安心ができる形もできるのかなと思っております。 

 行政が、どこまでそういうのが支援ができるのかというのは今後のあれですが、とにかくそう

いう空き室の利用ということになれば、民生委員とかいろいろありますので、そういうことは今
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後検討していきたいと思っております。 

○内田 芳博議員   

 町長、まちの中にいるから田舎にいるからということじゃなくして、今高齢者の非常に厳しい

状況のことを、何とは言いませんけれども、耳にするときがあります。そして、やはり死という

のに向い合って厳しい状況等々をよく聞くときがありますが、やはり一つ一つ高齢者のことを考

えて、そうしてそういう方々が１人でもなくなるような施策も考えなければいけないのではない

かと考えます。 

 ですから、先ほど申し上げましたとおり、まちの中心部にそういう件でお年寄りの方々が住み

たいということがあれば、こういうことは私は確かに生かしていただきたいと。町長もこのこと

については十分可能なことは考えると、このようなふうに言われるわけですから、そういう方向

性で生かしていただきたいと、このように考えるわけです。 

 そうすることで、高齢者の厳しいことなんかが一つでもなくなれば私はいいのじゃないかと考

えますので。どうかこのことは慎重に考えて、福祉の方々、いろいろ受け入れをする方々もいら

っしゃるわけですから、こういう事業に対しては。その方々の話も十分お聞きして、私は生かし

ていただきたいと、このことを申し上げて、町長の答弁をお聞きして私の質問を終わりたいと思

います。 

○町長（日髙 政勝君）   

 内田議員の質問の趣旨に対しまして、行政でできるところについてはまた十分検討をしてまい

りたいと思います。 

○議長（中尾 正男議員）   

 以上で、１４番、内田議員の質問を終わります。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

△延  会   

○議長（中尾 正男議員）   

 お諮りします。本日の会議はこの辺にとどめ延会したいと思います。御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中尾 正男議員）   

 異議なしと認めます。したがって、本日の会議は延会することに決定しました。明日は午前

９時３０分から本会議を開き、引き続き一般質問を行います。 

 本日はこれで延会します。 

延会時刻 午後３時１８分   
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平 成 ２３ 年 第 ２ 回 定 例 会 一 般 質 問 

平成２３年３月１１日（第３日） 

順 番 
（議席番号）

質 問 者
質  問  事  項  ・  要  旨 

 １ （13） 

楠木園洋一 

１ 健康づくりについて 

  食を通じた健康づくりにおいて食育を推進される中、町民自ら

が取り組める実効性の高い食育推進計画をどのように推し進めて

いくか伺う 

  食生活の変化により子どもたちの生活習慣病が増えつつあると

いわれる中、子どもたちの血液検査を実施し予防に努める考えは

ないか伺う 

２ 奥さつま米のブランド化について 

  地域ブランド米として「奥さつま米」をこだわりのある米とし

て、どのように販路拡大していくのか伺う 

３ 県の空き施設の利活用について 

  県の組織再編による空き施設が見られるが、今後の空き施設の

利活用について県当局と協議を進める考えはないか伺う。 

 ２ （17） 

新改 幸一 

１ 行政サービスの推進について 

  当町は過去、水害、口蹄疫、鳥インフルエンザ等々、町を揺る

がす緊迫した事態を体験した。事態の沈静化にむけ、町職員等の

昼夜を問わない取り組みに感謝しつつも、「日本一の行政サービ

ス」をより以上推進するために「町民へ最大の奉仕」という観点

から、緊急事態等に対応した職員の勤務態勢等について、職員団

体と協定書を締結する考えはないか伺う 

 ３ （15） 

桑園 憲一 

１ 林業振興施策について 

  ことしは国連において「国際森林年」が定められ、将来の世代

のために森林の保持、保全が重要視される中、本町における木材

利活用の動向、取扱状況等を踏まえ、今後の林業振興施策を伺う

２ 農用地の保全対策について 

  農用地の保全は、我が町の農業振興を推し進める上からも重要

な業務であると認識しているが、耕作放棄地の現状とその対策に

ついて伺う 
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 ４ （10） 

岩元 涼一 

１ 町管理施設の長寿命化対策について 

  既設町営住宅については、今回、長寿命化計画を策定するとあ

るが、他の施設についても早期の対応を行うことによって長寿命

化を図ることができるのではないかと思われる。町長の考え方を

伺う 

２ 子ども図書館の運営について 

  薩摩支所の空きスペースを活用して子ども図書館が開設される。

今後見込まれる運営経費とその具体的な運営方法について伺う 
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平成２３年第２回さつま町議会定例会会議録 

                            （第３日） 

○開議期日    平成２３年３月１１日  午前９時３０分 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

○会議の場所   さつま町議会議事堂 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

○当日の議員の出欠は次のとおり 

 出席議員（１９名） 

   １番  森 山   大 議員      ２番  東   哲 雄 議員 

   ３番  麥 田 博 稔 議員      ４番  米 丸 文 武 議員 

   ５番  川 口 憲 男 議員      ６番  新 改 秀 作 議員 

   ７番  平八重 光 輝 議員      ９番  舟 倉 武 則 議員 

  １０番  岩 元 涼 一 議員     １１番  内之倉 成 功 議員 

  １２番  柏 木 幸 平 議員     １３番  楠木園 洋 一 議員 

  １４番  内 田 芳 博 議員     １５番  桑 園 憲 一 議員 

  １６番  市 來   修 議員     １７番  新 改 幸 一 議員 

  １８番  木 下 敬 子 議員     １９番  木 下 賢 治 議員 

  ２０番  中 尾 正 男 議員 

 欠席議員（１名） 

   ８番  平 田   昇 議員 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

○出席した議会職員は次のとおり 

 事 務 局 長  王子野 建 男 君   議 事 係 長  中 間 博 巳 君 

 議 事 係 主 幹  平木場 達 郎 君   議 事 係 主 査  垣 内 浩 隆 君 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

○地方自治法第１２１条の規定による出席者は次のとおり 
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                      農 政 課 長  平 田 孝 一 君 
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○本日の会議に付した事件 

第 １ 一般質問 
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△開  議  午前９時３０分   

○議長（中尾 正男議員）   

 おはようございます。ただいまから、平成２３年第２回さつま町議会定例会第３日の会議を開

きます。 

 本日の会議に、８番、平田昇議員から、欠席する旨、届け出がありましたので、お知らせしま

す。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

△日程第１「一般質問」   

○議長（中尾 正男議員）   

 日程第１「一般質問」を第２日の会議に引き続き行います。 

 まず、１３番、楠木園洋一議員の発言を許します。 

〔楠木園洋一議員登壇〕 

○楠木園洋一議員   

 おはようございます。あすから待ちに待った九州新幹線が全線開通するということで、これを

機に地域がさらなる経済効果が進むものと考えております。それでは、通告に従いまして質問い

たします。健康づくりについて。 

 生活水準の向上、ライフスタイルの欧米化、食に対する優先順位の低下と、生活環境の価値観

の変化に現代人の食生活は大きく影響されています。今、栄養の偏りや肥満の増加、やせ身志向、

そして糖尿病などに代表される生活習慣病の増大などさまざまな問題が指摘されています。食生

活における食べるという行動には、精神的、文化的側面が強く、私たちの心身は食べるという行

為を通じて豊かな人間性をはぐくんでいると言われます。 

 １点目の、食を通じた健康づくりにおいて、食育を推進される中、町民自らが取り組める実効

性の高い食育推進計画をどのように進めていくか伺います。 

 ２点目、食生活の変化により子供たちの生活習慣病が増えつつあるといわれる中、子供たちの

血液検査を実施し、予防に努める考えはないか伺います。 

 次に、「奥さつま米」のブランド化について。地域ブランド米として「奥さつま米」のこだわ

りのある米として、どのように販路を拡大していくのか伺います。 

 次に、県の空き施設の利活用について。県の組織再編による空き施設が見られるが、今後の空

き施設の利活用について県当局との協議を進める考えはないか伺います。 

 これで、１回目の質問終わります。 

〔楠木園洋一議員降壇〕 

〔町長 日髙 政勝君登壇〕 

○町長（日髙 政勝君）   

 おはようございます。ただいまの楠木園洋一議員からの質問が３点ほどございましたので、そ

れぞれお答えをさせていただきます。 

 まず、健康づくりについてでございますが、食を取り巻く環境の変化に対応するため、国は平

成１７年の６月に食育基本法を制定をいたしまして、翌年３月には食育推進基本計画を策定して、

食育を国民運動として推進することといたしました。これに伴いまして鹿児島県におきましても、

食育、地産地消を基本とした鹿児島の食交流推進計画が策定されたところであります。 

 本町におきましても、さつま町の地域性を生かした食育の推進を図るため、平成２１年にさつ

ま町食育推進計画を策定をいたしまして、食と農と健康を結びつけた総合的な食育の推進を基本

理念に家庭、学校、地域等で食育に取り組んできているところであります。 
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 基本方針としましては、まず１つに、望ましい食習慣や健全な食生活の実践により食の楽しさ、

大切さを実感させる。 

 ２つは、自分の心と体の健康は自分で守るという意識をはぐくみ、栄養のバランスや生活習慣

を整えた健康な体と、心と体づくりを醸成する。 

 ３つは、植えつけ、収穫などの農作業体験や地元食材を使った伝統料理教室などの食育活動を

通じた物づくりの大切さと楽しさの実践に努める。 

 こういったことを定めまして、食育の推進を図ってきているところでございます。 

 先般の町民大会におきましても、健康づくり推進のまちの宣言を行いまして、一人一人が健康

で楽しく生き生きと暮らすことのできることを願いまして、食育推進を含みます５つの項目を掲

げて、健康づくりへの取り組みを推進していくことを決めたところでございます。 

 また、家庭における早寝・早起き・朝御飯の運動を推進するとともに、各学校においても食の

教育に取り組み、食をテーマにした講演会等の開催や給食栄養教諭による食に関する指導等も行

っているところであります。 

 乳幼児につきましては、すくすく相談や遊びの広場等で食習慣や栄養バランス等の指導を行う

とともに、成人につきましては、特定保健指導対象者には栄養管理や食事バランス、運動等の指

導を行い、地域サロン等におきましても、口腔の健康を含め栄養管理の教室を開いて指導を行っ

ているところであります。 

 なお、農政サイドにおきましても、地元産のヒノヒカリと鹿児島県産の牛肉を使った学校給食

の実施を行っておりますし、さつまフェスタにおきましては地元食材を使った郷土料理の紹介、

グリーンツーリズムにおける各種体験ツアーなども実施をいたしまして、食育に対する普及、啓

発に努めているところでございます。今後におきましても、家庭、学校、保育所、地域などの関

係機関と十分連携をとりながら取り組みを推進をしていきたいと思っているところでございます。 

 次に、食生活の変化により子供たちの生活習慣病が増えつつあるといわれる中で、子供たちの

血液検査を実施して予防に努める考えはないかということでございます。今、御指摘にあります

とおり、子供たちに生活習慣病、生活習慣病の予備軍が増えているといわれているところでござ

います。小中学生では、肥満児が全国においてこの２０年間に３～４倍になっているとお伺いし

ております。 

 本町におけます児童生徒の健康の保持増進のための検査につきましては、学校保健安全法とい

うのがございますので、これによって定められた項目に従って健康診断を実施をしているところ

でございます。 

 実施時期等につきましては、就学前の子供たちは入学前の１０月までに実施をいたしまして、

そしてまた、在学の児童生徒につきましては、毎年６月末までにそれぞれ実施をいたしていると

ころでございます。検査項目につきましては、栄養の状況とか、あるいは尿検査等々、法で定め

られた１２項目がございますので、それに従って実施をいたしております。 

 そして、生活習慣病の確認といたしましては、身長、体重測定により肥満度の測定をしたり、

尿検査による糖尿の検査をしたりしておりますので、その結果によっては、この疑いがあった者

については第２次の精密検査を行っているところでございます。 

 御質問の子供たちの生活習慣病の予防のための血液検査については、ただいま申し述べました

とおり、現在の学校保健安全法により定められました健康診断の診断項目で対応できると考えて

おりまして、血液検査までは現在のところ考えていないところでございます。 

 子供たちの生活習慣病を防ぐためには、正しい食生活を乳幼児期から習慣づけることが大切で

ありますので、早寝・早起き・朝御飯運動の推進、食育の推進等によりまして、保護者との連携
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を図りながらその予防を図ってまいりたいと考えております。 

 次に、「奥さつま米」のブランド化についてでございますが、どのように販路拡大をしていく

のかということでございます。平成２２年産の水稲の作付面積は１,６６４.６ヘクタールでござ

いまして、そのうち７８.４％の１,３０４.６ヘクタールがヒノヒカリの作付となっております。 

 御存じのように、旧さつま農協におきましては、管内で収穫したヒノヒカリを「奥さつま米」

という形でこのブランドで販売をしております。町といたしましても、ＪＡと一体となった有利

販売に努めてきたところでございます。 

 しかしながら、米の価格低迷や年々低くなりますヒノヒカリの一等米比率、これにつきまして

は御承知のとおり、昨年の実績を見ますと宮之城でヒノヒカリにおいては８.１％、鶴田の地域

では３.４％、さつまの地域では２６％、祁答院を含めたところのヒノヒカリの農協管内の状況

では１１％ということでございます。 

 なお、全体の品種の割合を見ますと、宮之城で１４.４５％、鶴田で６.２４％、薩摩で

４３.３４％、ＪＡ全体では２１．２６ということで非常に一等米比率が低かったところでござ

います。この傾向につきましては、昨年はもう全品種にわたったということでございますけれど

も、今後どのように「奥さつま米」のネーミングを広めていくかというのが重要な課題と考えて

おります。 

 今後の計画につきましては、実際、販売促進に当たっておりますＪＡ北さつまでは、１つは、

この米の価格低迷が続く中で販売競争に打ち勝つような対策として、県下のＡコープ、直売所、

量販店、こういったところへの取り扱い量の拡大をしていきたい、そしてまた、系統組織と連携

して推進をしていくということがございます。 

 ２つは、産地性や安全性、栽培のこだわりなど、産地の特徴をさらに打ち出す対策としまして、

特別栽培米、あるいは減化学肥料、減農薬栽培の米の特徴性を機会あるごとにＰＲしていきたい

ということと一緒に、店頭販売あるいはイベント販売を積極的に実施をする。 

 さらには販売機能強化のための外食産業、現在でも康正産業とかありますが、そういったとこ

ろやら流通業界を含めた産地交流会を実施いたしまして、産地、生産者、消費者一体となった販

売、宣伝を行っていく。 

 ３つ目は、米の価格低迷に伴う流通、販売コストの見直し及び取り扱い量の拡大対策としまし

て、ＪＡ独自の精白米を積極的に販売することによって、流通コストの削減を図って生産者の手

取り向上に努めていきたいと、このような考えを持っておられます。いろいろなこのような対応

策を打ち出しまして、「奥さつま米」の販路拡大に向けた取り組みを推進していくということで

ございます。 

 町といたしましても、消費者の求める良食味で安全安心なこの「奥さつま米」の販路拡大に向

けまして、ＪＡと一緒になりまして十分協議をしてまいりたいと思っております。 

 また、昨年特に米を取り巻く情勢が厳しい状況にありましたので、緊急的対策としまして農政

事務所、北薩振興局、ＪＡ、農業者、集落営農代表者等に呼びかけまして、米政策に係わる懇話

会を今月の２２日に開催をし、今後の方向づけを協議していきたいと、このような考えでいると

ころでございます。 

 次に、３番目の県の空き施設の利活用についてでございます。 

 御承知のとおり、鹿児島県におきましては平成１７年に策定いたしました県政刷新大綱及び組

織機構改革方針に基づきまして、市町村とのかかわりが深い業務等をまとめた総合事務所化の推

進をするために、総合事務所設置計画を平成１８年に策定をいたしました。この計画に基づきま

して県の出先機関の統合化が進められてきたところでございます。 
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 これまで本町にあります県の施設につきましては、宮之城屋地にあります県農業改良普及所跡

に町のシルバー人材センターの事務局、そして県の高等学校再編計画に基づく再編統合されまし

た宮之城高校跡地につきましては、宮之城中学校を移転するなど、その空き施設の有効利用に努

力をしてきたところでございます。 

 一方、虎居のこの合同庁舎につきましては、かつては土木事務所、保健所等、祁答院地方の地

域振興には欠かすことのできない重要な機関として設置されておりましたけれど、今回のこうい

った広域化の関係に伴いまして、現在では農業改良普及業務を所管する部門と管内の道路整備を

所管する道路整備部門が駐在している状況でございます。同施設内にはある程度スペースが存在

していることも承知をいたしております。 

 町としましては、組織機構の分散化に伴います経費負担増とか、あるいは指揮命令系統の一元

化、町民の利便性、いわゆるワンストップサービス等々を考えますと、基本的行政運営の観点か

らは同施設の具体的利活用については考えていないところでございます。 

 しかし、このような中心市街地にある公共スペースの有効利用と申しますか、有効的な利活用

が図られることについてはやはり関心事として持っておりますので、今後県当局への十分な利活

用ができるような要望は行ってまいりたいと思っております。 

〔町長 日髙 政勝君降壇〕 

○楠木園洋一議員   

 １点目の食育の基本法です。私も勉強不足でどんなものかと思って、食育基本法を調べてみま

したら、家庭における食育の推進、学校、保育所等における食育の推進とか、地域における食生

活の改善のための組織の推進、食育推進運動の展開、生産者と消費者の交流促進、環境と調和の

とれた農林漁業の活性化と食文化の継承のための活動への支援等、それと食品の安全性、栄養そ

の他食生活に関する調査研究情報の提供及び国際交流の推進となっておりまして。 

 私、この食育ちゅうたら、教育委員会の早寝・早起き・朝御飯、それと食生活改善員と、それ

と地産地消、給食センターでの食育、これしか思ってなかったんですよ。それで、この食育推進

会議ですね、これは主管はまずどこが行ってやるのか、私、教育委員会かなと思ったんですが、

どこですかね、主管は。 

○町長（日髙 政勝君）   

 所管は農政課で担当をいたしております。 

○楠木園洋一議員   

 それで、農政課が主管となって、教育委員会とか給食センターとか、何課ぐらいですか、これ。 

○農政課長（平田 孝一君）   

 このさつま町食育推進協議会というのを平成２０年に立ち上げておりますが、一応関係する課

といたしましては、教育委員会学校教育課、それと給食センター、それと社会教育課、町長部局

では健康増進課、農政課になっております。一応、私どものところで取りまとめをいたしており

ますが、やはりこの各課の中でいろいろな活動に取り組んでもらっているというのが現状であり

ます。 

○楠木園洋一議員   

 大体５課ということですね。食育の推進に当たってキーワードは連携となってるんですよね。 

 青森県の鶴田町ですね、そこの人たちは、だれかがやってくれるだろうの食育の取り組みでは

なくて、鶴田町としては朝御飯条例をつくって御飯を中心とした食生活の改善、こっちも早寝早

起き運動の推進とかありますが、食育推進の強化など６つの柱でさまざまな取り組みを実施して

るといわれています。 
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 注目するべきところは、子供たちの現状をきちんと把握して対策を考えているところだそうで

す。それで、町内の３歳以上１５歳未満の子供たちの状況について保護者のアンケート調査を実

施し、現状を把握しているとなってます。こういうことなんかはされたんでしょうか。こちらと

しては。アンケートはしていませんか。 

○農政課長（平田 孝一君）   

 平成２０年に町食育推進協議会を立ち上げるときに、食育に関する住民アンケートということ

でアンケート調査を実施しております。対象者につきましては、小学５年生２０９人、中学１年

生２１８人、合計４２７人ということで、こういったアンケート調査を実施したところでござい

ます。 

 主には食生活に関する問題ですが、家族数とか、朝何時に起きますか、夜何時に寝ますか、朝

御飯を食べてますか、というような、そういった感じでアンケート調査を実施したところでござ

います。 

○楠木園洋一議員   

 学校給食での食べ残しとか、食育のキーワードで地域づくりを取り組もうと考えている方々の

考えとか、そういうのは把握されなかったのでしょうか。その関係者が役割分担などしたりして

連携して取り組んでいかれたのか、そういうとこまでは進まなかったわけですか。 

○農政課長（平田 孝一君）   

 町のほうでこの協議会立ち上げる際に、町の食育推進計画を策定いたしまして、その中でそれ

ぞれ基本方針を定めまして、具体的取り組みとして、先ほど町長が申し上げましたように、家庭

における食育の推進、あるいは食生活改善活動の推進、消費者と生産者との交流の推進というよ

うなものを定め、これらの方針に基づきまして、先ほど申し上げました５課が、それぞれ自分た

ちの所管する仕事の中でこの食育に関する事業に取り組んでいるというところでございます。 

○楠木園洋一議員   

 今、健康づくりや、早寝・早起き、それをみんな徹底しているということで、みんなに周知が

ちょっとされてないんじゃないかと、せっかく食育推進会議とかあっていろいろ会をされるとな

ってますけれども、会の回数、何回ぐらいされたのか、今まで、つくられてから。 

○農政課長（平田 孝一君）   

 ２０年度に設立会議をいたしまして、２１年度に協議、会議を実施しております。２２年度に

つきましては実施をいたしておりません。 

○楠木園洋一議員   

 ことし実施されなかったということですけれど、今、学校で子供たちと一緒に給食をするっち

ゅうことがありますね。２回ですかね。１回は老人クラブと、２回ですかね、それは。（発言す

る者あり）教育長のほうに。 

○議長（中尾 正男議員）   

 質問用紙に教育長はないんですけれども、一応教育長、答弁ができましたらお願いします。 

○教育長（東  修一君）   

 各学校によって違いますけれども、町全体ではこの前おにぎり給食とかそういうことを含めま

して、週間を定めておりますので、そのようにやっております。それから、学校の給食センター

にそれぞれ栄養教諭がおりますので、その栄養教諭が各学校に回って栄養指導等をやってるとい

うのが実情でございます。 

○楠木園洋一議員   

 失礼しました。町長のほうだったんですけど、ちょっとエキサイトしまして。 
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 健康づくりのまちのキーワードは食育じゃないかと、私、思ったんです。今、食生活が変わっ

たから成人病が多いので、やっぱり町として食育を相当推進していかないと健康づくりだけじゃ

だめかなと、そう思ったもんですから、学校のほうにもなったわけですけれども。 

 そこは教育委員会になりますので、もう次にかえますけど、子供たちの血液検査です。血液検

査をすれば子供たちの血液の高脂血症ですか、それが判って親の人たちも食育に対して関心が持

たれるそうです、なぜ高脂血症になるのかと。 

 今のとこは計画してないちゅうことですけれども、そうしていかないと相当高脂血症の子供が

おると。いらいらするとか、キレやすいとか、疲れやすいとか。それで、せっかく健康づくりの

まちとして食育も推進されてるんですけど、血液検査をして予防する考えがないかですね、町長

に。 

○町長（日髙 政勝君）   

 先ほど申し上げましたとおり、学校保健安全法というのがございまして、それに基づいて小中

学校の場合健康診査をやっているわけでございます。今ありましたとおり、１２項目ございます

ので、その中でそういった肥満の状況とかそういうところは把握できております。現在のところ

数も４％程度というところでございますので、そういった方についてはいろいろ２次検査等もし

ながら指導をしてるわけでありますので、特段そういう血液検査までもいかなくても。 

 またどんどん増えるという状況があればそういうことも考えられますけど、今のところこうい

う低い状況でありますし、今の検査の中で十分指導ができるところでありますので、あえてそこ

までは今のところは考えていないところでございます。 

○楠木園洋一議員   

 これは東京都の予防医学会の資料なんですけど、小児生活習慣病の所見として小学生で

４１.５％です、中学生３９.３％。生活習慣病は成人になってから出てくるんだそうです。以前

は成人病といわれたそうですけど、今は肥満、高血圧、高脂血症、心筋梗塞、糖尿病といった病

気が増えてきてるんだそうです。今の時点で町として、高脂血症で生活習慣病が判るとなってお

りますので、今後、そこを考えていかなくちゃいけないち。 

 それから、１２項目の中でやれっていうことになっているんですけれど、検査をすることによ

って高脂血症は判るんだそうです。保護者が子供の生活習慣病に気づくと食育に関心が出ると言

われてるんです。それで、全体じゃなくて小学生の１、２年、３年はちょっと嫌がるんだそうで

す。それで４年生、中学生は１年生がよいと言われています。 

 そういうとき、大きくなってから食育を考えてやるという意識が出てくるんです。再度、でき

ないちゅうことでなくて、考えてほしいそう言ってるんです。生活習慣病に気づいたら、食育に

関心を持つと言われてますので、１２項目で済ませるんじゃなくて、予防のためにやっぱりそこ

まで進める。見識はもう変わらないか、もう１回質問いたします。 

○町長（日髙 政勝君）   

 確かにそういう健診は状況によっては必要かもわかりませんけど、今、食育もいろいろ進める

中でございますし、そしてまた、今のこの学校安全衛生法に基づいた健康診断の中で、もう結果

が結局出てるわけです。 

 １次の検査で３％とか、あるいはこの２次の検査でも１％しかないと、そういう状況ですから、

そういうことについては、全体から見ますと本当割合が少ないところでございますので、今後の

推移を観察をしながらそういう状況がありましたら、もうおっしゃるとおり実施をする必要があ

るかと思いますけど、今の現状の中ではそういうところまでいってはおらないということでござ

いますので、現在の法定の中での健診によって指導をしていきたいと思っているところでござい
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ます。 

○楠木園洋一議員   

 本町では４％ぐらいだからしなくてもいいと考えている。血液検査をして肝臓の疾患とか判っ

て、学力がまた伸びたというデータなんかもあるんだそうです。今後考えてほしいと、そう思い

ますので、今後とも予防のために血液検査の実施をされることを望みますのでお願いいたします。 

 それとこの３点目、「奥さつま米」のブランド。一等米比率が１１％、「奥さつま米」はヒノ

ヒカリでしか出さない。米の生産なんか見ますと、今、別な品種も勧めてあるんですよね。同じ

北さつま農協管内で、伊佐は伊佐米として相当伊佐市が販売戦略を立ててるんですよね。ＪＡじ

ゃなくて。行政で独自の販売戦略を持っていくちゅう考えがあるんですけど、そして同じ地域の

農協としてどうなのかなと。 

 それと、振興計画に地域ブランド米として推進に努めると、低コスト稲作循環型農業や認証制

度に沿った生産を推進する、こだわりのある米として販売に努める、と書いてあるんですけど、

これがこだわりなのかな、特別栽培米と減農薬、これがこのこだわりのある米かなと。特別栽培

米といったらこのヒノヒカリしか特別栽培米がないわけです。今せっかくあきほなみを勧めるの

に。今後どう進んでいくのかなと、今、考えるわけです。 

 それで、減農薬とかいろいろ精白米とか言われましたけど、どのようなことがこだわりのある

米なのか。 

○議長（中尾 正男議員）   

 農政課長、判りますか、こだわり米。 

○農政課長（平田 孝一君）   

 現在、さつま農協のほうでヒノヒカリを「奥さつま米」として小売りをされているんですが、

ここ数年どうしても品質が安定しないというのが一番のネックだろうと思います。やはり、売れ

る米となりますと、どうしても、品質あるいは良食味、そういったものが出てまいります。そう

いった意味でこだわり米、特別栽培米、そういったものを進めていく、付加価値をつけていく、

そういったことで、ＪＡさんとの販売戦略を進めてきております。 

 ただ、先ほども申し上げましたが、この一等米比率の低下、精米したときに白い部分が大分あ

ったりということで、品質面で若干問題があると思っております。伊佐にしましては、ことしの

結果を聞いてみますと９０％近い一等米比率だと聞いております。そういった中で、米の品質向

上、そこを検討していかなければ、売れる米にはつながっていかないと考えております。 

 そういった意味で、今月の２２日に、米政策を根本から考えてみようということでそういった

会議を持つようにしております。そういった中で、いろいろな米生産農家の御意見もお聞きしな

がら、今後の米政策の進め方について、関係機関一緒になって協議をしていきたいと考えており

ます。 

○楠木園洋一議員   

 米の産地で有名な新潟県の魚沼のところ、そこは町がガイドラインに沿った減農薬とか特別栽

培米、栽培履歴の確認ができる認証米に１俵当たり１,５００円の補助金を支給して米の売れ行

き状況を打破し、ブランド米として消費者からの支持拡大を図るとなってるんですよ。そこまで

はあんまりかと思うんですけど、売れる米としての政策、勧誘を行い、消費者のニーズにこたえ

たいとなっているんです。 

 今、米の値が低下してるんです、まだ下がるんじゃないかという。そうしたときに、みんな努

力されてるんです、個々で。有機を使ったりいろいろされてるんで、そこは少し町として、この

くらいならという、そういう基準を持って進めていけるような考えはないかですね。 
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 米が安いからつくらない、売れる米はどうしたらいいかと。お金を幾らか出したらみんながや

る気が出てくるんじゃないかと、町としてそのくらいの考えはないか。今、出費はちょっと難し

いとこあるんですけれども、今後、米政策をもっていくにはどうでしょうか。 

○議長（中尾 正男議員）   

 町長ですか。町長でないと、独自の助成なので。 

○町長（日髙 政勝君）   

 米を取り巻く環境は、非常に年々厳しくなってることはもう事実でございます。このさつま町

においても米作地帯でありますので、何とかこの辺を乗り切らんといかんということであります。 

 そういうことで、先ほどから申し上げておりますとおり、こういう難局を何とか切り抜けるた

めの方策をお互いに研究、検討しようじゃないかということで、こちらから呼びかけて今月の

２２日に開く予定にいたしておるところでございます。 

 その中で生産農家も、多くつくってる方も入ってらっしゃいますので、そういった皆さん方の

声を聞いたり、あるいは販売促進の流通をやっておられるＪＡの皆さんも入ってもらうようにし

ておりますし、農政事務所とかあるいはそういう関係機関も入るようにしておりますので、とに

かくいろいろ今の課題等を拾い上げながら、どういう解決策があるのか、そしてまた、「奥さつ

ま米」としての販売促進のあり方というのをどうしていくか、そういうことを出し合いながら解

決策を見出していく、そういうことを早速やっていきたいと思っております。 

 そういう中で、どういう手だてが行政として必要なのかということも見えてくれば、そういう

ことはまた取り組みを進めていきたいと思っております。 

○楠木園洋一議員   

 ２２日の会議、そのときに話し合われるということですけど、今後の課題は個別経営体の経営

技術の解決支援ですよね。それと、今、優良種品種の助成金もなくなったんですけど、やっぱり

信頼される種子の産地の支援及び審査の実施です。 

 それと、やっぱり町としてめり張りのきく農政、食べ方、食文化を生かして食生活、料理で販

売する、そのくらいして品質にこだわり、データに基づく２００項目の残留農薬のない状態で、

おいしくて安全で健康な物をしていく制度になってるんですけど、話し合いのときに話題に出し

て、私も米をつくってるんですけど、今後どうなるのか一番不安なもんですから、町として消費

者のニーズにこたえていくような米政策に取り組めるように考えていただきたいと思います。 

 それと、３点目の県の施設の活用、空き施設の活用。町としてはワンストップサービスを考え

ているということですけど。県も、今、県の予算で、農政部の体制の強化というのが目立つよう

になってるんです。 

 せっかく県の職員もいるんです。そこを今度は町が攻めの体制で一カ所に、農政関連の施設を

全部あそこに寄せて体制を強化していけばまた違うんじゃないかと。その空き施設の有効な活用

を要望していくんじゃなくて、町としてこうしてやるんですよと、攻めの体制でいけるような、

そういうのがないかですね。 

 今後空き施設をどうするんだって、みんな心配してるんです。せっかくいい施設があるのに農

政事務所を一括したらどうかち。そういうことはまだ、町としては考えてやらないわけですか。 

○町長（日髙 政勝君）   

 県の施設がああいう形で残っておりますので、何らかの活用はできないかという、これはもう

だれもが考えるところでございますが、当然として町としましても行政の組織の一部を、今あり

ましたとおり、そういう形の利用はできないかということも考えたことは確かです。 

 今、担い手の関係がＪＡと県と、町、一緒になってワンフロア化しておりますので、できたら
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この農業関係についてはあそこに営農センターみたいな物を設置ができないかなと思ったことも

ございますが。 

 ただ、きのうからもずっと申し上げておりますとおり、役場の組織を分散をするとかえってそ

の組織の指揮命令系とか、あるいは事務の効率性、そしてまた、いろんな経費の負担が出てくる、

負担増につながる、そして住民にとってもあちこち回ってかえって不便をもたらすということに

なりますので、結果的にあそこについては町としては考えないということで結論をいたしたとこ

ろでございます。このことについては、もう先ほど申し上げたとおりでございます。 

 それで、ほかに何か有効活用のところがあるとするならば、それについてはいろいろまた協議

をすることも必要ではありますが、県として何かお考えなのかその辺も全く判りませんので、そ

れについては必要な時期にまたお願いもしていきたい、こういう考えでございます。 

○楠木園洋一議員   

 せっかくあそこに薩摩中央高校という昔の農業高校、そういうのがあるんです。子供たちがお

りていくときに農業関連があるんだちなれば、子供たちも農業をする気になるんじゃないかち。 

 町として町民のため、住民のためにワンストップでないといけないというのは、それは行政と

して考えることであって住民はどう思っているか。水田協議会は農協の中、担い手はこうだ、一

緒に一括してあれば一カ所ですむんですけど。こっちに担い手とか一緒にあるんだけど、水田協

議会は農協にある、それで、どっち行ったりあっち行ったり。せっかく施設があるからこれを有

効利用して、ワンストップじゃないといけない、それは行政側のあれであって、そうじゃなくて、

そういうことを考えてほしいんです。 

 そしてまた、中央高校から帰るときに、その子供たちが立ち寄れるような、農業のよさ、それ

をアピールできるような施設、それといいスタッフがそろった同じ農業施設になるように、そう

いう施設が私は欲しいなと思ったんですけれど。ワンストップでないといけないということのよ

うですけれども。今後の取り組みとして、県に伺いをして、再度、ワンストップでないといけな

いか、もう一度確認をお願いいたします。 

○町長（日髙 政勝君）   

 役場の組織を、例えば経済部門とか、先ほど言いました担い手の支援室とかそういうことを移

したにしても、町民の皆さん方の利用と考えますと、向こうに行ったり、こっちの役場本庁に来

たり、あるいは支所に行ったりということでそういう形が出るわけですから、そういう利便性を

考えると、同じところで用は済ますというのが効率性が高いんじゃないかと、私はそう思ってお

ります。 

 向こうへ仮にそういった機能を移しますと、それなりにまたいろんな負担が出てくるわけです。

電算のこういうパソコンにしろ全部移しかえんにゃいかんし、あるいはそういった管理経費とい

うのが新たに発生をするということになりますので、それよりも、先ほどから申し上げてるとお

り、ワンストップでしたほうが住民サービスが私はより向上できるというふうに考えております。 

○楠木園洋一議員   

 効率、利用性ですけれども、今活力ある農村をつくるためには効率性よりもいかに活力を出さ

せるか、そういうことを私は思うんです。いろいろ経費が要るからということで、今後考えてい

けるようにお願いいたしまして。 

 最後に、食育とか農業でしたので、食生活のあり方は、私たちの体、健康、心の健康と大変か

かわりがあります。私たちの食生活は畜産物や油脂等をとる割合が増えてきたために栄養のバラ

ンスが崩れてきて、がん、糖尿病などの生活習慣病が増え始めています。また、私たちの周りだ

けじゃなく日本の食料自給率や地球の環境にも大きく影響します。 
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 食生活を大事にすること、毎日の食事のときちょっと気をつけてみてください。その小さな積

み重ねがあすの健康へとつながります。自分の食生活の特徴は自分一人ではわかりにくいもので

すし、家族や仲間と一緒に食生活を考えたり話し合ったりする機会を持つことが大切です。特に、

よい食生活をして食事を心がける習慣は子供のころから養われます。 

 家庭、学校、地域社会など、さまざまな場面で豊かな食生活を実践し学ぶ機会をつくって、町

民一人一人の主体的な健康づくりを推進ができますように願いまして終わります。 

○議長（中尾 正男議員）   

 以上で、１３番、楠木園洋一議員の質問を終わります。 

 ここでしばらく休憩します。再開はおおむね１０時３５分とします。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

休憩 午前１０時２３分 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

再開 午前１０時３４分 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

○議長（中尾 正男議員）   

 休憩前に引き続き、会議を開きます。 

 次は、１７番、新改幸一議員の発言を許します。 

〔新改 幸一議員登壇〕 

○新改 幸一議員   

 おはようございます。一般質問の２日目の２番手として通告に従いまして質問させていただき

ます。行政サービスのさらなる推進についてでございます。 

 昨日からテレビの放映を見ておりますと、鹿児島県出身の坂上二郎さんが亡くなられまして御

冥福をお祈りしたいと思いますが、あのテレビを見とって坂上二郎さんの言われておった言葉を、

私は聞いてじんときました。 

 それは、人を笑顔にするということを自分の人生の中での最大の目的、目標にしとったという

ことが放映されておりましたけれども、この、人を笑顔にすることというのは、まさしく、見方

によっては行政サービスも全くそういうことじゃないのかなということを感じた一人でございま

す。町長の政策で「日本一の行政サービス」を目指してということで、玄関や各課にも張り紙も

してございます。 

 昨年は宮崎県での口蹄疫の発生による緊急事態宣言の発令や、ことしに入ってからの出水での

鳥インフルエンザの発生により、感染拡大阻止に向けて迅速な初動防疫処置の自主体制を確立し

たということで、町長の施政方針のほうでも前段にうたってございます。私たちのこのまちも合

併して５年が経過して、融和のとれた元気なまちということで力強く前進しているところでござ

います。 

 そういう中で、それぞれの自治体による独自の行政サービスが要求されているところでござい

ます。行政の仕事内容には「ゆりかごから墓場まで」という言葉がありますように、幅広く大変

なものだということは町民すべての方々は御理解をしてもらっていると思っているところでござ

います。 

 私たちは合併前に県北西部地震に遭遇いたしまして、緊迫した事態を体験いたしました。合併

してから、水害、口蹄疫、鳥インフルエンザなどまちを揺るがす緊迫した災害を受け、沈静化に

向けて町職員の初動体制で昼夜を問わない取り組みに、町民一同感謝しているところでございま

す。 
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 町長の言われる「日本一の行政サービス」を目指して今まで以上に推進するため、「町民への

最大の奉仕」という観点から緊急事態宣言を行った場合の将来に向けて、今後、非常事態等に対

応した職員の勤務態勢等について職員団体と勤務協定書を締結する考えはないか、町長の見解を

伺って１回目の質問といたします。 

〔新改 幸一議員降壇〕 

〔町長 日髙 政勝君登壇〕 

○町長（日髙 政勝君）   

 新改幸一議員から出されました行政サービスの推進についてということで、御質問に対するお

答えをさしていただきます。 

 毎年のように発生する風水害、あるいは昨年宮崎県で発生しました口蹄疫、そして近くではお

隣の出水市の養鶏場で発生した鳥インフルエンザなどの危機事案への対応につきましては、人命

と財産を守るという観点からいち早く職員等でその体制をしきまして、所要の措置を講じてきた

ところでございます。 

 このようなことから、職員には常日ごろから危機管理に関する意識の高揚とその対策に万全を

期するように指示をいたしておるところでございます。一たんこのような事象等が発生した場合

には、組織を挙げて迅速かつ適切な対応に努めるようにいたしているところでございます。 

 申し上げるまでもなく、職員の時間外勤務手当の取り扱いにつきましては、労働基準法、地方

公務員法及び町の条例等に基づきまして、その労働に伴う対価としてその勤務に応じて支給しな

ければならないと法に規定をされているところでございます。 

 しかしながら、勤務を要しない日、いわゆる土、日、祝祭日での勤務につきましては、原則振

りかえ勤務とする取り扱いにいたしておりまして、時間外勤務手当につきましては必要最低限に

とどめ、その抑制に努めてきているところでございます。 

 また、災害時の対応など町民の生命に直結するような危機事案につきましては、ボランティア

的な取り扱いをすることにつきまして、その職務上でやはりこの公務災害上の問題とかあるいは

責任の所在というのが不明確になるおそれがございます。 

 そしてまた、職員の使命感というところに欠如が出てまいることにもつながりかねませんので、

その業務によりますが、作業従事の期間、ある程度限られるような事案への対応につきましては、

その都度職員及び職員団体とも協議して、振りかえ休日など活用しながら適切に対処してまいっ

ておりますので、今後におきましてもそのような方向で臨んでまいりたいと考えております。 

 なお、私が掲げております「日本一の行政サービス」への取り組みにつきましては、職員はそ

の趣旨を当然として理解をしており、町民への最大の奉仕者として一人一人がしっかりと取り組

んでいるものと思っておりますので、今後におきましてもさらに意識を啓発をしながら、継続を

した取り組みを進めてまいりたいと思っております。 

〔町長 日髙 政勝君降壇〕 

○新改 幸一議員   

 ただいま、町長のほうから答弁をいただきました。 

 私たちのまちは、こういう緊急事態宣言時のときの協定、災害協定といいますか、建友会とか、

それからまた郵便事業会社とも、過去に協定書も締結しているところでございますけれども、そ

ういう意味でこのボランティア的な考え方でまちに貢献していただく、また町民の幸せを願って

努力してもらっているということになるわけで、大変ありがたいわけでございます。 

 私は過去に、２～３年前やったですか、ラジオ放送を聞いとったら災害に遭った市民の方の生

の放送が流れました。その中で、その災害時のときの役所の人間が無報酬で、とにかく日夜を問
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わず市民のために一生懸命頑張ってもらったと、このことは本当に涙が出るぐらいうれしかった

ということで放送が流れました。 

 その市民の声の中に、役所の人間が無報酬でこんだけやってもらえれば、我々はこの後立ち直

ったときには、行政にいろんな面で協力していきたいということがこの放送で流れて、まさにこ

れが本当の、町民と行政との一体化した一つの流れなのかなと、今後は各市町村がそういう流れ

をくんでいかなくてはならないのではないのかなということを、つくづくラジオ放送を聞いて感

じたところでございました。 

 全国的にそういう考え方が広がっていくことを願うわけでございます。実は、何で、今回のこ

の質問になったかといいますと、昨年の口蹄疫で、臨時議会で職員の残業手当３２０万というの

を先に提案されまして、確かに議会も可決をしたところでございましたけれども、その後に畜産

農家、それから農業委員の方、それから議員のＯＢの方、それぞれ私は意見も聞きましたが、も

うそういう時代じゃないだろうということを全員が言われました。 

 そういう緊急事態での職員に対する残業手当というのは、もうおかしいんじゃないかというこ

とを言われました。町民が泣いてる、農家が苦しんでるときには、もう職員も全部ボランティア

に切りかえるべきだと、金銭的なものは発生しないと、そういう振休なり時間差出勤とかそうい

うのに全部して、とにかく金銭は発生しないんだという、しないような形が、今、求められてい

るんじゃないかということを言われました。 

 そしてまた一方では、こういう言葉使って、職員組合の役員の方とも私は話をしましたが、そ

ういう町民、農家の声を話しましたところ、職員組合の役員の方も、まちのですね、議員の言わ

れるとおりだということも言われました。 

 ですから、そういうことを総合的に判断しますと、今から先、本当はこういう緊急事態云々と

いうのは、ないことが一番いいわけでございますけれども、もし今後あった場合に、そこあたり

はもうそういう時代じゃないでしょうと、そして我がさつま町はこういうことでやっていくんだ

ということを全国に発信するぐらいのまちにあってほしいということを私は感ずるんですけれど

も、町長の見解はどんなもんでしょう。 

○町長（日髙 政勝君）   

 職員のそういった緊急事態での対応のあり方でございますが、宮崎の口蹄疫の関係につきまし

ても、最初、若干予算のほうもお願いをしましたところでございますが、そのあとはほとんど振

りかえという形にしております。 

 確かに３２０万ぐらいの予算を計上させていただいたとこですが、実際は仮に支給するとなり

ますと１千７０万～１千８０万のお金が要りますけれども、それが実際は２３％ぐらいしか支給

をしてないということであります。 

 それで、さっきの鳥インフルエンザの関係につきましても、２４時間体制で派遣をいたしたと

ころでございますが、４８名、１６日間派遣をいたしておりますけども、これも実際は８５万

３,０００円の時間外が必要でしたけども、全くもう振りかえで行っておりますので、そういう

形で最近は取り扱いをいたしております。 

 これも職員団体とか職員の皆さん方の御理解をいただいて、こういうことについては協力をい

ただくということで振りかえをやっておりますけども、ただ振りかえをしましても、これだけ仕

事量が増える、人員削減が進む中ではなかなか休めないという実態がございます。振りかえをし

ましても、ほとんど消化をしてないというのが実態であります。 

 したがいまして、年次有給休暇もありますけども、従来は１０日から１１日間、平均しますと

休暇があったようですけども、ほとんどもう今は８日ちょっとぐらいしかとれてない。２０日間
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はありますけれども、それでも病気とかあるいはいろんなそういうときだけしか休めないという

実態があるようですから、職員としましてはよく頑張っていただいてるなと私は思っているとこ

ろでございます。そういう気持ちがあってのことだと理解をいたしております。 

 そしてまた、いろんな災害の派遣についても特別休暇制度というのがありますので、自主的に

ボランティア活動として、いろんな災害の発生した地域にボランティア活動として作業に従事を

したいという申し出がある職員については、積極的にまたそれらの休暇も与えておりますんで、

そういう活動に対してはそういう環境は整っていると思っておるところでございます。 

○新改 幸一議員   

 今の町長の答弁は、私も理解いたします。 

 職員が本当に頑張ってもらっているということに関しましては、もう大感謝するところでござ

います。そのことについては、もう恐らく町民の皆さん方も判ってはもらっていると思います。 

 ただ、口蹄疫のことにまた返りますけれども、畜産農家が、市場も開設されない、そして牛は

売れない、収入がない、えさ代はかさむ、本当に畜産農家が泣いた、そういう実態なのに公務員

はいいなと、確かにそういう初動体制で消毒云々で本当に朝早くから夜遅くまで消毒してもらっ

たことには大感謝するけれども、そこが町民と公務員は違うのか、格差があるのかと。そりゃ、

確かに法律もございます。労働基準法もございます。 

 しかし、そういうことはあるんですけれども、こういう御時世だ、こういう時代だというとき

にやっぱりまちは変わってもいいんじゃないか。確かに、そういう例規集を見ますと残業手当

云々の支払いの第１７条ですか、細かく載っておりますけれども、通常の場合は、ぴしっと支払

っていくということは私はもう大賛成でございますけれども、とにかくこういう緊急事態の場合、

町民が泣いてる、農家が苦しい、泣いてるというときの残業部分だけを私は言ってるわけでござ

いまして。 

 町長も過去に言われた言葉がございます。町長選に出馬されるときに、とにかく一時期議員を

さしてもらったと、そして町民の声を聞きましたと、私は町民の目線で行政運営に携わってみた

いということも言われました。まさしく、私は、そこだと思います。今、本当にこういう災害時

の町民の声というのが、まさしくそこに、今、出てきてるわけでございます。阿久根市の問題も

ありますけれども、そういう格差の問題云々というのが問われる一つの時代でございます。 

 そういう流れでございますから、こういう質問をしているわけでございますので、そこあたり

の考え方、そしてまたこの職員団体との協定書、これもきっちりと、今までとは違った形の中で

私はこの協定書をつくって将来に向かって、いかなる町長がかわっても、きちっとした同じ方向

づけの流れが一番いいんじゃないかという考えのもとにこういう質問してるんですけれども。 

 町長は、職員団体との協定書の中に、今私が言うようなことを盛り込みながら、締結するとい

う考え方を持っていらっしゃらないでしょうか。 

○町長（日髙 政勝君）   

 趣旨はもう十分理解をいたしております。そういうことで緊急事態の場合は、現在は、例えば

休日に出たら、通常の時間外よりも割り増しがつくわけですけれども、それも全くしてないんで

すよね。いわゆる振りかえにもう今やってますので、時間外が発生しない形になっております。 

 そういうことで、今後の運用についてはやっぱり職員の皆さん方の御理解をいただいた上で、

時間外じゃなくて、もう緊急事態の場合は、振りかえとかそういう取り扱いができるようであれ

ば、その辺の確認はお互いにできるところはしていきたいと思っております。 

○新改 幸一議員   

 職員団体と話し合い、先ほど言いましたように職員組合の幹部の方もそういう気持ちは持って
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いらっしゃいますので、またさらなるこの中身を充実した話をしながら、そういう協定書もぜひ

今後つくって締結していただければ大変ありがたいと思っております。 

 「日本一の行政サービス」ということでございますが、この口蹄疫もですけれども、鳥インフ

ルエンザ、まさしく出ないことを一番願うわけですけれども、この鳥インフルエンザ、野鳥の関

係の問題から、それから口蹄疫の問題、韓国でも相当な口蹄疫も出ましたけれども、いついかな

るところでまた発生することがあるかもしれませんが。 

 この口蹄疫、鳥インフルエンザの関係につきまして、この苦い経験を本当にいい方向に持って

いくような形の中で、模擬訓練ですか、さつま町にこういうのが発生したときの模擬訓練という

のをするというような考え方というのはあるものでしょうか。その点ちょっと判っておれば教え

ていただきたいと思います。 

○町長（日髙 政勝君）   

 口蹄疫につきましても、それから今回の鳥インフルエンザについても、鹿児島県が県としての

対応のあり方というものをそれぞれ定めて、関係の市町村にはもう説明をしてありますので、そ

ういった場合には当然として、また、県全体とかですね、あるいは必要なブロックごとに、そう

いう機会もあるかと思っております。 

 具体的なところは判りましたら、また担当課長からお答えさせていただきます。 

○農政課長（平田 孝一君）   

 模擬訓練の件でありますが、防疫対策は国が行うもので、それを県が準用して鳥インフルある

いは口蹄疫対策を取り組んでおられますが、口蹄疫が一応７月下旬に終了した時点から、たしか

１１月、鹿屋のほうで、串良ですか、県下一斉のそういった模擬訓練がなされました。 

 鳥インフルエンザが１月になってから発生しましたが、隣県では発生しつつある状況の中で、

まだ県内でも模擬訓練までいっておりません。まだ防疫の段階でありまして、済まれた段階でま

た県のほうで考えていかれるのかなと思います。 

 もしやられるとすれば、やはり県か、あるいは川薩家畜保健衛生所、そういったところが主体

となって本町でやるなり、そういった管内でというものあるかもしれませんが、今の段階では県

下でそういった模擬訓練等は実施されているところであります。 

○新改 幸一議員   

 県の流れで、そういう模擬訓練云々というのは今後やるということでございますが、さつま町

にはもう皆さん御承知のとおり、牛については本当にすばらしい種雄牛がおりまして、畜産農家

の方々も大変喜んでもらっているわけでございます。 

 その反面、こういう口蹄疫云々というのがまた発生しますと本当に打撃を受けるわけでござい

ますから、県の流れももちろんですけれども、さつま町はさつま町ならではのこういう訓練とい

うのも、年に１回ぐらいはきちっとやっぱりさつま町自体でも持っておるべきじゃないかなとい

うことを痛感するもんですから、このことを質問したところでございます。 

 今後はそういうことも検討しながら、本当に将来に向かって安心した畜産経営ができるような

形で、ぜひ努力をしていただきたいということでございます。 

 それと、もう１点、最後になりますが、「日本一の行政サービス」という面で、行政サービス

というのは、先ほど言いますように「ゆりかごから墓場まで」という幅広いものがございますか

ら、本当に一つ一つ大変なものがあると思います。その中で、実際これは町民から受けた言葉な

んですが。職員の中で、みんながみんなじゃないと思います、ごく一部の人だとは思うんですけ

れども。 

 役所の人間は、外にいろんな交渉事、いろんな相談事、また一方では町民のほうから来てくれ
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んかとか、いろんな相談があると思います。その中で、田舎は田舎のなれこずいというのがあり

ますから、私も当然そういう一人なのかもしれませんが、いろんな、出向いていくときの町民の

方々との約束事です。 

 午前中にお伺いしますという言い方、午後からお伺いしますという言い方、それと、一方では

１０時にはお伺いしますという言い方、３時にはお伺いしますと時間を言う言い方。実際には、

午前中に来もんでとか、昼から来もんでという言い方で、待ってるほうは朝午前中ちゅうのはも

う目いっぱい長いと、そこの不満を言われる町民があります。 

 ですから、「日本一の行政サービス」の中にも入ると思いますが、こうやってきちっと時間を

言って出向いていくと、そしてまた、おくれる場合にはおくれるなりの電話を入れる、そういう

細かい配慮が「日本一の行政サービス」にもなるんじゃないかなということをも感ずる一人でご

ざいます。 

 私も含めて、昔に言います、なれこずいという、言葉が悪いですけれども、そういう形で田舎

の人間はそれで通っていくというやり方は今後いけないと。こういうことを言われた方は東京で

外国とのつき合いで仕事された方なもんですから、ふるさとに帰ってきてそういうことのずさん

さということを指摘されました。 

 守っている職員もいらっしゃるかもしれませんけれども、一方ではまだ気づいていないという

職員もいるということで、実際そういう苦情を言われましたので、そこあたりを、ぜひ、今後も

改めていただくような「日本一の行政サービス」を目指してお願いするところでございます。町

長に最後のそこあたりの見解をお聞きいたしまして、私の質問を終わらさせていただきます。 

○町長（日髙 政勝君）   

 町民と直接接する立場の公務員でありますので、常日ごろからそういった対応については、御

指摘にありますとおり、きめ細かな対応というのは求められると思っておりますので、今後も注

意を喚起しながら適切な対応ができるように指導をしていきたいと思っております。 

○議長（中尾 正男議員）   

 以上で、１７番、新改幸一議員の質問を終わります。 

 次は、１５番、桑園憲一議員の発言を許します。 

〔桑園 憲一議員登壇〕 

○桑園 憲一議員   

 質問通告に従いまして質問をさせていただきます。 

 まず、１点目の本町の林業振興策についてでございますが、ことしは国連によります「国際森

林年」の年に当たります。将来の世代のために森林の持続、利用、保全が現在重要視されつつあ

ります。日本の森林面積は国土面積の３分の２を占めており、しかも４割は人工林であるといわ

れております。この豊かな森林を活用する林業は長期的な停滞傾向が続いており、木材自給率の

低下とともに就業者の減少にもつながっております。 

 しかし、我々の生活面においては森林から多くの恩恵を受けて成り立っておることも忘れては

ならないと思います。森林の働きによって渇水や洪水を緩和し、良質な水をはぐぐむ水源涵養機

能を初め、生物や動植物の生態系の保全、景観、地域の多面的な役割も果たしております。そこ

で、現在の本町における木材の利活用の動向、取り扱い状況を踏まえまして、今後の林業振興策

について町長の見解をお伺いいたします。 

 ２番目でございますが、農用地の保全対策についてでございます。農用地の保全は、我がまち

の農業振興を推し進める上からも重要な業務であると認識をいたしておりますが、農村地帯の農

業者はほとんどが高齢者化し、先祖伝来の農地を守るがために日夜頑張って耕作されているのは
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言うまでもありません。しかし、現実的には圃場整備されたところでも、耕作放棄地、遊休農地

が目立つようになりつつあります。 

 一昨年の３月議会での農業農村支援策の中で、現状を踏まえて耕作放棄地対策協議会を設立し、

復元可能な農地については、中山間地域等直接支払制度の集落協定農地に編入していただくよう

集落に依頼して農地の保全に努めるとともに、将来は集落営農の足がかりにしたいとの町長の答

弁をいただいております。 

 その後、どのような取り組みがなされたのか。また、協議会の活動状況の内容はどうであった

のか、そして農地の集落営農の取り組みにつきましての実施期については町の広報紙等でも周知

したいと述べておられます。これらを含めて町長の見解をお伺いします。これで１回目の質問を

終わります。 

〔桑園 憲一議員降壇〕 

○議長（中尾 正男議員）   

 桑園議員、今の２点目は農業委員会会長ですね。町長にと言われましたが。２点目のは農業委

員会の会長でしょ。農用地の保全については。 

○桑園 憲一議員   

 よかですよ。農業委員会会長でいいですよ。 

〔町長 日髙 政勝君登壇〕 

○町長（日髙 政勝君）   

 桑園憲一議員から林業振興政策についてお尋ねがございました。お答えをさしていただきます。

議員の仰せのとおり、ことしは、フォレスト・フォア・ピープル、人々のための森林というテー

マのもとに、世界中の森林の持続可能な経営と保全の重要性を広く認識してもらうことを目的と

しました「国際森林年」であります。各国でさまざまな取り組みが展開されることになっており

ます。 

 日本におきましても「森を歩く」というテーマのもと、国土緑化推進機構や美しい森林づくり

の全国推進協議会が協力しまして、森林の保護あるいはこの育成、木材についての正しい理解促

進などを目的とした、官民挙げての活動が展開されることになっております。森林林業再生プラ

ンの実施元年でもある本年は、国民一人一人の意識の高まりが期待をされるところでございます。 

 本町の森林率におきましても６７％ということで、森林資源は量的にも豊富になってきておる

ところでございます。木材需要の約４割を占めるといわれます住宅部門での積極的な木材利用が、

有効な対策の１つであると思われます。そのためには、適切な伐採によりまして伐採した木材の

需要先を確保していくということが肝要かと考えております。 

 しかしながら、長引く不況によりまして、全国的なこの住宅着工戸数、これを見ますと、昭和

４８年に１９０万戸を超える住宅の着工戸数がございましたけれども、近年におきましては

１１４万とか１２５万あるいは１００万を切るような低迷の状況になってきてるところでござい

ます。やはり、木材価格の下落等の影響で、林業、木材産業の活力が低下しておりまして、木材

の利用拡大の政策が極めて重要な課題となっているところでございます。 

 本町の木造住宅の着工戸数を見てみますと、平成１９年度で１１３戸、平成２０年度で

１０４戸、平成２１年度で８０戸ということで、これも年々下回ってきてる状況がございます。 

 また、町の建築工事等におけます木材利用につきましては、平成２２年度事業としまして、本

年度でございますが、中津川の小学校と宮之城中学校の木造倉庫の建設、鶴田中学校の教室の間

仕切り壁の設置、白男川小学校の木製の机、いすの購入など、こういった計画で実施をしてきて

おりますし、これからもこれを着工する予定にいたしております。 
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 木材の取り扱い量につきましては、北薩木材流通センターの数字で見てみますと、平成６年度

に１万３,１６２立方メートルであったものが、平成１９年度で３万６,３７３立方メートル、平

成２０年度で４万２,４８２立方メートル、平成２１年度におきましては、若干下がっておりま

すが、３万３,５７５立方メートルとなっております。本年度におきましては、３万５,０００立

方メートル以上を見込んでいるとのことでございます。 

 一方、本町の平川地区へチップ工場を誘致をいたしまして、既に稼動をいたしておるところで

ございますが、今後やはり間伐材とか、あるいは竹材の需要というのが増大が予定されておりま

すので、今後森林資源等の有効活用が促進されるものと期待をいたしております。今後の林業振

興につきましては、木材を供給する森林整備の分野も、あるいは木材需要としての利活用の分野

も、総合的に考える必要があるかと思っております。 

 新しく公共建築物木材利用促進法というのが定められまして、国の森林林業再生プラン、これ

によりますと、現在の木材自給率２７.８％から、２０２０年におきましては、まず木材自給率

を５０％まで引き上げようと、こういう目標もされておりますので、今を好機ととらえまして、

関係機関が協力して地域の林業振興を促してまいりたいと考えているところでございます。 

〔町長 日髙 政勝君降壇〕 

〔農委会長 大野 靖孝君登壇〕 

○農委会長（大野 靖孝君）   

 それでは、農業委員会における農地のあっせん状況についてをお答えいたします。 

 農業委員会の活動業務の中に、優良農地の確保と有効活用の推進、耕作放棄地の発生防止と解

消等などがございます。農業委員会は、担当地域の農地情報に最も精通している者で、日常活動

の中で、農地パトロールや認定農業者等への農地利用集積等に取り組んでおります。 

 御質問の平成２２年の農地あっせん状況につきましては、農地法第３条関係が９７件で約

１８.７ヘクタール、農業経営基盤強化促進法の利用権設定促進事業では、貸し借りが８６件で

２１ヘクタール、売買が９件で約２.７ヘクタール、交換が２件で約１ヘクタール、贈与が３件

で約２ヘクタールとなっております。また、平成２２年までの認定農業者の集積は、２６５ヘク

タールとなっております。 

 これまでに農地あっせんを行う中で、あっせんが成立できなかったことは、未相続地によるも

のや、農地の用排水や道路等の立地条件等によるものでございます。 

〔農委会長 大野 靖孝君降壇〕 

○桑園 憲一議員   

 ２回目の質問に入りますが、林業振興の関係でございますが、町長の答弁の中で、町としても

木材の利用については、公共の場において多面的に活用されているということは本当に喜ばしい

ことだと思います。また、木材の取り扱い量についても、横ばいの状態と認識をいたしておりま

す。今後の景気の動向を見きわめて、活発になることを期待したいと思います。 

 国の木材動向を調べてみますと、輸入自由化によりまして、外材の供給量が増加いたしており

ます。木材供給量と自給率の推移を調べたところ、５年間で我が国の国産林の供給量は上回って

おります。しかし、新興国の木材需要の高まりによりまして、最近では国内の木材の自給率が、

少しであるが上向き始めていると、これは輸入減といった、いわゆる外的な要因が考えられると

いうことでございます。 

 その木材の自給率低下は、国内の林業就業者の減少を引き起こし、一方では、高齢化とともに

林業所得も厳しい状況にあると聞いております。農林水産省の調査によりますと、０８年度で山

林を２０ヘクタール以上保有している林業経営者の林業所得は年間で１０万３,０００円、
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０７年度は約２９万、０６年度は約４８万円であると。 

 年々、家族経営で林業にたずさわる人たちが減少し、林業収入が最大といわれる世帯は、全国

で約１.７％にすぎないと言われております。そういうところから考えまして、本町の林業就業

者の実態はどのような状況であるのかお伺いいたします。 

○町長（日髙 政勝君）   

 本町の就業人口の関係でございますが、町民所得推計によりますと、産業別の就業者数で見て

みますと、林業の就業者数というのは平成１８年で４８人、１９年度で４４人、２０年度で

４２人ということで、少しずつやはり減少をいたしてきておるようでございます。なお、国勢調

査によります林業就業者数についても同様の傾向にあると思っているところでございます。 

 ただ、農林業センサスの林業経営体ということで調べますと、林業経営体について、育林とか

あるいは伐採を行うことができる山林の面積が３ヘクタール以上の規模の林業で、育林または伐

採を適切に実施するものと限定をしておりますけども、そのほか、委託を受けて行う育林あるい

は素材生産、または立木を購入して行う素材生産の事業を行ってる者を林業経営体と呼んでおり

ますが、これらにつきましては、２００５年で１４７名、それから２０１０年におきましては

７８名ということで、４６.９％の減と、非常に激減という形の数字が出ております。 

○桑園 憲一議員   

 ５年間で約半分に減というような実態が出ているようですが、そこで、このように林業が停滞

した大きな原因、そこあたりについて町長の考えがあればお伺いしたいと思います。 

○町長（日髙 政勝君）   

 林業を取り巻く環境というのは、本当に、木材を供給するという一つの役割とともに、水源涵

養とか、あるいは保健休養とか、いろんな公益的な機能を有して、何とかこの辺も改善をしなけ

ればならないということで、国のほうもＣＯ２の削減の一環としまして、６％のうちの３.８％

が森林が役割を持っているんだということで、こういった山の整備については力を入れる方向に

はありますけども。 

 過去、林業が停滞をした大きな要因と考えられますのは、やはり長引く経済の不況も当然とし

てございます。そういうことで、木材の需要というのがなかなか伸びない、木材加工そのものが、

先ほどありましたとおり、従来の外国からの輸入というのが、外材が安いということで、もう加

工におきましては国内の供給率というのは２０％台でありますが、近い数字では２７.８％のと

ころに来ておりますけども。 

 やはり外国が輸出をストップをした関係で、先ほどもありましたとおり国産材が伸びたという

要因になっておるようですけども、今回そういうことで、少しずつではありますが伸びてはおり

ますけれども、やはり過去においてそれだけ停滞した要因というのは、なかなか木材の需要がな

かったというようなことでございます。 

 木材価格も当然として低迷をしたということが、大きな、最大の原因ではなかったかと思って

おります。そういうことで、山の整備というのが、遅々として進まなかったということもあるん

じゃないかと思っているところでございます。 

 林家の皆さん方も、そういうことで、生産意欲が低下をしてきたのではないかというふうに思

っております。そのほかにも、高齢化の問題とかいろいろあるかと思いますけども、最大の要因

というのはそういうことではないかというふうに理解をいたしております。 

○桑園 憲一議員   

 確かに、町長の今言われた水源涵養、これなんかも一番大事なところでございますが、一番い

けなかったは木材の需要がなかったというようなことを言われますが、やはり山林の所有者、非
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常に高齢化してきて不在地主になっている、いわゆる県外に住んでいらっしゃる、あるいは山は

あるけど亡くなられたりして所有者が判らないとか、そういう山も相当出てきてると思うんです。 

 それから２つ目は、下刈りとか除伐、間伐、伐採などの作業の集約化が進まなかったと、しか

も森林自体の荒廃を招いた間伐のおくれなどが見られて、光合成による栄養が十分に得られなけ

れば土壌がやせて、保水力も、大雨のときなどに水を蓄える力がなくて、災害の原因を起こすと

いうようなことも専門家は言われております。 

 それと一つは、やっぱり林業に従事する人たちが高齢化してきているということも、一つの要

因になってるんじゃないかと。 

 もう一つは、林道とか作業道が入っておりますけど、入れて２～３年まではいいんです。特に

作業道なんかについてはほとんど通れない、人の行けない、車も通らないと、荒れ放題というと

ころは、非常にあるような気がします。林道についても、普通のライフラインとは違ってなかな

か整備が進んでいないと。このような悪循環が、いわゆるこういう要因を引き起こしているんじ

ゃないかなというのも考えられるわけです。 

 外材の輸入あるいは国内の木材の流通が悪くなったというのも、一理あると思います。せっか

く平川のほうにチップ工場ができておりますから、林道の整備あるいは作業道の整備、いわゆる

山に入るところの玄関口でございます。高齢化すればなおさら歩いてまで行かない、ほとんどが

現場まで車で行けるような林道でなければますます森林は荒れてくると思うんですが、そういう

ところについての町長の考えをお聞きいたします。 

○町長（日髙 政勝君）   

 山が荒れないようにということで、これまでも、町有林あるいは民有林も同じように作業道を

入れたり、あるいは林道も今はずっと継続した路線もありますけれども、そういう形で、必要な

希望のあるところは、除間伐の促進をするためのいろんな補助事業も準備をしておりますし、森

林組合等を通じて、そういった取り組みをしていただいておるところでございます。 

 これはもう営々とずーっと今までもやってきておるわけでございまして、いかにやっぱり林業

家の皆さん方が、意欲を持って今後の山の造成ということを考えて活用していただくかというこ

とがあるかと思いますので、これについても、今までも関係の皆さん方には、町を通じまして、

あるいは森林組合関係者の皆さんを通じましてお願いをしているところでございますので、引き

続き作業道にしましても、あるいは除間伐についても、促進がされるように努力はしていきたい

と思っているところでございます。 

○桑園 憲一議員   

 本町における一番の今後の課題とするのは、林業就業者の確保を図るということではないかと

思うんですが、これはまた農業にも言えることで、全く待ったなしの状況であると認識いたして

おります。林業を利益のある産業に育てる、いわゆる林業が盛んであった地域は、今、過疎と高

齢化に非常に見舞われているのが現状ではないかと思います。 

 町長は、施政方針の中で、国が作成した森林林業再生プランに基づき、本町の森林整備におい

ても、飛躍的な森林施業の推進や効率的な林道等の整備の促進に努めてまいると述べておられま

すが、昨年の５月には、公共建築物等の木材利用促進法も成立いたしております。これらを含め

た森林振興策を関係機関団体と連携をとり、本町の森林再生に対する具体的な考え方があれば、

いま一度ここで町長の考えをお伺いしたいと思います。 

○町長（日髙 政勝君）   

 国のほうも、今ありましたとおり、新しく公共建築物等についてもできるだけ木材を使って、

木材の、いわゆる供給を増やしなさいというような状況がありますので、先ほどもちょっと申し
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上げましたとおり、本年度におきましても、学校の机、いすとかあるいは間仕切りとか、あるい

は体育倉庫、そういったものも木造でということで進めておるところでございます。 

 できるだけそういう方向で、今後の公共施設についても、整備ができる部分については、木材

利用については考えていきたいと思っているところでございます。そしてまた、再生プランがで

きております。 

 これも２０２０年、先ほど申し上げましたとおり、木材自給率を５０％まで引き上げようとい

うことでございますから、それについては、国もいろいろと手だてを考えてくれると思っており

ますので、それを有効活用しながら、今後も除間伐の推進、あるいは林道、作業道等の整備につ

いても、施業体と一緒になって進めてまいりたいと思うところでございます。 

○桑園 憲一議員   

 ２問目の農用地の保全対策については、これは、私の手落ちで、通告を町長と農業委員会長に

渡すべきところをうっかりしたということで、やむを得ません。これにつきましては、さっき農

業委員会長のほうで農業委員会の取り組み状況を報告していただきました。耕作放棄地の所有者

に対する指導、勧告ちゅうのは、もう農業委員会のほうでやるようになっておりますので、これ

は法律上。 

 耕作放棄地が出ないように、そしてまた、町のほうにございます耕作放棄地対策協議会ですか、

これをやっぱり軸にいたしまして、農用地域内だけでも、荒廃農地あるいは遊休農地が目立たな

いような対策を講じていただくようにお願いして、私の質問を終わります。 

○議長（中尾 正男議員）   

 以上で、１５番、桑園憲一議員の質問を終わります。 

 次は、１０番、岩元涼一議員の発言を許します。 

〔岩元 涼一議員登壇〕 

○岩元 涼一議員   

 通告に従いまして、２点についてお伺いいたします。 

 初めに、町が管理する施設の長寿命化対策についてであります。既設の町営住宅につきまして

は、今定例会初日に、長寿命化計画を策定して、早期の管理、修繕を行うことで、更新コストの

削減を目指したい、との町長の方針が示されました。建設されてから長年経過した施設について

は、経年劣化による老朽化が避けられないことから、時期を得た対策ではないかと感じたところ

でありますが、町が管理する施設は町営住宅だけではなく、ほかにも多くの施設が存在します。 

 学校施設の耐震化対策については、耐力度調査の結果をもとに、耐震補強工事などの対策が計

画的に講じられておりますが、中には校舎の一部あるいは体育館等で雨漏りが発生している学校

もあることから、早期の改修や補修をすることによって、施設の寿命を延ばせるのではないかと

思えます。また、学校施設以外の町が管理する施設についても、早い段階で補修や改修をするこ

とにより、結果的に管理費や更新コストの削減につながる事案もあるのではないでしょうか。 

 現在、指定管理されている施設につきましても、高額な補修、改修などについては、町が負担

をせざるを得ない状況にあることから、経年劣化や老朽化に計画的に対応することによって、長

寿命化を図れるのではないかと思われます。町が管理する他の施設についても、同様の計画を策

定して、施設の延命化を図りながら、安全性や快適性を求めていく考えはないか、これからの管

理体制について町長の考え方をお聞かせください。 

 次に、「子ども図書館」についてであります。 

 この図書館については、幼児期から本と触れ合うことの大切さや家庭教育における親子の触れ

合いが、子供の成長に大きく影響することから、触れ合い、交流の場として利用され、心豊かな
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さつまの子供を育成したいとの強い思いから、薩摩支所の空きスペースを活用して、県下初とな

る子ども図書館が開設されることとなったところであります。 

 年間利用者の見込みについては、薩摩中央公民館の図書室利用者数をもとに、約７,０００人

を見込んでいるとのことでありますが、子育てに悩むお母さん方のおしゃべりの場や子供同士が

遊べる場所としての「子ども図書館」となると、利用者はある程度限定されてくるのではないか

と思われます。 

 既設の図書室を維持しながら、新たな図書館を開設する以上、利用される方の視点を大事にし

た施設でなければなりません。開設に至るまでに協議された運営方法、及び運営に必要な年間の

維持管理費、経費の計画についてお伺いいたします。以上、１回目の質問とします。 

〔岩元 涼一議員降壇〕 

〔町長 日髙 政勝君登壇〕 

○町長（日髙 政勝君）   

 岩元涼一議員から出されました１点目の町管理施設の長寿命化対策についてお答えをさせてい

ただきます。 

 既設町営住宅の長寿命化計画策定に伴いまして、他の施設についても、早急の対応を行うこと

によって長寿命化を図ることができるのではないかということでございますが、今回の長寿命化

計画策定につきましては、国の社会資本整備総合交付金の補助を受けまして、これまでの対症療

法的対応から予防・保全型の維持管理にかわることによりまして、町営住宅の長期的な維持管理

を実現していくことを目的として、計画、策定をするものでございます。 

 お尋ねにあります他の公共施設の維持管理につきましては、関係法令及び町の例規集に定めて

おりますとおり、適正かつ効果的な管理に努めながら、特に、これまで国の経済対策交付金事業

等を積極的に活用いたしまして、公共施設の長寿命化を図ってきているところでございます。 

 例えば、流水小学校等の屋内運動場の改修工事を初め、薩摩農村環境改善センターや永野交流

館、鶴田中央公民館、神子地区コミュニティーセンター等の集会施設の改修、宮之城総合体育館

あるいは宮之城温泉プール、Ｂ＆Ｇ海洋センターなど社会体育施設の改修工事、宮之城歴史研修

センター、文化センターなど文化施設の改修、町営住宅につきましては、野中団地の屋根の外壁

工事等々、それぞれの施設について対応をしてまいってきたところでございます。 

 このように、公共施設の維持管理につきましては、必要な改修工事等を初め、定期的な点検作

業や設備交換を行うなど、良好な施設管理に向けた取り組みをいたしてきておるところでござい

ますが、財政投資額の規模、応急措置などによりまして、すべての施設で対応が十分であるとは

まだ言えない部分がございます。 

 御質問にもありますように、施設の長寿命化を図るための計画的維持管理、予防、保全を行う

ことで、ライフサイクルコストの縮減あるいは重大事故の未然防止、施設の寿命の延伸などに役

立つものと考えております。 

 しかし、合併後、町の管理の多くの公共施設が存在する現状を踏まえまして、財政的な面から

もありますし、今後の動向も考えますと、やはり公共施設の適正化ということを考えていく必要

があるかと思っておりますので、現在もそういったことで進めておりますが、今、公の施設の管

理のあり方についての検討委員会を立ち上げておりますので、さらに研究を進めてまいりたいと

思っているところでございます。 

 公共施設の適正化を目指しまして、今後も施設ごとの状態を見きわめながら、適切な時期に、

施設等々の計画的な改修や維持、工事等を進めていく必要があるだろうと考えております。公共

施設全体の今後の管理を考えますときに、施設が存在する以上は、一定の維持費というのは当然
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として必要となりますので、今後はこうした経費に備えるための基金等の造成等も考える必要が

あるかと思っているところでございます。 

 いずれにいたしましても、施設ごとの将来の利活用計画等を見きわめた上で、必要な施設に所

要の投資を行うことで、施設の適正な管理体制の構築と延命化を図ってまいりたいと考えており

ます。なお、今でも、その他の施設の中でも橋梁の長寿化のそういった作業も進めているところ

でございます。 

〔町長 日髙 政勝君降壇〕 

〔教育長 東  修一君登壇〕 

○教育長（東  修一君）   

 薩摩支所に今回開設する「子ども図書館」についての運営経費、運営方法等についてでござい

ますが、まず「子ども図書館」の運営についてであります。 

 現在、町内には３つの図書室が設置されておりますが、この運営方法につきましては、さつま

町図書室等運営規則に基づき、管理、運営されております。このため、「子ども図書館」として

設置しましても、町内で管理、運営が異なりますと、利用者の皆さんが混乱されますので、同様

の取り扱いの運営を考えております。 

 具体的には、現在、休館日が月曜日と毎月第３日曜日、この場合月曜日を開館しておりますが、

薩摩支所庁舎の「子ども図書館」部分は、基本的に土、日、祝日も開館することにしております。 

 また、管理体制につきましては、一部は現在の薩摩図書室が移転することになりますので、そ

の職員が１名おります。現在その運営は、その１名体制で行っておりますが、「子ども図書館」

として設置することになりますと、読み聞かせなどの指導や、例えば読書祭りなどのイベント、

絵本などの企画展等、読書活動の充実を図っていく必要がございますので、司書補等の専門職員

を嘱託職員として配置し、土、日、祝日、イベントや行事開催などの日によっては、２人体制で

運営したいと考えております。 

 具体的な活動内容についてですが、先にお示ししました「子ども図書館」整備計画の設置目的

やコンセプトを踏まえた取り組みを進めますとともに、よりよい取り組みや充実した内容のもの

となるよう、読書グループや利用者の代表、学識経験者などを委員とする読書活動推進協議会を

立ち上げて、幅広く意見を聞きながら検討してまいりたいと考えております。 

 次に、運営経費でございますけれども、平成２３年度当初予算におきまして、町内３つの図書

室の運営費は、全体で約９７６万円でございますが、共通経費を除きますと、現在の薩摩図書室

の運営経費は約２１５万円でございます。「子ども図書館」としましたときに増加する経費とし

ましては、主に、さきに述べましたイベント行事などを行う場合の人件費の部分が約７０万円の

増加、また休日等の開館におきます光熱水費などへの影響が約６０万円と見込んでおりますので、

これらを合わせますと、現薩摩図書室の増減では、約１３０万円の増と見込んでおります。 

〔教育長 東  修一君降壇〕 

○岩元 涼一議員   

 町営住宅の長寿命化計画については、国からの交付金等が今回示されたということで、それを

活用して予防・保全をということでございますが、具体的に予防・保全というのはどのような形

を考えておられるのか、ちょっとお聞きいたします。 

○建設課長（三浦 広幸君）   

 具体的には、まず長寿命化の策定内容としまして、ストックの状況、入居者の状況、それから

これまでの維持補修の、どういうことをやったかという取り組み、それらを調査しまして、それ

に基づきまして団地別、それから住棟別の状況の整理をいたしまして、それに対してそれぞれの
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利用計画を立てると。 

 具体的には、ここでどうこうというのは言えませんけれども、それらを調査した上で、今まで

従来的に行っております外壁とか屋根とか、そういう個別の大きな計画を立てて、中期的には

１０年計画、それを５年ごとに見直すということで考えております。そこら辺の、短期間に大き

な修理が発生しないように、それを調査して計画的に実施するということで考えております。 

○岩元 涼一議員   

 日ごろの管理体制といいますか、そういうものをしっかりやっておけば、計画、策定された計

画にのっとった実施ができるというような感じでございますが、他の建築物、町内の他の公共施

設といいますか、その施設について国が示している耐震基準っていうか、そういうものを満たし

てないというような施設というのが別にあるものかどうか、ちょっとその点についてお聞かせい

ただきます。 

○議長（中尾 正男議員）   

 判りますか。判る範囲で、財政課長。 

○財政課長（下市 真義君）   

 じゃ、私のほうからお答えさせていただきたいと思います。 

 年次的に耐震診断をこれまで進めてまいりまして、いわゆる耐震診断で基準を満たさないもの

につきましては、これまで順次整備を進めてまいっております。 

 ほとんどは基準を満たしているという状況でございまして、近年におきましては、求名小学校

の関係あるいはまた薩摩中学校の校舎の関係というのが基準を満たしてないということから、

２４年度から一応年次的に解消していこうという計画ではいるところでございます。 

○岩元 涼一議員   

 学校施設については、そういう形で今までも耐震調査がなされて、計画的に改修される予定で

あるというのはもう判っておりましたけど、その点を除いてという形の質問をしようかなと思っ

てたんですが、ちょっと舌足らずで失礼をいたしました。 

 私が申し上げたかったのは、学校施設を除いたほかのいろんな公共施設があるんですが、それ

についての耐震基準っていうか、そういうものが把握されているのかどうかと、その点について

だったんですが、これはもうその他の施設については、大体耐震基準をクリアしてるという考え

方で理解すればいいんですか。 

○財政課長（下市 真義君）   

 町内の学校以外の施設につきましても、ほとんど耐震診断を実施いたしてきております。まだ

実施していないのが薩摩地区の３交流館、それと文化センターのいわゆる本館のほう、これにつ

いてはまだ未実施という状況でございまして。 

 あとこの庁舎が一応満たしてないということでございますけれども、ほかの施設については一

応満たしているということで、どうしても満たしていない場合には、当然補強しなければならな

いということでは計画をいたしております。 

○岩元 涼一議員   

 耐震基準を満たしていないというか、まだ調査が手つかずというような施設については早急な

対応をすべきであると、やはり不特定多数の方が利用される施設でありますので、いついかなる

事例が発生するかもしれませんので、早急な対応を求めたいと思います。 

 それと、学校施設についても、県の補助金等の関係もございますので一概には言えないかもし

れませんけれども、２３年度から実施計画もあるようですので、できるだけ前倒しで。と申しま

すのも、昨日も話があったんですけれども、庁舎建設の問題等の絡み等もございますので、やは
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り町民が安心して活動できる施設にはするべきであろうと思うところでございます。 

 あと、耐震基準だけではなくて、例えば給水施設とか空調施設、設備、そういう点について、

これまでの厳しい予算であった関係で、先延ばしされてきたようなそういう事例、事案というよ

うなものは把握されてないか、財政課サイドで結構です。 

○財政課長（下市 真義君）   

 それぞれの行政財産につきましては、それらの所管課のほうで管理をいたしておりますけれど

も、ほとんどそういった危険性が予測される場合には、その旨予算計上されて、その分について

は、もう最優先的に予算化をしていっている状況でございます。 

○岩元 涼一議員   

 これまでも見ておりますと、的確に、適切に判断されまして、いろんな事案等が発生した場合

は、対応されてきたように感じているところでございますが、まだこれからも、施設の経年劣化

というものは当然発生しますので、建物の耐震化については当然最重要課題でありますので、そ

の点については計画的なところもありましょうし。 

 ただ、先ほど申し上げました学校施設の軽微な雨漏りですね、こういう点についても、早急な

対応といいますか、そういうことをされておいたほうが長寿命化にそれこそつながるのではない

かなという気がいたしますので、それは所管課とまた財政課サイドで協議をされまして、対応し

ておいていただきたいと思います。 

 学校施設につきましては、特に、今まだいろんな問題がありますので、現時点でということは、

まだちょっと判断に迷われるというか、そういうケースもあろうかと思いますけれども、児童生

徒が在籍しております以上は、この安全面の確保、この点についてはどうしても担保されなけれ

ばならないわけでございます。 

 また、公共施設についても同様に、不特定多数の方が利用されますので、その安全性の確保、

それとまた、快適性、それから利便性、そういう点についても対応していただきたいと。 

 先ほどからありますように、緊急経済対策の交付金があった関係で、総合体育館の屋根補修と

か、そういうのもできておりますので、その分については前倒ししてできたというか、その点が

ありますので、他の施設についても、点検といいますか、確実な長寿命化についての対策、それ

をぜひやっていただきたいと思うところでございます。 

 先ほど町長のほうからも、公共施設については、建てかえとかそういうのをするときには、木

材を使った方針も考えていきたいというような答弁もされておりますので、この点については執

行部サイドの適切な対応を求めたいと思います。続けてよろしいですか。 

○議長（中尾 正男議員）   

 ２番目に行かれますか。 

○岩元 涼一議員   

 はい、２番目に行きます。 

○議長（中尾 正男議員）   

 質問の途中でありますけれども、ここで休憩します。再開はおおむね午後１時５分とします。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

休憩 午前１１時５３分 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

再開 午後 １時０５分 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

○議長（中尾 正男議員）   
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 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 一般質問を続けます。 

○岩元 涼一議員   

 午後から２問目についてということを思っておりましたけれども、町長のほうに、さきの１問

目の点について、最初の答弁の中で、そのような形で対応していくというような答弁をいただい

たわけですけれども。 

 耐震化による安全性はもちろんですけれども、やはり町民が使われる施設については、ある程

度利便性とか快適性というのも当然必要とされますので、そういう点については、それぞれの担

当課と協議をして、財政も好転してきているというような話もあったところでございますので、

そういうきめ細かな対応をしていく考えをお持ちかどうか、その点についてだけ聞かせをいただ

きたいと思います。 

○町長（日髙 政勝君）   

 公共施設につきましては、もう広く一般特定多数の方が御利用いただいておるわけであります

ので、やはり基本的には安全を期するということは大事なことでございます。したがいまして、

耐震診断の関係につきましては、先ほどありましたとおり、まだ実施をしていないところもある

ようでございますから、これについては、財政の状況を見きわめながら計画的に進めていきたい

と思っております。 

○岩元 涼一議員   

 次に、「子ども図書館」の件についてですけれども、さきの臨時会におきまして、図書館を開

設したいということで、１,２００万程度可決されて、これからされるわけですけれども、先ほ

ど教育長の答弁にもありましたように、図書館のこれからの運営費、これについては９７５万程

度当初予算に計上されておりますけれども。 

 先ほど、現在の中央公民館の図書室との関係で、ちょっと１３０万というようなあれも出てき

たわけですが、「子ども図書館」に係る運営費というのは、今予定されてるのは９７５万、施設

の管理費については支所の管理費の中に含まれているという、こういう認識でよろしいでしょう

か。 

○教育長（東  修一君）   

 基本的には薩摩図書費の運営費が、大体２１５万ぐらいですので、それにプラス１３０万とい

う形で考えていただければというふうに思っております。 

○岩元 涼一議員   

 ということは、「子ども図書館」の運営費については、３４５万程度を予定されているという

ことでよろしいですね。 

○教育長（東  修一君）   

 先ほども申しましたように、薩摩図書室がありますので、それを移しますので、若干あそこの

図書室も移しますから、「子ども図書館」の中に一般の図書も入れますが、そういうことを、い

わゆる下に移したそこの運営費が、今、議員御指摘のとおりの額になるというふうに考えていた

だきたいと思います。 

○岩元 涼一議員   

 これについては運営費であって、人件費は含まれないということですか。 

○教育長（東  修一君）   

 人件費が、今、トータルとして増えますのが１３０万増えるわけですけれども、その中の人件

費が増える部分が７０万、残りの６０万が、土、日とかいろいろ運営をしますので、光熱費とい
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う、そういう管理運営費ということで、人件費は今のところ７０万今までにプラス増えるという

ことでございます。 

○岩元 涼一議員   

 先ほど、土、日、祝日も開館したいということでしたけれども、そうなりますと人件費につい

ては、その程度で足りるんですか、年間の維持費からいけば。 

○社会教育課長（岩元 義治君）   

 人件費のほうが７０万程度増えるということで申し上げましたが、一応基本的に今は１人体制

で運営をしております。「子ども図書館」としたときに、毎日を２人体制ということではなくて、

土、日であったり、あるいはいろんなイベントをしたり、行事をしたり読み聞かせ指導をしたり、

そういう、不定期といえば不定期な中で、こういったイベントがあるときに２人体制でしていき

たいというふうに思いますので、その分が７０万円増えるということで思っております。 

 人件費的には、現在、薩摩図書室が１６５万８,０００円ですけれども、これに７０万程度加

えて、一応人件費総額では、２３５万６,０００円程度を新しい「子ども図書館」になったとき

には見込んでいるところでございます。以上です。 

○岩元 涼一議員   

 それから、今回の予算にも、現在の中央公民館の係の方の分の人件費も計上されているわけで

すけれども、これについては、もう図書館が開設されてそちらのほうに移られるまでという考え

なのか、移ってからのやつも入っているという考え方でいいのか、その点についてちょっとお聞

かせください。 

○社会教育課長（岩元 義治君）   

 図書館運営費については、図書館費ということで、３図書室同時に予算を計上しておりますが、

これが、先ほど申し上げましたように、２３年度で９７５万程度あるわけです。薩摩図書室につ

いては、この人件費が１６５万８,０００円今組んでおりますが、当初の段階では、一応今の体

制の人件費しか組んでおりませんので、２人体制になる部分の予算につきましては、開館する前

の補正予算等で対応していくということで考えております。以上です。 

○岩元 涼一議員   

 年間の運営費、そういうものについて、どの程度かかるか、総額でということで、それが

３４５万ということでございました。 

 この図書館のこのコンセプトから考えますと、子供を持つお母さん方の交流の場とか、それか

ら子供たちが、これまでの図書館は静かにするのが通常なんだけれども、この図書館については

そこまで制限しないというか、使いやすいというのを考えて設置したいというようなことでござ

いますが。 

 そうなりますと、先ほど中央公民館の図書室の関係もございますけれども、大人、一般の方の

利用というのはもう全然対象とされないか、本は移したいというような話もあったわけですけれ

ども、そうなってくると一般の方は使いづらい施設じゃないかなという気がするんですが、そこ

辺についてはどのようにお考えか。 

○教育長（東  修一君）   

 大きな目的が２つございまして、もちろん「子ども図書館」もそうですけれども、この話をし

ましたときに、薩摩図書室の活用がなされていないと、なされていないというと語弊があります

が、ほかの図書館とすると、ということでございまして、これの活用の方策も図るということで

ございますので、一般の方々も大いに対象にしてるというふうに考えていただきたいと思います。 

 ただ、子供が暴れたりいろいろして邪魔になるんじゃないかというような御心配かと思います
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けど、これにつきましては、本棚等である程度の仕切りをしたり、あるいは子供が主にそういう

活用するところは、御案内と思いますけど、町長室等の壁でブロックされているところがござい

ますね、ああいうところを主に活用をするような形で検討をしまして、できるだけ両方が大いに

活用されるような方策を検討していきたいというふうに考えております。 

○岩元 涼一議員   

 運営の小さな細かなことについては、開設されて運用される中で改善すべきは改善されていく

べきであろうと考えるところですが、子供の声、施設を間仕切りというか、そういうものをして

防音対策、当然そこになればセキュリティーの面との関連も出てくると思うんですが、職員の執

務に影響がないような体制が開館時でとれるのかどうか、その点についてお伺いします。 

○教育長（東  修一君）   

 大きく分けて行政の執務部分と図書館部分で２つに分けます。その中は、特に土、日を利用す

る関係もございますので、何か間仕切りの壁、白い、何ていうんでしょうか、ガラスじゃないん

ですが、そういうもので仕切って、まず行政等と図書館は分けるというようなこと。そして図書

館の中は、今、先ほどございましたような形で、大人が利用するところと子供が利用するところ

はある程度分けると、そのような形で対応して、セキュリティー、それから騒音の対策です。 

 それから特に、この前も質問ございましたけれども、中学生あたりが静かに勉強したいとか、

そういうのにつきましては、また今後、薩摩図書室が下のほうに移りますので、その空きスペー

スもございますので、そういうところもある程度は、これは中高生用のそういうのに対応できな

いか、そういうことも考えてまいりたいというふうに考えております。 

○岩元 涼一議員   

 自分の体験を踏まえまして、やっぱり学習、勉強は静かな環境のほうが集中できていいかなと

いう気がいたしますので、中央公民館の図書室あたりは十分学習の場として活用できるようにし

ていただきたい。そうなりますと、しかし図書の貸し出しというのは、もう上のほうではやらな

いということでよろしいですね。 

○教育長（東  修一君）   

 図書につきましては、もう全部下のほうに移すということで考えていただきたいと思います。 

○岩元 涼一議員   

 それから、図書館となりますと、やはりそれを管理するといいますか、設置するための条例が

必要になるかと思いますが、この点については条例を制定して運用されるのか、それとも規則と

いいますか、そういうので運用をされるのか、そこら辺についてお聞かせいただきたいと思いま

す。 

○教育長（東  修一君）   

 運営管理等は、あるいは運営内容等も、今までお示ししましたとおりのことをやりたいと。 

 今おっしゃるその手法でございますけども、それにつきましては、今後条例で定めたほうがい

いのか、といいますのは、今、ほかのところが規則で定めておりますので、先ほど言いますよう

に、そういうバランスといいましょうか、町民の皆様の利便性も含めながら今後検討をさせてい

ただきたいというふうに思います。 

○岩元 涼一議員   

 当然施設の改修をして、そして開館へ向けていろいろ手順を踏まれるわけですけれども、その

中で設置条例も考えていきたいと。先ほど申しましたように、住民生活に光をそそぐ交付金の関

係で、しかも薩摩支所のほうの空きスペースがあるということで、そこの有効利用という、ここ

がちょうど一致したといいますか、そういう形での運営になろうかと思いますが。 
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 条例についても今後検討して設置したいとか、そういう形がちょっとあるような気がしますの

で、これまでに開館に向けての協議というか、そういう時点でそういうものについては、既に方

向性を定めて準備に入っておくべきじゃないかなという気がするんですが、今後検討しなければ

ならない理由といいますか、そこについてお聞かせいただきたいと思います。 

○教育長（東  修一君）   

 トータル的ないろんな細かなことも含めまして、年度内に、先ほど来申し上げますように、こ

の読書活動推進協議会を起こしまして、そういうことも含めながら細かに検討していきたいと、

年度内には会議は持てないと思いますけれども、できるだけ４月の早い機会にはそういうのを持

ちながら、できますれば２３年度中には開館ができるような形で努力をしていきたいというふう

に思っております。 

○岩元 涼一議員   

 ２３年度中の開館を目指しておられるんですか。（「そうです」と発言する者あり。） 

 大体いつごろというか、そういうのではなくて、２３年度中という幅広い。 

○教育長（東  修一君）   

 今おっしゃいますように、細かなことの検討もある程度、もう予算もあれしましたので、でき

るだけ早くとは思っておりますけども、いつまでという期日はまだ今のところ決めておりません

けれども、できるだけ２３年中の、早いといいましても、今のところまだ具体的な期日まではし

ませんが、できるだけ早い機会に開館できるように努力をしたいと思います。 

○岩元 涼一議員   

 先ほど言いましたように、開設に係る事業費等についてはもう既に決まっておりますので、そ

こ辺を考えれば、まあ、検討する内容もあるんでしょうけれども、ある程度の目安を、いつごろ

までには開館するというような方向性を決めていかないと、準備が整い次第とかそういう形でい

きゃあまだまだ開館がおくれていくんじゃないかなという気がするんですが、そこ辺についても

う少し意気込みをお聞かせください。（発言する者あり） 

○議長（中尾 正男議員）   

 ここでしばらく休憩にします。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

休憩 午後１時２３分 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

再開 午後１時２３分 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

○議長（中尾 正男議員）   

 会議を再開します。 

○教育長（東  修一君）   

 大変済いませんでした。一応目途としましては１０月ごろの、できますれば、読書週間がこの

ころございますので、そこを目途にできるだけ急いでいろんなことを進めていきたいというふう

に思います。 

○岩元 涼一議員   

 内容自体は、これまでもいろいろ説明がございまして、大変すばらしい施設であるということ

で、開館したいということでございますが、先ほども言いましたように、タイミングがよかった

のか悪かったのかというような感じもちょっと受けますので、今、教育長のほうから、１０月の

開館へ向けて準備を急ぎたいというようなことでございますので善処されるように。 
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 先ほども申し上げましたように、幼児期にこういう環境といいますか、そういう場を与えるこ

とが、子供にとっては将来の人間形成に大きく影響するというのは、これはもう言われているわ

けでございます。 

 その中でそういう場を提供したいという理念のもとに開設されるわけですので、年間７,０００人

程度の入館者見込みということでございますが、目標は大きく持って進めていただきたいと思い

ますが、我々もまた、これを注視しながらいかなければならないなと考えるところであります。 

 先ほど、読書活動推進協議会ですか、これをつくってこういう意見も踏まえながら進めていき

たいということでございますので、利用者から好まれるような図書館、あるいは設置目的の理念

に基づいたような図書館となるように進めていただきたいという感じに思うところでございます。 

 目標の入館者数を上回るような利用者があることを期待いたしまして、私の質問を終わります。 

○議長（中尾 正男議員）   

 以上で、岩元議員の質問を終わります。 

 これで、通告に基づく一般質問を終わります。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

△散  会   

○議長（中尾 正男議員）   

 ３月１４日は午前９時３０分から本会議を開き、総括質疑を行います。 

 本日はこれで散会します。 

散会時刻 午後１時２６分   
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平成２３年第２回さつま町議会定例会会議録 

                            （第４日） 

○開議期日    平成２３年３月１４日  午前９時３０分 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

○会議の場所   さつま町議会議事堂 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

○当日の議員の出欠は次のとおり 

 出席議員（１９名） 

   １番  森 山   大 議員      ２番  東   哲 雄 議員 

   ４番  米 丸 文 武 議員      ５番  川 口 憲 男 議員 

   ６番  新 改 秀 作 議員      ７番  平八重 光 輝 議員 

   ８番  平 田   昇 議員      ９番  舟 倉 武 則 議員 

  １０番  岩 元 涼 一 議員     １１番  内之倉 成 功 議員 

  １２番  柏 木 幸 平 議員     １３番  楠木園 洋 一 議員 

  １４番  内 田 芳 博 議員     １５番  桑 園 憲 一 議員 

  １６番  市 來   修 議員     １７番  新 改 幸 一 議員 

  １８番  木 下 敬 子 議員     １９番  木 下 賢 治 議員 

  ２０番  中 尾 正 男 議員     

 欠席議員（１名） 

   ３番  麥 田 博 稔 議員 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

○出席した議会職員は次のとおり 

 事 務 局 長  王子野 建 男 君   議 事 係 長  中 間 博 巳 君 

 議 事 係 主 幹  平木場 達 郎 君   議 事 係 主 査  垣 内 浩 隆 君 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

○地方自治法第１２１条の規定による出席者は次のとおり 

 町     長  日 髙 政 勝 君   教  育  長  東   修 一 君 

 副  町  長  和 気 純 治 君   教委総務課長  山 口 正 展 君 

 企 画 課 長  湯 下 吉 郎 君   社会教育課長  岩 元 義 治 君 

 環 境 課 長  貴 島 晃 人 君   建 設 課 長  三 浦 広 幸 君 

 介護保険課長  中 村 慎 一 君   農 政 課 長  平 田 孝 一 君 

 健康増進課長  村 山 茂 樹 君   耕地林業課長  山 口 良 一 君 
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○本日の会議に付した事件 

第 １ 議案第 ３号 さつま町長等の給与の特例に関する条例の制定について 

第 ２ 議案第 ４号 さつま町環境基本条例の制定について 

第 ３ 議案第 ５号 さつま町報酬及び費用弁償等に関する条例の一部改正について 

第 ４ 議案第 ６号 さつま町職員の給与に関する条例等の一部改正について 

第 ５ 議案第 ７号 さつま町神の湯ふれあい公園条例の一部改正について 

第 ６ 議案第 ８号 さつま町鶴田ダム公園等条例及びさつま町観光公園条例の一部改正につ

いて 

第 ７ 議案第 ９号 平成２３年度さつま町一般会計予算 

第 ８ 議案第１０号 平成２３年度さつま町国民健康保険事業特別会計予算 

第 ９ 議案第１１号 平成２３年度さつま町後期高齢者医療特別会計予算 

第１０ 議案第１２号 平成２３年度さつま町介護保険事業特別会計予算 

第１１ 議案第１３号 平成２３年度さつま町介護サービス事業特別会計予算 

第１２ 議案第１４号 平成２３年度さつま町農業集落排水事業特別会計予算 

第１３ 議案第１５号 平成２３年度さつま町水道事業会計予算 

第１４ 議案第１６号 平成２３年度さつま町簡易水道事業会計予算 

第１５ 議案第１７号 さつま町健康ふれあい公園の指定管理者の指定について 
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議 案 付 託 表 

委員会 議案番号 件             名 

総  務 

常任委員会 

（第２委 

 員会室） 

３ 

５ 

６ 

９ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

さつま町長等の給与の特例に関する条例の制定について 

さつま町報酬及び費用弁償等に関する条例の一部改正について 

さつま町職員の給与に関する条例等の一部改正について 

平成２３年度さつま町一般会計予算（関係分） 

 第１条 歳入歳出予算 

  歳 入 

    １款 町税 

    ２款 地方譲与税 

    ３款 利子割交付金 

    ４款 配当割交付金 

    ５款 株式等譲渡所得割交付金 

    ６款 地方消費税交付金 

    ７款 ゴルフ場利用税交付金 

    ８款 自動車取得税交付金 

    ９款 地方特例交付金 

   １０款 地方交付税 

   １１款 交通安全対策特別交付金 

   １３款 使用料及び手数料（関係分） 

   １４款 国庫支出金（関係分） 

   １５款 県支出金（関係分） 

   １６款 財産収入（関係分） 

   １７款 寄付金 

   １８款 繰入金（関係分） 

   １９款 繰越金 

   ２０款 諸収入（関係分） 

   ２１款 町債 

  歳 出 

    １款 議会費 

    ２款 総務費 

    ３款 民生費（関係分） 

    ７款 商工費（関係分） 

    ８款 土木費（関係分） 

    ９款 消防費 

   １２款 公債費 

   １４款 予備費 

   人件費全部 

 第２条 債務負担行為（関係分） 

 第３条 地方債 
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委員会 議案番号 件             名 

 

 

１７ 

 第４条 一時借入金 

 第５条 歳出予算の流用 
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１０ 
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１４ 

さつま町環境基本条例の制定について 
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   ２０款 諸収入（関係分） 

  歳 出 
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平成２３年度さつま町介護保険事業特別会計予算 

平成２３年度さつま町介護サービス事業特別会計予算 
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さつま町神の湯ふれあい公園条例の一部改正について 

さつま町鶴田ダム公園等条例及びさつま町観光公園条例の一部改正につ

いて 

平成２３年度さつま町一般会計予算（関係分） 

 第１条 歳入歳出予算 

  歳 入 

   １２款 分担金及び負担金（関係分） 

   １３款 使用料及び手数料（関係分） 

   １４款 国庫支出金（関係分） 

   １５款 県支出金（関係分） 

   １６款 財産収入（関係分） 

   ２０款 諸収入（関係分） 

  歳 出 

    ６款 農林水産業費 

    ７款 商工費（関係分） 
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委員会 議案番号 件             名 

 

 

 

１５ 

１６ 

    ８款 土木費（関係分） 

   １１款 災害復旧費 

 第２条 債務負担行為（関係分） 

平成２３年度さつま町水道事業会計予算 
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△開  議  午前９時３３分   

○議長（中尾 正男議員）   

 おはようございます。ただいまから平成２３年第２回さつま町議会定例会第４日の会議を開き

ます。開会に当たりまして一言申し上げます。 

 去る３月１１日、東北・関東地区を中心にマグニチュード９.０という世界最大級の巨大地震

が発生をしました。この地震により大津波が発生し、家屋、建物はもちろんのこと、犠牲者、行

方不明者等は数万人に上がるという膨大な被害が発生したところであります。まことに痛恨のき

わみであります。被災された方、犠牲となった方に対し心から哀悼の意を表し、衷心より御冥福

をお祈りいたします。 

 本日の議会開会に当たり、黙瓸をささげたいと思います。 

○事務局長（王子野建男君）   

 全員起立され、３０秒間黙瓸をお願いいたします。黙瓸。 

〔黙瓸〕 

○事務局長（王子野建男君）   

 黙瓸を終わります。御着席ください。 

○議長（中尾 正男議員）   

 本日の会議に３番、麥田博稔議員から欠席する旨、また１７番、新改幸一議員から途中退席す

る旨届出がありましたので、お知らせします。 

 本日の日程は、お手元に配付してあります議事日程のとおりであります。 

 これから、３月３日提案がありました議案第３号から議案第１７号までの議案１５件について

総括質疑を行います。なお、質疑に当たっては、総括的な事項について質疑を願います。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

△日程第１「議案第３号 さつま町長等の給与の特例に関

する条例の制定について」、日程第２「議案第４号 さ

つま町環境基本条例の制定について」   

○議長（中尾 正男議員）   

 まず、日程第１「議案第３号 さつま町長等の給与の特例に関する条例の制定について」及び

日程第２「議案第４号 さつま町環境基本条例の制定について」の議案２件を一括して議題とし

ます。各議案の提案理由については説明済みであります。 

 これからただいまの議案２件に対する質疑を行います。質疑はありませんか。ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中尾 正男議員）   

 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 ただいま議題となっております議案２件については、お手元に配付しました議案付託表のとお

り、それぞれの所管の常任委員会に審査を付託します。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

△日程第３「議案第５号 さつま町報酬及び費用弁償等に

関する条例の一部改正について」、日程第４「議案第

６号 さつま町職員の給与に関する条例等の一部改正につ

いて」日程第５「議案第７号 さつま町神の湯ふれあい公

園条例の一部改正について」日程第６「議案第８号 さつ

ま町鶴田ダム公園等条例及びさつま町観光公園条例の一
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部改正について」   

○議長（中尾 正男議員）   

 次は、日程第３「議案第５号 さつま町報酬及び費用弁償等に関する条例の一部改正につい

て」から、日程第６「議案第８号 さつま町鶴田ダム公園等条例及びさつま町観光公園条例の一

部改正について」まで、以上の議案４件を一括して議題とします。 

 各議案の提案理由については説明済みであります。これからただいまの議案４件に対する質疑

を行います。質疑はありませんか。ありませんか。７番、平八重光輝議員。 

○平八重光輝議員   

 さつま町報酬及び費用弁償等に関する条例の一部改正についてでありますが、これまで支払っ

ていた日当等を減額するということでありますが、この見直しの減額の対象といいますか、一番

低いところの金額だけが対象になっているようでありますが、ほかのこの日当等については検討

されなかったものか、お尋ねいたします。 

○町長（日髙 政勝君）   

 これまで常勤はもちろんでございますが、一般職、そしてまた議会議員の皆さん方、ずっと減

額の方向がここ１年ございまして、やはりこの非常勤、特別職等につきましても見直しをやっぱ

りすべきではないかと、今日のこういう経済情勢もありますということで、いろいろ他町との比

較検討もいたしました。 

 減額をしてないもの、ここには提案してございませんが、ほかのところと比較した場合、本町

の場合は高い位置ではないというようなことでございました。ただここに出ております日額報酬

については、高いというところが見受けられましたので、今回均衡を保つ上からも減額をいたし

たところでございます。 

○議長（中尾 正男議員）   

 ほかにありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中尾 正男議員）   

 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 ただいま議題となっております議案４件は、お手元に配付しました議案付託表のとおり、それ

ぞれの所管の常任委員会に審査を付託します。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

△日程第７「議案第９号 平成２３年度さつま町一般会計

予算」   

○議長（中尾 正男議員）   

 次は、日程第７「議案第９号 平成２３年度さつま町一般会計予算」を議題とします。 

 議案の提案理由については説明済みであります。これから本案に対する質疑を行います。 

 質疑はありませんか。８番、平田昇議員。 

○平田  昇議員   

 ただいま町長から報告がございましたが、その報告とダブるところがありますけれども、町内

の声があるということも申し伝えたいので質問させてください。 

 一般会計予算の５４ページ最下段、ねぶたに関して、９２ページ、民生費の中の災害救済医療

費、１９９ページの災害復旧費に関連して質疑させていただきます。 

 連日報道される全国の地震、津波によるむごたらしい実情を目にして、日本は大丈夫なのだろ

うかと、今自分たちは何をすべきかとの思いを抱かない人はいないと思います。日常の会話で交
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わされることです。 

 昨日の朝、ある御婦人から電話を受けました。「近くに住むまだ二十歳にならない甥が、さつ

ま町は何かをすべきですと、過去の地震、水害でさつま町はいろんな救いを受けたと、今私たち

がどこよりも早く被災者の救済に取り組まなければならないと思うと。これから友人たちと協力

して募金活動、献金運動、いろんなことに取り組む考えですというのです。私も全く同じ思いで

す」と、この御婦人も申されました。 

 また、昨夜は１人の男性から電話がありました。「おじが、家、屋敷等多くの家財を残して世

を去った。生きていて今日の地震、津波による惨状を知ればとても悲しむはず。だから、おじが

私に残してくれた布団等や家具材を被災者に提供したいと思うが、どうすればよいのか」と言わ

れ、私は町も間もなく立ち上がるはず、しばらく待ってくださいと言っておいた。 

 私は自分のことを考えた。自分は議員としてどうすべきか。それには絶好のものがある。私た

ち議員は月々５,０００円積み立てることにしているが、これを半年、または１年間、またはさ

らに１年間積み立てて被災者救済に当てればよいと、ねぶた交流を願った思いが最大限に生かさ

れる、被災地全域に、これは私の思いです。 

 町長は全国各地の皆さんが悲惨な思いに打ち沈んでいるとき、そして何とかできないかと心を

痛めているとき、さつま町が心を一つにしてどう取り組むべきか、町長の強烈な町民に対する訴

えを期待したいわけでございますが、町長、お考えをいただきたい。 

○町長（日髙 政勝君）   

 今回の本当にこの悲惨な災害を見聞きする中で、私どものこのまちにおいても、昭和４７年

４月６日、そして平成１８年７月２２日の大水害、そしてまた平成９年３月２６日、５月１３日、

こういった地震の被害、これらはやっぱり本当に経験をしている中でございますので、こういっ

た水害を受けられた地域の皆さんの気持ちというのは、同じ気持ちだと思っております。 

 本当に自分のこととして決して他人事じゃないと、そういう感じで皆さんお受けとめでござい

ますから、できるところで早くそういう被災地区の皆さん方にこういった気持ちを届けていきた

いというようなことで、募金活動をしようじゃないかということで、町民の皆さん方にも呼びか

けていこうということに決定をいたしたところでございます。 

 救援物資とか、そういうこともありますけれども、当座はやっぱりそういう活動を早く立ち上

げて、そういう思いを伝えていきたいと、こういう感じでございます。 

○川口 憲男議員   

 私もおなじようなことで、安全安心対策課のほうでいろいろ防災無線、災害対策費等が今年度

も計上されておりますけれども、地震を踏まえて一番感じるところが、情報が全然伝わってない

ということを強く言われました。 

 我々の水害を受けたときにも、情報が伝わらないということを重々されたわけですが、この予

算の中で例えば旧３町の防災無線といいますか、無線システムが各社バラバラやったということ

を聞き、消防署ではそれを統一するちゅうような話があったんですが。 

 町長、ここあたりのところは、いち早くこの一体化を図らにゃならないし、そういう防災に向

けた方向性がとられるべきと思うんですが、今後こういう災害対策、それから防災無線の設置で

どういうような方向性を考えておられるのか、ちょっとお聞きします。 

○町長（日髙 政勝君）   

 旧町ごとにそのメーカーがそれぞれ違いましたので、その辺の合併をいたしまして一緒にまと

めるということがなかなかできなくて、私も放送するときには本庁でして、各両支所に行って放

送をするというような実態でございました。 
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 非常に不効率な面がございますので、ことしは統合卓をこの本庁のほうに設置をして、統合卓

の中で、１カ所で放送ができるように整備をいたしたところでございます。 

 今後の方向性としましては、やはりこのデジタル方式というのが出ておりますので、今後そう

いうデジタル化の取り組みにつきまして、今計画を進めつつあるところでございます。この辺に

ついては、また今後具体的になるところで、議員の皆さん方にもいろいろとお諮りをしながら、

御判断をいただけばありがたいことだと思っているところでございます。 

○川口 憲男議員   

 理解しました。聞いてましてやっぱし無線ですから、有線よりかより高度に情報が伝わるんじ

ゃないかと思いますけれども、予算も伴うことですから、ぜひそこは取り入れていただけるよう

に要望しておきます。 

 それから、総務課長のほうにちょっとお聞きしたいんですが、健康増進とか健康関係のところ

では、地域の皆さんには人間ドックとか、いろんなことで健康増進を図ってるわけですが、総務

課のほうで、予算書の４３ページ、款目の２の１の１ですか、職員福利厚生費の職員健康診断が

実施されてるわけですが、その中で結核検診、それから人間ドック未受診者の約２００人を対象

にして実施されておりますけれども。 

 これは毎年同じような状況の中で２００人を対象というような形で出てきておるんですけれど

も、実際退職された方、いろんな方を見ますと、病気といいますか、いろんなことがあって体を

病んでいらっしゃる方がいらっしゃると私は思っておりますけれども、ここの職員に対する健康

診断の対応ですか、どういうふうに行われているのか。 

 人間ドック未受診者２００人を対象ということでありますけれども、これ全く２２年と同じよ

うな文章で、同じ人たちを同じように通していかれるというような感じなんですけど、町民

６０％ぐらいだったですか、を達成をしなきゃならないということもありますけど、職員のそう

いうような健康診断のあり方はどういうふうに考えていられるのか、お聞きします。 

○総務課長（紺屋 一幸君）   

 職員の健康診断の取り扱いでございますが、人間ドックにつきましては、前年度におきまして

人間ドックの申し込みを各自していただいた中で、毎年人間ドック受診される方、あるいは人間

ドックじゃなくて職場健診という形で健康診断を受診される方、いろいろございます。 

 人間ドックにつきましては、基本的には全員の職員が交代で隔年でも確実に実施できるように

ローテーションを組みながらということで、枠が余裕があれば続けて受診をしていただくという

ことで。人間ドックを受けておられない方につきましては、健康診断を受けていただくという形

の取り扱いをしてきております。 

 受診されました結果につきましては、すべて情報をいただきながら、要精密あるいは要診療、

経過を見る方、いろいろ状況は別々でございますので、必要であれば健康指導等を繰り返し行い

ながら、健康保持に努めていただくように取り組みをしているところでございます。 

○新改 幸一議員   

 ２３年度の一般会計の総額が１２７億８,６００万ということで提示されているわけでござい

ますけれども、これは先ほど出ておりますように、地震云々がないときの流れの中での国、県の

一つの交付税絡みもあると思うんですが、ここらあたりが１年間の中でこういう交付金あたり

云々というのが、若干変わってくる可能性というものはないものか、そこだけの流れというのが

わかっておれば、教えていただきたいと思います。 

○町長（日髙 政勝君）   

 確かに、今度の大震災によりまして、国の予算というのが補正予算とか、あるいはいろんな手
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立てが講じられるかと思います。その辺をどのように国が対応していくのかというのは、今後の

推移を見なければわからないわけでございますが。 

 今の各地方団体の予算の編成については、それぞれ国の予算、それから町財政計画等に基づい

て編成をいたしておりますので、今後大きな変動があれば、それなりの組み替えということも生

じてまいりますけれども、今のところは具体的なその辺のところの見通しが立っておりませんの

で、今後の状況を見極めるしかないと思っております。 

○桑園 憲一議員   

 所管が違いますので、お伺いしますが、まず庁舎建設のことなんですが、町長は施政方針の中

で、昨年１２月に策定した基本構想、基本計画に基づいて準備を進めると、そして、４月から庁

舎建設推進室の体制を整備すると述べておられるわけですが、先般同僚議員のほうからも、町民

に広く周知、理解を求めることの質問があったわけですが、全くそのとおりだと思うんです。 

 町村合併時の、確かに当時の合併協議会においては、庁舎建設については新市、新町後検討す

るというような文言があったわけですが、それから足かけ約６年、そして人口も約３,０００人

ぐらい減ってきている。また、町民が行政に求めている声も大分変化してきていると思うんです。 

 そういう中で庁舎建設の予算が基本設計、実施設計ほか６,９６０万、２３年度予算の中に今

出てきておりますので、そこあたりを含めてさらに２０地区の公民館に対しての説明会を開くと

いう考えがあるのか、再度お尋ねいたします。 

○町長（日髙 政勝君）   

 背景としては、最後の国調からしますと今３,０００人と申し上げましたけれども、１,５００人、

その半分ですから、減の方向にですね。その辺の数字はしっかりと把握をしていただきたいと思

っております。 

 庁舎建設に当たりましては、もうこれまでずっと、るる御説明をしてきておるところでござい

まして、いろんな地域審議会とか、あるいは公民館長の皆さん方、そしてまた行革の中での委員

会とか、それぞれの場でも説明をいたしてきておりますし、いろんな会合のときもそれぞれ町民

のお集まりの席では、これまでもやってまいりましたが。 

 これからまた具体的になってまいりますので、４月のいろんなお集まりの機会、総会、その場

を利用して具体的に明らかにしてまいりますし、この前も申し上げましたとおり、４月は新しい

公民館長、公民会長さん、いわゆる行政推進員、行政連絡員の研修会もございますので、具体的

にわかりやすくそういった財源的なものを含めて説明をしてまいりたいと思っております。 

 とにかく、こういう時世ですから、ただその数字の２０億だけが先行していって、こげなそが

あし銭をこういうようなときにつこてという話がありますが、要はこの財源的なしっかりとした

計画を立てていけば、私は申し上げておりますように、町民生活のいろんな事務事業等に支障が

あるようなことはできませんので、そこだけはもうはっきりと、また今後も説明をしていきたい

と思っております。 

○桑園 憲一議員   

 数字については、若干のとらえ方が差異があったわけですが、ぜひ２０地区の公民館に対して

は、何らかの形でやはり町民にしっかりとおろしていただきたいと思います。 

 それからもう一点ですが、債務負担行為の関係ですが、平成２２年１２月の定例議会において、

平成２３年度からの指定管理者の指定についての議案が提案されたわけですが、指定期間が５年

間にわたるのであれば、債務負担行為を設定すべきではないかと私は質問をいたしております。 

 その質問に対しまして、５年間にわたる基本協定を行ったあと、年度協定ということで当該年

度分の契約を５年間繰り返して今後は行っていくと、従来とは違ったやり方でいきますという答
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弁をいただいております。ところが、今回の３月議会の２３年度当初予算には債務負担行為が計

上されておるわけですが、この答弁との関係について説明をお願いします。 

○総務課長（紺屋 一幸君）   

 債務負担行為につきまして御質問をいただきました。１２月議会では債務負担行為をお願いす

ることなく、指定管理の議案としてお願いをしたところでございます。 

 その時点では、他の自治体等の状況等を把握しながら調査し、債務負担行為を行う自治体、毎

年度の当初予算での計上でお願いする自治体ということで、取り扱いがバラバラでございました

が、隣接の大きい自治体がこの形を採用している部分が多ございましたので、私どもとしまして

もそういう形で実施をしたいということでとらえておりましたけれども、１２月２８日付で総務

省より８項目にわたる指定管理者の運用についてという指導がなされております。 

 この中で、最終の項目の中で、５年間にわたる債務負担につきましては設定する方向が望まし

いという指導が新たになされましたことを受けまして、再度調査を行いまして、他の自治体にお

いても検討をしていくということでございました。２３年度分につきましては当初予算でお願い

をし、２４年度以降につきましては、改めて債務負担行為を設定するということで、今回お願い

をさせていただきたいということでございます。 

○桑園 憲一議員   

 債務負担行為はしないと、いわゆる基本協定を行っていくということで、平成２２年１２月の

定例議会のときには説明を受けとるわけですよね。 

 そして、今回当初予算の中でこういう形で提案をするんだったら、やっぱり事前に議会のほう

にも、こういう形で今回は１２月議会ではこういう説明をしたんですが、いろいろ総務省のほう

からの指摘に基づきまして今回はこういう形で予算を計上させていただきたいというふうな、事

前に説明があってしかるべきではないかと思うんですが、そこあたりについて町長の見解をお願

いします。 

○町長（日髙 政勝君）   

 正式にはこうして議案として提案をしているわけですので、正式な論議というのは提案をされ

てから正式にいろいろと議論をしていただきたい、そういう場であるかと思っておりますので、

特にしなかったから要望的なものとか、そういうことにはならないと思っておりますので、こう

して議案という形で、予算の中に第２表として御提案をしているわけですので。 

 総務省からもありましたとおり、通常は、今まではそういう方向があったわけですけれども、

あえてこの総務省のほうから通知がありましたので、今回正式に予算として、議案として一つの

審議として上げてあるということでございますので、これから十分御審議をいただけばありがた

いことだと思っています。 

○議長（中尾 正男議員）   

 ４回目になりますが、関連でどうしてもですか。 

○桑園 憲一議員   

 じゃあ、もうよかです。 

○内田 芳博議員   

 ただいま出ましたこの庁舎建設についてお伺いいたします。 

 本年度は実施計画の年でございますので、設計が進められて設計書ができてくるわけですが、

いつごろ議会に提出されるものかお尋ねをいたします、設計書を。 

○建築技術調整監（濱﨑  茂君）   

 今回基本設計、実施設計等を予算を上程してあるわけですが、基本設計を大体４カ月ぐらいを
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考えております。実施設計を５カ月から６カ月、それで来年の５月ごろをめどに全体の実施設計

が上ってくることで今計画しているところであります。以上です。 

○内田 芳博議員   

 できるものなら、設計の姿図、やはり東西南北から見た姿図を提出していただきたいと。 

 これはなぜ申し上げるかと申しますと、私も庁舎建設について一般質問をした経緯があります。

このときに、屋根についてはやはりかわらを利用してくださいと、そのことがあとあとのやはり

管理時に非常に有意義性があると。この庁舎を見ても、何回となく雨漏りの修繕をした経緯があ

ります。盈進小学校もそうです。 

 そういうことを考えたときに、私はひまわり館のあの建設をするときに、かわらにしてくださ

いと申し上げました。そのとおりにしていただきました。今日まで修繕とか何とかということは

一つもございません。そういう有意義性がございますので、今回の場合もそういうことを含めて

検討していただきたいということを、あわせて強く要望しておりますので、十分そのことを検討

してください。 

 そして、姿図を概略早目に出していただければ、その姿図を東西南北のほうから見た姿で、や

はり専門者はわかりますけど、素人の方々はなかなかわかりませんから、そのことが出てくれば、

なおまた審議もしやすいですから、早目にできれば姿図だけは出していただきたいと、検討する

ために。こう考えますが、この点についてどう考えられるのか。 

○建築技術調整監（濱﨑  茂君）   

 基本設計を４カ月程度見ております。その中で、いろんな基本的な考え方、そういうのを提示

しまして、いろんな御意見を聞きながら進めてまいります。基本設計を十分に詰めないと実施設

計に入っていけませんので、概略的といいますか、基本的なものが浮かんできますので、そのと

きは皆さんとか、地元の住民の方とかにお知らせしまして、進めていくことに考えております。 

○内田 芳博議員   

 来年度の当初に館長、公民会長、集まって会議があるときに、町長が言われましたとおり、十

分このことについて説明をするということになっておりますので、４月というのはもう来月です

から、間に合わないわけですけれども。 

 早目に私が言うように概略をつくっていただいて、そしてやはり館長、公民会長にも説明が浸

透するようにしなければ、ただ具体的に話だけしても、なかなか実施計画という年に入って、そ

こらが町民に納得いけるような、館長、公民会長に納得いけるような何かの姿がなければ、あげ

ん説明しやったどん、私どもにゃ判らんでやというのが私は筋だと。 

 これはもう素人とやはり玄人の差があるわけですから、これは私も理解しますけど、できれば

そういうふうにして説明していただきたいと、この分は強く要望させていただきます。 

○木下 敬子議員   

 済みません、健康増進課のことでちょっとお尋ねしたいんですが、健康づくり推進のまち宣言

もなされまして、また健康づくりコーディネーターを設置し、いろいろ健康づくりについて積極

的に進んでいかれるということはとてもいいことだと思うんですが、私ども町民のほうで健康づ

くり推進員というのを請け負っております。 

 福祉のほうは在宅福祉アドバイザーをさせていただいて、謝金を３,０００円ずつ町のほうか

ら支払いをされておるんですが、お金をもらったから云々ということではないんですけれども、

健康づくり推進員に限っては、余り活動が見えてこないような気がするんです。 

 ですから、せっかくコーディネーターを設置したりして取り組んでいこうとするときに、その

手足となって動いてくださる健康推進員の方に対しても、町は何らかの措置をすべきではないか
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なと思っているんですが、その点をお聞かせいただきたいと思います。 

○町長（日髙 政勝君）   

 健康づくり推進のまちのこの宣言をいたしたところでございまして、町民ぐるみのやはりこの

健康づくりを推進をしていくためには、どうしても今ありましたとおり、各地区公民会のほうに

設置をしていただいておりますこの健康推進員の皆さん方のこの御活躍というのが、一番期待が

持てるところでございます。 

 特定健診の受診率アップ等についても、その辺の受診啓発をさらに取り組んでいただきたいと

思いますし、これから具体的に進める健康づくり等については、高齢者のサロンもありますし、

そういう場での活躍とか、いろんなところが今後役割を果たしていただく場面が出てくるかと思

いますので、さらに、御指摘にありますような取り組みについては、健康づくり推進員の皆さん

方が、いろいろ活動が目に見える形で進めてまいりたいと思っているところでございます。 

○市來  修議員   

 西郷梅のことでちょっとお尋ねしますが、和歌山のほうの大手の業者が、仲買業者に対してこ

の買い付けのコピーが出回ったというのが新聞に出ていることを、先般のこの議会でも私は申し

上げたんですが、ここあたりは調査されたと思うんですが、それはどんなことだったんだろうか

ということと、もう一点は、梅の加工のキロ単価が非常に下がってきております。 

 ですから、生産者はもう大変収入が少なくなってきておりますので、生活にも大分影響が出て

きてるんじゃないかと思うわけで、そういうことで和歌山の仲買業者、取引をやっております東

農園さんですか、ここあたりともまたいろいろ交渉もされているんじゃないかと思うんですが、

２３年度のここあたりの交渉がどのように進んでいるんだろうかと、ここあたりをちょっと伺い

たいと思います。 

○農政課長（平田 孝一君）   

 御質問の第１点目の闇カルテルの件だと思いますが、去年の議会の中で議員のほうから御質問

がございました。公正取引委員会のほうが調査に入ってるということで、私どもも知りませんで

して、経済連の大阪事務所を通じて調査をさせていただきましたけれども、その後はもう進展も

ないといいますか、農業新聞等で２回ほど取り上げられましたけれども、あとはもうそのまま事

態は収束といいますか、大きな動きはなかったように聞いております。 

 経済連のほうからも、大きな動きはないというようなふうに聞いております。それと、西郷梅

の価格の問題でありますが、おっしゃるとおり価格が低迷をしております。青梅につきましては、

結構有利販売されたんですが、ただいかんせん、２２年産につきましては量が足りませんで、青

梅が大体４０トンから４５トン、完熟梅で大体４０トン程度ということで、総体で８４～８５ト

ン程度しか収穫ができませんでした。 

 そういった中で、青梅については２５０円から３００円ぐらいの間で有利販売ができたと思っ

ておりますが、加工のほうがやはり手取りの１００円ぐらいというふうにお聞きしております。

そういった意味で、大変厳しい状況であると思います。 

 そういった中で、ことし振興会のほうでは、これまで梅の精算払いといいますか、販売がなさ

れてから普通は農家のほうにはお支払いをするんですが、出荷をされて、そのあと１カ月から

２カ月以内で概算払いで生産農家のほうにお支払いをされて、そういった影響対策といいますか、

とられたと聞いております。 

 ただ、この梅の価格の問題は、やはり市場流通ですので、なかなか思うようにこちらが言うよ

うな値で取り引きできないところもありますけれども、できるだけいいものを生産して、できる

だけ有利販売できるような形で振興会の方々と一緒になって、またそういった品質向上といいま
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すか、そういったことに取り組んでいけたらというふうに考えております。 

○森山  大議員   

 所管が違うんですけど、ちょっとお尋ねをしたいんですけど、当初予算説明資料の総務課の

５ページと、それと予算書の５９ページの中に、公民会合併推進員謝金といたしまして、新規事

業で１万円を組んでございますけど、この中身はどうなっているのか御説明をお願いしたいんで

すけど。 

○総務課長（紺屋 一幸君）   

 公民会の合併推進員の謝金でございますが、２３年度新たに、額は小そうございますけれども

１万円という額で新規で設定をさせていただきました。 

 公民会合併がなかなか計画どおりに進まないという状況もございまして、内部での協議を踏ま

えた中で実際にその各公民会にあって合併を推進していただくために、協議をしていただくその

方々に対して、１人２,０００円ずつでございますけれども、食糧費を含む使途でも構わないと

いうことで、ぜひ会合をたくさんしていただきながら、より合併がスムーズに進むような動きを

していただきたいということで、今回設定をさせていただいたところでございます。 

○平田  昇議員   

 ただいま出ました公民会の合併について、なかなか進まないということで説明を受けているわ

けですが、その説明には１年ごとに公民会長がかわるとこにも原因があるというようなことでご

ざいましたが。 

 課長、実際合意まで至っているのか、合意まで至らずに先送りになっているのか、もし話はつ

いたというふうになれば、そこで協定書か何か仮に結ぶ方法等はないものか、でないと一生懸命

積み重ねて実が実らないということは、これは非常に残念なことでございますので。どうなんで

すか、事実は。 

○社会教育課長（岩元 義治君）   

 公民会の合併の関係でございます。公民会合併につきましては、合併時１５６あったものが、

一応来年度の当初では１３９になる予定でございますが、これまでにもいろいろ言われておりま

すけれども、なかなかこの目標とするところまでいかないということで、目標としましては

１００ぐらいの公民会というふうに思っておりますが。 

 今出ました中で、具体的に公民会の合併協議が進んで、最終的に役員がかわったりして、今ま

での協議が全部なかったことになっているものがあるのかというような趣旨ではないかと思いま

すが、具体的に役員がかわっていきますけれども、その前の段階で公民会の合併の推進員とか、

いろいろ前の段階での話がありますから、役員がそのときかわったから、前の協議が全部なくな

るというような形にはなっていない状況です。 

 それで、公民会合併がある程度具体的に進む中では、それぞれ合併推進員等がいらっしゃって、

その前で合併の仮協定を結ぶ形をとっておりますから、そういう形で具体的には進んでおります。 

 今まで具体的に協議をして、だめになったというところは余りないです。具体的に話が進めば、

もう最終的にある程度は進んでいくというような形になっておりますので、そういう形で今の段

階では進んでいるところです。以上です。 

○東  哲雄議員   

 この合併に関連をいたしまして質問いたしますが、企画のほうで今年度からですか、名称を変

えた形で地域元気再生事業ですか、これまで地域活動支援事業ですか、これを名前を変えて進め

るということでございますけれども、それに向けて各公民会、今回この地域づくり活性化計画書

の策定ですかね、そういうことでヒアリング等もされたと思うんですけれども、今合併の話が出
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ておりますけれども、その事業の項目の中に、この合併の話し合い活動をするというような、そ

ういう内容等がやはり各区盛り込まれているものか、その点についてお尋ねいたします。 

○企画課長（湯下 吉郎君）   

 ただいま質問の地域元気再生事業の関係ですが、今地域では地域づくり活性化計画を現在策定

の途中でございます。一応３月３１日までに計画書を策定していただいて、そして新しい年度に

なりましてから町長との協議ということをさせていただく計画でおります。 

 ですから、新しい計画書は、まだ私たちも見ておりませんので、今後になるかと思いますが、

ただ２３年度事業のヒアリングというか、それをするときに、一部はその合併のことが出てきま

したけれども、全体的にはその計画書の中で現れてきますので、２３年度予算協議においては、

まだそれが出てきてないというのが現状でございます。 

○東  哲雄議員   

 その計画書が出てきてヒアリングされていく場合、やはりこの各区で、やっぱり意識をもって

進めていかなければ、これはもう公民会の合併というのは絶対進まないわけでございますから。 

 そういう計画書が出てきた場合には、これはもう各区で自主的に進めることですけれども、や

はり町としてもそこを推進しているんであれば、そういう計画書ができた場合には、こういう参

考事例等を説明をしながらも、やはりその部分をその中に折り込んで、各区で話し合い活動を進

めていく、そういうことがこの公民会の合併につながると思いますので、そういう点については、

またいろいろと指導をしていただきたいと、このように思っております。 

○新改 秀作議員   

 所管が違いますので、私は健康づくり推進のほうに、課長のほうで結構でございます。 

 予防接種のことですけれども、県下ではいち早く規格外接種ですか、そういうのも取り入れて

さつま町はやっていたわけでございますが、今までのこのワクチンの供給率とか、あと接種率と

か、そういうのがわかっていたらちょっとお伺いしますけども。（発言する者あり）いや、定期

外の分、今度新しく始められたそれで結構です。 

○健康増進課長（村山 茂樹君）   

 受診率はわかってないんですけど、今まで３月３日までに受診された数は出ております。今回

２２年度入れました５つの任意接種の分についてでございますが、ヒブワクチンが７３名、肺炎

球菌が８３名、水ぼうそうが１６名、おたふく風邪が２１名、子宮頸がんが３名の接種を受けて

いられるということでございます。 

○新改 秀作議員   

 今この子宮頸がんのワクチンなんかがやっぱり相当品薄であるというようないろいろ報道もあ

るわけですけども、この町内は３名しかないと。予算書を見てみますと、高校１年生から３年生

まで３００人などいろいろ書いてありますけども、この辺の自己負担率の問題もあるものか、も

うちょっと周知が足らないのか、その辺なんかをどのように考えていらっしゃるものか。 

 母親にやっぱり周知をしなくちゃ、母親の理解も得られないところもあるんじゃないかと思わ

れるわけでございますけども、その辺をどのように考えていらっしゃるものか。この肺炎球菌と

ヒブワクチンの問題は、確かに今いろいろ問題になっているわけですから、これはもう子供も親

も、受ける不安、する不安、しない不安とかいろいろそういうので今みんな戸惑っていらっしゃ

って、もうちょっとしたら厚生労働省のほうから結果が出てからになると思いますけども。 

 とりあえずこの子宮頸がんのワクチンについてその接種の周知、あるいはその自己負担率が、

ここは１万円、どひこでしたかね、どひこかあったと思いますけども。その辺がどんなものか、

ちょっと町長でもわかっていたら、担当課でもいいですよ。 
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○健康増進課長（村山 茂樹君）   

 子宮頸がんのことについてでございますが、受診者数が少ないところは、私どもも大変危惧し

ております。それで、２３年度からにつきましては、国の補助事業を導入しまして、ほぼ

１００％に近い補助率で実施をしたいというふうに考えております。 

 ただ、広報につきましても、町報を使いましてしてるんですけれども、やはり受診者が少のう

ございますので、新年度に向けましては、学校教育課のほうにお願いして、学校の中でも広報を

したいなと思ってるんですけれども。 

 その中で言われるのが、やはり性教育の問題も絡んできますというところで、健康増進課だけ

ではどうしても生徒さんに対しては、広報がかなり難しゅうございます。ですから、一番受けて

いただくために、親御さんたちに説明をしていけば、ある程度の受診率は上がるんじゃないのか

なと思っておりますので、また新年度になりましたら、広報等を活用しまして周知を図っていき

たいというふうに考えております。 

○新改 秀作議員   

 ぜひ周知を図ってもらいたいと思います。 

 それと、ちょっと違うんですけど、インフルエンザがめっきりあんまり聞こえてこないんです

けれども、今の状態は、相当かかっている方がいらっしゃるものか。 

 それと、私はいつも言うんですけども、今度も鶴田でも聞いたんですけれども、先生がかかっ

ているのに、先生が予防接種をしないんですよというのを聞くんですけど、そういう徹底はどこ

がしたらいいんですか、だれが、教育委員会のほうからするべきなんですかね。 

 先生がまずかかって、子供たちが先生からうつったちゅうのをよく聞くんですよね。盈進小学

校でも聞いたんですよ。先生は予防接種はしないんですか、してないちゅうわけですよね。それ

で、ああいう場ではやっぱり先生も子供も予防接種はせんにゃいかんのじゃないかと思うんです

けども、その先生たちを指導するのはどこが係ですか、ちょっとお聞きしたい。 

○教育長（東  修一君）   

 職員を指導するのは教育委員会なんですが、その前に、先ほど子宮頸がんのことがございまし

たけれども、これは町の施策を受けまして、校長会ではすぐ資料をつくりまして、啓発をしてい

ただくようにお願いをいたしました。後は、ＰＴＡに説明をするか、せんかというのは学校長の

判断に任せてございますけれども、今後は今指摘がありますような関係でまた指導を進めていき

たいと。 

 それから、インフルエンザにかかる学校の職員のことについてですが、これにつきましては、

生徒に指導をするのと同じように、職員もちゃんと受けるようにという指導はしておりますが、

私どものほうでだれとだれが受けたかということは、しておりません。 

 それで、学校保健安全会というのもございまして、学校医とも相談をするわけですが、学校医

のほうも先生方には必ず受けるように指導をしてくれというようなことでございますので、今後

またそういうことは、機会をとらえて指導はしていきたいと。それを指導する私どもも、これを

しなくちゃいけませんので、教育委員会の職員にも、ちゃんとするようにということで指導はし

ているところでございます。 

○平八重光輝議員   

 １２９ページの有害鳥獣捕獲事業についてお尋ねしますが、何年もかかってこの捕獲の報奨金

ちゅうのは上がりましたけれども、これは大体中身がもう毎年同じですが、これは日当を幾らか

支払う方向にはできないかということをお尋ねします。といいますのが、少し時間がかかります

けれども、時間をいただいて説明をさせていただきますが、この中に狩猟免許取得講習会の助成
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というのもあります。 

 実はこの講習会というのは、一生に１回なんです。講習会が別にありますけれども、免許をと

るための講習会は１回なんです。先般、鳥獣駆除の代表質問がありました。その中で、耕地林業

課長が今後は非常に厳しい状況にあると控えめにおっしゃいましたけれども、その中身を少しだ

け私がわかる範囲で説明させていただきますけれども。 

 いろんなお金が要ります。といいますのが、狩猟免許をとるには、私の場合、課長もそうでし

ょうけど、４万円前後の狩猟税が要ります。そのほかに、年間１回か２回の銃検査があって、そ

れに１回５,０００円ぐらいかかります。免許更新時、大体７,０００円ぐらいかかります。もち

ろん、たま代も要ります。 

 あと、昨年法律が変わりまして、免許を更新する場合は実際の講習証明をもらわんといかん。

１回だけは免除されますけれども、その次から。３年から５年あとには、もうほとんどその講習

を受けたくないちゅうか、受けられないためにやめられる方が非常に多くなると思います。今

１５０何名とおっしゃいましたけども、恐らく１００人を割るんじゃないかというふうに危惧さ

れます。 

 といいますのが、散弾銃の場合は加治木とか鹿児島に射撃場がありまして、そこに行けば大体

１回１万円ぐらいかかります。ライフルの場合は福岡でという話ですが、福岡がだめなら京都ま

で行きます。京都まで行きますと、日帰りで一番で行って最終で帰っても、４万円と交通費、そ

れから射撃場の費用、たま代と、やっぱり２万～３万かかりまして、６万～７万かかります。そ

れは３年に１回です。 

 そういうお金が要る中で、シカ等は１万円というふうになっておりますが、これはとれたらの

話なんです。行って１頭もとれない場合もあるわけです。その日はそういう報償とか１円もない

わけです。だから、例えばこのシカなんかも５,０００円ぐらいにして、とれてもとれなくても、

日当１,０００円とか２,０００円ぐらいは、油代ぐらいが出るような形にしないと。 

 とれればいいんですが、とれない場合が非常に多いんです。そういう方は一日丸々、健康づく

りにはなるかもしれませんが、収入はゼロになります。シカの場合はとっても販売できませんか

ら、ほとんどただでありますから、１万円も５人で行ったら２,０００円ぐらいになります。イ

ノシシは５人で１頭とったら１,０００円ぐらいになりますが、イノシシは若干肉の値段がしま

すから、その肉の分け前で我慢してもらうところもありますが。 

 こういうことで非常にこれから３年あとから厳しい状況になります。もう高齢化も言われまし

た。３年たったら３年歳をとりますから。若い人がどんどんとってくれればいいんですが、昔は

射撃、狩猟というのは趣味であり、道楽でありおもしろかったんですが、今若い人はほとんどさ

れません。趣味がもう変わっております。 

 そういう中で高齢化していくと、高齢の方はそういう射撃場に行かんにゃならんとかっていう

のもあれば、もう行かないでやめるという方も結構出てこられて、恐らく鳥獣駆除の参加される

人間も相当減ってくると思いますが、その日当を幾らかこの中に入れるというようなことは考え

られなかったものか、お尋ねいたします。 

○耕地林業課長（山口 良一君）   

 有害鳥獣関係でございますけれども、その報償費の関係でありますが、以前県の補助事業の中

で、有害鳥獣の出動に対する助成というのがある時期ありました。それも一つの方法ということ

で、県も一応補助事業として計画をされ、実施をされ、我々市町村もそれを一応受けてしたこと

がございますけれども。 

 その中で出動された方々の把握というのが、ちょっと難しかったというのがございました。県
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のほうでもいろいろ市町村の意向を聞かれて、結局一定の期間だけしかそれがなかったと。また

従来の１頭当たり幾らという助成に戻された経緯がございます。 

 現在、県のほうもその１頭幾らの助成ももうなくなったということで、いわゆる町の単独事業

でしているわけですけれども、その日当制にということでありますが、そういう過去の経緯を考

えてみますと、どうしても今の１頭当たり幾らという形でのほうが進めやすい、あるいは効果も

出てくるんじゃないかということから、そういう方向で２３年度もやろうということにしている

ところであります。 

 あわせて猟友会に対する委託料というのも、別途に年間７９万円計上をしておりますので、あ

る面そちらのほうでカバーができるんじゃないかなというふうに考えているところでございます。 

○木下 敬子議員   

 ただいまの件の関連なんですけれども、私はいつも皆さんといろいろお話をしたときに、その

狩猟免許を役場の職員の方がもっていただければ一番いいんじゃないかっていう話がよく出るん

です。役場のほうに連絡をして、さあ今度は猟友会に連絡をして、その間に獲物はいなくなって

しまうと。だったら、すぐに役場職員が２～３人免許を。 

 いろいろ今経費のこともありましたし、いろいろ一般の人たちはそういうことに対して足を遠

のかせてしまうけれども、やはりよそにばっかり頼るんじゃなくて、自分たち自らが免許でもと

って、そういうものに向かっていくというその姿勢も大事じゃないかなと思います。どうでしょ

うか。 

○町長（日髙 政勝君）   

 確かに、特にサルの関係等は、すぐ対応しないともう行ったときはいないというようなことも

起こり得るわけであります。地域によりましては、役場にもそういう駆除隊を編制をするとか、

今度の鳥獣のこの法律の場合も、そういったものはできるようなことはなっているんですが。 

 職員にもたしか狩猟免許を持ってる職員もいるかと思いますけれども、まだそこまで具体的に

この話を詰めておりませんので、その辺の対応がどうなるかについては、また今後研究をさせて

いただきたいと思います。 

○桑園 憲一議員   

 所管が違いますのでお尋ねしますが、地籍調査の関係です。 

○議長（中尾 正男議員）   

 桑園議員、一応もう３回の規定の質問回数を超えてます、議案に対する。 

○内之倉成功議員   

 今それぞれ町長の施政方針で当初予算のほうに計上されておりますけれども、私はこの高齢化

社会の。 

○議長（中尾 正男議員）   

 マイクを入れてください。 

○内之倉成功議員   

 高齢化社会の中で、この農業をやっている経験の年齢がどの程度いってるのか、調査がされて

いるものか、お聞かせ願いたいと思います。それは申しますと、それぞれの地域にとにかく荒廃

する土地がふえていくという、耕作放棄地がふえていってるんですけれども、私の地域もですけ

れども、ほとんどの中山間地になれば土地が荒廃していくわけですけれども。 

 この土地を今後どうして維持していくかという基本的な姿勢というのは、町長もここにも書い

てあるようですけれども、なかなかこの集落には若者がいなくて、この土地を集約してやろうと

いう人たちが少ないんですが、今後の大きな課題になっていくと思うんですけれども、そこいら
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をちょっと所管が違いますので、きょうお尋ねしてるんでけども、お聞かせ願いたいと思います。 

○農政課長（平田 孝一君）   

 農業者の高齢化の関係であります。国のほうの農業者の平均年齢が６６歳というふうに、最近

の資料ではなっておりますが、実は昨年農林業センサス、５年に１回行われますが、センサスが

行われた速報値が出ておりますが、本町につきましては、平均年齢が６７.９歳というふうにな

っております。これはもう主たる経営者の数字でありまして、合計で２,７２８人の中で、平均

年齢６７.９歳というような状況になっております。 

 ５年前のセンサスでも、もう６５歳以上が７割近くを締めるということで、この高齢化という

のはもう大変厳しい状況なんですけれども、今国の中でも、所得保障制度、畑地、水田、そうい

ったもので何とか農業の所得を高めていこうというような、そういった施策も行われております

けれども、なかなか私どもの中山間地域では、大規模的なそういった集約的農業も厳しいところ

がございます。 

 そういった中で、耕地の６割を占める水田、そういったものを有効的に活用し、また国の制度

をうまく活用して、何とか農業所得を高めて、後継者の確保、農地保全、そういったものに取り

組んでいきたいと考えております。 

○内之倉成功議員   

 今そういう話をお聞きするんですけれども、このように米価が下がって本当に米をつくっても、

ほとんどの農家が赤字という状況は続いていくと思うんですが。 

 今後の大きな課題として、ＪＡとしては１０町歩から２０町歩のこういう農家を育てていきた

いと言ってますけども、実際そういう耕作する人たちがたくさんいないわけですけれども、そう

いう中でやっとこの年寄りの人たちが自分の地域の耕地を守っていこうとしているわけですけれ

ども、年齢によってできなくなっていくというのが実情だと思います。 

 実際、私にしても今２町幾らつくってますけれども、もうとてもじゃないがこれ以上はやりき

れんと。その私が預かってる土地というのは、ほとんど高齢者の土地なんですけれども、私が返

したらすぐその土地が耕作放棄地になるという、そういう状況がすごく進んでいるんですけれど

も、私らの地域だけじゃなくて、本町はほとんどそういう場所がたくさんあると思うんですけれ

ども、今後計画的にどれだけの土地が毎年毎年この耕作放棄地がふえていくと思うんですけれど

も、この対応の仕方を、行政としてどういう形にもっていこうと。 

 若い人たちでたくさんつくる方がいらっしゃいますけれども、その方たちが山間地まで入って

きてやるということになれば、やっぱり農道とか土地の小規模の整備とか、それをやらなければ、

恐らくつくり手はなくなっていくんじゃなかろうかと思うんですけれども、そこいらの今後の考

え方というのは、どう思っていらっしゃるのか、お聞かせ願いたいと思います。 

○議長（中尾 正男議員）   

 内之倉議員、一応予算の審議でありますから、予算に関連した質疑を行っていきたい。一般質

問的になってると感じてるわけですが、予算の審議でありますから、予算に関係する質疑を行っ

ていただくように要請いたします。 

○内之倉成功議員   

 私は、これは予算もですけども、この予算案の中の金額にしても、ほとんどこういう耕地の荒

廃していくものに対する裏づけっていうのがないもんですから、それをちょっと聞いているんで

す。 

 ですから、今後の大きな課題として、そこいらを町長も施政方針の中でも述べていらっしゃい

ますけれども、これはやっぱり具体的にこの問題を出していってもらいたいというのが、私のお
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願いですので、計画性をもったそれはできるのか、できないかをお聞かせ願いたいということで

す。 

○町長（日髙 政勝君）   

 耕作放棄地の関係につきましては、これまでも一般質問とか出ておりますけれども、とにかく

高齢化がどんどん進行していくということでございまして、それに伴いまして、やっぱりこの荒

廃地も進んでいるという状況がありますので、これまで中山間地域の直接支払い制度、いわゆる

この共同活動の中でそういう荒廃がなくなるように、農地の復元とか、そういうことに努力をし

てきておりますし、また新しく第３期対策も始まったわけでございますから、なおそういう共同

活動の中で取り組みをしていくことも大事でございます。 

 それで、また農地・水・環境のそういう水土里ネットの中で、お互いまたそういう環境整備を

していくことも大事でありますし、町のほうでも耕作放棄地対策の協議会もつくっておりまして、

これまで１４町歩余り復元ということにもなっておるわけでございますが。 

 やっぱりこの地域ぐるみと申しましょうか、あるいはこういった集落営農も進んでまいりまし

たので、そういう形の取り組みを進める中で、できるだけ農地の荒廃を防いでいくということが

大事じゃないかと思っております。 

 担い手の確保の問題というのがございまして、これも今国のほうでは認定農業者の制度も見直

しをせにゃいかんというようなことにもなっておりますけれども、やはり多様な担い手を育成し

ていくということが大事でありますから、これらについてはやっぱりしっかりと、今後の自給率

向上のためにも、今申し上げたようなことを今後さらに推進をしていきたいと思っております。 

○内之倉成功議員   

 そういう形の町長の考えがあるとするなら、今後の大きな課題だと思うんですけれども、この

中山間地の農家というのが、とにかくもう水田を放棄してるというのがすごくふえてるんですけ

れども、そういう中で今こういう農業をやりたいという、そういう人たちが実際いらっしゃると

いうことで、どこのまちかはちょっと調べてませんけれども、農業をやりたい人たちを募集をす

ると。 

 そういう形で、何か展開をやってるまちもあるようですけれども、それぞれもう子供たちがみ

んなよそに出て、残っているのはじいちゃん、ばあちゃん。亡くなればその家はそのままという

形の空家がすごく多いんですけれども、そういうものを使った形の中で、定年になって何か農業

を楽しんでみようかという、そういう人たちの募集とか、そういうものを今後の課題として、検

討願えればいいんじゃなかろうかと思うんです。 

 そういうような形で、少しでもこの山間地が崩壊していかないような、そういう方策ちゅうの

をぜひ今後検討していっていただきたいと思います。終わります。 

○議長（中尾 正男議員）   

 ほかにありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中尾 正男議員）   

 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 ただいま議題となっております議案第９号は、お手元に配付しました議案付託表のとおり、分

割してそれぞれの常任委員会に審査を付託します。 

 ここでしばらく休憩します。再開はおおむね１１時とします。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

休憩 午前１０時４９分 
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癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

再開 午前１１時０１分 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

○議長（中尾 正男議員）   

 休憩前に引続き会議を開きます。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

△日程第８「議案第１０号 平成２３年度さつま町国民健康

保険事業特別会計予算」、日程第９「議案第１１号 平成

２３年度さつま町後期高齢者医療特別会計予算」、日程

第１０「議案第１２号 平成２３年度さつま町介護保険

事業特別会計予算」、日程第１１「議案第１３号 平成

２３年度さつま町介護サービス事業特別会計予算」、日程

第１２「議案第１４号 平成２３年度さつま町農業集落排

水事業特別会計予算」、日程第１３「議案第１５号 平成

２３年度さつま町水道事業会計予算」、日程第１４「議

案第１６号 平成２３年度さつま町簡易水道事業会計予

算」   

○議長（中尾 正男議員）   

 次は、日程第８「議案第１０号 平成２３年度さつま町国民健康保険事業特別会計予算」から、

日程第１４「議案第１６号 平成２３年度さつま町簡易水道事業会計予算」まで、以上の議案

７件を一括して議題とします。 

 各議案の提案理由については説明済みであります。これからただいまの議案７件に対する質疑

を行います。質疑はありませんか。ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中尾 正男議員）   

 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 ただいま議題の議案７件は、お手元に配付しました議案付託表のとおり、それぞれ所管の常任

委員会に審査を付託します。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

△日程第１５「議案第１７号 さつま町健康ふれあい公園

の指定管理者の指定について」   

○議長（中尾 正男議員）   

 次は、日程第１５「議案第１７号 さつま町健康ふれあい公園の指定管理者の指定について」

を議題とします。 

 本案の審査に当たり、私は地方自治法第１１７条に規定する除斥に該当しますので、副議長と

交代して退席させていただきます。 

〔議長交代・退席〕 

○副議長（木下 賢治議員）   

 引続き審議を続けます。 

 ただいま議題の議案第１７号の提案理由については説明済みであります。 

 これから本案に対する質疑を行います。 

 質疑はありませんか。ありませんか。５番、川口議員。 
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○川口 憲男議員   

 このふれあい公園の指定管理、あび～る館一帯のところから外された経緯があるんですが、こ

の公園だけが外された経緯を、前回質問があったと思うんですけど、再度していただきたいと思

います。 

○企画課長（湯下 吉郎君）   

 前回までは健康ふれあいセンターあび～る館の指定管理と同じくして指定管理を行っていたわ

けですが、今回これを分離した理由と申しますと、実質的には健康ふれあい公園については、地

域の皆さんが特にゲートボール場として利用されておられました。 

 指定管理者は定期的に公園外周部とかの草払い、トイレなどの清掃を行ってきたんですけれど

も、今回は地域の方々が随時清掃とか、そういう管理を行っておられましたので、今後そうした

施設の見直しの中で、公共施設のそのあり方の中で、他の類似施設との整合を図るというような

こと、それから今公共施設の指定管理についても、譲渡とか売却も含めた検討をする中では、今

回健康ふれあいセンターから切り離したという経緯がございます。 

○副議長（木下 賢治議員）   

 よろしいですか。ほかに質疑はございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○副議長（木下 賢治議員）   

 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 本案は、手元に配付しました議案付託表のとおり、総務常任委員会に審査を付託します。 

 ここで、２０番、中尾議長の入場を許し、議長と交代いたします。 

〔議長入場・交代〕 

○議長（中尾 正男議員）   

 本日から３月１８日までの各常任委員会の審査会場は、総務常任委員会が第２委員会室、文教

厚生常任委員会が第１委員会室、建設経済常任委員会が議場となっております。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

△散  会   

○議長（中尾 正男議員）   

 以上で本日の日程は全部終了しました。３月２５日は午前９時３０分から本会議を開き、各議

案の審議を行います。本日はこれで散会します。御苦労さまでした。 

散会時刻 午前１１時０６分   
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平成２３年第２回さつま町議会定例会会議録 

                            （第５日） 

○開議期日    平成２３年３月２５日  午前９時３０分 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

○会議の場所   さつま町議会議事堂 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

○当日の議員の出欠は次のとおり 

 出席議員（２０名） 

   １番  森 山   大 議員      ２番  東   哲 雄 議員 

   ３番  麥 田 博 稔 議員      ４番  米 丸 文 武 議員 

   ５番  川 口 憲 男 議員      ６番  新 改 秀 作 議員 

   ７番  平八重 光 輝 議員      ８番  平 田   昇 議員 

   ９番  舟 倉 武 則 議員     １０番  岩 元 涼 一 議員 

  １１番  内之倉 成 功 議員     １２番  柏 木 幸 平 議員 

  １３番  楠木園 洋 一 議員     １４番  内 田 芳 博 議員 

  １５番  桑 園 憲 一 議員     １６番  市 來   修 議員 

  １７番  新 改 幸 一 議員     １８番  木 下 敬 子 議員 

  １９番  木 下 賢 治 議員     ２０番  中 尾 正 男 議員 

 欠席議員（なし） 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

○出席した議会職員は次のとおり 

 事 務 局 長  王子野 建 男 君   議 事 係 長  中 間 博 巳 君 

 議 事 係 主 幹  平木場 達 郎 君   議 事 係 主 査  垣 内 浩 隆 君 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

○地方自治法第１２１条の規定による出席者は次のとおり 

 町     長  日 髙 政 勝 君   教  育  長  東   修 一 君 

 副  町  長  和 気 純 治 君   教委総務課長  山 口 正 展 君 

 企 画 課 長  湯 下 吉 郎 君   社会教育課長  岩 元 義 治 君 

 介護保険課長  中 村 慎 一 君   農 政 課 長  平 田 孝 一 君 

 健康増進課長  村 山 茂 樹 君   耕地林業課長  山 口 良 一 君 

 環 境 課 長  貴 島 晃 人 君   建 設 課 長  三 浦 広 幸 君 

 総 務 課 長  紺 屋 一 幸 君   水 道 課 長  脇黒丸   猛 君 

 財 政 課 長  下 市 真 義 君   企業誘致対策室長  湯 下 吉 郎 君 

 安全安心対策室長  松 尾 英 行 君   担い手育成支援室長  小椎八重 廣樹 君 

 消 防 長  高 木 卓 朗 君 

 福 祉 課 長  二階堂 清 一 君 
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○本日の会議に付した事件 

第 １ 議案第 ３号 さつま町長等の給与の特例に関する条例の制定について 

第 ２ 議案第 ４号 さつま町環境基本条例の制定について 

第 ３ 議案第 ５号 さつま町報酬及び費用弁償等に関する条例の一部改正について 

第 ４ 議案第 ６号 さつま町職員の給与に関する条例等の一部改正について 

第 ５ 議案第 ７号 さつま町神の湯ふれあい公園条例の一部改正について 

第 ６ 議案第 ８号 さつま町鶴田ダム公園等条例及びさつま町観光公園条例の一部改正

について 

第 ７ 議案第 ９号 平成２３年度さつま町一般会計予算 

第 ８ 議案第１０号 平成２３年度さつま町国民健康保険事業特別会計予算 

第 ９ 議案第１１号 平成２３年度さつま町後期高齢者医療特別会計予算 

第１０ 議案第１２号 平成２３年度さつま町介護保険事業特別会計予算 

第１１ 議案第１３号 平成２３年度さつま町介護サービス事業特別会計予算 

第１２ 議案第１４号 平成２３年度さつま町農業集落排水事業特別会計予算 

第１３ 議案第１５号 平成２３年度さつま町水道事業会計予算 

第１４ 議案第１６号 平成２３年度さつま町簡易水道事業会計予算 

第１５ 議案第１７号 さつま町健康ふれあい公園の指定管理者の指定について 

第１６ 議案第２２号 さつま町土地開発基金条例の一部改正について 

第１７ 議案第２３号 平成２２年度さつま町一般会計補正予算（第１１号） 

第１８ 議案第２４号 平成２２年度さつま町国民健康保険事業特別会計補正予算（第３号） 

第１９ 議案第２５号 平成２２年度さつま町老人保健医療特別会計補正予算（第１号） 

第２０ 議案第２６号 平成２２年度さつま町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号） 

第２１ 議案第２７号 平成２２年度さつま町介護保険事業特別会計補正予算（第４号） 

第２２ 議案第２８号 平成２２年度さつま町介護サービス事業特別会計補正予算（第２号） 

第２３ 議案第２９号 平成２２年度さつま町農業集落排水事業特別会計補正予算（第１号） 

第２４ 議案第３０号 さつま町教育委員会委員の任命について 

第２５ 議案第３１号 患者監視装置（生体情報モニタ）購入契約の締結について 

第２６ 平成２２年陳情第１０号 「子ども・子育て新システムの基本制度案要綱」に反対

する陳情書 

第２７ 発議第 １号 東北地方太平洋沖地震に関する決議 

第２８ 発議第 ２号 さつま町議会議長等の議員報酬の特例に関する条例の制定について 

第２９ 発議第 ３号 町長の専決処分事項の指定について 

第３０ 発議第 ４号 「子ども・子育て新システムの基本制度案要綱」に反対する意見書

（案）の提出について 

第３１ 報告第 １号 平成２２年度さつま町土地開発公社事業変更計画及び事業会計補正

予算（第２号）について 

第３２ 報告第 ２号 平成２３年度さつま町土地開発公社事業計画及び事業会計予算につ

いて 

第３３ 議員派遣の件 

第３４ 閉会中の継続審査・調査について 
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△開  議  午前９時３０分   

○議長（中尾 正男議員）   

 おはようございます。ただいまから平成２３年第２回さつま町議会定例会第５日の会議を

開きます。 

 本日の日程は、お手許に配付してあります議事日程のとおりであります。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

△日程第１「議案第３号 さつま町長等の給与の特例に

関する条例の制定について」、日程第２「議案第４号 

さつま町環境基本条例の制定について」、日程第

３「議案第５号 さつま町報酬及び費用弁償等に関す

る条例の一部改正について」、日程第４「議案第６号 

さつま町職員の給与に関する条例等の一部改正につい

て」、日程第５「議案第７号 さつま町神の湯ふれあ

い公園条例の一部改正について」、日程第６「議案第

８号 さつま町鶴田ダム公園等条例及びさつま町観光

公園条例の一部改正について」、日程第７「議案第

９号 平成２３年度さつま町一般会計予算」、日程第

８「議案第１０号 平成２３年度さつま町国民健康保

険事業特別会計予算」、日程第９「議案第１１号 平

成２３年度さつま町後期高齢者医療特別会計予算」、

日程第１０「議案第１２号 平成２３年度さつま町介

護保険事業特別会計予算」、日程第１１「議案第

１３号 平成２３年度さつま町介護サービス事業特別

会計予算」、日程第１２「議案第１４号 平成２３年

度さつま町農業集落排水事業特別会計予算」、日程第

１３「議案第１５号 平成２３年度さつま町水道事業

会計予算」、日程第１４「議案第１６号 平成２３年

度さつま町簡易水道事業会計予算」   

○議長（中尾 正男議員）   

 日程第１「議案第３号 さつま町長等の給与の特例に関する条例の制定について」から日

程第１４「議案第１６号 平成２３年度さつま町簡易水道事業会計予算」までの、議案１４件

を一括して議題とします。 

 これから、それぞれの常任委員会に付託した議案について、各常任委員長の審査報告を求

めます。まず、総務常任委員長の報告を求めます。 

〔新改 秀作議員登壇〕 

○総務常任委員長（新改 秀作議員）   

 おはようございます。総務常任委員会の審査の経過と結果について御報告申し上げます。 

 当委員会に付託されました「議案第３号 さつま町長等の給与の特例に関する条例の制定

について」、「議案第５号 さつま町報酬及び費用弁償等に関する条例の一部改正につい

て」、「議案第６号 さつま町職員の給与に関する条例等の一部改正について」、「議案第

９号 平成２３年度さつま町一般会計予算」関係分、以上、議案４件については、いずれも

原案のとおり可決すべきものと決定した次第であります。 
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 審査の過程の主な質疑について、その概要を申し上げます。 

 まず、「議案第３号 さつま町長等の給与の特例に関する条例の制定について」でありま

す。雇用状況等経済情勢が厳しいことから、町長、副町長、教育長の給料月額を減じようと

するもので、町長の給料を２０％、副町長を５％、教育長を３％減額しようとするため制定

するものである。平成２２年度に引き続き、平成２３年４月支給分から適用し、期間は平成

２４年３月３１日までとのことであります。 

 次に、「議案第５号 さつま町報酬及び費用弁償等に関する条例の一部改正について」で

あります。今回の条例改正は、健康づくりコーディネーター、環境審議会委員及び選挙投開

票事務に従事する者に対する報酬を定めるとともに、各種委員等の報酬額を適正な額に改め

ようとするものであります。 

 質疑の中で、その他の委員の日額報酬５,５００円を４,７００円に減額するとのことだが、

全体的に見て、もう少し下げてもよいのではないかとただしましたところ、県内の１２自治

体の実例と比較した中で、本町のその他の委員の日額報酬が突出して一番高い額だった。 

 それ以外の委員の日額報酬なり月額報酬を比較した場合、本町は決して高い位置にない状

況だったので、今回については、その他の委員の日額報酬の部分だけの提案をしたとの説明

であります。 

 次に、「議案第６号 さつま町職員の給与に関する条例等の一部改正について」でありま

す。今回の条例改正は、人事院勧告に基づき、本町職員の期末、勤勉手当の支給率を改定し

ようとするもので、６月期と１２月期の支給率をそれぞれ改定するが、年間の合計支給率に

ついて変動はないとのことであります。 

 「議案第９号 平成２３年度さつま町一般会計予算」の関係分についてであります。 

 歳出の２款１項総務管理費防災事業費の中で、防犯灯について、これまでの水銀灯の電気

料は月７８０円であるが、ＬＥＤ電球は月１５０円で約５分の１の電気料であることから、

町管理の防犯灯のうち、修理を要するものについては電気料軽減のため、今後ＬＥＤ電球に

交換していく予定であるとのことであります。 

 なお、公民会で設置される防犯灯の設置補助については、２３年度からＬＥＤ電球で設置

する場合、設置費の２分の１、補助限度額を１万５,０００円として助成をする予定である

とのことであります。 

 次に、庁舎建設計画については、今でも住民の一部に反対意見があるが、一方では基本設

計、実施設計も進めなければならない。どのような形で住民の意見を取り入れていくのかと

ただしましたところ、基本構想は昨年１０月にできたが、３階建てであるとか面積はこれだ

けということだけで、まだ漠然としており、実施設計が完成しないと町民の皆さんもわから

ない部分があると思う。 

 今後、この説明にあたっては、いろんな資料を用いながら、町長、職員が出向いて行って

説明をしなければならないと思っている。町民の要望もあると思うので、内部の検討委員会

と併せて庁舎建設検討委員会や専門家の意見も聞き、両立しながら進めていかなければなら

ないと思っているとの説明であります。 

 次に、２款７項地籍管理費地籍調査事業費について、平成２３年度で調査が終了予定だが、

調査後の新たな面積で課税を始めた場合、税収増はどれぐらいと見込んでいるかとただしま

したところ、宅地等については、ほとんど面積は広がることはない。山林が主ではないと考

えるが、現在、さつま町の山林の平均単価が１平米当たり２２円程なので、税額にして３,０００万

円程の増になるのではないかとの説明であります。 
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 次に、平成２３年４月１日より引き続き５年間指定管理をお願いする７款１項商工費の中

のガラス工芸館と、８款４項都市計画費の中の観音滝公園等について、指定管理者同士で連

携することにより、さらに施設の効果を上げるよう、行政として仲介するべきではないかと

ただしましたところ、連絡会を定期的に開くようにしており、行政も含めてしっかり連携が

うまくいくように提案等もしながら、利用促進に向けて努力していきたいとの説明でありま

す。 

 次に、９款１項消防費消防業務費の中で、応急手当普及啓発事業の講習会への参加状況に

ついてただしましたところ、普通救命講習と一般救命講習の大きく２つに分けられる。普通

救命講習は、法に基づいて３時間のカリキュラムに沿った講習会である。一般救命講習は心

肺蘇生法やけが人の応急手当等を１時間から２時間単位で行うものである。 

 平成２２年の受講状況は、普通救命講習が３４回、５９４名、一般救命講習が３４回、

８８０名となっており、年々増加している状況であるとの説明であります。 

 次に、非常備消防施設費の中で、川原分団車庫建設用地については、現地調査をした上で

審査しました。この建設予定地について検討の余地があるのではないかとただしたところ、

地元分団や地元後援会の意見を尊重しなければならないし、また、一帯の町有地の有効活用

も考慮しながら、再度関係者で協議し決定したいとの説明であります。 

 次に、防災行政無線のデジタル化への対応はどのように考えているのかとただしましたと

ころ、デジタル化は多額の経費を必要とすることから、庁舎建設の推移を見ながらできるだ

け早急に整備を進めたいとの説明であります。 

 また、各公民会で整備する公民会無線については、現在複数使われている無線周波数帯に

ついて、１５０メガヘルツ帯の使用期限は定まっていないが、３００、４００メガヘルツ帯

については平成３４年１１月までの使用期限となっている。現在設置されている公民会は、

３００、４００メガヘルツ帯が混信していないので、これを利用しているところが多いが、

平成３４年１１月までの使用期限であるとの説明はしている。 

 これからは３４年問題をなくすために、平成２２年度にできた地域振興波を使っていただ

くように説明をしている。地域振興波を使用すれば若干経費が高くなるが、これまで地域振

興波を使用して、２つの公民会が設置をされたとの説明であります。 

 このほか次の２点について、特に町長の見解を求めたところであります。 

 まず１点目として、合併特例債の今後の活用について、今回の一般質問の答弁の中で、新

庁舎建設については合併特例債を借りず、合併特例交付金や庁舎建設基金を充当して建設で

きるのではないかと答弁されたが、庁舎建設には有利な合併特例債を活用し、将来のために

基金を蓄えておくべきではないかと考える。 

 今後の特例債の活用を含めた町財政運営の基本的な考え方についてただしましたところ、

現在での庁舎建設計画での事業費２０億円に対する合併特例債の充当上限額は７億

５,０００万円としているが、今年度については庁舎建設基金への積み立てを予定しており、

平成２３年度、２４年度についても積み立てが可能と思っているので、充当上限額の７億

５,０００万円を下回って、借り入れを少なくできるのではないかという見通しをもってい

る。 

 これまで合併特例債については、旧町間の町道整備等のために１３億５,５２０万円借り

入れている。合併特例債の全体の借入枠については１０６億円であり、残りが９２億

４,４８０万円となっている。これが平成２６年度で失効するので、この中でどのように活

用していくかが今後の課題であるが、合併特例債を活用できる適債事業があるので、そうい
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った事業に充当していきたいし、また、場合によっては特例債を活用して基金に積み立て、

将来のいろんな事務事業に充当していく方法もあるのではないかと思っている。これについ

ては、借り入れをして基金への積み立てとなるので、今後の実質公債費比率がどういう状況

になるかといった指数等も見据えて判断していきたいと思っている。 

 今後の財政運営が厳しい状況であるので、できるだけ年度間の財政が円滑に運営できるよ

うに、必要な積立は当然していきたいと思っている。特例債も庁舎建設を含めてある程度活

用して、必要なところに使い、また一方ではそのことによって積立もできる部分があるので、

年度ごとに十分考えていきたいとの答弁であります。 

 ２点目として、水害や原子力発電所の事故等の災害対策について、今回の東日本大震災は

大災害となったが、また、その上に原子力発電所の事故も起き、コントロールもできない状

況で非常に心配されるところである。そういう中で、本町にもダムがあり、原子力発電所も

近くにある。 

 これまで安全安心対策課でいろいろと検討をされたとは思うが、ダムの決壊や原子力発電

所の事故等に備えた放射能レベル測定器の設置、避難マニュアルの見直しを含めた災害対策

等について、今後どのように考えているのかとただしましたところ、これまで水防演習につ

いては、川内川の上流と下流で隔年ごとに訓練を実施している。２１年度は薩摩川内市が本

部、山崎地区がサテライト会場という形で実施した。 

 それから町独自の防災訓練も行っており、昨年は柏原地区で実施した。ほかにも町独自の

土砂災害訓練についても実施をしているところである。ダムの決壊まで想定した訓練は行っ

ていないが、川内川の洪水に対する訓練という形で行っている。 

 もしものことを考えたときに、どこの地区はどこに避難したほうが安全なのかという想定

の訓練はこれまでないが、そういうことも考えられるのでどういった形で訓練するのか、水

防演習の中でもそこまで含めた形で想定訓練をするのか、関係機関とも十分協議をしながら

実施できるかどうか検討していきたいと思っている。 

 また、原子力発電所の関係については、恐らく今回の福島原発事故を大教訓としながら、

原発のある地域については、マニュアルや避難訓練といったものが示されてくるのではない

かと思っている。 

 原発を近くに抱えている住民にとって、非常に重要な課題として受けとめ、その対処は非

常に大事なことであると思っているので、国・県と一緒になって今後もいろんな機会に関係

機関に申し入れをし、また、必要な場合には町民の皆さん方にも呼びかけをしながら訓練の

機会をつくっていくことも必要であるかと思っているので、十分検討したいとの答弁であり

ます。以上で、総務常任委員会の報告を終わります。 

〔新改 秀作議員降壇〕 

○議長（中尾 正男議員）   

 これから総務常任委員長の報告に対する質疑を行います。質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中尾 正男議員）   

 質疑なしと認めます。これで総務常任委員長に対する質疑を終わります。 

 次は、文教厚生常任委員長の審査報告を求めます。 

〔岩元 涼一議員登壇〕 

○文教厚生常任委員長（岩元 涼一議員）   

 文教厚生常任委員会の審査と経過と結果について御報告申し上げます。 
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 当委員会に付託されました議案７件につきましては、現地調査を行い慎重に審査を行った

結果、いずれも原案のとおり可決すべきものと決定した次第であります。 

 それでは、審査の過程の主な論議について申し上げます。 

 初めに、「議案第４号 さつま町環境基本条例の制定について」であります。本条例は、

現在及び将来の町民の健康で文化的な生活の確保に寄与することを目的に、本町の環境保全

について基本理念を定め、また、町・事業者・町民の責務、施策の基本事項及び施策の総合

的かつ計画的な推進等について定めるものであるとの説明であります。 

 本町の環境保全施策を総合的かつ計画的に推進するために、国における環境基本法と環境

基本計画の関係にならい、本町においても本条例に基づき町環境基本計画を作成し、必要な

施策を進めようとするものであります。 

 質疑の中で、環境保全の基準や規制といった具体的施策をどのように考えているかただし

ましたところ、今回の条例では町の環境保全の基本理念を定めようとするものであり、環境

保全に努めることを宣言する意義もある。基準や規制といったものは、現在ある国の関係法

律や県、町の関係条例のほかに、町において必要なものがあれば、今後個別に条例を定め対

応していくとのことであります。 

 次は、「議案第９号 平成２３年度さつま町一般会計予算」関係分についてであります。 

 当委員会関係の主な質疑等について申し上げます。 

 まず、３款１項社会福祉費に新規計上された児童デイサービス事業の負担金についてただ

しましたところ、今回、障害児の療育支援施策の一つとして発達支援センター「クオラバン

ビーノ」が町内に４月開設されることになった。 

 本町からの負担金については、事業者の収入見込みに対する法律上の経費負担のうち、

国・県負担金と利用者負担金を差し引いた額となるが、このうち町内利用者分を本町で負担

しようとするものである。なお、町内利用者が負担する利用料については、別途、心身障害

児通園事業により町が負担するとのことであります。 

 次に、４款１項保健衛生費に新規計上された健康づくりコーディネーターの活動の方向性

をただしましたところ、町としては特定健診や人間ドック、職場検診等を通じて自分の健康

は自分で守るという意識づけの向上が一番重要と感じている。 

 健康づくりコーディネーターについては、先の健康づくり推進のまち宣言を推進するため、

町全体の取り組みの中でこういった意識向上を図る企画の立案や、保健師等の指導等につい

て活動いただくとのことであります。 

 また、同じく保健衛生費に新規計上された「こうのとり支援事業補助」についてただしま

したところ、一人当たり２０万円を限度として不妊治療の経済的負担を町が支援するもので

あり、受診後の償還払いを想定しているとのことであります。 

 次に、４款２項清掃費でし尿処理の膜設備改良や、ごみ処理の施設補修等のため取り崩さ

れた一般廃棄物処理施設維持補修基金の今後の対応についてただしましたところ、この基金

の取り扱いについては、薩摩川内市との協議が必要となっている。 

 現在、薩摩川内市とは平成２４年度以降の受託業務継続について協議中であるが、継続で

きるか不明であるため、基金は一旦清算したほうがよいということになった。今後について

は清算後において、改めて基金造成を考えているとのことであります。 

 次に、１０款２項小学校費及び３項中学校費に計上された学校活性化推進事業の状況につ

いてただしましたところ、本事業は各学校の取り組み内容に応じて支援するもので、一般的

な特色ある学校づくり部門と、町長マニフェストにある子ども健やか育成部門に助成対象を
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分類し、各学校の取り組み内容に応じて助成している。子ども健やか育成部門では、平成

２２年度で８小中学校に助成した。平成２３年度は小学校で２０万円、中学校で１０万円を

増額し予算計上しているとのことであります。 

 次に、１０款３項中学校費に計上された鶴田中学校プール改修工事についてただしました

ところ、漏水原因となっているひび割れ部分等を補修したあと、防水シートを全面に張る工

法を考えているとのことであります。 

 次に、１０款５項社会教育費に計上された図書館運営費の中で、薩摩図書室を薩摩支所庁

舎へ移転し、「子ども図書館」を設置するに当たり、図書室の運営体制をただしましたとこ

ろ、町内の３つの図書室には現在、司書嘱託職員１名と臨時職員６名の人員で、屋地楽習館

では常時２名、鶴田図書室及び薩摩図書室ではそれぞれ常時１名の体制となっている。 

 今後、移転して「子ども図書館」を設置する薩摩図書室では、イベント開催日など必要に

応じて２名体制で運営していくことを検討している。また、司書資格所持者を雇用すること

も検討しているとのことであります。なお、「子ども図書館」についてはイベント開催も大

切であるが、日ごろからふれあいの場所として活用されていければと考えているとのことで

あります。 

 これに対して委員から、目標利用者数７,２００名を達成するためにも、有効な対策を講

じてほしい。また、「子ども図書館」の対象者は、育児中の親や子供たちと明確であること

から、対象者に直接招待状を送るなど、呼びかけの方法も大事ではないかとの意見がありま

した。 

 また、同じく社会教育費に計上された緊急雇用創出事業臨時特例基金事業費で、歴史資料

センター等にある貴重な資料等をデータベース化することに関連し、鶴田及び薩摩にある収

蔵物の活用策をただしましたところ、データベース化し整理する中で、薩摩の館では民具を

主に展示し、歴史資料センターでは歴史・文化の紹介という形で、施設を位置づけできれば

と考えている。また、収蔵量の多い民具のうち、小学校の学習用資材として活用できるもの

は貸与することも考えているとのことであります。 

 次に、１０款６項保健体育費に計上されたみんなのラジオ体操会についてただしましたと

ころ、本年７月２７日の開催ということで、平日の開催となるが２,０００人を目標に参加

を広く呼びかけていくとのことであります。 

 また、同じく保健体育費に計上された学校給食センター費の各種業務委託についてただし

ましたところ、３センターの同じ業務については事務改善及び経費抑制の観点から、できる

限り１つにまとめ委託するよう改めたとのことであります。 

 次は、「議案第１０号 平成２３年度さつま町国民健康保険事業特別会計予算」について

であります。質疑の中で、特定健診の受診率向上対策等についてただしましたところ、特定

健診の受診率については、平成２４年度で受診率６５％が目標となっている。仮にこれが未

達成となった場合、現制度下においては後期高齢者支援金としての負担が１０％増額され、

逆に達成すれば１０％減額されることになっている。 

 平成２２年度の特定健診受診率は速報値で４３％となっているが、平成２３年度は目標達

成に向けて特定健診の無料化や、医療機関からの情報提供を受けて治療中の検査状況が特定

健診の対象となっていないか把握も行い、合わせて同検査が特定健診の対象となるよう、医

療機関との連携を図っていきたいとのことであります。 

 次は、「議案第１２号 平成２３年度さつま町介護保険事業特別会計予算」及び「議案第

１３号 平成２３年度さつま町介護サービス事業特別会計予算」についてであります。 
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 質疑の中で、介護保険事業特別会計における借入金の経緯についてただしましたところ、

平成２２年度は介護給付費準備基金を取り崩して対応したが、決算見込みでは介護給付費が

４～５％程度さらに増えるとみている。このことからまた、平成２３年度の介護給付費の伸

びも見込んだとき、今回、当基金による対応は困難であると想定されたため、平成２３年度

は鹿児島県財政安定化基金から無利子で借り入れる予算を編成したとのことであります。 

 また、平成２４年度から平成２６年度の第５期介護保険事業計画の展望についてただしま

したところ、第５期介護保険事業計画については、平成２３年度に作成することになってい

るが、第４期の実績において計画を超える介護保険給付費の伸びとなっていることから、第

４期で月額４,１００円であった介護保険料も見直しが必要と思われる。 

 なお、介護保険料については、国や県でも平均５,０００円は超えるという説明であり、

また現制度下における負担割合等の問題等もあることから、現時点での見通しは難しい。た

だ第４期の介護保険費の実績に基づき、現行制度により算定してみると、平成２４年度以降、

第５期の介護保険料は６,０００円近くになることも想定されるとのことであります。 

 次は、「議案第１４号 平成２３年度さつま町農業集落排水事業特別会計予算」について

であります。質疑の中で、対象地域内では高齢化とともに佐志ニュータウン等での新築供用

を期待するしかない状況の中で、供用率向上対策として一般会計で計上されている単独処理

浄化槽から合併処理浄化槽への切りかえ助成を農業集落排水への切りかえにも助成できない

のかただしましたところ、どれだけ対象があるか判らないが、検討する必要がある。 

 ただし、単独処理浄化槽からの切りかえ助成は、浄化槽を設置することが国の交付条件と

なっていることから、補助対象外なるようである。今後助成するのであれば、要綱を改正し

町単独で取り組むことになるとのことであります。 

 以上の外、審査を通じて論議された次の２点について、特に町長の見解をただしたところ

であります。 

 まず１点目に、健康づくり推進のまち宣言を推進するための健康や食育に係る取り組みの

庁舎内連携についてであります。この件に対して答弁では、先般の町民大会の中で健康づく

り推進のまち宣言を行ったところであり、全庁を上げて関係課十分な連絡調整を図り、一つ

の方向に向かって取り組んでいくことが大事であるので、連絡調整会議というものをしっか

り内部で組織しながら推進していきたい。 

 その中で、健康づくり推進について企画を専門にしていただくコーディネーターがどうし

ても必要であると認識したので、今回そういう専門を配置しながら体制を築いていきたい。 

なお、関係する現在の各組織については、やがては統合できるものは統合してスリム化する

ことも必要と思うが、当面はそのままで、いかに連携を深めていくかが大事だと思っている。 

 また、健康づくりにも関係する各地域での福祉部設置についても、各地区で活性化計画を

作成していただいているところであるが、ぜひ議論いただいて福祉部の位置づけをしていた

だければありがたいとの答弁であります。 

 次に２点目として、学校施設の耐震補強への早期対応についてであります。 

 この件に対して答弁では、耐震補強は財政負担が軽減されるよう文部科学省の補助事業を

導入して進めたほうがよいと考えている。 

 平成２３年度は宮之城中学校屋内運動場の耐震補強計画を行うこととしているが、最近の

地震の状況を見ると、児童・生徒の安全を守るという観点から優先されるべき事業であると

認識している。現時点では平成２４年度に薩摩中学校校舎、平成２５年度に求名小学校屋内

運動場、平成２６年度に宮之城中学校屋内運動場ということで計画しているところである。 
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 財政的には、耐震補強計画を作成済みである薩摩中学校や求名小学校では、それぞれ１億

３,０００万円の経費が必要ということであるが、一般財源を試算してみると２,０００万円

から４,０００万円といったところであり、引き寄せてできるものであれば、できないこと

もないと思っている。ただ、一挙にできる状況であるかどうか補助金の配分にもよることか

ら、今のところ１年に１施設というふうに計画しているとの答弁であります。 

 以上で、文教厚生常任委員会の報告を終わりますが、報告の中で直接触れなかった部分や

議案についても慎重に審査を行った次第であります。 

〔岩元 涼一議員降壇〕 

○議長（中尾 正男議員）   

 これから文教厚生常任委員長の報告に対する質疑を行います。質疑はありませんか。 

○平田  昇議員   

 一昨年度の本町における介護給付率は高いと、増えていくということの原因として認定率

が高いという説明があって、そこで調査・分析に取り組むという説明がなされた記憶がある

わけですが、その調査・分析の結果については触れておられませんか、当委員会で。その点

を。 

〔岩元 涼一議員登壇〕 

○文教厚生常任委員長（岩元 涼一議員）   

 ただいまの御質問でございますが、当委員会におきましてはその点については、質疑はい

たしておりませんでした。 

〔岩元 涼一議員降壇〕 

○議長（中尾 正男議員）   

 ほかにありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中尾 正男議員）   

 質疑なしと認めます。これで文教厚生常任委員長に対する質疑を終わります。 

 次に、建設経済常任委員長の審査報告を求めます。 

〔米丸 文武議員登壇〕 

○建設経済常任委員長（米丸 文武議員）   

 建設経済常任委員会の審査の過程と結果について、御報告申し上げます。 

 当委員会に付託されました議案については、現地調査も踏まえて慎重に審査を行った結果、

「議案第７号 さつま町神の湯ふれあい公園条例の一部改正について」、「議案第８号 さ

つま町鶴田ダム公園等条例及びさつま町観光公園条例の一部改正について」、「議案第９号 

平成２３年度さつま町一般会計予算」関係分、「議案第１５号 平成２３年度さつま町水道

事業会計予算」、「議案第１６号 平成２３年度さつま町簡易水道事業会計予算」、以上の

議案５件については、すべて原案のとおり可決すべきものと決定した次第であります。 

 審査の過程の主な論議について、その概要を申し上げます。 

 まず、「議案第７号 さつま町神の湯ふれあい公園条例の一部改正について」であります。 

 今回の改正は、現在、紫尾区公民館が指定管理を行っている施設のうち、パターゴルフ場

として利用されている神の湯ふれあい公園を平成２３年４月１日から直営管理とすることに

伴う条例の一部改正であります。 

 質疑の中で、直営とすることとした具体的な理由についてただしましたところ、平成９年

３月の県北西部地震により、数ホールに亀裂が入り段差が生じ、これまでは補修をしながら
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維持に努めてきたが限界にきており、地元との協議を重ねる中で、要望もあり指定管理施設

から外し、直営にすることとしたとのことであります。 

 次に、「議案第８号 さつま町鶴田ダム公園等条例及びさつま町観光公園条例の一部改正

について」であります。今回の改正は、鶴田ダム公園のうち、鶴田ダムヘラブナ岬公園を平

成２３年４月から平成２７年３月までのダム再開発の管理ヤードとして国が使用する予定が

あるため、指定管理施設から外し、直営管理施設として観光公園条例に移行することに伴う

条例の一部改正であります。 

 次は、「議案第９号 平成２３年度さつま町一般会計予算」の関係分についてであります。 

 ６款１項農業費の農地調査・農地基本台帳整備費に計上された借り上げ料３６万

８,０００円は、平成２３年度から鹿児島県土地改良事業団体連合会が提供する「水土里ネ

ット鹿児島ＧＩＳシステム」により、町内の農地の地形図、空中写真などの情報を必要に応

じ編集し、利用できる農地地図情報システム導入に係る経費であります。 

 次は、同じく農業費の特産振興対策事業費の実証モデル事業及び「薩摩のさつま」ブラン

ドの確立に向けた取り組みについてただしましたところ、実証モデル事業では、梅、ジャン

ボインゲン及び白ネギの展示圃設置を予定しており、ジャンボインゲンについては、現在出

水地区を中心に栽培がなされ、関東地方に出荷され人気もあり、商品性の高い作物と考えて

いる。 

 「薩摩のさつま」ブランドは、推進を図る過程においてＪＡの合併があったが、ＪＡ北さ

つまとされても当分の間はこのブランドを推進していくこととなったことから、一緒になっ

てブランド確立を図っていくとのこととであります。なお、実証モデル事業については、こ

れまで奨励をされてきた野菜で定着しなかった品目もあるので、実証圃の設置による検証を

行い、確実に定着が図られるように要望したところであります。 

 さらに、ふるさと雇用再生特別基金事業（梅産地向上対策事業）実施についてただしまし

たところ、梅栽培農家の高齢化、労働力不足等により荒廃園が増えつつあり、町梅振興会と

されても、これまで築き上げてきた梅産地を何とかしたいという気持ちから、梅園の貸し借

りや受託作業を行うことができる農業生産法人を、本年７月をめどに設立して、薩摩西郷梅

の産地存続を図っていきたいとのことで、基金事業を活用した準備作業支援として委託料

３００万円を計上しているとのことであります。 

 同じく、農業費のフレッシュファーマー育成事業の就農支援資金償還助成についてただし

ましたところ、就農支援資金は、県知事から就農計画の認定を受けた者が就農し、また新た

に就農しようとする青年等を農業に就農させるのに必要な資金であり、今回計上されている

２２９万５,０００円は、この資金償還を助成するものであります。 

 現在、施設園芸就農者を中心に６名の農業経営者に助成を行っており、また、就農計画ま

たは経営改善計画に基づいた、町、ＪＡ、県の担当者による評価及び達成状況を見ながらの

支援も行っているとのことであります。 

 次に、６款２項林業費の里山林機能回復事業費についてただしましたところ、この事業の

前身は、主要幹線道路沿いの竹林景観保全のために実施された竹林健全化事業であり、本年

度は本事業により面積２ヘクタール、伐採２,５００本を計画、委託料２２０万２,０００円

を計上し、本町における竹林整備と適正な維持管理を推進し、景観の保全を始め森林の多面

的機能の維持向上を図っていくとのことであります。 

 この中で、事業推進に当っては、タケノコ生産への波及、継続的な竹林の景観整備が図ら

れるよう追跡調査及び指導等を要望したところであります。 
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 次に、８款２項道路橋りょう費の、道路台帳整備業務について、現状と今後の見通しにつ

いてただしましたところ、道路台帳整備は道路改良と平行して整備が行われるので改良事業

が実施される限り続き、今後も新規認定路線分の整備等があるとのことであります。 

 また、現在策定中である橋梁長寿命化修繕計画の基礎資料となる橋梁台帳整備に関連し、

計画策定と今後の予算措置についてただしましたところ、橋梁長寿命化修繕計画は、計画策

定委員会を数回開催し、本年７月までをめどに計画書をまとめることにしている。 

 計画策定委員である大学教授は、できれば老朽化した橋梁は架け替えが望ましいとの意見

を述べており、計画書策定後は、修繕計画の実施スケジュールを立て、町の基本計画等への

位置づけを行い、スケジュールの進行管理をすべきとの見解を示されている。なお、この計

画に基づく予算措置は、平成２４年度以降になるとのことであります。 

 次に、８款４項都市計画費の堤防等周辺美化について、管理に関する国の考えについてた

だしましたところ、現在、河川事務所と協議をしているが、地域からの要望がある場合は管

理をお願いする。ただし、河川敷において、地域からの要望により整備された施設は、基本

的に地域での管理をお願いすることとなるため、管理経費として堤防等周辺美化に係る委託

金の一部を充てる方法も考えられるとのことであります。 

 次は、８款５項住宅費の公営住宅等長寿命化計画策定業務についてただしましたところ、

管理している５１団地、５１６戸について、ストックの状況把握、住民意向調査、関連計画

の位置づけ及び住宅政策の目標などから全体的把握を行い、長寿命化を図るべき住宅等の選

定として、維持管理戸別改善建てかえ及び用途廃止等を検討し、維持管理のための修繕計画

または建てかえ事業の実施方針を作成するものであるとのことであります。 

 次は、「議案第１５号 平成２３年度さつま町水道事業会計予算」についてであります。

上水道及び簡易水道の今後の事業計画及び料金の統一化等についてただしましたところ、簡

易水道事業については国の補助金制度の見直しにより、今後、施設整備の国庫補助金を要望

する場合、簡易水道事業の統合計画書が策定されないと採択を受けられなくなるもので、平

成２８年度までに事業統合を目指すものであり、昨年度、計画書を国へ提出したところであ

る。 

 これに伴い、給水人口が５,０００人を超えることから上水道となり、今後、上水道との

統合及び料金の見直し等、検討する必要があるが、将来計画等も考慮し、また住民の合意形

成も必要なことから、慎重に対応する必要があるとのことであります。 

 次に、「議案第１６号 平成２３年度さつま町簡易水道事業会計」についてであります。

収益的支出の中の鶴田中央浄水場管理者の調査委託料５０万円についてただしましたところ、

現在、管理人を置いて浄水場の管理を行っているが、管理人が退去されることから、管理舎

の今後の対策について検討するための土地及び建物の鑑定業務委託料であり、今後、処分ま

たは貸し付けるか検討する必要があるが、貸し付ける場合の維持管理費等を考慮すると処分

の方向が望ましいとのことであります。 

 最後に、次の４点について、特に、町長の見解を求めたところであります。 

 まず１点目は、水閘門の管理委託単価の違いに対する対応策についてであります。管理委

託の単価が国と県とで大きく差があり、特に、同地区において管理する場合には問題が生じ

る恐れがある。 

 国・県からの委託金ではあるが、町としての対応策の考えについてただしましたところ、

このことは、昨年、県議会の企画建設委員会が行政視察を行った際の意見交換の中でも課題

となり、町としても企画建設委員会を通じて要望を行い、県の関係部署にも直接お願いをし



- 147 - 

た。同じ場所で単価が異なると管理人に対して不都合が生じるので、本町の場合においては、

水閘門操作に関する単価については、国・県管理とも同額の設定が望ましいと考えており、

あわせて単価の差額解消に向けた県への要望は引き続き行っていきたいとの答弁であります。 

 次に、第２点目は、ＭＢＣラジオ紹介を通した町民意識の高揚策についてであります。 

 ラジオ番組を通して本町の紹介を行うこの事業は、堅実に進めてほしいと考えていると同

時に、さつま町民もこのＰＲを通して我がまちを十分理解し、認識を高める自己啓発が必要

であり、来町者に対するもてなしの心を醸成すべきではないかとただしましたところ、観光

のすばらしさは食べ物がおいしいこと、風光明媚なことと並んで、そこに住んでいる方のも

てなしの心や親切心に触れることが最も印象に残るものと考える。 

 全町民が郷土愛にあふれ、自分のまちを誇りに思う、その気持ちを伝えていくことが大事

であり、そのことにより、観光客等に対し、自然体で親切に対応できるものと考えるので、

いろんな機会を通して、このことを啓発していきたいとの答弁であります。 

 次に、第３点目は、公設卸売市場の借地に対する今後の考えについてであります。本年度

も当初予算に公設卸売市場の借地料が計上されているが、今後もこのような形で借地を継続

するのか、土地交換の交渉を進めていくのか、その考えについてただしましたところ、この

件は長年の懸案事項となっており、３年ごとに覚書を交わし、借地を継続してきている。 

 当該土地の所有者は、ＪＡ北さつまで以前から町有地との交換について話し合いを行って

きたところであるが、交渉を進める過程において、町の合併、ＪＡの合併等があり、話し合

いが先送りとなった経緯がある。このようなことから、本年５月には、ＪＡ北さつまの理事

改選が行われ新体制となることから、改めて協議をしていきたいと考えているとの答弁であ

ります。 

 最後に、第４点目は、広く商工業振興策を図る観点から、商工会未加入者に対する考えに

ついてであります。 

 当初予算に、商工会後継者祝い金、小売業等店舗改装支援事業、商工会新規参入者支援補

助等が計上されており、これらは商工会会員でなければ対象とならない事業であるが、町民

に対する公平性の観点から商工会未加入者も対象とし、広く商工業の振興を図るべきではな

いかとただしましたところ、本町の商工会加入率は約５９％で、県内においてもほぼ同じよ

うな状況であるが、高齢化や後継者不足等により加入率は大幅に減少してきている。 

 このような中で、さつま町商工会とされても、会員の減少は商工会自体の弱体化に結びつ

くので、このことを重く受けとめ、「百縁祭」などの活発な取り組みを行い、会員の加入促

進に努められている。 

 商工会会員であることにより、各種支援制度が受けられるメリットがあり、商工会という

組織の中で、いろんな情報交換をしながら制度活用をすべきと考え、商工業者全員を対象と

した場合、商工会に加入するメリットがなくなり、会員離れを助長することも懸念される。

ただ、行政としては、町全体の商工業振興策を図る観点から、中小企業災害復旧資金利子補

助や特定中小企業緊急補償制度利子補助等は、会員外でも対象としている。 

 また、商工会においては、会員外の方の経営相談、商品券発行など、できる範囲でさらに

努力をしてもらうことが会員増にもつながると考えるので、今後も商工会との連携を図って

いきたいとの答弁であります。以上で、建設経済常任委員会の報告を終わります。 

〔米丸 文武議員降壇〕 

○議長（中尾 正男議員）   

 これから、建設経済常任委員長の報告に対する質疑を行います。質疑はありませんか。 
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〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中尾 正男議員）   

 質疑なしと認めます。これで、建設経済常任委員長に対する質疑を終わります。 

 これから、順に討論・採決を行います。 

 まず、「議案第３号 さつま町長等の給与の特例に関する条例の制定について」から、

「議案第８号 さつま町鶴田ダム公園等条例及びさつま町観光公園条例の一部改正につい

て」までの、議案６件について一括して討論を行います。討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中尾 正男議員）   

 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

 これから、ただいまの議案６件について一括して採決します。 

 お諮りします。各議案に対する各委員長の報告は原案可決です。各委員長の報告のとおり

決定することに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中尾 正男議員）   

 異議なしと認めます。よって、「議案第３号 さつま町長等の給与の特例に関する条例の

制定について」から、「議案第８号 さつま町鶴田ダム公園等条例及びさつま町観光公園条

例の一部改正について」までの議案６件は、各委員長の報告のとおり原案可決されました。 

 次は、「議案第９号 平成２３年度さつま町一般会計予算」について討論を行います。討

論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中尾 正男議員）   

 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

 これから、本案を採決します。この採決は起立によって行います。 

 お諮りします。本案に対する各委員長の報告は原案可決です。各委員長の報告のとおり決

定することに賛成の方は起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（中尾 正男議員）   

 起立全員です。よって、「議案第９号 平成２３年度さつま町一般会計予算」は、各委員

長報告のとおり原案可決されました。 

 次は、「議案第１０号 平成２３年度さつま町国民健康保険事業特別会計予算」から、

「議案第１６号 平成２３年度さつま町簡易水道事業会計予算」までの議案７件について一

括して討論を行います。討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中尾 正男議員）   

 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

 これから、ただいまの議案７件を一括して採決します。この採決は起立によって行います。 

 お諮りします。各議案に対する各委員長の報告は原案可決です。各委員長の報告のとおり

決定することに賛成の方は起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（中尾 正男議員）   

 起立全員です。よって、「議案第１０号 平成２３年度さつま町国民健康保険事業特別会
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計予算」から、「議案第１６号 平成２３年度さつま町簡易水道事業会計予算」までの議案

７件は、各委員長報告のとおり原案可決されました。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

△日程第１５「議案第１７号 さつま町健康ふれあい公

園の指定管理者の指定について」   

○議長（中尾 正男議員）   

 次は、日程第１５「議案第１７号 さつま町健康ふれあい公園の指定管理者の指定につい

て」を議題とします。本案の審査に当たり、私は地方自治法第１１７条に規定する除斥に該

当しますので、副議長と交代し、退席をいたします。 

〔議長交代・退席〕 

○副議長（木下 賢治議員）   

 引き続き、審議を続けます。 

 本案に対する総務常任委員長の審査報告を求めます。６番、新改秀作委員長。 

〔新改 秀作議員登壇〕 

○総務常任委員長（新改 秀作議員）   

 総務常任委員会に付託されました、「議案第１７号 さつま町健康ふれあい公園の指定管

理者の指定について」の審査の過程と結果について御報告申し上げます。 

 付託されました議案については、慎重な審査を行った結果、可決すべきものと決定した次

第であります。審査の過程の主な質疑について、その概要を申し上げます。 

 今回、平成２３年４月１日から、平成２８年３月３１日までの５年間、神子区公民館を指

定管理者に指定しようとするものであります。これまで、健康ふれあいセンターと一体的に

管理を委託しておりましたが、今回より公園部分については分離し、管理をお願いしようと

するものであります。以上で、総務常任委員会の報告を終わります。 

〔新改 秀作議員降壇〕 

○副議長（木下 賢治議員）   

 これから、総務常任委員長の報告に対する質疑を行います。質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○副議長（木下 賢治議員）   

 質疑なしと認めます。これで、総務常任委員長に対する質疑を終わります。 

 これから討論を行います。討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○副議長（木下 賢治議員）   

 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

 これから、本案を採決します。 

 お諮りします。本案に対する総務常任委員長の報告は可決です。委員長の報告のとおり決

定することに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○副議長（木下 賢治議員）   

 異議なしと認めます。よって、「議案第１７号 さつま町健康ふれあい公園の指定管理者

の指定について」は、総務常任委員長報告のとおり可決されました。 

 ここで、２０番、中尾議長の入場を許し、議長と交代します。 

〔議長入場・交代〕 
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○議長（中尾 正男議員）   

 ここでしばらく休憩します。再開は、おおむね１０時４５分とします。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

休憩 午前１０時３３分 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

再開 午前１０時４５分 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

○議長（中尾 正男議員）   

 休憩前に引き続き、会議を開きます。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

△日程第１６「議案第２２号 さつま町土地開発基金条

例の一部改正について」、日程第１７「議案第２３号 

平成２２年度さつま町一般会計補正予算（第

１１号）」、日程第１８「議案第２４号 平成２２年

度さつま町国民健康保険事業特別会計補正予算（第

３号）」、日程第１９「議案第２５号 平成２２年度

さつま町老人保健医療特別会計補正予算（第１号）」、

日程第２０「議案第２６号 平成２２年度さつま町後

期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）」、日程第

２１「議案第２７号 平成２２年度さつま町介護保険

事業特別会計補正予算（第４号）」、日程第２２「議

案第２８号 平成２２年度さつま町介護サービス事業

特別会計補正予算（第２号）」、日程第２３「議案第

２９号 平成２２年度さつま町農業集落排水事業特別

会計補正予算（第１号）」   

○議長（中尾 正男議員）   

 次は、日程第１６「議案第２２号 さつま町土地開発基金条例の一部改正について」から、

日程第２３「議案第２９号 平成２２年度さつま町農業集落排水事業特別会計補正予算（第

１号）」までの、議案８件を一括して議題とします。各議案について、提案理由の説明を求

めます。町長。 

〔町長 日髙 政勝君登壇〕 

○町長（日髙 政勝君）   

 議案第２２号から議案第２９号につきまして、一括説明を申し上げます。 

 まず、「議案第２２号 さつま町土地開発基金条例の一部改正について」であります。こ

れにつきましては、土地開発基金の総額を変更することに伴いまして、本条例の一部を改め

ようとするものでございます。 

 次に、「議案第２３号 平成２２年度さつま町一般会計補正予算（第１１号）」について

であります。今回の補正につきましては、本庁費に要する経費及び財政調整基金費、行政事

務費、町営住宅の管理費並びにその他所要の経費を補正しようとするものであります。 

 歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ５億８,９４５万４,０００円追加をいたしまして、

歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ１４５億９,９１０万４,０００円とするものでござ

います。 
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 今、申し上げましたとおり、プラス要因としまして、主に基金積み立てがございます。財

政調整基金に３億７,８２０万円、庁舎建設基金に４億８,０２２万２,０００円、職員の退

職手当組合負担金基金へ７,０００万円、減債基金へ４,９７２万８,０００円ということで

９億７,８１５万円でございます。 

 なお、今回の予算に、３月の１１日に発生しました東北地方太平洋沖地震の義援金といた

しまして、本町から１,０００万円、予算の支出を計画をいたしております。 

 これにつきましては、先ほどの全員協議会でお話し申し上げましたとおり、本町におきま

しても、過去、昭和４７年の７月６日において、先般の平成１８年の７月２２日、そしてま

た、これらの大水害、それから平成９年の３月２６日、５月１３日におけます県北西部地震

におきまして、大変な被害を受けて全国の皆様方から大変温かい義援金をいただいておりま

したので、町としてましての、そういう今回の犠牲に対しますお見舞いという形で、支出を

していきたいということで御提案申し上げたところでございます。 

 そのほか、町の支援策につきましても、先般の全員協議会で申し上げましたところでござ

いますが、現在のところ、義援金の状況について申し上げますと、職員共済会、３役、それ

から一般職員含めまして、きのう現在で２１０万円、それから町の議会議員の皆さんから

１０万円、川原公民会から１０万円、本庁及び両支所の義援金箱に一般町民からいただいた

義援金が２５４万６,２１２円ということでございまして、本町の現在の見込みでは、予算

計上を含めますと、１,４８４万６,２１２円というところになっておるところでございます。 

 そのほかの町の支援策としては、先般申し上げましたとおり、一般住宅の公営住宅含めま

して６戸ほど、被災者の皆さん方のそういう希望がありましたら対応していきたいというこ

とで考えております。３カ月の家賃の免除とか、あるいは入居期間は最高１年まではできる

というふうに考えておるところでございます。 

 それから、「空き家バンク」についても、先般申し上げましたとおり、今後、そういう状

況がありましたら、対応をしていきたいということでございます。 

 そのほか、水道の関係につきましては、もし転入をされた被災者の皆さんがいらっしゃい

ましたら、開栓手数料とか、あるいは水道料につきましても開栓後３カ月については免除を

していきたいと、最長免除期間は１年はできるかと思っております。 

 そのほかの幼稚園、保育園の入園の支援、これにつきましても、３カ月は受け入れができ

るということでございます。保育料についても、減免規定があるところでございます。山崎、

佐志、つるだ同朋保育園、しび保育園、太陽保育所、信教寺、吉祥園、クオラキッズ、旭、

上宮、恵光、錦光、鶴田、以上の幼稚園、保育園でございます。そのほか、児童・生徒の受

け入れにつきましては、小中学校。 

 教科書がない場合についても、無償で給与するという考えであります。そのほか、生活支

援としまして、生活保護の申請あるいは生活福祉資金貸付事業、それと保険証、健康診査の

関係、本人の申し出があれば発行していきたい。また、予防接種、妊婦検診とか乳幼児の医

療健診につきましても、従来どおり、できるかと思っております。そのほかの介護サービス

の関係につきましても、サービスを考えているところでございます。 

 税の関係におきましても、それぞれの税につきまして、困難となられた方々に対しては、

申請により、納付期限を延長するということができるようになっております。 

 住民票の関係の届け出につきましても、転出証明をとるということで、転入があるわけで

すけども、なくても手続はできるようにいたしたいとこのようなことを考えているところで

ございますので申し述べさせていただきます。 
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 なお、職員の派遣等につきましては、今後、状況によって、全国市町村会、県の市町村会

等を通じまして、要請があれば対応をしていきたいと思っております。 

 次に、「議案第２４号 平成２２年度さつま町国民健康保険事業特別会計補正予算（第

３号）」についてであります。 

 今回の補正は保険給付費、共同事業拠出金、諸支出金並びにその他所要の経費を補正しよ

うとするものであります。歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ１億２,８２０万９,０００円

を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ３３億３,３７５万２,０００円とするも

のであります。 

 次に、「議案第２５号 平成２２年度さつま町老人保健医療特別会計補正予算（第１号）」

についてであります。 

 今回の補正は、医療給付費、諸支出金並びにその他所要の経費を補正しようとするもので

あります。歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ１,１５５万３,０００円を追加し、歳入

歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ１,７０１万８,０００円とするものであります。 

 次に、「議案第２６号 平成２２年度さつま町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）」

についてであります。 

 今回の補正は、保健事業費、諸支出金並びにその他所要の経費を補正しようとするもので

あります。歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ１３５万７,０００円減額しまして、

歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ３億２８７万６,０００円にしようとするものであ

ります。 

 次に、「議案第２７号 平成２２年度さつま町介護保険事業特別会計補正予算（第４号）」

についてであります。 

 今回の補正は、保険給付費に要する経費及びその他所要の経費を補正しようとするもので

あります。歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ１,６９０万１,０００円を追加し、歳入

歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ２７億９,５８６万８,０００円にしようとするものであ

ります。 

 次に、「議案第２８号 平成２２年度さつま町介護サービス事業特別会計補正予算（第

２号）」についてであります。 

 今回の補正は、一般管理費に要する経費を補正しようとするものであります。歳入歳出予

算の総額から歳入歳出それぞれ１４４万２,０００円を減額し、歳入歳出予算の総額を歳入

歳出それぞれ２,３６０万円にしようとするものであります。 

 次に、「議案第２９号 平成２２年度さつま町農業集落排水事業特別会計補正予算（第

１号）」についてであります。 

 今回の補正は、農業集落排水事業施設管理費に要する経費を補正しようとするものであり

ます。歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ２５０万６,０００円を追加し、歳入歳出予

算の総額を歳入歳出それぞれ４,６００万７,０００円にしようとするものであります。内容

につきましては、それぞれ所管の課長に説明させますので、よろしく御審議いただきますよ

うお願いをいたします。 

 先ほど町の支援策の一つで、幼稚園、保育園の入園の支援の関係で３カ月と申し上げまし

た、あるいは２カ月もありますが、受け入れ開始の月齢が２カ月から３カ月ということ、あ

るいは４歳児、５歳児、そういうことでございましたので訂正をさせていただきます。 

〔町長 日髙 政勝君降壇〕 

○財政課長（下市 真義君）   
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 それでは、「議案第２２号 さつま町土地開発基金条例の一部改正について」内容の説明

を申し上げます。 

〔以下議案説明により省略〕 

○財政課長（下市 真義君）   

 「議案第２３号 平成２２年度さつま町一般会計補正予算（第１１号）」について御説明

を申し上げます。 

〔以下議案説明により省略〕 

○健康増進課長（村山 茂樹君）   

 それでは、「議案第２４号 平成２２年度さつま町国民健康保険事業特別会計補正予算

（第３号）」の説明をいたします。 

〔以下議案説明により省略〕 

○健康増進課長（村山 茂樹君）   

 続きまして、「議案第２５号 平成２２年度さつま町老人保健医療特別会計補正予算（第

１号）」について説明をいたします。 

〔以下議案説明により省略〕 

○健康増進課長（村山 茂樹君）   

 続きまして、「議案第２６号 平成２２年度さつま町後期高齢者医療特別会計補正予算

（第１号）」について御説明いたします。 

〔以下議案説明により省略〕 

○介護保険課長（中村 慎一君）   

 それでは、議案第２７号でございます。「議案第２７号 平成２２年度介護保険事業特別

会計補正予算（第４号）」につきまして内容の御説明を申し上げます。 

〔以下議案説明により省略〕 

○介護保険課長（中村 慎一君）   

 続きまして、議案第２８号でございます。「議案第２８号 平成２２年度さつま町介護

サービス事業特別会計補正予算（第２号）」でございます。 

〔以下議案説明により省略〕 

○環境課長（貴島 晃人君）   

 「議案第２９号 平成２２年度さつま町農業集落排水事業特別会計補正予算（第１号）」

について御説明いたします。 

〔以下議案説明により省略〕 

○議長（中尾 正男議員）   

 これから、ただいまの議案８件について一括して質疑を行います。質疑はありませんか。

１７番、新改幸一議員。 

○新改 幸一議員   

 この一般会計の補正の関係についてお伺いいたしますが、今るる説明があったわけでござ

いますけれども、過去に、合併前を含めて地震、水害もろもろありがたい義援金をいただい

たという答弁ではございましたけれども、それぞれの我がまちが過去に、そういうありがた

い義援金が総額どれぐらい累計的に実績として上がっているものか、判っておれば教えてい

ただきたいと思います。 

 それと、今回の東北地方太平洋沖地震義援金に１,０００万円という説明でございました

けれども、この１,０００万円という金額に今回補正を組まれた根拠、それぞれ議論もされ
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たと思うんですけれども、そこあたりの１,０００万円になった根拠がわかっておれば教え

ていただきたいと思います。 

○町長（日髙 政勝君）   

 過去の義援金の状況でございますが、昭和４７年の７月の全国からの義援金は１,２４３万

４,５００円という数字が上がっております。それから、平成１８年の７月の北部の豪雨災

害でございますが、町で直接受け入れたのが５,９０１万９,７７９円、それから被災市町へ

のＮＨＫ分が、日赤とか受け入れた分が８,８６０万６４円ということになっております。 

 １,０００万円の根拠については、これは具体的に計算基礎はないわけでありますので、

これはもうこういう町からこうして義援金を出すということは初めてなことであります。 

 これだけ大きな日本の歴史の中でも、過去あったのかどうか判りませんが、近年において

は数件にわたる未曾有の、それこそ大災害でございますので、町としましても先ほど申し上

げましたような、過去のいろんな水害なり地震とかに全国から温かい義援金もいただいてお

りますので、そういう気持ちをあらわすという意味で、県内でもそういう数字を出している

ところもありますけれども、私のほうとしては、これが適当ではないかなということで判断

をしたところでございます。 

 また、改めてきょうも県の町村会でも、どうした取り扱いをするかという話し合いもある

ようですが、私のほうとしましても何らかの基準的なものがあって、そしてまたそれにこう

いう災害の経験のある町については何らかのプラスアルファをしたものがあればやりやすい

んだけどもなという気持ちはありますけども。 

 なかなか町村会としても、こういうことについてはいろんな事情がありますし、財政事情

もありますし一律的にどうということも決められないんじゃないと思っております。それぞ

れの自治体の判断によらざるを得ないのかなと私は思っておるところであります。 

○新改 幸一議員   

 町長の答弁を聞いて、ある程度納得するところもございます。実は、今説明を聞いて、こ

ういう言葉を使っていいのか判りませんが、今回の災害を新聞、テレビで見たときに、同じ

日本列島、日本人という立場から考えたときに、親戚ち考ぐれば、今答弁である程度は理解

をするんですが、ほいじゃあさつま町は過去にも相当な義援をいただいておると。 

 そして、また一方では、今出ました庁舎建設基金が４億８,０００万円組まれます。この

ことも、今までの流れからいけば大事なことなんですが。私の考えるところによれば、そう

いう同じ日本民族の中で親戚と考えれば、親戚の方は家はつくられない、これから先５年、

１０年先、そういう方々がいらっしゃる。 

 ほいで、一方じゃあ、さつま町はのうのうと立派な庁舎をつくっていくのかと。そのため

に、その積立金もしっかりとしていくのかと私は考えたところでございます。 

 であれば、１,０００万円の根拠も言われましたけれども、庁舎建設基金を４億８,０００万

円されるのであれば、そのうちの基金の額のほうを落として、その分の５,０００万円ぐら

いをまだ上乗せして、６,０００万円ぐらいはやってもいいんじゃないかというようなふう

の気持ちを持つ一人でございます。そういうところの感覚ちゅうのは、町長はどう思われま

すか。 

○町長（日髙 政勝君）   

 これについては、さまざま、それぞれの考えがあるかと思っております。額は大きいか、

あるいはちょっと大き過ぎるのじゃないかという見方もありますし、町民の皆さん方もいろ

いろあるかと思います。全く被害を受けられなかった方の気持ちからしたときに、災害を受
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けられた方はそれなりの気持ちも持っていらっしゃるでしょうけど。 

 今まで財政が厳しい厳しいとずっと言ってきていて、こういうテレビ報道等があって、新

聞とか、十分この傷みは判っていらっしゃることと思います。この辺の額の決め方というの

は、やっぱりいろんな方たちの意見もきょう聞きながら、また県内の状況も聞いたりしてお

ります。 

 都城の場合が２００万円だったですかね。南種子が６００万円、それから今出しておるの

が長島が、あれは赤潮で相当な被害が出たちゅうことでそういう対策の法律ができておりま

す。それは１,１００万円ということになっておりますが。 

 やはりこの辺の決め方は非常に難しいところがありまして、私どもの今の額はいかがなも

のということで御提案をしているわけでありますので、募金も、町民の皆さん方の気持ちが

非常に高くて、過去にないような額が集まってきておりますけれども、これは先行的に幾ら

とおっしゃるとおりしたときに、やっぱりこのほかの市町村の場合もやっぱりどうするかと

いうこと、非常にこの問題については頭を悩ませているんじゃないかと思います。 

 先ほど申し上げましたように、支援策というのはいろんなことを考えておるわけですから、

ただお金の問題だけでもないと私は思います。これを、先におっしゃるとおり５千万～６千

万円と出したときに、ほかの市町村に与える影響というのもかなりありますので、その辺の

ところをやっぱり慎重に考えた上での判断が必要かと私は思っております。 

○新改 幸一議員   

 大体判りました。それと、もう１点最後にお聞きしますが、金額的なことじゃないんです

が、私たちのまちは去年、青森県の鶴田町との姉妹町の提携もしました。公式的に、この新

聞、テレビでは原発関係しか出てこないんですが、せっかく姉妹町とした青森県の鶴田町の

状況というのを、執行部としては電話なりして、ある程度詳しい状況を判っている範囲内で

教えていただきいと思います。 

○町長（日髙 政勝君）   

 やはり、青森県の六ケ所村でもそういった事故がありまして、姉妹じゃありませんが、友

好交流の町村の盟約も結びましたので、担当課長には指示をいたしまして状況を聞いたとこ

ろ、ちょうど津軽平野の真ん中でございますので、特に異常はないというような状況でござ

いましたので、こちらから特に見舞とか、そういうところまでは入れておりません。 

○川口 憲男議員   

 町長、同じような関連質問で、この私も１,０００万円町が出されたということは非常に

感銘を受けているし、いち早い対応でよかったんじゃないかと思うし、また町民の募金です

か、庁舎内、庁舎外含めてそれが出たのはいいと思うんですが、２点確認をさせていただき

たいちゅうのがございます。 

 まず、この東北地方太平洋沖地震を受けて、いろいろ新聞でも、いろいろなので想定外と

いうのなのが出てきているんですが、総務常任委員会の町長総括の中にもダムの決壊までを

含めた想定外のことを感知しているのかということがありまして、さつま町は今、１８年災

害を受けて、例えば毛布とか、それから水とか、それから乾パン、食事類とか、町内で備蓄

がどれだけなされているのか。 

 それと、もう１点、虎居の公民館、何ていいますか、避難場所が水害を受けると。それと、

一部情報をあとで聞いたところによりますと、もうあと８０センチで湯田の町がだめだと。

そして、区の公民館も危ないと。それで、上の高台の鶴田の体育館のほうに避難しなきゃい

けないという情報も流れたと。 
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 こういう今度の震災を受けて、避難所のあり方ですが、今の東北の震災を見てましても、

体育館等が避難場所になっておりますけれども、まああっちはちょっと寒いところですけど、

床で非常に高齢者の方が冷えて、それから受けられる影響があるということでした。 

 うちのまちでも、小学校の体育館等のいろんな改築とか、いろいろ工夫されていますけど、

体育館等のこれからのつくり方に、そういう避難の設備を備えた考え方というのがあるのか。

町長、そこ２点ちょっとお聞かせ願いたいと思います。 

○町長（日髙 政勝君）   

 備蓄の関係については、これについては、やっぱり町独自での備蓄としては特にしてござ

いません。これは、お互いに広域連携の中で、社会協定とかそういう中で対応していく必要

があるかと思っております。 

 それから、この避難場所のあり方でございますが、確かに目的としましては、それぞれの

スポーツ施設なり、あるいは公民館活動としての施設でありますので、あくまでもそういう

ところをこの避難所として使わさせてもらっていると、臨時的にですね。 

 体育館等については、おっしゃるとおり今回の地震等の場合も、東北地方でありますし、

雪もまだ降っている、そういうことで、油もなかなか届かないと、あるいは一時的に毛布も

届かないということで、高齢者等の皆さん方が非常に悲惨な避難状況にあったということは

報道で十分承知をいたしておりますが、避難場所としてただ特定をしているだけでございま

して、避難場所としての特定施設をつくっているわけではございませんので。 

 そこはやはりそういう状況において、どういう災害の想定をしなければいけないかという

ことも、今回の場合を十分教訓としながら対応の仕方というのは出てくるかと思いますけれ

ども、その時々の対応については、やっぱり的確に判断ができて、そういう迅速な対応がで

きるような形をする必要があるかとは思っております。 

 施設整備そのものについて、避難場所として暖房、冷房ができるようなところちゅうこと

までは、今のところは考えておりません。 

○川口 憲男議員   

 今回の場合は津波で大きな影響を受けていますから、うちのまちとしては津波までは想定

できないと思うんですけれども。きのう、おとといの新聞じゃったですか、これは、我々が

言葉を上げて出さにゃいかんことだろうけれども。姶良市の方が、原発がもしもの場合、今

の福島市の原発が３０キロ圏内ですか、２０キロ圏内をさしたときに、我がまちは全部それ

入るんですよね。薩摩、鶴田、宮之城含めて、全部それに入っているような状況。 

 その中で、例えば中央高校の体育館に避難して、また次のまちに避難せにゃいかんちゅう

ような状態が起こってくる。想定外のことを議論するなというようなテレビでも言われてい

ますけれども、やっぱしそこあたりまで心配してうちの対策は講じていかなければならない

んじゃないかと。その中で、やっぱり、水害とか土石流とか、そんなのがうちのまちじゃ一

番心配だろうと。 

 そうした場合に、１８年災害を見ても、長期間にしても１カ月以上というようなのはなか

ったと思うんですけれども、やっぱりそこあたり考えたときには、高台にある区の公民館を

優先して使われていけたら、暖房とかそういうのを確保ができていくんじゃないかと思いま

すけども、今後の対策で講じていかなければならない点じゃないかと思います。 

 だから、今後そういう、例えば区の公民館の新設とか改造とかいろんなのが出てくるんじ

ゃないかと思いますから、そういうところに、そういう気配りをしていただけるようなこと

ができないのか。 
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 それと、平成９年の地震がありましたよね。その時点で、まだ合併前だったんですけれど

も、伊豆のほうに地震に対する視察というのがあったんですよ。そこに行って、区の公民館

の施設を見たときに、区の公民館だったんですけど、そこの１階の奥のところに毛布と乾パ

ンとか、いろんな備蓄をしてあったんですよ。平成９年なんですよ、町長。 

 旧の町のときでも申し上げたんですけど、早いところはやっぱし地震に備えて、そういう

ことをしていらっしゃる。また区の総会がありますから、区でもそういうのができないのか

ということを訴えていきたいと思うですけれども。 

 やはり最低限毛布とか、食料品、例えば缶詰類は長期にできるわけです。それと、衣料品

ですね。長期にできるような衣料品。そこの町がしとったのは、半年に一回それを切りかえ

ていくんだと。それはまたバザー等で安く欲しい方には売るんだと、そういうような回転を

するちゅうようなことをされましたけど、それはまたいろいろ方法があると思うんですけど。 

 何らかの形でやっぱしそういう備蓄をしとって、例えば１,０００万円の支援をされます

けれども、いち早くしていかれるのは、そういうある分をすぐ送れるとかいう方法もあるん

じゃないかと思います。東京都の上水道が赤ちゃんに水を飲まさないでくださいちゅう情報

が流れまして、相当東京でパニックになりまして、個人的なことですけど私の家にも電話が

来たんです。水の確保をしてくれと。 

 それで、蒸留水とか、水を販売してるとこに行ったんですけれども、１カ所はもう満杯で

対応ができませんというようなのがあったんですけど、もう１つのところはかろうじて随時

取ってもらっとるから、そこは確保してあげますよちゅうことがありましたけど。 

 町内にそういう施設が２カ所ぐらいあるわけですから、そういう水類も備蓄しとって、そ

ういうところに出すという考え方が、これは今後のことですから、そういう対応ができるの

かどうかお聞きします。 

○町長（日髙 政勝君）   

 確かに、こういう災害をいつどこで受けるか、本当に予測がしがたい時代になっておりま

す。本当に、かねての備えというんですかね。今ありました避難用具は、貴重品を含めてか

ねがねリュックに詰めて準備をしていくと。やっぱり個人個人のそういう配慮も非常に必要

かなと思っております。 

 やっぱり、この辺の避難に対する考え方の意識というのを、自主防災組織もありますので、

そういうことで各家庭にそういう体制を改めて啓発をしていくことも大事かなと思っておる

ところであります。 

 今、新聞とかに、こういうものをそろえて準備をしとったほうがいいですよという品物や

ら、そういうことまで記事が出ておるようですけども、そういうことも身近な問題として受

けとめることが大事かと思っております。決して人ごとではないということが大事でありま

すので。 

 公民館についても、自主防災組織がせっかく１００％近くになってきておりますので、そ

の活動がいかにあるべきか、そしてまたそれを意識することによって、例えば避難場所にそ

ういういろんな必要なものをそろえていくということも大事かと思います。 

 その辺については、また町としてやっぱり必要なものは、いろんな関係のところと、応援

協定とかそういうものを締結をしながら、そういうところから自主的に提供をしていただく

ことも必要になってくるかと思っておりますので、それもまた十分今後対応をしていきたい

と思っているところでございます。 

○川口 憲男議員   
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 最後、ちょっと要望ですけど、今おっしゃった災害マニュアル的なのがありますから、見

直しとかいろんなので、そこあたりもできるならぜひ取り組んでいただきたいと思います。 

 それと、町長、私たちが１８年度災害を受けたときに、全壊した方に、超党派の議員立法

で被災者生活再建支援法というのがあって、非常に国の対応というのか難しくて、それが該

当しないとかいうのがあって、こっちも苦労して議員のほうにもそういうお願いがあったん

ですけれども。 

 これは今多くの首長さん方が声を上げていらっしゃいますから、県のほうの市町村長会の

ところでも、これの緩和をしていただくように。これをいけんかせんことには、今の東北の

方々も、これに該当する人たちが物すごく減っていくというようなことです。 

 これはいい議員立法ですので、被災したまちですから、ぜひ声を荒げて、町長のほうから

出していただきたいと要望しておきます。 

○町長（日髙 政勝君）   

 お答えをさせていただきますが、今ありました生活再建支援法に基づく基準の緩和につい

ては、水害を受けましてから、もうたびたび県とか国のほうには要望をしておりまして。 

 若干、前からすると改善になってきておりますので、それでまたその災害のいろんな対応

によって、地震とか水害でもまた違いますし、とにかくそういう被災者の皆さん方が本当に

再建ができるような形というのが、非常に大事でありますので、これはまた機会をもって、

今もやっておりますけども、引き続きやっぱりやっていきたいと思っております。 

 それから、またこの原子力に対しましてもですが、当然としてやっぱりこの地域防災計画

の見直しというのは国とか県とか、おそらく今回の例をもって見直しをしなければならない

というのが出てくるかと思っております。 

 今まで、１０キロ範囲でしか想定がされておりませんでしたので、今回２０キロとか、あ

るいは３０キロというところまで屋内避難とか出ておるようでありますから、おそらくその

辺の見直しが出てくるかと思いますので、私どももそういったところの見直しを一緒にしな

がら、とにかく町民の安全については今後も十分努力をしていきたいと思っております。 

○議長（中尾 正男議員）   

 ここでしばらく休憩します。再開はおおむね午後１時５分とします。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

休憩 午後０時００分 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

再開 午後１時０５分 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

○議長（中尾 正男議員）   

 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 町長より答弁の補足があります。 

○町長（日髙 政勝君）   

 先ほどの川口議員の質問の中に災害時のいろんな食料とか毛布、備蓄の関係が御質問いた

だいたところですが、実際はそういった備蓄をするにはそれだけの保管場所とかまた定期的

に管理をしなければならないとか、また食料品についてはまた入れかえも大事でございます

ので、そういうことをするといろいろ課題も多いですので、現在はこの災害復興基金で対応

したいということで今７,０３０万余りですが、それだけを基金として蓄えておりますので、

そちらのほうで対応はできるかと思ってるところでございます。 
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 状況が想定ができないわけですけども、場合によっちゃまた積み増しも今後必要になるか

と思いますけれども、今そういう対応をしたいというふうな考え方でおるところでございま

す。 

○平田  昇議員   

 一般会計について、国からの５億５,０００万円の地方交付税、プラス特別会計及び基金

より１億１,０００万円の繰り入れ、８,７００万の雑入、これから庁舎建設基金に約４億

８,０００万、財政調整基金として３億８,０００万、減債基金として５,０００万円を積み

立てることができると。 

 さらに初めは１６億３,０００万円借金をする予定だったが、それを１億５,８００万減ら

して１４億７,０００万に抑えられた、こうした一面を見る限り立派な取り組みとは言えま

す、と思うわけですが。 

 しかし、歳出では４億８,０００万円の庁舎建設基金積み立てなどの総務管理費以外は児

童福祉費、社会福祉費、災害復旧費、農業費、教育費、土木費、各款ごとに減額とされてい

ます。これは別な言い方では町民に痛みを迫ることになる。 

 町民は、やがて実感としてくるわけでございますが、このことを、町長、根気強く説得し

ていただきたいと、実はこうだ、こうだからこうなんだという説得をして、日ごろ私が言い

たいことを言ってるわけでございます。町長、よろしくお願いします。 

○町長（日髙 政勝君）   

 今回の最終補正でありますが、通常、当初予算そしてまた何回かの補正を組み上げながら

この執行に努めるわけでありますけども、結果的に執行してみて、今行革もありますし、そ

の予算をつけた以上は、過去においてはもう全額執行せないかんというような嫌いもあった

時代もあったかと思うんです。 

 今はできるだけ節約に努めるというような努力もいたしておりまして、執行の実績としま

して、結果的に歳出のほうは減額がこのように毎年出てまいります。そういった余剰金も不

用額というのがありますので、実際やってみて努力の結果ということもありますし、実際執

行の結果によってこういう減額が出てくるわけでありますが、そういったものについては今

後の繰越財源ということになっていくわけであります。 

 あるいはこの基金の積み立ての財源としてなっていくわけでありますが。今回の特にこの

積立金等の財源ができた関係については、歳入におきましては地方交付税がことしは１兆

１,０００億円、町のほうにプラスが出たということもあります。そして、また特別交付税

がつい先日正式にこの３月分がまいりまして、６億３,４００万余りでございますが、これ

も当初は厳しいだろうなと見込んでおりました。 

 例年ずっと通常の災害がないわけでありますし、特別な財政事情というのがございません

ので、相当下回った額の５億５,０００万ぐらいしか見込んでおりませんでしたけど、いろ

いろ御配慮をいただいた結果等もございまして、こういう６億を超えるような金額になって

きたということもございます。そして、また歳入の中でいわゆる町有財産の売り払いという

のもいたしました。 

 今後利用の計画のないところがございましたので、これらの不動産売り払い収入が

２,１００万ぐらい。それから、先ほどのこの都市開発基金の運用の関係２億６,０００万を、

今後の先行取得というのはないだろうということで２億まで落としておりますけど、そうい

った財源が６,２００万、そのほかの一般廃棄物関係の維持補修基金の繰り入れとかござい

まして、歳入が増えた感じでございます。 
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 そしてまた一方、歳出においては、人件費等については人事院勧告に基づく減額がありま

すし、職員採用を相当抑えてきておりますので、そういった関係の分が等々出てくるのだと

思っております。それから公債費ですね、借金の返済の分がやっぱりどんどん減ってきます。

繰り上げ償還もいたしますけれども、そういうことで年々下がってきておる。 

 こういう関係から財源が相当減額分も含めて出てまいりましたので、その分は将来のこの

財政の運用を考えますと、庁舎もありますけども、これだけ日本が大打撃を受けるような災

害が出ますと、国家財政についても恐らくはいろんなこれから手だてがあるかと思いますけ

れども。 

 これらが地方財政にどう影響するのかというのがある面においては懸念をされますので、

そういうことを見越してやっぱり積み立てをしていかないと非常にこれからの財政運営とい

うのは厳しくなるだろうということで、財政調整基金を十分積み上げているわけでございま

す。 

 そしてまた庁舎におきましても、できるだけ私がずっと申し上げておりますとおり、通常

のこの事務事業にしわ寄せがこないところの財政計画をしっかりと立てる、そういう意味合

いからやっぱりこういう財政の見通しがあるうちに積み立てをしっかりして、町民が心配を

されるような事態にならないようにしていきたいと、そういう思いがありますので積み立て

をいたしておるわけであります。そのほかの減債基金、いわゆる借金を返済するための基金、

こういうものがございます。 

 また、職員の退職手当の関係も積み立てをいたしておりますが、これも将来また退職者も

増えてまいりますし、また合併後から１０年間、２６年度までのこの関係の退職手当の負担

金についてはあとで精算をするということになっておりますので、このようになりますと当

然と積み立てをしていかないと、一般財源で丸々そういう退職手当加算の分も返していくと

なるとこれは大変なことでありますから、これも幾らかやっぱ積み立てをしていくことが大

事であるというようなことで考えておるわけでございます。 

 庁舎におきましては今回で８億７,７００万、減債基金で２億、それから財政調整基金が

２４億４,０００万ということであります。財政調整基金についてはさらにまた決算剰余金

が出ますとその半分は法的に積み立てる必要がありますので、さらに２７億、２８億までは

いけるんじゃないかと思っておりますので、とにかく年度間の財政調整がうまくいきますよ

うに、先々非常に不透明感もある世の中でありますから、しっかりと基金を持って対応がで

きるようにしていきたい、このような気持ちでございます。 

○議長（中尾 正男議員）   

 よろしいですか。 

○楠木園洋一議員   

 先ほども言いましたこの庁舎建設基金ですね。財政調整基金とか全部昨年度と同じぐらい

の基金積み立てなのに、この庁舎建設基金が大体前年度は１億８,０００万ほどの２億近く

で、今度は４億８,０００万ほど積み立てになってるんですよね、倍近くなっておる、そこ

の根拠ですね、判っていれば。 

○町長（日髙 政勝君）   

 財政運営のやり方で相当変わってきます。例えばこういう形でいろんな政策がありますか

ら、あるところには重点配分をしながら、また一方では無駄を省きながら、行政改革を進め

ながら、とにかく将来に向かって健全な財政運営をせないかんという根本的な考え方があり

ますので、そういう方向でやってるわけで。 
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 その年によって歳入が増えたり、あるいは行政改革によって歳出が予定どおり見込んでた

よりも減ったということで積み立てるその額というのは毎年決まったものではないわけです

ね。その年の財政運営のやり方でその見通しによってやっぱり積み立てる額というのは当然

と変わってくるわけですから。 

 去年２億積み立てました。そのときは初めての年で今後やっぱり庁舎をつくらにゃいかん

だろうなということで、そういう初年度年の積み立ての額でありました。ほかにも財政調整

基金とか積み立てましたけれども、もう目の前に近づいてくると、先ほどから申し上げると

おり、借金をどんどんするわけいきませんので、とにかく余裕のあるうちに積み立てをして

一般の事務事業に影響が出ないようにしたいと、そういう思いでやってるわけでありますの

で。 

 今後財政運営のやり方一つで額が変わってきます。そういう方向でとにかく健全な方向に

向かうような努力をするということで、財政調整基金にしろ、先ほど申し上げました庁舎に

しろ、できるところでしっかりと計画に基づいてやっていきたいと思っております。 

○楠木園洋一議員   

 この予算ですけど、ちょっと確認の意味で、この前もらった新年度のあれを見たら、２３年

度末ぐらいで７億ぐらいになるとなってるんだけど、２２年度末はそこまで考えてなかった

ですかね。ことしの予算だけど、これまで２３年度末で今度の４億を足した金額ぐらいにな

るとなってるもんだから。これとは違うわけですかね、予算と。 

○町長（日髙 政勝君）   

 先ほどから申し上げておりますとおり、そのときどきのこの財政というのは、いろんな経

済の状況も変わってきますし、国のいろんな政策でも変わってきます。特に本町の場合は

７割がこの依存財源ですので、この景気の状況あるいは国の政策によって大きく左右をされ

る、それがありますので、今みたいに先の見通しがどんどん変わるような時代になれば、な

かなかその的確な見通しというのは立てにくいところがございます。 

 今年みたいにまたこういった大きな災害があると、来年の地方財政に、先ほど申し上げま

したとおり、いけな影響が出っくっとか判らんというようなことがありますので、今のうち

にしっかりと貯金はしていかないと、いろんな町民の皆さん方の要望にはこたえていけない

というところがありますから、しっかりと対応ができるように、いろんな環境の変化にも順

応ができるように、財政運営というのはやっぱり一定の行政水準を保っていく必要があるか

と思っておりますので、そのために基金も積み立てをさしていただいてるところであります。 

○楠木園洋一議員   

 それぞれ違うということで了解しました。それと予算書の２１ページの財産収入のこの基

金の利子なんかが減額になってるんですね。財政調整基金が１８０万、それと減債基金、そ

れと庁舎建設基金の利子は増えてるんだけど、これはどこが違うんですか。 

○財政課長（下市 真義君）   

 ２２年度の当初予算と比較しての今回の減額あるいは増額でございますけども、大体当初

予算をつくる段階での見込みとその後のいわゆる基金を積み立てる時期とか、そういった関

係、またいわゆる１年の定期でほとんどやりますので、そのとき利率の低下とかそういった

変動もあった関係で、いわゆる基金の積み増しをしたものは増えたりとか、そういった調整

の結果のこういったいわゆる減額あるいはまた増額ということでございます。 

 いわゆる当初予算を編成した段階と今の時点での情勢が違うということを御理解いただき

たいと思います。 
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○麥田 博稔議員   

 ２２ページの一般廃棄物処理施設の繰入金３,０００万に関連してちょっとお伺いします

が、これは先の委員長報告書の中で、薩摩川内市と２４年度以降で継続ができるか不明であ

るために清算をするというようなあれがあったんですけど、合併時の前に一応清算して、そ

れで資産が７億とかあるから川内はこの基金には全然関係ないのではないかなと思うんです。

その辺の事情をちょっと執行部のほうから話があったそうですからお伺いいたします。 

 それから、ふるさとさつま応援寄附金が２３０万ですか、なってますけれども、これが何

人ぐらいで何口ぐらいとか、その辺が判ってたらお知らせを、今後どのようにしてその啓発

されていくつもりか、お願いをします。 

 それと雑入で２４ページですけれども、市町村の振興協会交付金ですけれども、これが

６００万の当初の予算が７,６００万と７,０００万ぐらい増えてるんですけれども、この辺

がどうなのか、宝くじの市町村が持ってるやつを地域にも何かせえとかちゅうのを新聞記事

で見たような気がするんですけれども、その辺もお願いします。 

 それから２７ページ、２款１項２目行政管理費の、先ほど町長が言われましたけど、退職

手当組合負担金の基金に７,０００万の積み立てをするということで、合併後１０年後、

２６年にその精算をしなければいけないということですが、現在までに１億５,０００万で

すかね、積んであるんですけれど、今度で２億２,０００万ですけれど、どれぐらいまで積

み立てないといけないものなのかお伺いします。 

 それから、東北地方のこの義援金の１,０００万に関連してですけれども、先ほど川口議

員からもあって今町長のほうから災害復興の基金を積み立ててあると。これは前の１８災が

あったときに私なんかも主張したんですけれども。 

 町長のほうから話があったように、とにかく品物で持ってると布団なんかも日干しもせな

いかんし、それで保管場所も要るし、食料も買いかえもせないかんし大変な負担になるから

一応お金で持ってなきゃいかんのじゃないかと、そっちのほうがいいんじゃないかというよ

うなことでそういう復興資金ということになったんですが。 

 今までのようなこの基金のあり方、状態、先ほど町長もちょっと積み増しをせないかんか

なと言われましたけれども、やはり一たん事があると、前私が言ったときには町長は財政調

整基金があるからそっちでと言われましたけれども、やはり財政調整基金のほうはいろんな

ことに使いたくなりますので、今後の町民の安心感とかなりますと、やっぱりこうして災害

に対する基金を積んで、そしてやはりいろんな人たちが変わっていっても、この基金だけは

さつま町に生まれた人は、何か災害に遭ったときにはこういうことでありますよということ

で、やはりもう少し積み立てをする必要があるのではないかと思うんですが、再度町長にそ

の件についてお伺いします。 

 それから、４７ページに子ども手当の２００万円の減があるんですが、２２年度にどのよ

うな状況だったのか、これは担当課で結構ですので、その辺の推移についてお伺いをいたし

たいと思います。 

 それから、国民健康保険特別事業についてですが、特定健診のこの１７０万円の減ですけ

れども、委員長報告にもありましたように、なかなか町民の理解が得られなくて受診率とい

うかそれがうまくいってないと。それで今年度は無料にしてなんとかしようと。 

 それで、昨年もやはりマイクロバスを出したりいろんな手だてをされましたけれども、な

かなか厳しいということで、それが６５％いかんと１０％の減額で約３,０００万というよ

うな話ですね。そうするとそれがうまくいくと３,０００万くるんですから、プラスマイナ
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スで６,０００万です。 

 そうなりますとやはり国民健康保険税に対するあれが非常に大きくなると思いますので、

介護のほうも先ほど報告ありましたように６,０００円ぐらいにせないかんというようなこ

とで町民の負担が非常に増えてきますので、ここを何としてもやはり６５％にいく手だてを

せないかんと思うんですね。 

 ４月になって館長会とか公民会長会とかいろいろありますので、やはりその席ででもその

辺のその金額のことについては詳しく説明をして、そして町民の方に理解をしてもらわない

と、国民健康保険税にはね返ってくるということを強く知らしめるべきじゃないかと思うん

ですけれども、その辺の考えをお伺いしときたいと思います。 

○町長（日髙 政勝君）   

 まず、一般廃棄物の基金の問題でありますが、今回取り崩しを計画いたしたところであり

ますけども、当初の合併協議会の際は、一応借金いわゆる地方債の残高それから建物、土地

等の資産の比較をしながら、いわゆるもうペイにしようというようなことで協議が調ったわ

けで、あとはもう委託をする分については委託料で払いましょうということになっておるわ

けでありますが。 

 基金につきましても取り崩す場合は、一応双方協議をしましょうということになっており

ましたので、毎年協議をしながら取り崩しをしていろんなこの修繕に充てているわけであり

ます。 

 したがいまして、いよいよ薩摩川内市におかれましても、平成２４年度からし尿関係が稼

働をするということでありますから、その辺になったときに一般のごみをどうするかという

問題もありますので、２回ほど市長といろいろ話し合いをしておりますが、基本的には向こ

うの考えとしましては、し尿とあわせてごみについてもすべて２４年度からもうスタートを

したいというようなお考えを示されましたけれども。 

 やはり祁答院、入来の分を含めて、ごみについてもし尿についてもですが、施設を建設を

してありますのでその辺の維持管理というのが非常に負担が大きいというようなことを申し

上げながら、２４年度から稼働をするこのし尿の分については、これはもう合併協議のとき

からも建設が始まっておりましたので、祁答院、入来まで含んだところで施設の建設をして

ある以上は、そしてまたそういうことで議会にもお諮りをして建設をされておりますので、

今さら引き続き、し尿の分まで使ってくださいということはちょっと筋が通らないことにな

ってるんじゃないかと思っておりますので、それはやむを得んのじゃないでしょうかという

ことは言ってますが。 

 このごみについては祁答院、入来の皆さん方も業者の皆さんが収集をして向こうの施設ま

で運んでいらっしゃるんですけど、例えば年末あたりになるとやはりそればっかりじゃいか

んということがありますし、やっぱり遠隔になるし、サービスを落とさんとなると、どっか

ストックヤードをまた中継基地をつくらないかんだろうし、そういった余計なお金も要るで

しょうから、引き続きうちを使っていただきたいということも申し入れをしてあります。 

 向こうとしては祁答院、入来分がきても十分処理能力はありますからできたらそうしたい

というお話でございましたが、それについては、こちらも起債も残っておりますから、２５年

までは何とかできませんかということでお願いをしてきておったわけであります。 

 そういうことで最初はトップ会談の中ではそういう方向でいきましょうかねということだ

ったんですけども、ただ、１回目のときに２４年度からすべて両方ともやるというような方

向、考え方が示されて、担当部署のほうで議会にも２４年度からどっちもやりますと答弁を
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したというようなこともあったみたいで、それでなかなかその辺もちょっといきさつがあっ

たみたいで、それで改めてまた何とか２４年まではできませんかというようなことでお話を

申し上げて、それについては市長が責任持ってやりたいというようなことでありましたので、

ごみについては２４年まではできるじゃないかと思っております。 

 正式な詰めはこれからですが、そういう方向まで流れがきております。そうしますと、

２５年度までできればいいんですけども、２５年度を見ますと、起債の借金は１,７００万

程度しかもう残りませんので、２４年までいったらほとんどもう借金も終わるような状況に

なっております。したがいまして、そう大きな影響というのは出ないのかなと思っておりま

す。 

 そうした場合に、基金が相当な金額残っておりますから、これをそのまま残しておくと、

向こうの立場としては当然として御理解いただけるような状況になるんじゃないかと思って

おりますので、今必要な施設の整備をしっかりとこの基金でやって、その延命を図っていく

ということのほうが得策ではないかというふうなことでこのような措置をとらせていただい

たところでございます。 

 それから、ふるさとさつま応援寄附金の関係でございますが、（発言する者あり）いいで

すか。これは毎年関西さつま会それから関東さつま会へ行って、それぞれの出席者の皆さん

方にもこのことについては県の職員と一緒になってお願いをしておりますし、今でも非常に

ありがたく思っております。それぞれ毎月そういう形で入ってきておるようでございまして、

本当有効に活用していきたいと思っておるところでございます。あと課長が答弁をいたしま

す。 

 それから、退職手当の関係でございますが、先ほど申し上げましたとおり、平成１７年か

ら平成２６年までのこの１０年間につきましては、職員が合併によって物すごく増えたとい

うようなことで、それを行政改革の一環としまして適正管理をせないかんというようなこと

で、早期退職のための基金の造成もして、相当な職員数もやめていったわけですが。 

 今後におきましてもやはり相当、年によっては１０名を超えるような年次が出てまいると

ころでございます。多いときには２１名とかあるようでありますから、とにかくこうなると、

こういう１０年間のこの精算ということになりますけども、調整特別負担金という形で納め

んといかんということになりますので、そうなったときに予算ですぐ出せる状況があればい

いんですけど、基金として積み立てをしてそれに対応できるように準備をしていく必要があ

るかということで、このような積み立てを計画をしているところでございます。 

 どこまで積み立てるかということ等については、また今後の退職後の職員数に応じて違い

ますので、あともって担当課長から説明をさせます。それから、宝くじの関係も今回宝くじ

振興協会、いわゆるサマージャンボの関係、いろいろ仕分けの関係で御存じのとおり、非常

にいろいろありましたけども、本町で７,６２４万６,０００円というのが入ってまいりまし

たので、これを一つの積み立ての資金財源にしとるわけであります。 

 あと災害復興基金につきましては、やはり先ほどありましたとおり、どういう災害がいつ

発生するか判りませんので、やはり特定目的基金としてしっかり持っていくほうが安心はで

きるかと思います。財政調整基金のこの目的からいっても使えないことはないんですけれど

も、それは多岐にわたっておりますので、できたら財政の余裕を見ながら積み増しができれ

ば積み足しの努力はしていきたいと思っておるところでございます。子ども手当の関係につ

いては、担当課長からお答えをさせていただきます。 

 特定健診の関係でありますが、現在まで４３％ですかね、それぐらいになっております。
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本年度におきましては６０％を持っていかないと、とても２４年度は６５％までは到達せん

よということで、とにかく健康づくり推進の宣言もいたしましたし、いろんな手だてをしな

がら町民ぐるみのこの健康づくりを推進をして、この受診率をいかに高めていくかというの

が大事でございますので、いろんな機会を通じて、先ほどありましたとおり、仮に受診率が

到達しない、そしてまたいろんな国の補助金がダウンをしますと、今まで行ってきたいろん

な健診にしましてもサービス事業を落とさなければならないという面があります。 

 一方によっては、地域もそれだけ負担増をしてもらわないかんという問題がありますので、

その辺も十分やっぱり町民の皆さんに御理解をいただく、そういう手だてが必要かと思って

おります。 

 とにかく自分の健康は自分で守るという意識をいかに高めて、やっぱり元気なうちに早期

発見、早期治療に努めるためには受診率を高めて予防に力を入れる、そのことが大事かと思

いますので、いろんな機会にまたこれは訴えていきたいと思っているところでございます。

私のほうからは以上です。 

○企画課長（湯下 吉郎君）   

 歳入の２２ページのふるさとさつま応援寄附金の関係でございますが、２２年度はさつま

町への直接分が１８件で１６９万６,０００円、それから県協議会を通じてくる分が件数は

３４件になりますけれども、特にさつま町指定してある分については５２万７,０００円、

それから指定のない分については７万８,０００円、あわせて６０万５,０００円ということ

で２３０万１,０００円となっております。 

 なお、昨年、一昨年のトータルでありますが、合わせまして昨年度は４０件の２１２万

５,０００円、２０年度は４０件の２２５万８,０００円ということになっております。 

○福祉課長（二階堂清一君）   

 ２２年度子ども手当の状況でありますが、２月がもう最後の月ということで支払いました。

全体で１,４９９世帯が対象でありまして、３,００４名です。全体的に支払ったお金が児童

手当と合わせまして３億６,６６０万円であります。 

○麥田 博稔議員   

 今、町長、課長から答弁をいただきましたけれども、一般廃棄物のこの処理施設の維持費

につきましては、前も言いましたけど今町長から話を聞きますと、基金があると川内市との

話の中でということですが、結局２１年度にも経済対策で７千７百万～７千８百万修理費を

使ってるんですね。それで、そのあと去年はまた電源立地ですか、これで１千何百万使って

車を買ってかえています。 

 となりますと、ことしもやはり予算的にはし尿処理のほうで９,９００万ぐらい一般需用

費を組んであるし、それからごみのほうでも６,７００万ぐらい、だから毎年１億、２１年

度はちょっとそれより下がりますけれども、１億幾らのその一般需用費が修理代が要ってる

ということで、安定的にやっぱり自分たちのまちでやっていくとなると、今もう少し積んど

かないと非常に厳しいのなかと。 

 それで、先ほど町長も言われましたが、この財政調整基金に積んでればと言われますけれ

ども、特に財政調整基金と先ほど出た庁舎建設基金なんかも、きょうの総務委員長の答弁の

中にもありますけれども、この前一般質問の中で無借金でつくるというような、つくれるか

もというような話も出たりしてびっくりしたんですけれども、やはりそのあと総務委員会の

委員長報告書を見ますと、合併特例債を使ってやるというようなことですが。 

 私から考えますと、し尿処理なんかのやつは、合併当時に幾らですかね、一般廃棄物２億
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円ぐらいあったやつが、それで今度で３,０００万、当初で６,０００万、完全にゼロになる

わけです。それで安定的にすると、先ほど言われたいつ何があるか判らないと言われるんで

すけど、この処理場はどうしても町民生活に直結していますので、やはりここは積み足して

ある程度安定的にできるという状態をつくらないかんのかなと思うんですよ。 

 それで、庁舎は無借金ですよといいながら、くどくなりますけど片一方のほうがゼロにな

る。町民には借金をしなくても庁舎はつくれますよと言いますけれども、内実はこっちのほ

うは金がないという状況で、財政調整基金に積んであるからと言われますけれども。 

 先ほどあったように今度の東北なんかの地震を見ますと今後交付税なんかについてもどう

なるか、交付税については地方の絶対の権限のある交付税ですけれども、采配によっては前

の政権のときには三位一体の改革だとかいって落ちてきたわけですから、何があるか判らな

い状況ですので、やはりこういうのはもうちょっと積んでいくべきじゃないかなというふう

に思います。 

 それから、退職手当については、あとどれぐらいか判らないということだったんですが、

やはり試算をしてこれぐらいだということで出してもらって、それで計画的に今度

７,０００万積むと２億２千万～２億３千万になるわけですから、やはりその辺はどこまで

ぐらいが要るんだという必要的な経費を出していく必要があると。 

 特に負担金なんかの割合も１００分の何と、市町村が減ってきたりして増えてきているよ

うですから、やっぱりその辺はしっかりとした試算をして、そしてやるべきじゃないかとい

うふうに思います。 

 災害復興基金につきましては、今後積み立てるということですけれど、この辺を全体的に

考えていったときに、いろんな意見があって庁舎には４億８,０００万も積んで、それでこ

の計画書でいきますと、先ほど楠木園議員からありましたように７億７,０００万が２３年

度末です。それで前倒しでも８億７,０００万、１億ぐらい増えるわけですから、２２年度

末。 

 それで来年度も積むと、庁舎についてはやはりどんどん増えていくということになりまし

て、それでこれがあれば町民の理解は得やすいでしょう、借金額が少なくなるから。だけど、

実際の中身としてはやはりそういう事情があるということですから、やっぱり先ほど言った

ようにこの総務委員会では７億５,０００万か幾らか合併特例債を使うというような話もさ

れてますけれども、やはりそういうふうにして使っていくべきだというふうに思うんですけ

れど、その辺の考えを再度お伺いしときます。 

○町長（日髙 政勝君）   

 この退職手当の関係につきましては、今の予定の退職者数というのも判って試算もいたし

ておりますので、それはもう判っております。大体どひこばっかい積めばよかちゅうところ

も試算はしておりますけども、２億５千万～２億６千万ですかね、というところになるかと

思います。 

 それから、この一般廃棄物の基金の関係ですが、これは先ほど申し上げましたとおり、

２２年度それから２３年度で、ある程度の今後修繕が見込まれるものについては、基金を充

てて整備をしたら大体この２～３年は大きなものはそんなに出てこないというふうに考えて

おりますので、そういう考え方で今回は出してあります。 

 今後当然として、施設は経年劣化していくわけでありますので、町民に密接な業務であり

ますから、支障がないような基金の積み立てというのは必要であると思っておりまして、施

政方針にも述べたとおり今後積み立てをしていきますというようなことでございます。 
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 それから、庁舎の関係につきましては、やり方によってはこの前申し上げましたとおり、

財政調整基金とかそんなのを充てていったらできないことはないんです。（「理解してま

す」と発言する者あり）ないんですよ。 

 それで、ただそういうわけもいかないところがあるというようなことで、そうするという

意味ではございませんので、先ほども委員長報告にありましたとおり、これを使って今後の

いろんな整備のための基金に積み立てをしていくのかとか、あるいは合併特例債を必要な分

だけは借りて、これは７０％の補助金がついたというものと全く一緒ですから、そういう有

効活用をしていったほうが将来の財政運営にはなるんだということでございますので、その

辺はそのときの財政状況を見ながら、特例債も必要なところは借り入れをしながら進めてい

きたいと思っているところでございます。 

○麥田 博稔議員   

 町長から説明を受けましたけれども、ぜひやはりそういうところは理解してやっていただ

きたいというふうに思います。 

 庁舎につきましては、私は個人的にはつくるべきだと思ってるんですけれども、やっぱり

いろんな意見がありますので、これは前から町長も言われてますけれど、町民の方に理解を

得るためにやっぱりせないかんし、私から見ますと、やはりそうして２３年度末でこうして

７億７,０００万ぐらいのやつが１億幾ら増えてくると、何とかして町民に理解を得るため

にこっちを積んであんまり借金をせんちよかでというような話になっていくのかなという気

持ちがしますけれども。 

 やはり町民の理解が一番大事でありますし、またこうして災害を受けて庁舎がつぶれます

と、うちの電算室なんかは前つくるときに震度７ということだったんですが、どこにそうい

う戸籍事務とか入ったやつを保管してあるのかなと、やっぱりそういうのも不安になります。

だから、ここだけじゃなくていろんなところにもしてあるんでしょうけれども。 

 いろんなところにすると今度は個人情報が漏れるとかいろいろありますけれど、いろんな

災害があってもそういうところはないように、やっぱりしっかりと保管をしていただくよう

に、これは要望をしておきたいというふうに思います。 

 それと、特定健診につきましては、非常に担当課も心配してますし、私たちの公民会が一

番さつま町でも昨年ですか、ワーストツーとかだったって、前も言いましたけれども、公民

会長がおとといの役員会の中でも、何とかしてこれを脱却したいというようなことで今度の

総会でも話をするというようなことですけれども。 

 みんなが行かんでもいいのにと思ちょいやっけど、やはりお金がこうして上がっていきま

すよとか、プラスマイナスで６,０００万ぐらいの金になりますので、１０％引かれるのと

１０％くるのでは２０％ですから、物すごくなりますので、やっぱりその辺は町民の方に理

解してもらおうと。 

 健康づくり推進員の方も今私たちの公民会で一生懸命行かないかんちゅうて運動してます

けれども、やはりそういう公民会長会なんかで数字を出してある程度こうなりますよみたい

なことをして、そして何とかしてクリアする努力をしていただきますように要望しておきま

す。 

○町長（日髙 政勝君）   

 庁舎建設の問題で、確かに十分な説明責任を果たしていかないと、そがし銭を使てと、今

のこういう厳しい時代に、という見方も確かにあると思っておりますので、ただ、その総額

だけの論議じゃなくて財源的にどうなっているかということをやっぱり十分説明をする必要
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があるかと思っております。 

 特に今回の東日本大震災を見たり、あるいは先般のニュージーランドのああいう地震とか

見まして、耐震調査をして、その結果も出ておりますし、そのまま不作為行為をずっと続け

ていくのかというのは、町の責任者としてやっぱり見過ごすことはできないことだと私は思

っております。 

 このような事件、事故が発生をしてる中でこういう公の施設で一般の町民の皆さん方が日

ごろから出入りをする場所でありますし、住民サービスを高めていく一つの拠点であります

から、その辺のところも十分御理解をいただきたいなと思っております。 

 岩手県の大槌町が、それこそ町長もお亡くなりになりまして、司令塔が亡くなって本当の

住民の災害復興がどのような形で進んでいくのかというのが非常に人ごとではないような感

じがいたしておりますが、ああいう事態を見たときやっぱりできるときにしないと、いつか

はしなければならないわけですので、この大規模改造をいたしましても、この前から申し上

げますとおり、相当数なお金が要ってそしてまた何年かするとまたしなければいけない。 

 かえって二重投資になって町民負担というのは増えていくんじゃないかと思っております

ので、その辺のところも十分御理解をいただくような説明をしていかにゃいかんなと思って

るところでございます。 

 それと、特定健診の関係であります。とにかく町内に健康推進員がそれぞれ公民会のとこ

ろにもいらっしゃいますので、公民会の会長さんを中心にもうデータを示して、おたくの公

民会は受診率はこれだけですよと、ここまではぜひとも高めていただきたいと、そういう取

り組みをそれぞれぜひやっていきたいと思っているところでございます。 

 公民会の皆さん方が一致協力して本当に元気で助け合いの世の中ができるような形ができ

れば非常にありがたいことでございますので、しっかりと取り組みをしていきたいと思って

おります。 

○平八重光輝議員   

 二、三お尋ねいたします。 

 一つは地震の見舞金の関係でありますが、これは東北、関東地方の災害ということもあり

ますが、国の災害、国難ではないかと思っております。 

 先般、災害が起こった明くる日かその明くる日ぐらいに、国連の事務総長が、日本は世界

じゅうのいろんな災害とか困難に手助けをしてくれたと、今度はそのお返しをする番だとい

うことで、けさの新聞を見ますと世界じゅうで１３２カ国の地域、国が支援を申し出たり、

実際来ていらっしゃるそうであります。 

 そういうことを踏まえましてお尋ねいたしますが、我がまちも過去３回の災害で金銭的な

面もありますが、物的な面、それとボランティアを含めた人的な援助というのは金額には換

算できませんけれども、恐らく数億円以上のものであったろうと思います。 

 先ほど、新改幸一議員のほうからもありましたけれども、また１８年の水害においては中

種子町から、専決でされたかどうか判りませんが、町長がわざわざ我がまちのために１００万

円という大金を持参していただいた経緯もあります。 

 この一般会計を見ますと、５億数千万の増額でありますが、実際は９億数千万の積立金と

あと４億幾らのいろんな事業の減額となっております。いろんな努力をされて、使わなくて

いいお金は使わないということでこういうお金が出てきたんだろうと思いますが、それと年

度末に向けてといいますか、国からの特別交付税等もあってこういうのが出てきたんだろう

と思いますが、１,０００万は大金でありますから多い少ないは言いませんけれども、先ほ
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ど５,０００万か６,０００万かというお話もありましたけれども、私は１億円ぐらいは出し

てもいいんじゃないかと個人的には思っております。 

 １０億近い特別交付税をいただいて９億ぐらい余剰金が出て、もう少し出るんじゃないか

というお話でしたから、せめて１割ぐらいは。国がお金が余ってくれたお金ならいいんです

が、国も借金をし、これから災害復旧には恐らく１年に何兆円とお金が１０年ぐらいかかる

んじゃないかというようなお話もあります。 

 そういう国の非常に稈迫した財政が予想される中で、災害地に見舞金として送るのもいい

んですが、全国の県、自治体が国にお返しするんだといって２０億～３０億円つくって返す

ぐらいの気概は持てないかと思っております。それも町長の英断であり決断であります。私

の考えがなっとるとは言いませんが、町長はそういう考えないよとおっしゃればそれで結構

ですが、やはりそれぐらい大変な時代だということを認識していく必要があるんじゃないか

と思います。 

 赤字子会社には親会社が資金を補てんします。子会社が回転がうまくいったときに、親会

社が危なくなったら子会社がまた逆に補てんをします。国も同じようなシステムではないか

と思います。ほかの市町村の関係もあるからここだけはというお話も町長の答弁の中ありま

したけれども、こういうのは町長がさつま町は先頭を切ってやるぐらいの度胸と決断があれ

ばと私は思っております。 

 中身についてもう一つ、後期高齢、国保等の人間ドックの減額が非常に大きくなっており

ます。どれぐらい予定されて受診率がどれぐらいだったのかお尋ねいたします。 

 先ほど受診率を６５％にせんと１０％の増減があるというようなお話でしたけれども、さ

っきありました６,０００万円の差があるということであれば、もう３,０００万円ぐらいは

ただでいいですから受診してくださいと、町民の健康も含めて、やってもいいぐらいの金額

ではないかと思います。 

 もちろん６４％と５０％では減額率も違うんではないかと思いますけれども、６５％に満

たんやつは全部１０％ということなのかどうか判りませんけれども、その辺もぜひ検討して

いただきたい。 

 それと、合併浄化槽であります。１,６７７万の減になっておりますが、これも予定数が

どれだけで実数がどれだけあったのか。もしたくさんの方がされないのであれば、その制度

自体が見直しをする必要はないのか、その辺も含めてお尋ねいたします。 

○町長（日髙 政勝君）   

 金額は先ほどからいろいろありますとおり、いろんな見方があるかと思います。多いとい

う見方もありますし、少ないという方もおりますし、それはさまざまだと思いますが、さつ

ま町の場合、いち早くこうして町民の皆様方にも募金を呼びかけし、町としましてもこうい

う方向づけをしながら御提案申し上げたところでございます。 

 金額の多寡についてはいろいろあるかと思いますが、とにかく我々もこの被災を受けたま

ちとしてそういう気持ちを早く表して早く元気になっていただきたいという気持ちから御提

案をしているわけであります。 

 おっしゃるとおり状況を見ながらあとでということも考えられることもありましたけども、

せっかくこうして議会も開かれておりますし、議員の皆さん方の考え方もお聞きしながらこ

うして予算も出しているわけであります。今後きょうの町村会の結果でどのような各市町の

取り組みがあるか判りませんが、さつま町においては早く決断をしてこうしてやってるわけ

ですから、その辺はまた十分御理解をいただければありがたいことだと思っております。 
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○健康増進課長（村山 茂樹君）   

 先ほどの人間ドックの質問でございますが、国保のドックの受診率につきましては、今資

料を持ち合わせておりませんので、後ほど回答させていただきます。 

 後期高齢の人間ドックでございますが、これにつきましては本年度当初で組んだわけです

けれども、連合会との連携が悪くて特定健診を申し込んでいらっしゃった方がもう既に受診

されておりまして、その方々につきましては人間ドックが受けられないことになっておりま

したので、不公平が出るということで本年度は後期高齢につきましては連合会のほうと協議

して人間ドックのほうは廃止させていただいたところでございます。来年度は当初から説明

しまして、ドックか健診か受けられるようにしてるところでございます。 

 以上でございます。 

○環境課長（貴島 晃人君）   

 合併処理浄化槽の件でございますが、本年度の実績が１２１基でございます。当初１６０基

の見込みでおりましたが、３９基ほど減額したところでございまして、やはり社会的なこう

いう状況なのか、新築の住宅が少なくなってるということで減ったのではないかと思ってお

ります。 

○議長（中尾 正男議員）   

 浄化槽の補助のあり方の考え方についてどうかと。 

○環境課長（貴島 晃人君）   

 補助のあり方でございますが、補助につきましては国県それぞれ町につきましても国と同

額の補助を実施してるところでございまして、これを町の上乗せ補助とかそういうことにつ

きましては今のところは考えていないところでございます。 

○平八重光輝議員   

 新築もですが、既存の住宅の合併浄化槽につきましては、環境の美化といいますか河川の

浄化のためにもぜひ上乗せ等も検討される必要があるのではないかと思います。 

 それと、もう一つ別になりますが、し尿処理場、それとごみの焼却場ですが、毎年１億円

近いお金が、毎年といいますかここ何年か必要であると、設備が古くなったりしますといろ

んな修繕費等もかさんでまいりますが。 

 ある程度借金の返済も済んで形がつくんであれば、薩摩川内市といいますか、祁答院町の

ほうの話もですけれども、もう古くなってまたつくりかえにゃならんと、それと修繕費が非

常に高くなってもう大変だと、財政負担が大変だということであれば、逆に薩摩川内市のほ

うにお願いしてお金を払って向こうのほうで一緒にさしていただけませんかというぐらいの

ことをまた考えてみる必要もあるんじゃないかと思うんですけど、町長はその辺はまだそう

いうお考えはございませんでしょうか。 

○町長（日髙 政勝君）   

 今のところありません。 

○平田  昇議員   

 午前中の委員長報告について介護認定率のことでお尋ねしたわけですが、そこまでは審議

は至らなかったという答弁でしたので担当課長に伺いたいと思います。一昨年の本町におけ

る介護認定率は、一昨年です、２０％で非常に高いと。ちなみに近隣には１２％の例もある

という説明がある中で、調査分析を進めているとのことでありました。その調査分析の結果

が出ているならお示し願いたい。この確認をしたいということです。 

 もう一つ、これは集落排水についてでございますが、今回の補正では事業費という名目で



- 171 - 

２５０万が出されております。どんな事業であったのか。以前の説明では、これも以前の説

明です、施設の補修費については年間３６０万を見込んでいるという説明でしたが、毎年度

予想されている補修費の内容はどんなものがあるのか。 

 当然老朽化は想定できます、古くなってるということで。この補修費に値したのがこの事

業費２６０万ですか、これがどうだったのか、その説明でいいです。 

○介護保険課長（中村 慎一君）   

 認定率の関係であります。さつま町の場合は２０％を超えておりますが、県内のこの近隣

の市町村等のこの認定率の資料をちょっと手元に持ち合わせておりませんので、若干そこの

ところは御容赦をいただきたいと思いますが。 

 さつま町のこの認定率が非常に高いわけでございますけども、やはりこの６５歳以上の高

齢化が進んでおりますけれども、この認定率が高いという原因につきましては、７５歳以上

の後期高齢の人口の数が多いということが一つ大きな要因であるというのは、これはもう県

の説明でもそういった説明をしておりますし、どこでもそういった説明がなされているよう

であります。 

 要するに高齢化率が高い中で、高年齢化が進んできているというふうにとらえております。

これはもうやむを得ない部分であるというふうに思うところでございます。 

 それともう一つは、さつま町の場合は、施設介護と在宅介護とそれぞれ分かれております

が、施設介護に係る入所をする定数、第４期の場合、定数はもう一応そのまま据え置いてお

りますので増床の余地がないわけでございます。 

 ただ、介護の重度化が進んでいきますと、どうしても在宅介護だけで賄えない部分という

のは出てまいります。そうなりますと、施設を持っているところに短期的にショートステイ

等をするようになります。その回数がやはり頻度が多くなるということであります。 

 ２１年度と２２年度の比較をしてみましても、在宅サービスの中で比較的に金額が大きく

伸びておりますのが、短期入所の関係、生活介護、老人介護といったようなそういうショー

トステイの関係等が伸びてきているようであります。 

 それと、もう一つが、福祉用具の貸与の部分とかそれから在宅サービスの回数が増えてき

ているといったようなことでございまして、施設に入所できない部分、在宅でのサービスの

頻度というのが限度額いっぱいに伸びてきていると、そういうふうに見ているところでござ

います。 

 やはり第５期の計画の中で、こういう施設介護に係る部分と在宅サービスに係る部分、そ

れとあと在宅となりますとどうしても家族の皆さん方のこのかかわりの度合いといったよう

なものも出てまいりますので、そこらをくるめてサービス事業所との協議、どういった方向

づけがいいのか、そういったところなんかを協議をさしていただければというふうに思って

おります。 

 県内いろいろ認定率を見てみますと、さつま町の場合は２０％、それから現在のところ昨

年の１２月時点で２１％を超えております。そういう状況になってきておりまして、ちょっ

と県内いろんな海岸端のそういう市町村を見て見ますと、やっぱり１０％台の中盤ぐらいに

あったりといったようなところでございますので、そういう市町村の状況等いろいろ調査を

してみたいなといったようなそういう気持ちは持っているところでございます。説明になり

ませんけど、そういったような分析を現在のところはいたしております。 

○健康増進課長（村山 茂樹君）   

 申しわけございません。国民健康保険事業によります平成２２年度の人間ドックの実数で



- 172 - 

ございます。一般ドックが３４名、女性ドックが３１名、ＰＥＴドックが１６名の計８１名

の人間ドックの助成を行ったところでございます。以上でございます。 

○環境課長（貴島 晃人君）   

 農業集落排水事業の関係でございますが、本年度の維持補修費につきましては３６０万ほ

ど計上しておりまして、その範囲内で実施をしております。今回積立金をお願いしたところ

でございますが、これにつきましては今後大規模な改修とかそういうのが予想されますので、

それに向けての積み立てでございまして、繰越金の留保がございましたので、その分を積立

金に回したということでございます。 

○平田  昇議員   

 この２５０万円の事業内容についてちょっとお知らせください。 

○環境課長（貴島 晃人君）   

 ２５０万円につきましては、維持補修基金へ積み立てると。（「積立金」と発言する者あ

り）はい、積立金でございます。 

○桑園 憲一議員   

 済みません。農林水産業費でお伺いいたします。 

 ５５ページですが、賃金の指導員、たしか梅の指導員を配置するということで当初予算で

説明を受けとったわけですが、これの減額の理由を教えていただきたいと思います。 

 それから５６ページ、水田重点作物助成２５０万円の減額ですが、重点作物のゴボウ、里

芋、カボチャ、１０アール当たり１万円、２５町歩の定着化図るという説明を受けておった

わけですが、これの減額の理由を教えてください。 

 それから５９ページ、フレッシュファーマー育成事業費、新規就農等の祝い金が２０万円

減額になってるんですが、本年度の新規就農者は何名おったのか。担当課長で結構です。 

○農政課長（平田 孝一君）   

 お尋ねの６、１、５の農産園芸事務費の賃金、指導員の９６万円の減額でありますが、こ

れにつきましてはおっしゃられるように梅の技術員の雇用ということで予定をしておりまし

たが、梅の産地づくりを進めていく中で完熟梅の一次加工技術がやや低いというようなこと

がございまして、そういった技術向上のために雇用をするということでしてたんですが。 

 この事業は２１年の後半から進めておりまして、一応２２年度も８万円の１２月分と、

１カ月に１０日間８,０００円の結局１２月分ということで９６万円計上させていただきま

したけれども、２２年度当初に口蹄疫等がございまして、なかなか予定者との交渉がうまく

いかず、そしてまた口蹄疫終了後、ハローワーク等にも募集をかけ候補者との交渉を持った

んですけれども、なかなかそういう時間が持てないということがございまして、そういった

雇用をあきらめたところでありまして、全額９６万円を今回減額したところであります。 

 この事業につきましては、緊急雇用創出事業臨時特例基金を活用して進めるということで

しておりました。そして、また２３年度につきましては、町の梅振興会のほうが７月をめど

に農業生産法人を設立したいというような意向がございますので、またこちらのほうで対応

していただけたらということで、２３年度では計上しませんでした。 

 それと、もう１点の水田の重点作物助成でありますが、これにつきましては米の生産助成

が進められる中で水田を活用して米以上の所得が得られる野菜、果樹など重点品目、それと

振興作物、そういったものを関係機関と一体となって推進を図っているところでありますけ

れども。 

 そのような中で平成２２年度から国における生産調整制度が戸別所得補償制度モデル対策
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となってスタートすることが予定されておりましたけれども、私ども町段階における予算要

求時点が１２月時点でございまして、国から何ら具体策が示されないことから、水田利活用

部分、従来の転作に係る部分が前年度からすると大幅に減額されるのではないかといった情

報もありました。 

 そういったことから、国の制度が未確定の中で町単独で重点作物に対する助成金を計上さ

せていただいたところであります。３月時点になりまして国県の説明会が実施され、助成金

が大幅に減る部分については激変緩和措置ということで前年度並みに近い助成金となったこ

とから全額を未執行ということで、今回全額をまた減額をしたところでございます。 

○議長（中尾 正男議員）   

 ちょっと答弁を保留します。答弁の担い手室長が見えてないようです。答弁を保留してお

きます。ほかに質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中尾 正男議員）   

 ないですね。 

 ここでしばらく休憩します。再開はおおむね２時２５分とします。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

休憩 午後２時１６分 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

再開 午後２時２４分 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

○議長（中尾 正男議員）   

 休憩前に引き続き会議を開きます。 

○担い手育成支援室長（小椎八重廣樹君）   

 失礼いたしました。フレッシュファーマー育成事業の新規就農者等祝い金の２０万円の減

でございますが、予算としましては４名分を計上いたしておりました。 

 ２名が新規就農となられ、残り２名分の減額という形になったわけですが、お一方は勤務

の関係でまだそちらのほうの継続をされとるということで対象にならないということで減、

もう一方は今しばらくまだ勉強をしたいということでまだ就農されていらっしゃいませんの

で、２名分の減を行ったところでございます。２２年度の祝い金の対象者は２名ということ

でございます。 

○桑園 憲一議員   

 この２名の新規就農者の職種を教えてください。 

○担い手育成支援室長（小椎八重廣樹君）   

 １名は佐志の方で畜産でございます。もう一方は中津川の方で園芸についていらっしゃい

ます。 

○議長（中尾 正男議員）   

 ほかにありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中尾 正男議員）   

 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 お諮りします。ただいまの議案８件については、会議規則第３９条第３項の規定によって

委員会付託を省略したいと思います。御異議ありませんか。 
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〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中尾 正男議員）   

 異議なしと認めます。よって、ただいまの議案８件は委員会付託を省略することに決定し

ました。 

 これから、順番に討論、採決を行います。 

 まず、議案第２２号について討論を行います。討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中尾 正男議員）   

 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

 これから本案を採決します。 

 お諮りします。本案は原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中尾 正男議員）   

 異議なしと認めます。よって、「議案第２２号 さつま町土地開発基金条例の一部改正に

ついて」は原案のとおり可決されました。 

 次は、議案第２３号について討論を行います。討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中尾 正男議員）   

 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

 これから本案を採決します。 

 お諮りします。本案は原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中尾 正男議員）   

 異議なしと認めます。よって、「議案第２３号 平成２２年度さつま町一般会計補正予算

（第１１号）」は原案のとおり可決されました。 

 次は、「議案第２４号 平成２２年度さつま町国民健康保険事業特別会計補正予算（第

３号）」から「議案第２９号 平成２２年度さつま町農業集落排水事業特別会計補正予算

（第１号）」までの議案６件について一括して討論を行います。討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中尾 正男議員）   

 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

 これから、ただいまの議案６件を一括して採決します。 

 お諮りします。ただいまの議案第２４号から議案第２９号までの議案６件は、原案のとお

り決定することに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中尾 正男議員）   

 異議なしと認めます。よって、「議案第２４号 平成２２年度さつま町国民健康保険事業

特別会計補正予算（第３号）」から「議案第２９号 平成２２年度さつま町農業集落排水事

業特別会計補正予算（第１号）」までの議案６件は原案のとおり可決されました。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

△日程第２４「議案第３０号 さつま町教育委員会委員

の任命について」   
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○議長（中尾 正男議員）   

 次は、日程第２４「議案第３０号 さつま町教育委員会委員の任命について」を議題とし

ます。 

 提案理由の説明を求めます。 

〔町長 日髙 政勝君登壇〕 

○町長（日髙 政勝君）   

 「議案第３０号 さつま町教育委員会委員の任命について」であります。 

 さつま町教育委員会委員のうち、熊田岐利氏が平成２３年５月９日付をもって任期満了と

なることに伴いまして、新たに神囿和昭氏を任命しようとするものであります。地方教育行

政の組織及び運営に関する法律第４条第１項の規定に基づき議会の同意を求めるものであり

ます。内容につきましては総務課長に説明させますので、よろしくご審議いただきますよう

お願いいたします。 

〔町長 日髙 政勝君降壇〕 

○総務課長（紺屋 一幸君）   

 「議案第３０号 さつま町教育委員会委員の任命について」御説明させていただきます。 

〔以下議案説明により省略〕 

○議長（中尾 正男議員）   

 これから本案に対する質疑を行います。質疑はありませんか。ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中尾 正男議員）   

 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 お諮りします。本案は会議規則第３９条第３項の規定によって委員会付託を省略したいと

思います。御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中尾 正男議員）   

 異議なしと認めます。よって、本案は委員会付託を省略することに決定しました。 

 これから討論を行います。討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中尾 正男議員）   

 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

 これから本案を採決します。 

 お諮りします。本案はこれを同意することに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中尾 正男議員）   

 異議なしと認めます。よって、「議案第３０号 さつま町教育委員会委員の任命につい

て」は同意することに決定しました。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

△日程第２５「議案第３１号 患者監視装置（生体情報

モニタ）購入契約の締結について」   

○議長（中尾 正男議員）   

 次は、日程第２５「議案第３１号 患者監視装置（生体情報モニタ）購入契約の締結につ

いて」を議題とします。 
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 提案理由の説明を求めます。 

〔町長 日髙 政勝君登壇〕 

○町長（日髙 政勝君）   

 「議案第３１号 患者監視装置（生体情報モニタ）購入契約の締結について」であります。 

 これはきめ細かな交付金事業によります患者監視装置の購入契約を締結しようとするもの

であります。さつま町議会の議決に付すべき契約及び財産の取得または処分に関する条例第

３条の規定に基づき議会の議決を求めるものであります。 

 内容につきましては健康増進課長に説明させますので、よろしく御審議いただきますよう

お願いいたします。 

〔町長 日髙 政勝君降壇〕 

○健康増進課長（村山 茂樹君）   

 それでは、「議案第３１号 患者監視装置（生体情報モニタ）購入契約の締結について」

御説明いたします。 

〔以下議案説明により省略〕 

○議長（中尾 正男議員）   

 これから本案に対する質疑を行います。質疑はありませんか。 

○平田  昇議員   

 １点だけお尋ねします。平成２１年度に本町は国の経済危機対策臨時交付金により高度医

療機器を購入し、医療機関に無償貸与しておりますが、これと全く同じパターンであると解

してよいのか。 

 この医療機器により医療機関は大変喜ばれているとの説明がなされているわけでございま

すが、この装置により医療技術上どんな効果を期待できるのか、この一連の無償貸与は医療

機関からの強い要望にこたえる形でなされたものか、この２点をお伺いします。 

○健康増進課長（村山 茂樹君）   

 今度導入しようと思っております患者監視装置につきましては、ＩＣＵ、ＣＣＵ等の重症

の病院患者の監視のために設置しようとするものでございまして、現在６基のモニタがある

わけですが、高齢化や重度化が進みまして、ＣＣＵ、ＩＣＵ等で不足が生じている状態であ

りまして、それらと連携して作動しようとするものでございます。 

 今回のものは前回のものとは全然違って、別にＩＣＵとＣＣＵで使用するというものでご

ざいます。 

○平田  昇議員   

 機械が違うという意味ですか。 

○議長（中尾 正男議員）   

 平田議員、今回の場合は予算は通過した契約案件でございますので、契約に関して関連は

ありますけれども、既に購入の予算関連は通過しておりますから、契約案件についての質問

にしていただきたいと。（「聞くなということですね」と発言する者あり）いや、ちょっと

何か本件の中身が少し違うんじゃないかというふうに受け取ります。 

○健康増進課長（村山 茂樹君）   

 前回２１年度に入れたものと機械は別のものでございます。（「パターンは一緒でしょっ

て私は言ってるわけですよ」と発言する者あり）考え方という意味ですか。（「貸与のパ

ターンですよ、貸与のやり方」と呼ぶ者あり）その点につきましては、町で購入して医師会

等に。 
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○議長（中尾 正男議員）   

 議長の発言許可を得て発言してください。（「申しわけございません」と発言する者あ

り） 

○健康増進課長（村山 茂樹君）   

 ２１年度と同様に町で購入しまして郡の医師会病院のほうに無償貸与するものでございま

す。申しわけございません。 

○麥田 博稔議員   

 契約の方法についてお伺いしますけれども、随意契約による契約となってますが、先ほど

平田議員が言われましたように、医師会のほうから要請があってされたのか、それともこの

機械というのが物すごくいいということでされたのか、その随意契約になった理由を説明を

お願いいたします。 

○健康増進課長（村山 茂樹君）   

 現在ＩＣＵ、ＣＣＵでも生体情報モニタを使用しておりますが、今回導入しようというの

は、先ほど申しましたように、重症患者が増えているという部分もございまして、今回８床

分のモニタを設置しようとするものでございます。 

 その随意契約につきましては現在使っている会社と同会社でないとやはり操作性のミスが。

それと今回導入しようというものは、１つのモニタからそのほかの７床のモニタまで見れる

ということで、わざわざナースステーションに行かなくてもほかの病室の症状が判るという

ことで今回導入しようとするものでございます。以上でございます。 

○麥田 博稔議員   

 今言われましたように、確認をしますけれども、結局今までの機械と全く同じようなもの

で操作性とかそういうことが同じだからミスが出ないようにということでされたということ

でいいですね。 

○健康増進課長（村山 茂樹君）   

 そのように医師会のほうから強い要望がございまして、それに従ったところでございます。 

○議長（中尾 正男議員）   

 ほかにありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中尾 正男議員）   

 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 お諮りします。本件は会議規則第３９条第３項の規定によって委員会付託を省略したいと

思います。御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中尾 正男議員）   

 異議なしと認めます。よって、本件は委員会付託を省略することに決定しました。 

 これから討論を行います。討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中尾 正男議員）   

 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

 これから本件を採決します。 

 お諮りします。本件はこれを可決することに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 
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○議長（中尾 正男議員）   

 異議なしと認めます。よって、「議案第３１号 患者監視装置（生体情報モニタ）購入契

約の締結について」は可決されました。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

△日程第２６「平成２２年陳情第１０号 「子ども・子

育て新システムの基本制度案要綱」に反対する陳情

書」   

○議長（中尾 正男議員）   

 次は、日程第２６「平成２２年陳情第１０号 「子ども・子育て新システムの基本制度案

要綱」に反対する陳情書」を議題とします。 

 文教厚生常任委員長の審査報告を求めます。 

〔岩元 涼一議員登壇〕 

○文教厚生常任委員長（岩元 涼一議員）   

 当委員会に付託されました「平成２２年陳情第１０号 「子ども・子育て新システムの基

本制度案要綱」に反対する陳情書」について、審査の過程と結果を御報告申し上げます。 

 本陳情は、さつま町虎居町１７７９番地１、川薩保育連合会会長、永田隆生氏から平成

２２年１１月１５日に提出されたものであります。 

 陳情の趣旨でありますが、政府は、昨年、子ども・子育て新システム検討会議を設置し、

「子ども・子育て新システムの基本制度案要綱」を示した。その後、２０１１年関係法律の

改正、２０１３年度実施を目指し検討が進められている。この新システムは、現在の保育制

度を大きく変えるもので、子どもの権利保障の観点から看過できない問題がある。 

 新システムは、保育制度を市場化し、営利企業の参入などを認め、公費の大幅な増額なし

に安上がりに、保育サービスの供給量の増大を図ろうとするもので、まさに介護保険と同じ

仕組みである。 

 市町村の保育実施義務をなくし、国の保育責任を放棄する新システムは、最も保育や支援

を必要としている子どもたちや家族が、必要な保育や支援が受けられなくなる可能性をはら

んでいる。そればかりか、公的責任の後退や保育料応益負担化による児童虐待の増大、保育

の質の低下、保育従事者不足をもたらす可能性がある。また、保育所最低基準が廃止され地

方ごとに条例でゆだねることになれば、ますます自治体間格差が拡大することが考えられる。 

 今、国がやるべきことは、現在の公的保育制度を充実させ、早急に待機児童解消のための

保育所整備計画を策定し、必要な財政支援を行い、認可保育所を増やすことと考える。憲法

２５条と児童福祉法２４条に基づく現在の公的保育制度こそ、子どもの権利、保護者や保育

労働者の人間らしく働く権利を保障し得る制度であり、子どもの最善の利益の保障にかなう

制度である。 

 こういった観点から、公的保育制度を変えようとする「子ども・子育て新システム」の導

入に反対するため、意見書提出を求めるというものであります。当委員会といたしましては、

執行部から現状等の意見を聞き、また、閉会中において保育所の現状を調査し意見の聞き取

りを行いました。 

 その中で、聞き取り調査においては、先に申し上げました陳情趣旨のほか特に、障害者や

貧困家庭、保育料未納などによる保育格差など福祉上の懸念が払拭されていないまま進めて

よいか。幼保一元化のビジョンには不透明な部分が多く、性急過ぎるのではないか。 

 保育問題は、単に都市部の待機児童問題だけではない。保育事業の改革は必要であるが、
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もっと現場サイドと連携しながら進めるべき事案ではないか、といった意見等も出たところ

であります。 

 以上を踏まえ、今回、当委員会としまして慎重に審査を行った結果、陳情の趣旨を「了」

として、採択すべきものと決定した次第であります。以上で報告を終わります。 

〔岩元 涼一議員降壇〕 

○議長（中尾 正男議員）   

 これから委員長報告に対する質疑を行います。ただいまの文教厚生常任委員長の報告につ

いて質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中尾 正男議員）   

 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中尾 正男議員）   

 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

 これから平成２２年陳情第１０号を採決します。 

 お諮りします。本件に対する委員長の報告は採択です。委員長の報告のとおり決定するこ

とに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中尾 正男議員）   

 異議なしと認めます。よって、「平成２２年陳情第１０号 「子ども・子育て新システム

の基本制度案要綱」に反対する陳情書」は、委員長報告のとおり採択とすることに決定しま

した。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

△日程第２７「発議第１号 東北地方太平洋沖地震に関

する決議」   

○議長（中尾 正男議員）   

 次は、日程第２７「発議第１号 東北地方太平洋沖地震に関する決議」を議題とします。 

 提出者の趣旨説明を求めます。 

〔木下 賢治議員登壇〕 

○木下 賢治議員   

 ただいま議題となりました、「発議第１号 東北地方太平洋沖地震に関する決議」につい

て趣旨の説明を申し上げます。提出者は、さつま町議会議員木下賢治であります。賛成者は、

同じく新改秀作議員、岩元涼一議員、米丸文武議員であります。 

 平成２３年３月１１日、東北から関東地方にかけて巨大な地震が発生し、東北地方を中心

にした大きな津波の到来により、甚大な被害が発生しました。被災後、１４日が経過した今、

現地におきましては、被災者救済とあわせ復興に向けた懸命な活動が続けられているところ

です。 

 この震災により犠牲となった数多くの方々や御遺族に対し深く哀悼の意を表するとともに、

余震が続く中、避難所等で不便な生活を余儀なくされている被災者の皆様に心からお見舞い

を申し上げます。当町議会としては、今回の震災の早急な復興を祈り、被災者の皆様方の救

援に向け、最大限の努力を行うべく、次のとおり決議するものです。 
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 東北地方太平洋沖地震に関する決議。 

 平成２３年３月１１日に発生した「東北地方太平洋沖地震」は、東北を中心に北海道から

関東に至る広範囲にわたり、巨大地震と大津波による多数の死傷者と行方不明者をもたらし、

沿岸の地区に壊滅的な被害が発生した。加えて、福島第一、第二原子力発電所において、過

去に例のない重大な事故が発生するなど、極めて憂慮すべき事態となっている。 

 被災地においては、懸命の救助作業が行われているものの、被害の全容は明らかになって

おらず、家屋の倒壊・流出や道路の損壊など、広範囲にわたる生活・産業基盤の崩壊は、我

が国経済にも深刻な影響を及ぼすことが予想される。こうした現状を踏まえ、政府において

は、被災地域の緊急の救援対策、復旧・復興対策等に、総合的かつ主導的に取り組むととも

に、全国自治体の協力を得て最大限の協力体制をもって臨むよう求めるものである。 

 本町においても情報収集に努め、被災者救済と復興支援等のため、国・県や関係自治体等

との連携を図りながら、人的派遣、生活物資の提供等、必要な支援を積極的に行うよう求め

るものである。 

 また、防災対策においては、今回の大震災の被害等を教訓に必要な見直しを行い、最適な

方策を講ずることはもとより、特に原子力発電所に関しては、本町も２０キロメートル圏内

に位置している地域があることから、国及び県において震災や津波など、自然災害に対し十

分な安全が確保されるよう、基準の見直し、また避難体制や監視体制等、抜本的な防災対策

を講じられるよう強く要望する。 

 あわせて、今後の国の対応等を踏まえ、国、県、九州電力等の関係機関においては、相互

に緊密な連携を図りながら、徹底した情報公開と川内原子力発電所の安全対策及び防災対策

並びに住民の安全確保に万全を期せられるよう要望する。以上、決議する。 

 平成２３年３月２５日。鹿児島県さつま町議会。 

 以上、趣旨の説明を終わります。議員各位の審議方、よろしくお願いいたします。 

〔木下 賢治議員降壇〕 

○議長（中尾 正男議員）   

 これから本案に対する質疑を行います。質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中尾 正男議員）   

 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 お諮りします。本案は会議規則第３９条第２項の規定によって、委員会付託を省略したい

と思います。御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中尾 正男議員）   

 異議なしと認めます。よって、本案は委員会付託を省略することに決定しました。 

 これから討論を行います。討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中尾 正男議員）   

 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

 これから発議第１号を採決します。 

 お諮りします。本案は原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中尾 正男議員）   



- 181 - 

 異議なしと認めます。よって、「発議第１号 東北地方太平洋沖地震に関する決議」は、

原案のとおり可決されました。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

△日程第２８「発議第２号 さつま町議会議長等の議員

報酬の特例に関する条例の制定について」   

○議長（中尾 正男議員）   

 次は、日程第２８「発議第２号 さつま町議会議長等の議員報酬の特例に関する条例の制

定について」を議題とします。 

 提出者の趣旨説明を求めます。 

〔平八重光輝議員登壇〕 

○行財政改革対策調査特別委員長（平八重光輝議員）   

 ただいま議題となりました「発議第２号 さつま町議会議長等の議員報酬の特例に関する

条例の制定について」、提案の趣旨説明を申し上げます。 

 厳しい雇用、経済情勢、また、本町の行財政改革の推進にかんがみ、平成２３年４月から

平成２４年３月までの１年間の報酬について、議長の報酬月額から５％、副議長、常任委員

長、議会運営委員長及び議員の報酬月額から３％を、それぞれ減額するものであります。 

 本条例施行による減額の総額を１８３万円と見込んでおります。 

 以上で、提案の趣旨説明を終わります。 

〔平八重光輝議員降壇〕 

○議長（中尾 正男議員）   

 これから本案に対する質疑を行います。質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中尾 正男議員）   

 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 お諮りします。本案は会議規則第３９条第２項の規定によって委員会付託を省略したいと

思います。御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中尾 正男議員）   

 異議なしと認めます。よって、本案は委員会付託を省略することに決定しました。 

 これから討論を行います。討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中尾 正男議員）   

 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

 これから発議第２号を採決します。 

 お諮りします。本案は原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中尾 正男議員）   

 異議なしと認めます。よって、「発議第２号 さつま町議会議長等の議員報酬の特例に関

する条例の制定について」は、原案のとおり可決されました。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

△日程第２９「発議第３号 町長の専決処分事項の指定

について」   
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○議長（中尾 正男議員）   

 次は、日程第２９「発議第３号 町長の専決処分事項の指定について」を議題とします。 

 提出者の趣旨説明を求めます。 

〔柏木 幸平議員登壇〕 

○議会運営委員長（柏木 幸平議員）   

 ただいま議題となりました、「発議第３号 町長の専決処分事項の指定について」趣旨の

説明を申し上げます。 

 本案は、地方自治法第１８０条第１項に基づき、議会の委任により町長の専決処分事項を

５項目指定しようとするものでございます。 

 第１号については、法律上、町の義務に属する１件５０万円以下の損害賠償の額を定める

こと。ただし、損害賠償の額が保険等で全額補償される場合は、損害賠償の額が１件５０万

円を超える場合も同様とするものでございます。 

 第２号では、前号に係る歳入歳出予算の補正を行うこととしてございます。 

 第３号については、鹿児島県市町村総合事務組合を組織する地方公共団体の数の増減及び

規約の変更並びに財産処分に関すること。 

 また、第４号におきましては、年度末における地方債等、特定財源の確定に伴う関係予算

の補正を行うこと。 

 さらに第５号では、町営住宅の家賃等の請求及び明渡しの請求に係る訴えの提起及び和解

（家賃の滞納を原因とするものに限る）に関することであります。 

 以上、地方自治法第１０９条の２第５項及びさつま町議会会議規則第１４条第３項の規定

により提出するものであります。 

 議員各位の御審議のほどよろしくお願いいたします。 

〔柏木 幸平議員降壇〕 

○議長（中尾 正男議員）   

 これから本案に対する質疑を行います。質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中尾 正男議員）   

 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 お諮りします。本案は会議規則第３９条第２項の規定によって委員会付託を省略したいと

思います。御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中尾 正男議員）   

 異議なしと認めます。よって、本案は委員会付託を省略することに決定しました。 

 これから討論を行います。討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中尾 正男議員）   

 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

 これから発議第３号を採決します。 

 お諮りします。本案は原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中尾 正男議員）   

 異議なしと認めます。よって、「発議第３号 町長の専決処分事項の指定について」は、
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原案のとおり可決されました。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

△日程第３０「発議第４号 「子ども・子育て新システ

ムの基本制度案要綱」に反対する意見書（案）の提出

について」   

○議長（中尾 正男議員）   

 次は、日程第３０「発議第４号 「子ども・子育て新システムの基本制度案要綱」に反対

する意見書（案）の提出について」を議題とします。 

 提出者の趣旨説明を求めます。 

〔岩元 涼一議員登壇〕 

○文教厚生常任委員長（岩元 涼一議員）   

 ただいま議題となりました「発議第４号 「子ども・子育て新システムの基本制度案要

綱」に反対する意見書（案）の提出について」、趣旨の説明を申し上げます。 

 意見書の内容につきましては、さきに採択されました「平成２２年陳情第１０号 「子ど

も・子育て新システムの基本制度案要綱」に反対する陳情書」と同趣旨であります。 

 お手元に配付してある意見書のとおり、公的保育制度を変えようとする今回の「子ども・

子育て新システム」の導入に反対するため、衆参両院議長及び内閣総理大臣ほか関係大臣に

対し、意見書を提出しようとするものであります。 

 議員各位の御賛同と御理解をいただきますよう、よろしくお願い申し上げます。 

 以上で、趣旨説明を終わります。 

〔岩元 涼一議員降壇〕 

○議長（中尾 正男議員）   

 これから本案に対する質疑を行います。質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中尾 正男議員）   

 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 お諮りします。本案は会議規則第３９条第２項の規定によって委員会付託を省略したいと

思います。御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中尾 正男議員）   

 異議なしと認めます。よって、本案は委員会付託を省略することに決定しました。 

 これから討論を行います。討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中尾 正男議員）   

 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

 これから発議第４号を採決します。 

 お諮りします。本案は原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中尾 正男議員）   

 異議なしと認めます。よって、「発議第４号 「子ども・子育て新システムの基本制度案

要綱」に反対する意見書（案）の提出について」は、原案のとおり可決されました。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 
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△日程第３１「報告第１号 平成２２年度さつま町土地

開発公社事業変更計画及び事業会計補正予算（第

２号）について」、日程第３２「報告第２号 平成

２３年度さつま町土地開発公社事業計画及び事業会計

予算について」   

○議長（中尾 正男議員）   

 次は、日程第３１「報告第１号 平成２２年度さつま町土地開発公社事業変更計画及び事

業会計補正予算（第２号）について」及び日程第３２「報告第２号 平成２３年度さつま町

土地開発公社事業計画及び事業会計予算について」を一括して議題とします。 

 報告の内容については説明済みであります。何かお聞きしたいことはありませんか。 

○新改 幸一議員   

 直接、土地公社の金額的な部分じゃないんですが、先ほどからるる出ておりますが、東北

地方の震災云々の流れの中に、空き家バンクの関係も説明があって、空き家バンクの関係も

さらに充実して進めていきたいということなんですけれども、この空き家バンクは空き家バ

ンクで、そういう流れは大変重要なことだと思ってるんですが。 

 これから先、３年、５年先は、１０年かかるかもしれませんけれども、今までは、定年後

はこっち田舎には帰ってこないという考え方でおった方々が、今回の東北のほうの地震なん

ですけれども、ずっと下ってきて、東京近辺、それぞれこっちの出身者あたりも、この際、

将来はさつま町に帰ろうかなという方々が今後出てくる可能性も私はあると思うんですが。 

 開発公社が持ってる、佐志ニュータウンとか鶴田とか、それぞれあるんですけれども、今

まで以上にそういう方々に対する、こっちに帰ってきたいという考え方を持っていらっしゃ

る方、そういう方々に気持ちよく提供するような、さらに突っ込んだ、ニュータウンに対す

る減額といいますか、流れを変えてみようかなというような将来的な考え方は持っていらっ

しゃらないものか、お聞きいたします。 

○町長（日髙 政勝君）   

 確かに福島の原発を機会にして、できるだけ遠くに避難をしたいという方もいらっしゃい

ますし、町内にも、既に一家族が公営住宅に入れるような手続もしてもらっておりますけど

も、出身者の中で、あるいは職場も失ったという方も、なきにしもあらずかと思いますが。 

 そういう意向の人が帰ってくる一つの機運というんですかね、あるかも判りませんので、

先ほど説明しました空き家バンクの関係も含めて、公社が持っております分譲住宅、この辺

については広くＰＲをしながら、そういうＩターンとか、あるいは町内に関係のない人につ

いても、そういう機会の窓口をあけておくことは大事かと思っております。 

 そのことはまた定住の促進にもなるわけでございますので、これもまた十分ＰＲの仕方に

ついては工夫をしながらやっていきたいと思っております。 

○平田  昇議員   

 開発公社の土地の処分について、永野工業団地用地１件だけは、これを開発用地として保

持したいという方針を示されているわけでございます。これは所有してから１１年が経過し

ておりますが、この間、どのような企業に売り込む努力をされたのか。 

 当地は、これまでに企業が当地進出の目的で当局に打診するか、または協議に至った例は

まだないのか。そのことについてお聞きしたいと思います。実勢価格は幾らになってるか、

そこら辺は判ってないでしょうか。 

○議長（中尾 正男議員）   
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 薩摩工業団地のあの分だと思います。基金との関連で。 

○企業誘致対策室長（湯下 吉郎君）   

 この土地開発事業に関する説明の中では、この完成土地には開発公社には入っておりませ

んので、資料としては提示をしてないところであります。ただそういう企業の誘致について

は、それぞれ旧町から努力をしておりますけれども、実際には分譲には至っていないという

ことであります。 

○議長（中尾 正男議員）   

 先ほどありましたが、この分については、土地開発基金のほうで保有をしてると。借りた

りはやってないということであります。（発言する者あり）のり面は、土地開発基金の分で

すね。町長から補足する分はありませんか。取引の話とか別にないわけですね。 

○町長（日髙 政勝君）   

 永野の工業団地についても、だんだん空港の道路についても整備をされて、近くになって

きておりますので、過去においても町内の企業さんのほうにも紹介をして検討されたいきさ

つはありますし、これまでも数件現地を見てもらったことはありますけど、契約の段階まで

至っていないというのが事実でございます。これからもいろんなところには紹介をしながら

努力はしていきたいと思っております。 

 ただ先ほどの一般会計の中でも申し上げましたとおり、平面の部分は公社で残っておりま

すけど、下ののり面を構成する分は土地開発基金という形で残っているところでございます。  

 なかなか工業団地の用地として、のり部分まで含めて処分となりますと、相当価格は上が

って、買い手も難しくなるかなというのがありまして、基金においてあるのかなという感じ

がございます。そういういきさつがあるようですから、それについては今後、どのようにや

っていくのか、町有地として今後も確保していくのか、その辺はいろいろ課題がありますの

で、検討させていただきたいと思います。 

○麥田 博稔議員   

 ２３年度の予算ですけれども、この前の説明で広告宣伝費３８万７,０００円ですが、

４万５,０００部ということでしたけれども、それから旅費も組んであるんですけれども、

積極的に売りに行くということでありますが、説明書によれば、ただ理事会の費用弁償とか

その辺で、一般会計で食糧費も２０万ぐらい組んであるんですよね。 

 だけど、売るためにはもうちょっとやらんと、こっちのほうは３億借りて、次また組まれ

るんでしょうけれども、いろいろ財政が逼迫してるからということですけれども、一般会計

のほうから２０％やって、昨年も４区画か５区画か売れて、ことしも２区画は売れるという

ことですけれども、その辺をどのようにお考えなのか。 

 やっぱりこうなってきますと、先ほどあったように、もうちょっと入れてでも、よそから

の人が帰ってくるといえば安く売るとか、これは一般会計のほうになりますけれども、どう

しても一般会計とこっちと言いますけれども、親子というか、完全に一心同体ですから、土

地開発基金等はこっちに移行してるだけで、しかも連結にせにゃいかんちゅうことですから、

どうしてもこっちを早く処分してやりたいという気があるんですけれども。 

 広告宣伝費が３８万７,０００円、それから旅費が８万２,０００円ですけど、これはさっ

き言ったような状態ですけど、その辺の基本的な考えはどのようにお考えなのか、お伺いし

ます。 

○企業誘致対策室長（湯下 吉郎君）   

 ただいま御指摘の点でありますが、３月３１日まで売却を見込みということで、当初予算
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についてはこの金額で出しておりますけれども、５月の段階でまた理事会をして、そして補

正予算という形で旅費等の予算を計上するということになっております。 

 言われましたように、これは非常に早く販売をして、そしてこれを軽くするというのは、

私どもの使命でございますので、町長のトップセールスを初めとして、県内外のチラシ配布、

そして先ほど提案にありました空き家バンクとあわせて、県外の固定資産の所有者について

もこれを活用しながら、また販売を促進していきたいというふうに考えておりますので、御

理解をいただきたいと思います。 

○議長（中尾 正男議員）   

 ほかにありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中尾 正男議員）   

 質疑なしと認めます。これで報告を終わります。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

△日程第３３「議員派遣の件」   

○議長（中尾 正男議員）   

 次は、日程第３３「議員派遣の件」を議題とします。 

 お諮りします。会議規則第１２１条の規定により、別紙のとおり次期定例会までの期間に

開催される研修会について、議員を派遣したいと思います。御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中尾 正男議員）   

 異議なしと認めます。よって、別紙のとおり議員を派遣することに決定しました。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

△日程第３４「閉会中の継続審査・調査について」 

○議長（中尾 正男議員）   

 次は、日程第３４「閉会中の継続審査・調査について」を議題とします。 

 各常任委員会及び議会運営委員会並びに各特別委員会委員長から、会議規則第７５条の規

定によって、お手元にお配りしました各事項について、閉会中の継続審査・調査の申し出が

あります。 

 お諮りします。各委員長からの申し出のとおり、閉会中の継続審査・調査とすることに御

異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中尾 正男議員）   

 異議なしと認めます。よって、各委員長からの申し出のとおり、閉会中の継続審査・調査

とすることに決定しました。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

△閉  会   

○議長（中尾 正男議員）   

 以上で、本日の日程は全部終了しました。よって会議を閉じ、これをもって平成２３年第

２回さつま町議会定例会を閉会します。 

閉会時刻 午後３時１４分   



- 187 - 

 

 

   

 

  地方自治法第１２３条第２項の規定により署名する。 

 

 

    平成  年  月  日 

 

                  さつま町議会議長  中 尾 正 男 

 

 

                  さつま町議会副議長  木 下 賢 治 

 

 

                  さつま町議会議員  市 來   修 

 

 

                  さつま町議会議員  新 改 幸 一 

 

 

 

 

 

 

 



 


	会期日程(H23.03)
	審議結果
	目次
	３月３日（開会）
	３月１０日一般質問
	３月１０日（第２日）
	新改　秀作議員
	米丸　文武議員
	森山　　大議員
	平田　　昇議員
	川口　憲男議員
	内田　芳博議員

	３月１１日一般質問
	３月１１日（第３日）
	楠木園洋一議員
	新改　幸一議員
	桑園　憲一議員
	岩元　涼一議員

	３月１４日（第４日）
	総括質疑

	３月２５日（最終日）




<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.1000
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize false
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts false
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
    /00
    /GC-Special-Character
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 150
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 150
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile (None)
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName (http://www.color.org)
  /PDFXTrapped /Unknown

  /Description <<
    /ENU (Use these settings to create PDF documents with higher image resolution for high quality pre-press printing. The PDF documents can be opened with Acrobat and Reader 5.0 and later. These settings require font embedding.)
    /FRA <>
    /DEU <>
    /PTB <>
    /DAN <>
    /NLD <>
    /ESP <>
    /SUO <>
    /ITA <>
    /NOR <>
    /SVE <>
    /KOR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe7f6e521b5efa76840020005000440046002065876863ff0c5c065305542b66f49ad8768456fe50cf52068fa87387ff0c4ee575284e8e9ad88d2891cf76845370524d6253537030028be5002000500044004600206587686353ef4ee54f7f752800200020004100630072006f00620061007400204e0e002000520065006100640065007200200035002e00300020548c66f49ad87248672c62535f0030028fd94e9b8bbe7f6e89816c425d4c51655b574f533002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d5b9a5efa7acb76840020005000440046002065874ef65305542b8f039ad876845f7150cf89e367905ea6ff0c9069752865bc9ad854c18cea76845370524d521753703002005000440046002065874ef653ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000520065006100640065007200200035002e0030002053ca66f465b07248672c4f86958b555f300290194e9b8a2d5b9a89816c425d4c51655b57578b3002>
    /JPN <FEFF3053306e8a2d5b9a306f30019ad889e350cf5ea6753b50cf3092542b308030d730ea30d730ec30b9537052377528306e00200050004400460020658766f830924f5c62103059308b3068304d306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103057305f00200050004400460020658766f8306f0020004100630072006f0062006100740020304a30883073002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d30678868793a3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
  >>
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [600 600]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice




